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１．ＬＣＯ等の設定について 

「実用発電用原子炉及びその附属施設における発電用原子炉施設保安規定の審査基準」で

は，原子炉施設の重要な機能に関して，安全機能を有する系統，機器および重大事故等対処

設備等について，運転状態に対応したＬＣＯ，サーベイランス，要求される措置およびＡＯ

Ｔ（以下「ＬＣＯ等」という。）を設定し保安規定へ規定することが求められている。 

このため，ＬＣＯ等を設定する対象設備，サーベイランス，要求される措置およびＡＯＴ

の設定に関する考え方について「保安規定変更に係る基本方針」（ＢＷＲ７社 令和元年５

月９日作成，令和４年９月１５日最終改訂）へ示したことから，これに基づき，島根原子力

発電所原子炉施設保安規定（以下「島根原子力発電所保安規定」という。）へＬＣＯ等を規

定する。 

２．島根原子力発電所保安規定へ規定するＬＣＯ等について 

島根原子力発電所保安規定第６５条（重大事故等対処設備）に重大事故等対処設備（以下

「ＳＡ設備」という。）のＬＣＯ等を規定する。ＬＣＯ等の設定について，以下の要領で検

討する。（図１参照） 

3



①ＳＡ設備の抽出

（目的）

ＬＣＯ／ＡＯＴ対象となるＳＡ設備を網羅的に抽出する。 

（実施要領） 

「設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト）」（以下「追補」とい

う。）および「設置変更許可申請書 添付八（ＳＡ設備の設備分類）」に記載している

ＳＡ設備を整理し，ＳＡ設備のリストを作成する。 

作成したＳＡ設備のリストについて，「設計及び工事計画認可補正書（基本設計方針，

要目表，容量設定根拠）」により，ＳＡ設備に抜けがないか確認を行う。 

次に，各ＳＡ設備の適用モードを整理する。 

「保安規定変更に係る基本方針」[記載箇所：4.3 添付-6]に記載している，ＳＡ設

備のＬＣＯを適用する運転モードに関する考え方に基づいて，技術的能力審査基準 1.1

～1.19（設置許可基準規則第 44 条～第 62 条）毎に適用される原子炉の状態を整理し

た表「重大事故等対処設備のＬＣＯを適用する原子炉の状態について」を作成し，各

ＳＡ設備について「追補」に記載している手順に着手する可能性がある原子炉の運転

状態を適用される原子炉の状態として設定する。（資料１．（６）） 

設定した各ＳＡ設備の適用される原子炉の状態をＳＡ設備のリストに反映し，「重

大事故等対処設備整理表（各基準）」とする。（資料１．（１）） 
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②対応手順毎に整理

（目的）

設置許可基準規則，技術基準規則および技術的能力審査基準で示される多様な目的

に対して，同一のＳＡ設備を使用して対処するものが少なくないことから，「重大事故

等対処設備整理表（各基準）」では，同じＳＡ設備が繰り返し記載されている。このた

め多様な目的に対して同一のＳＡ設備は一括りにして整理することにより，ＳＡ設備

が動作不能となった場合，速やかにＬＣＯ等の判断ができるよう，保安規定上，明確

にする。 

（実施要領） 

「保安規定変更に係る基本方針」[記載箇所：4.3-添付-1]に記載している重大事故

等対処設備の系統毎の括り方に関する考え方に基づいて，ＳＡ設備を使用した対応手

順毎に整理した表「運転上の制限に係るＳＡ設備の系統毎の括り方について」を作成

し，「重大事故等対処設備整理表（各基準）」に反映する。 

具体的には，設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量），設置変更許可申請

書 添付十有効性評価，追補，設計及び工事計画認可申請書資料（容量設定根拠）を

参照し，以下の事項に配慮して検討する。 

<配慮事項> 

・各ＳＡ設備とも，技術基準規則，設置許可基準規則，技術的能力審査基準およびそ

れらの解釈の要求（以下「基準要求」という。）を満足すること。

・検討対象範囲として，技術基準規則（技術的能力審査基準）第 59条（1.1）「緊急停

止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備」～第 71条(1.13)「重大事故等

時に必要となる水源及び水の供給設備」とすること。（その他の条文に係るＳＡ設備

は，同一のＳＡ設備を多様な目的のために使用する場合がないため，対象外とする。） 

・重大事故等の対処に使用する静的機器（配管等）は，いずれかのＳＡ設備に含まれ

るよう配慮することにより，必ずＬＣＯ設定の範囲内に入ること。

・ＳＡ設備が故障等により動作不能となった場合に，当該ＳＡ設備の機能と同等の機

能を有するＳＡ設備があればＬＣＯ逸脱にならないことを考慮すること。

例）原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に冷却するための設備としての高圧原子炉代

替注水系（現場起動）と原子炉隔離時冷却系（現場起動）は，同等の機能を有し

ていることから，いずれか一方のみが故障等により動作不能となった場合は，Ｌ

ＣＯ逸脱にならないとする。 
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③設備情報の入力

（目的）

ＳＡ設備を保安規定に定めるにあたって，必要となる事項の一つである所要数を明

確にする。 

（実施要領） 

設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量），設置変更許可申請書 添付八（設

備仕様），設置変更許可申請書 添付八（ＳＡ設備の設備分類），設置変更許可申請書 

添付十有効性評価，設計及び工事計画認可申請書資料（所要数の根拠となる資料）を

参照し，各ＳＡ設備について常設設備／可搬設備を整理したうえで所要数（Ｎ，２Ｎ）

を設定し，「重大事故等対処設備整理表（各基準）」に反映する。 

④設備の分類

（目的）

「重大事故等対処設備整理表（各基準）」に記載しているＳＡ設備について，他条文

にて整理すべき設備，他のＳＡ設備に係る系統に含まれるため系統としてＬＣＯ等を

設定する設備，他の手段にて整理する設備を抽出し，保安規定に規定すべきＳＡ設備

の分類を行う。 

（実施要領） 

「保安規定変更に係る基本方針」[記載箇所：4.3(4)]に記載しているＳＡ設備とし

て利用する設計基準事故対処設備（以下「ＤＢ設備」という。）のＬＣＯの記載の考え

方に基づいて，ＤＢ設備の有する機能が重大事故等対処のために期待する機能と同一

であるため，ＤＢ設備と兼ねるＳＡ設備として整理できる場合は，当該のＤＢ設備を

規定している保安規定条文（以下「ＤＢ条文」という。）にてＬＣＯ等を判断すること

とし，当該ＳＡ設備を「重大事故等対処設備整理表（各基準）」で分類する。 

具体的には，設置変更許可申請書 添付八に記載している「容量等」の記載より，

ＳＡ設備の機能が設計基準事故時の機能と兼用しており，同仕様で設計していること

を確認したものについて，所要数および適用モードがＤＢ条文に記載されている要求

事項に包絡される場合においてＤＢ設備と兼ねるＳＡ設備として整理する。 

ＳＡ設備のうち静的機器（配管等）について，他のＳＡ設備に係る系統に含まれる

場合は，他のＳＡ設備に紐づく系統としてＬＣＯ等を設定することとし，当該ＳＡ設

備を「重大事故等対処設備整理表（各基準）」で分類する。 

複数の手段にて使用する同一のＳＡ設備について，適用モード等の条件を考慮し集

約できる場合は一つの手段に係るＳＡ設備に整理することとし，当該ＳＡ設備を「重

大事故等対処設備整理表（各基準）」で分類する。 
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⑤対応するＤＢ設備の設定

（目的）

ＬＣＯを逸脱した場合において，最初に対応するＤＢ設備を確認する必要があるた

め，各ＳＡ設備について対応するＤＢ設備を整理する。 

（実施要領） 

ＳＡ設備のうち追補または設置変更許可申請書 添付八の中で機能喪失を想定する

ＤＢ設備を記載しているものは原則として，機能喪失を想定するＤＢ設備の中から対

応するＤＢ設備を設定する。 

ＳＡ設備のうち機能喪失を想定するＤＢ設備がないもの，または機能喪失を想定す

るＤＢ設備があるが対応するＤＢ設備としては適当でない場合については，個別に検

討する。 

例）大気への放射性物質の拡散抑制のための設備は重大事故緩和設備であり，機能喪失を

想定するＤＢ設備は無いが，そもそも格納容器や燃料プールが健全であれば大気への放

射性物質拡散抑制は不要である。 

よって，格納容器および燃料プールの健全性を確保する機能を考慮して，残留熱除去

系（格納容器冷却モード）および燃料プール水位・温度確認を対応するＤＢ設備として

新たに設定する。 

⑥ＬＣＯ適用緩和設備の設定

（目的）

「保安規定変更に係る基本方針」（4.3-2(1)，4.3-添付-2）により，あるＳＡ設備の

基準要求および機能を満足できる他のＳＡ設備がある場合，その機能に対しては，他

のＳＡ設備にのみＬＣＯ設定したり，いずれかのＳＡ設備が健全であればＬＣＯ逸脱

とみなさない等のＬＣＯ適用の緩和が許容されていることから，ＬＣＯの適用を緩和

できる対象設備を整理する。 

（実施要領） 

各ＳＡ設備にかかる基準要求を確認し，他のＳＡ設備があれば基準要求を満足でき

るようなＳＡ設備があることを確認する。 

他のＳＡ設備により基準要求を満足できるようなＳＡ設備について，設置変更許可

申請書 添付十有効性評価および設計及び工事計画認可申請書資料（容量設定根拠）

により，要求される機能（容量・揚程・有効性評価上の代替可否等）を確認し，設置変

更許可申請書 添付十有効性評価および追補にて，機能要求を満足するためのＳＡ設

備の準備時間を確認する。 
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基準規則を満足し，かつ同等な機能を有するＳＡ設備がある場合，ＬＣＯの適用を

除外できる対象設備として設定する。 

⑦代替措置の設定

（目的）

「保安規定変更に係る基本方針」[記載箇所：4.3(2) b.(a)～(c)]により，ＬＣＯを

逸脱した場合において，逸脱したＳＡ設備と同等な機能を有するＳＡ設備※１，もしく

はその機能を補完する代替措置※２を実施することで機能を満足できるＳＡ設備また

は自主対策設備が動作可能である場合，ＡＯＴの延長に活用できることから，対象設

備を整理する。 

※１：他のＳＡ設備にて基準要求も満足できる場合は⑥の設備となる。

※２：代替措置については，ＳＡ設備の機能を補完する措置（代替品の補充，要員の

確保等）がある場合に設定する。 

（実施要領） 

同等な機能を有するＳＡ設備について，設置変更許可申請書 添付十有効性評価お

よび設計及び工事計画認可申請書資料（容量設定根拠）により，ＳＡ設備に要求され

る機能（容量・揚程）を確認し，設置変更許可申請書 添付十有効性評価および追補

にて，ＳＡ設備の機能を満足するための準備時間を確認する。機能および準備時間と

もに満足できる他のＳＡ設備がある場合，同等な機能を有するＳＡ設備として設定す

る。 

代替措置については，ＳＡ設備の機能を補完する代替措置（代替品の補充，要員の

確保等）がある場合に設定する。 

「重大事故等対処設備整理表（各基準）」に，上記②から⑦を反映し「重大事故等対

処設備代替設備整理表（保安規定第６５条 各表）」とする。 

⑧ＬＣＯ，サーベイランス，要求される措置およびＡＯＴの設定

（目的）

ＳＡ設備について，ＬＣＯを設定し，必要な機能が維持されていることを確認する

ためのサーベイランス，機能が喪失した場合に要求される措置およびＡＯＴを設定す

る。 

（実施要領） 

「重大事故等対処設備代替設備整理表（保安規定第６５条 各表）」に整理したＳＡ

設備について，「保安規定変更に係る基本方針」[記載箇所：4.3]に基づき，ＬＣＯ，サ

ーベイランス，要求される措置およびＡＯＴを設定する。 

8



・ＬＣＯの設定

②で整理した対応手段毎に，基準要求を満足するために必要とするＳＡ設備の

数量を系統単位で設定する。具体的には，「重大事故等対処設備代替設備整理表（保

安規定第６５条 各表）」，設置変更許可申請書 添付十有効性評価および追補を

確認し，所要数・必要系統数を設定する。設計及び工事計画認可申請書において

所要数が明確となるものについては，設計及び工事計画認可申請書資料を確認す

る。 

可搬型重大事故等対処設備の保管状態については，保安規定添付３（重大事故

等および大規模損壊対応に係る実施基準）「１ 重大事故等対策」のうち，「1.2 ア

クセスルートの確保，復旧作業および支援に係る事項(1)アクセスルートの確保」

に記載しているとおり，位置的分散を図り保管すること，屋外の可搬型重大事故

等対処設備については複数箇所に分散して保管することが遵守されていることを，

保安規定第１３条に基づく巡視点検により確認する。巡視点検により，定められ

た保管場所に必要な設備を保管していない場合（ただし，島根原子力発電所保安

規定第７１条第５項および第８項に定めるとおり，サーベイランスまたは訓練実

施時に必要な処置を行っている場合を除く。）は，運転上の制限を満足していない

と判断する。 

・サーベイランスの設定

使用前事業者検査，施設定期検査，定期事業者検査における実施要領を踏まえ，

既に保安規定に規定している，サーベイランスを実施するＳＡ設備と同等のＤＢ

設備のサーベイランス実施要領を参考として規定する。 

ＤＢ設備に規定のないＳＡ設備については，「設計及び工事計画認可申請書補正

書 資料（容量設定根拠）」にて，必要な容量・揚程を確認する。 

サーベイランス頻度は，「保安規定変更に係る基本方針」[記載箇所：4.2(2)]に

基づき，可搬設備は３箇月を上限とした頻度とし，常設設備については保守管理

計画に定める点検計画（案）の点検・補修実施頻度以内で設定する。 

・要求される措置およびＡＯＴの設定

「保安規定変更に係る基本方針」[記載箇所：4.3(2)～4.3(5)]に記載している

内容に基づき，島根原子力発電所保安規定に要求される措置およびＡＯＴについ

て規定する。 
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これらの検討により，島根原子力発電所保安規定第６５条および審査資料を作成す

る。また，設計及び工事計画認可申請書最終補正書（基本設計方針，要目表，容量設定

根拠）を参照し，ＳＡ設備を照合することにより最終の確認を行い，島根原子力発電

所保安規定第６５条最終補正版を作成する。 
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図１ 保安規定第６５条 ＬＣＯ等の設定検討フロー 
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資料１．（１） 重大事故等対処設備整理表（各基準） 

12



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

Ａ
Ｔ

Ｗ
Ｓ

緩
和

設
備

（
代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

）
6
5
-
1
-
1

「
6
5
-
1
-
1
 
Ａ

Ｔ
Ｗ

Ｓ
緩

和
設

備
（

代
替

制
御

棒
挿

入
機

能
）

」
で

整
理

制
御

棒
第

2
2
条

「
第

2
2
条

　
制

御
棒

の
ス

ク
ラ

ム
機

能
」

で
整

理

制
御

棒
駆

動
機

構
第

2
2
条

「
第

2
2
条

　
制

御
棒

の
ス

ク
ラ

ム
機

能
」

で
整

理

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

　
配

管
・

弁
第

2
2
条

「
第

2
2
条

　
制

御
棒

の
ス

ク
ラ

ム
機

能
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

第
2
2
条

「
第

2
2
条

　
制

御
棒

の
ス

ク
ラ

ム
機

能
」

で
整

理

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
8
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理

Ａ
Ｔ

Ｗ
Ｓ

緩
和

設
備

（
代

替
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

機
能

）
6
5
-
1
-
2

「
6
5
-
1
-
2
 
Ａ

Ｔ
Ｗ

Ｓ
緩

和
設

備
（

代
替

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

プ
機

能
）

」
で

整
理

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
8
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理

自
動

減
圧

起
動

阻
止

ス
イ

ッ
チ

6
5
-
3
-
1

「
6
5
-
3
-
1
 
代

替
自

動
減

圧
機

能
」

で
整

理

代
替

自
動

減
圧

起
動

阻
止

ス
イ

ッ
チ

6
5
-
3
-
1

「
6
5
-
3
-
1
 
代

替
自

動
減

圧
機

能
」

で
整

理

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
8
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理

ほ
う

酸
水

注
入

ポ
ン

プ
第

2
4
条

「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
で

整
理

ほ
う

酸
水

貯
蔵

タ
ン

ク
第

2
4
条

「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
で

整
理

ほ
う

酸
水

注
入

系
　

配
管

・
弁

第
2
4
条

「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

差
圧

検
出

・
ほ

う
酸

水
注

入
系

配
管

（
原

子
炉

圧
力

容
器

内
部

）
第

2
4
条

「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
第

2
4
条

「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
8
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理

自
動

減
圧

系
等

の
起

動
阻

止
ス

イ
ッ

チ
に

よ
る

原
子

炉
出

力
急

上
昇

防
止

ほ
う

酸
水

注
入

原
子

炉
保

護
系

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

故
障

時

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
／

4
4
条

　
緊

急
停

止
失

敗
時

に
発

電
用

原
子

炉
を

未
臨

界
に

す
る

た
め

の
設

備
】

代
替

制
御

棒
挿

入
機

能
に

よ
る

制
御

棒
緊

急
挿

入

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
停

止
に

よ
る

原
子

炉
出

力
抑

制

運
転

お
よ

び
起

動

運
転

お
よ

び
起

動

運
転

，
起

動
※

１
お

よ
び

高
温

停
止

※
１

※
1
：

原
子

炉
圧

力
が

0
.
7
8
M
P
a
[
g
a
g
e
]

以
上

運
転

お
よ

び
起

動
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

蒸
気

系
）

　
配

管
・

弁
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

主
蒸

気
系

　
配

管
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

注
水

系
）

　
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
浄

化
系

　
配

管
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
8
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
容

器
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

・
ポ

ン
プ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
第

5
3
条

「
第

5
3
条

　
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
冷

却
水

系
お

よ
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

海
水

系
」

で
整

理

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
8
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
容

器
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
2
／

4
5
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却 高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却

－

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
2
／

4
5
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
蒸

気
系

）
配

管
・

弁
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

主
蒸

気
系

　
配

管
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

蒸
気

系
）

 
配

管
・

弁
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
注

水
系

）
 
配

管
・

弁
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

 
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

注
水

系
）

　
配

管
・

弁
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
浄

化
系

　
配

管
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
4

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
で

他
表

を
参

照
）

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

故
障

時

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

の
中

央
制

御
室

か
ら

の
操

作
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
2
／

4
5
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
「

6
5
-
2
-
2
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

現
場

起
動

）
」

で
は

，
必

要
な

電
動

弁
の

手
動

操
作

用
レ

バ
ー

お
よ

び
ハ

ン
ド

ル
の

操
作

に
よ

り
現

場
起

動
で

き
る

こ
と

を
要

求
。

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
蒸

気
系

）
　

配
管

・
弁

6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

主
蒸

気
系

　
配

管
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

蒸
気

系
）

　
配

管
・

弁
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
注

水
系

）
　

配
管

・
弁

6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

注
水

系
）

　
配

管
・

弁
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
浄

化
系

　
配

管
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

故
障

時

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

の
現

場
操

作
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
2
／

4
5
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

「
6
5
-
2
-
2
　

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

お
よ

び
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

（
現

場
起

動
）

」
で

は
，

必
要

な
電

動
弁

の
手

動
操

作
用

レ
バ

ー
お

よ
び

ハ
ン

ド
ル

の
操

作
に

よ
り

現
場

起
動

で
き

る
こ

と
を

要
求

。

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

蒸
気

系
）

　
配

管
・

弁
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

主
蒸

気
系

　
配

管
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

注
水

系
）

　
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
浄

化
系

　
配

管
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
容

器
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

蒸
気

系
）

　
配

管
・

弁
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

主
蒸

気
系

　
配

管
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

注
水

系
）

配
管

・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
浄

化
系

　
配

管
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
容

器
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

全
交

流
動

力
電

源
常

設
直

流
電

源
系

統

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

へ
の

給
電

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

全
交

流
動

力
電

源
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
2
／

4
5
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

蒸
気

系
）

　
配

管
・

弁
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

主
蒸

気
系

　
配

管
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

注
水

系
）

　
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
浄

化
系

　
配

管
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
容

器
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
4

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
）

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
へ

の
給

電

全
交

流
動

力
電

源
サ

ポ
ー

ト
系

故
障

時
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
2
／

4
5
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
水

位
（

可
搬

型
計

測
器

）
6
5
-
1
3
-
3

「
6
5
-
1
3
-
3
　

可
搬

型
計

測
器

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
（

可
搬

型
計

測
器

）
6
5
-
1
3
-
3

「
6
5
-
1
3
-
3
　

可
搬

型
計

測
器

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
水

位
（

可
搬

型
計

測
器

）
6
5
-
1
3
-
3

「
6
5
-
1
3
-
3
　

可
搬

型
計

測
器

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
（

可
搬

型
計

測
器

）
6
5
-
1
3
-
3

「
6
5
-
1
3
-
3
　

可
搬

型
計

測
器

」
で

整
理

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
）

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

起
動

時
）

の
監

視
計

器

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
現

場
起

動
時

）
の

監
視

計
器

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

現
場

起
動

時
）

の
監

視
計

器

－
監

視
及

び
制

御
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
2
／

4
5
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

ほ
う

酸
水

注
入

ポ
ン

プ
6
5
-
2
-
3

保
安

規
定

の
既

存
条

文
「

第
2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
よ

り
も

要
求

が
拡

張
さ

れ
た

こ
と

か
ら

，
第

6
5
条

で
新

た
に

L
C
O
等

を
定

め
る

「
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

」
で

整
理

ほ
う

酸
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
5
-
2
-
3

「
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

」
で

整
理

ほ
う

酸
水

注
入

系
　

配
管

・
弁

6
5
-
2
-
3

「
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

差
圧

検
出

・
ほ

う
酸

水
注

入
系

配
管

（
原

子
炉

圧
力

容
器

内
部

）
6
5
-
2
-
3

「
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
5
-
2
-
3

「
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

で
他

表
を

参
照

）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

で
他

表
を

参
照

）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

進
展

抑
制

（
ほ

う
酸

水
注

入
）

－
重

大
事

故
等

の
進

展
抑

制
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

代
替

自
動

減
圧

ロ
ジ

ッ
ク

（
代

替
自

動
減

圧
機

能
）

6
5
-
3
-
1

「
6
5
-
3
-
1
　

代
替

自
動

減
圧

機
能

」
で

整
理

逃
が

し
安

全
弁

（
自

動
減

圧
機

能
付

き
Ｂ

,
Ｍ

の
２

個
）

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

主
蒸

気
系

　
配

管
・

ク
エ

ン
チ

ャ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

自
動

減
圧

起
動

阻
止

ス
イ

ッ
チ

6
5
-
3
-
1

「
6
5
-
3
-
1
　

代
替

自
動

減
圧

機
能

」
で

整
理

代
替

自
動

減
圧

起
動

阻
止

ス
イ

ッ
チ

6
5
-
3
-
1

「
6
5
-
3
-
1
　

代
替

自
動

減
圧

機
能

」
で

整
理

逃
が

し
安

全
弁

逃
が

し
弁

機
能

用
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
8
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理

逃
が

し
安

全
弁

6
5
-
3
-
2

保
安

規
定

の
既

存
の

条
文

「
第

3
0
条

　
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

」
で

は
手

動
減

圧
機

能
の

要
求

が
な

い
こ

と
か

ら
，

第
6
5
条

で
新

た
に

L
C
O
等

を
定

め
る

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理

主
蒸

気
系

　
配

管
・

ク
エ

ン
チ

ャ
6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

逃
が

し
安

全
弁

逃
が

し
弁

機
能

用
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
他

表
を

参
照

）

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
他

表
を

参
照

）

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
4

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
他

表
を

参
照

）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
他

表
を

参
照

）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
他

表
を

参
照

）

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
3
／

4
6
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

設
備

】

減
圧

の
自

動
化 手

動
操

作
に

よ
る

減
圧

（
逃

が
し

安
全

弁
）

自
動

減
圧

系
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
8
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
3
／

4
6
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

設
備

】

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
4

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
3
-
3
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

機
能

回
復

」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
3
-
3
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

機
能

回
復

」
で

他
表

を
参

照
）

Ｓ
Ｒ

Ｖ
用

電
源

切
替

盤
6
5
-
3
-
3

「
6
5
-
3
-
3
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

機
能

回
復

」
で

整
理

逃
が

し
安

全
弁

6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理

主
蒸

気
系

　
配

管
・

ク
エ

ン
チ

ャ
6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

逃
が

し
安

全
弁

逃
が

し
弁

機
能

用
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

蓄
電

池
（

補
助

盤
室

）
6
5
-
3
-
3

「
6
5
-
3
-
3
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

機
能

回
復

」
で

整
理

逃
が

し
安

全
弁

6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理

主
蒸

気
系

　
配

管
・

ク
エ

ン
チ

ャ
6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

逃
が

し
安

全
弁

逃
が

し
弁

機
能

用
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

蓄
電

池
（

補
助

盤
室

）
に

よ
る

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

常
設

直
流

電
源

系
統

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
3
／

4
6
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

設
備

】

逃
が

し
安

全
弁

用
窒

素
ガ

ス
ボ

ン
ベ

6
5
-
3
-
3

「
6
5
-
3
-
3
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

機
能

回
復

」
で

整
理

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ
ス

供
給

系
　

配
管

・
弁

6
5
-
3
-
3

「
6
5
-
3
-
3
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

機
能

回
復

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

逃
が

し
安

全
弁

逃
が

し
弁

機
能

用
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
3
-
3
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

機
能

回
復

」
で

他
表

を
参

照
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
3
-
3
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

機
能

回
復

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
3
-
3
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

機
能

回
復

」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
3
-
3
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

機
能

回
復

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
4

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
3
-
3
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

機
能

回
復

」
で

他
表

を
参

照
）

逃
が

し
安

全
弁

用
窒

素
ガ

ス
ボ

ン
ベ

6
5
-
3
-
3

「
6
5
-
3
-
3
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

機
能

回
復

」
で

整
理

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ
ス

供
給

系
　

配
管

・
弁

6
5
-
3
-
3

「
6
5
-
3
-
3
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

機
能

回
復

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
復

旧
可

搬
型

直
流

電
源

設
備

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

6
5
-
1
2
-
4

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ
ス

供
給

系
に

よ
る

窒
素

ガ
ス

確
保

逃
が

し
安

全
弁

の
背

圧
対

策

－

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
復

旧

常
設

直
流

電
源

全
交

流
動

力
電

源
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
3
／

4
6
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

設
備

】

逃
が

し
安

全
弁

6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理

主
蒸

気
系

　
配

管
・

ク
エ

ン
チ

ャ
6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

逃
が

し
安

全
弁

逃
が

し
弁

機
能

用
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
他

表
を

参
照

）

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
他

表
を

参
照

）

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
4

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
他

表
を

参
照

）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
他

表
を

参
照

）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
他

表
を

参
照

）

逃
が

し
安

全
弁

6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理

主
蒸

気
系

　
配

管
・

ク
エ

ン
チ

ャ
6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

逃
が

し
安

全
弁

逃
が

し
弁

機
能

用
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

6
5
-
3
-
2

「
6
5
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

注
水

弁
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
注

水
弁

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

原
子

炉
建

物
原

子
炉

棟
の

圧
力

上
昇

抑
制

及
び

環
境

改
善

原
子

炉
建

物
燃

料
取

替
階

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
第

4
9
条

「
第

4
9
条

　
原

子
炉

棟
」

で
整

理
（

開
放

機
能

を
い

う
。

閉
止

装
置

に
つ

い
て

は
，

「
6
5
-

1
4
-
2
　

原
子

炉
建

物
燃

料
取

替
階

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
閉

止
装

置
」

で
整

理
。

）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

発
電

用
原

子
炉

の
減

圧

原
子

炉
冷

却
材

の
漏

え
い

箇
所

の
隔

離
－

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ
ム

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

発
生

時

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

防
止

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
の

防
止

－
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
8
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
容

器
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

・
ポ

ン
プ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
8
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
容

器
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
4
／

4
7
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

－

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
4
／

4
7
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

第
3
4
,
3
5
,
3
6

条

「
第

3
4
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

１
」

で
整

理
「

第
3
5
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

２
」

で
整

理
「

第
3
6
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

３
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
4
,
3
5
,
3
6

条

「
第

3
4
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

１
」

，
「

第
3
5
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

２
」

，
「

第
3
6
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

３
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
・

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
第

3
4
,
3
5
,
3
6

条

「
第

3
4
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

１
」

，
「

第
3
5
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

２
」

，
「

第
3
6
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

３
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
再

循
環

系
　

配
管

第
3
4
,
3
5
,
3
6

条

「
第

3
4
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

１
」

，
「

第
3
5
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

２
」

，
「

第
3
6
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

３
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理
ま

た
，

冷
温

停
止

以
降

，
原

子
炉

補
機

冷
却

系
の

不
具

合
等

に
よ

り
，

関
連

す
る

設
備

が
運

転
上

の
制

限
を

満
足

し
て

い
な

い
と

判
断

し
た

場
合

は
，

そ
れ

ぞ
れ

該
当

す
る

条
文

を
適

用
す

る

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
8
,
5
9
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

，
「

第
5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

２
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
容

器
第

3
4
,
3
5
,
3
6

条

「
第

3
4
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

１
」

，
「

第
3
5
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

２
」

，
「

第
3
6
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

３
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

か
ら

の
除

熱

高
温

停
止

※
1
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換
※

2

※
1
：

原
子

炉
圧

力
が

0
.
8
8
M
P
a
[
g
a
g
e
]

以
下

※
2
：

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
り

出
さ

れ
た

場
合

を
除

く

－

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
4
／

4
7
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

6
5
-
1
1
-
1

「
6
5
-
1
1
-
1
　

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
」

で
整

理
（

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

故
障

時
（

発
電

用
原

子
炉

運
転

中
）

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
4
／

4
7
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
容

器
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
容

器
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

・
ポ

ン
プ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

（
発

電
用

原
子

炉
運

転
中

）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
残

留
熱

除
去

系
（

低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

の
復

旧

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

の
復

旧

全
交

流
動

力
電

源
原

子
炉

補
機

冷
却

系
（

原
子

炉
補

機
海

水
系

を
含

む
。

）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
4
／

4
7
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

6
5
-
1
1
-
1

「
6
5
-
1
1
-
1
　

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
」

で
整

理
（

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
残

存
溶

融
炉

心
の

冷
却

溶
融

炉
心

が
原

子
炉

圧
力

容
器

内
に

残
存

す
る

場
合

－

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

残
存

溶
融

炉
心

の
冷

却

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
4
／

4
7
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

6
5
-
1
1
-
1

「
6
5
-
1
1
-
1
　

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
」

で
整

理
（

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

故
障

時
（

発
電

用
原

子
炉

停
止

中
）

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却

冷
温

停
止

お
よ

び

燃
料

交
換

※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

冷
温

停
止

お
よ

び

燃
料

交
換

※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
4
／

4
7
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

原
子

炉
圧

力
容

器
第

3
5
,
3
6
条

「
第

3
5
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

２
」

，
「

第
3
6
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

３
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

第
3
5
,
3
6
条

「
第

3
5
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

２
」

，
「

第
3
6
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

３
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
5
,
3
6
条

「
第

3
5
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

２
」

，
「

第
3
6
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

３
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
第

3
5
,
3
6
条

「
第

3
5
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

２
」

，
「

第
3
6
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

３
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
再

循
環

系
　

配
管

・
弁

・
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

第
3
5
,
3
6
条

「
第

3
5
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

２
」

，
「

第
3
6
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

３
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理
ま

た
，

冷
温

停
止

以
降

，
原

子
炉

補
機

冷
却

系
の

不
具

合
等

に
よ

り
，

関
連

す
る

設
備

が
運

転
上

の
制

限
を

満
足

し
て

い
な

い
と

判
断

し
た

場
合

は
，

そ
れ

ぞ
れ

該
当

す
る

条
文

を
適

用
す

る

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
残

留
熱

除
去

系
（

原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
）

の
復

旧

全
交

流
動

力
電

源
原

子
炉

補
機

冷
却

系
（

原
子

炉
補

機
海

水
系

を
含

む
。

）

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

（
発

電
用

原
子

炉
停

止
中

）

冷
温

停
止

お
よ

び

燃
料

交
換

※

※
：

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

た
場

合
を

除
く
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

か
ら

の
除

熱

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

高
温

停
止

※
1
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換
※

2

※
1
：

原
子

炉
圧

力
が

0
.
8
8
M
P
a
[
g
a
g
e
]

以
下

※
2
：

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
り

出
さ

れ
た

場
合

を
除

く

第
3
4
,
3
5
,
3
6

条

「
第

3
4
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

１
」

，
「

第
3
5
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

２
」

，
「

第
3
6
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

３
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

）
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

）
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

原
子

炉
補

機
海

水
ポ

ン
プ

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

　
配

管
・

弁
・

海
水

ス
ト

レ
ー

ナ
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

熱
交

換
器

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
8
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理

取
水

口
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

取
水

管
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

取
水

槽
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
5
／

4
8
条

　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
】

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
除

熱 原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

に
よ

る
除

熱

－

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
5
／

4
8
条

　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
】

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

及
び

格
納

容
器

冷
却

モ
ー

ド
）

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

6
5
-
5
-
1

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

及
び

格
納

容
器

冷
却

モ
ー

ド
）

全
交

流
動

力
電

源

現
場

操
作

遠
隔

手
動

弁
操

作
機

構
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
6
5
-
5
-
1

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

故
障

時
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
5
／

4
8
条

　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
】

移
動

式
代

替
熱

交
換

設
備

6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

　
配

管
・

弁
・

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

口
6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

管
6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

槽
6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

高
温

停
止

※
1
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換
※

2

※
1
：

原
子

炉
圧

力
が

0
.
8
8
M
P
a
[
g
a
g
e
]

以
下

※
2
：

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
り

出
さ

れ
た

場
合

を
除

く

第
3
4
,
3
5
,
3
6

条

「
第

3
4
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

１
」

，
「

第
3
5
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

２
」

，
「

第
3
6
条

　
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

そ
の

３
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

）
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

）
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

に
よ

る
除

熱

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

全
交

流
動

力
電

源

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
8
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

・
ヘ

ッ
ダ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
8
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
6
／

4
9
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

の
除

熱

－

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
6
／

4
9
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

6
5
-
6
-
1

「
6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
整

理

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

6
5
-
1
1
-
1

「
6
5
-
1
1
-
1
　

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
」

で
整

理
（

「
6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
他

表
を

参
照

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
6
-
1

「
6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
6
-
1

「
6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

・
ヘ

ッ
ダ

6
5
-
6
-
1

「
6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
他

表
を

参
照

）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
他

表
を

参
照

）

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

「
6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
6
-
2

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

型
ス

ト
レ

ー
ナ

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
6
-
2

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

6
5
-
6
-
2

「
6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
6
-
2

「
6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
（

系
に

含
ま

れ
る

）

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

・
ヘ

ッ
ダ

6
5
-
6
-
2

「
6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

故
障

時
（

炉
心

損
傷

前
）

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

及
び

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
へ

の
ス

プ
レ

イ
（

淡
水

／
海

水
）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
6
／

4
9
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

・
ヘ

ッ
ダ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

残
留

熱
除

去
系

電
源

復
旧

後
の

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ 残

留
熱

除
去

系
電

源
復

旧
後

の
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
の

除
熱

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

（
炉

心
損

傷
前

）

全
交

流
動

力
電

源
原

子
炉

補
機

冷
却

系
（

原
子

炉
補

機
海

水
系

を
含

む
。

）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
6
／

4
9
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

6
5
-
6
-
1

「
6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
整

理

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

6
5
-
1
1
-
1

「
6
5
-
1
1
-
1
　

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
」

で
整

理
（

「
6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
他

表
を

参
照

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
6
-
1

「
6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
6
-
1

「
6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

・
ヘ

ッ
ダ

6
5
-
6
-
1

「
6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
他

表
を

参
照

）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
他

表
を

参
照

）

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

「
6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
6
-
2

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

型
ス

ト
レ

ー
ナ

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
6
-
2

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

6
5
-
6
-
2

「
6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
6
-
2

「
6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
（

系
に

含
ま

れ
る

）

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

・
ヘ

ッ
ダ

6
5
-
6
-
2

「
6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

故
障

時
（

炉
心

損
傷

後
）

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
へ

の
ス

プ
レ

イ
（

淡
水

／
海

水
）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
6
／

4
9
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

・
ヘ

ッ
ダ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

残
留

熱
除

去
系

電
源

復
旧

後
の

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ 残

留
熱

除
去

系
電

源
復

旧
後

の
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
の

除
熱

全
交

流
動

力
電

源
原

子
炉

補
機

冷
却

系
（

原
子

炉
補

機
海

水
系

を
含

む
。

）

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

（
炉

心
損

傷
後

）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

残
留

熱
代

替
除

去
ポ

ン
プ

6
5
-
5
-
4

「
6
5
-
5
-
4
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

6
5
-
5
-
4

「
6
5
-
5
-
4
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

（
「

6
5
-
5
-
4
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

」
で

他
表

を
参

照
）

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理
（

「
6
5
-
5
-
4
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

」
で

他
表

を
参

照
）

残
留

熱
代

替
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
5
-
4

「
6
5
-
5
-
4
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
6
5
-
5
-
4

「
6
5
-
5
-
4
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
5
-
4

「
6
5
-
5
-
4
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

・
ヘ

ッ
ダ

6
5
-
5
-
4

「
6
5
-
5
-
4
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
5
-
5
-
4

「
6
5
-
5
-
4
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
5
-
4
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
5
-
4
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

」
で

他
表

を
参

照
）

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
7
／

5
0
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

の
過

圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
】

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

防
止

－

残
留

熱
代

替
除

去
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
7
／

5
0
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

の
過

圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
】

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ

バ
容

器
6
5
-
5
-
1

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
銀

ゼ
オ

ラ
イ

ト
容

器
6
5
-
5
-
1

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

圧
力

開
放

板
6
5
-
5
-
1

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

遠
隔

手
動

弁
操

作
機

構
6
5
-
5
-
1

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
6
5
-
5
-
2

「
6
5
-
5
-
2
　

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
」

で
整

理
（

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
格

納
槽

遮
蔽

配
管

遮
蔽

窒
素

ガ
ス

制
御

系
　

配
管

・
弁

6
5
-
5
-
1

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
5
-
1

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
5
-
1

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
5
-
2

「
6
5
-
5
-
2
　

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
格

納
容

器
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

，
真

空
破

壊
装

置
を

含
む

。
）

第
4
3
,
4
4
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理
「

第
4
4
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

か
ら

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

へ
の

真
空

破
壊

弁
」

で
整

理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

全
交

流
動

力
電

源
現

場
操

作
遠

隔
手

動
弁

操
作

機
構

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

6
5
-
5
-
1

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
6
5
-
5
-
2

「
6
5
-
5
-
2
　

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
」

で
整

理

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
5
-
2

「
6
5
-
5
-
2
　

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

遮
蔽

（
建

物
の

壁
等

）
に

つ
い

て
は

，
運

用
に

よ
る

厚
さ

の
変

化
や

故
障

等
に

よ
り

機
能

喪
失

す
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

か
ら

L
C
O
対

象
と

は
し

な
い

（
保

安
規

定
変

更
に

係
る

基
本

方
針

4
.
3
-
(
1
)
）

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

－

不
活

性
ガ

ス
（

窒
素

ガ
ス

）
に

よ
る

系
統

内
の

置
換

－

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

防
止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

6
5
-
7
-
1

「
6
5
-
7
-
1
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

6
5
-
1
1
-
1

「
6
5
-
1
1
-
1
　

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
」

で
整

理
（

「
6
5
-
7
-
1
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
7
-
1

「
6
5
-
7
-
1
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
7
-
1

「
6
5
-
7
-
1
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

・
ヘ

ッ
ダ

6
5
-
7
-
1

「
6
5
-
7
-
1
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

コ
リ

ウ
ム

シ
ー

ル
ド

6
5
-
7
-
1

「
6
5
-
7
-
1
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
7
-
1
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
7
-
1
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
8
／

5
1
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
】

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

－

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

の
冷

却

42



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
8
／

5
1
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
】

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

「
6
5
-
7
-
3
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
7
-
3

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
7
-
3
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

型
ス

ト
レ

ー
ナ

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
7
-
3

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
7
-
3
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

6
5
-
7
-
3

「
6
5
-
7
-
3
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
7
-
3

「
6
5
-
7
-
3
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
（

系
に

含
ま

れ
る

）

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

・
ヘ

ッ
ダ

6
5
-
7
-
3

「
6
5
-
7
-
3
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

コ
リ

ウ
ム

シ
ー

ル
ド

6
5
-
7
-
3

「
6
5
-
7
-
3
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
（

系
に

含
ま

れ
る

）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
7
-
3
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
7
-
3
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
7
-
3
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
7
-
3
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

他
表

を
参

照
）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

－

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

の
冷

却

43



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
8
／

5
1
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
】

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

「
6
5
-
7
-
2
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
7
-
2

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
7
-
2
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
7
-
2

「
6
5
-
7
-
2
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

コ
リ

ウ
ム

シ
ー

ル
ド

6
5
-
7
-
2

「
6
5
-
7
-
2
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
7
-
2
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
7
-
2
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
7
-
2
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
7
-
2
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

－

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

の
冷

却

44



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
8
／

5
1
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
】

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
蒸

気
系

）
　

配
管

・
弁

6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
注

水
系

）
　

配
管

・
弁

6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
浄

化
系

　
配

管
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

蒸
気

系
）

　
配

管
・

弁
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

注
水

系
）

　
配

管
・

弁
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

主
蒸

気
系

　
配

管
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
4

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
で

他
表

を
参

照
）

－

溶
融

炉
心

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

落
下

遅
延

・
防

止

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
8
／

5
1
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
】

ほ
う

酸
水

注
入

ポ
ン

プ
6
5
-
2
-
3

保
安

規
定

の
既

存
条

文
「

第
2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
よ

り
も

要
求

が
拡

張
さ

れ
た

こ
と

か
ら

，
第

6
5
条

で
新

た
に

L
C
O
等

を
定

め
る

「
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

」
で

整
理

ほ
う

酸
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
5
-
2
-
3

「
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

」
で

整
理

ほ
う

酸
水

注
入

系
　

配
管

・
弁

6
5
-
2
-
3

「
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

差
圧

検
出

・
ほ

う
酸

水
注

入
系

配
管

（
原

子
炉

圧
力

容
器

内
部

）
6
5
-
2
-
3

「
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
5
-
2
-
3

「
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

で
他

表
を

参
照

）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

で
他

表
を

参
照

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

6
5
-
1
1
-
1

「
6
5
-
1
1
-
1
　

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
」

で
整

理
（

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

他
表

を
参

照
）

－

溶
融

炉
心

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

落
下

遅
延

・
防

止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
ほ

う
酸

水
注

入

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
8
／

5
1
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
】

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
他

表
を

参
照

）

－

溶
融

炉
心

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

落
下

遅
延

・
防

止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

47



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

原
子

炉
格

納
容

器
内

不
活

性
化

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

水
素

爆
発

防
止

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
6
5
-
5
-
2

「
6
5
-
5
-
2
　

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
」

で
整

理

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

6
5
-
5
-
1

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理
（

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理
（

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
6
5
-
5
-
2

「
6
5
-
5
-
2
　

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
」

で
整

理
（

「
6
5
-
5
-
1
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
5
-
2

「
6
5
-
5
-
2
　

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理
（

「
6
5
-
5
-
5
　

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

お
よ

び
酸

素
濃

度
の

監
視

」
で

他
表

を
参

照
）

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理
（

「
6
5
-
5
-
5
　

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

お
よ

び
酸

素
濃

度
の

監
視

」
で

他
表

を
参

照
）

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｂ

系
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理
（

「
6
5
-
5
-
5
　

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

お
よ

び
酸

素
濃

度
の

監
視

」
で

他
表

を
参

照
）

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｂ

系
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理
（

「
6
5
-
5
-
5
　

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

お
よ

び
酸

素
濃

度
の

監
視

」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
4

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

代
替

電
源

に
よ

る
必

要
な

設
備

へ
の

給
電

－

水
素

爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
防

止

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
9
／

5
2
条

　
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

】

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

ガ
ス

及
び

酸
素

ガ
ス

の
排

出

水
素

濃
度

及
び

酸
素

濃
度

の
監

視

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
6
5
-
8
-
1

「
6
5
-
8
-
1
　

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
」

で
整

理

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
入

口
温

度
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理
（

「
6
5
-
8
-
1
　

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
」

で
他

表
を

参
照

）

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
出

口
温

度
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理
（

「
6
5
-
8
-
1
　

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
」

で
他

表
を

参
照

）

原
子

炉
建

物
原

子
炉

棟
第

4
9
条

「
第

4
9
条

　
原

子
炉

棟
」

で
整

理

原
子

炉
建

物
内

の
水

素
濃

度
監

視
原

子
炉

建
物

水
素

濃
度

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

6
5
-
8
-
2

「
6
5
-
8
-
2
　

原
子

炉
建

物
内

の
水

素
濃

度
監

視
」

で
整

理

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
0
／

5
3
条

　
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
建

屋
等

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
】

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
に

よ
る

水
素

濃
度

抑
制

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

－

水
素

濃
度

制
御

に
よ

る
原

子
炉

建
物

等
の

損
傷

防
止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
0
／

5
3
条

　
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
建

屋
等

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
】

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
4

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

代
替

電
源

に
よ

る
必

要
な

設
備

へ
の

給
電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

－

水
素

濃
度

制
御

に
よ

る
原

子
炉

建
物

等
の

損
傷

防
止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

型
ス

ト
レ

ー
ナ

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

燃
料

プ
ー

ル
6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

他
表

を
参

照
）

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
・

弁
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

型
ス

ト
レ

ー
ナ

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

燃
料

プ
ー

ル
6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

他
表

を
参

照
）

－
漏

え
い

抑
制

サ
イ

フ
ォ

ン
ブ

レ
イ

ク
機

能

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
1
／

5
4
条

　
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
ス

プ
レ

イ
ヘ

ッ
ダ

）
に

よ
る

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
）

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系 残

留
熱

除
去

系

燃
料

プ
ー

ル
の

冷
却

機
能

又
は

注
水

機
能

喪
失

時
，

又
は

燃
料

プ
ー

ル
水

の
小

規
模

な
漏

え
い

発
生

時

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間 燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

51



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
1
／

5
4
条

　
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

型
ス

ト
レ

ー
ナ

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

燃
料

プ
ー

ル
6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

他
表

を
参

照
）

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
・

弁
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

型
ス

ト
レ

ー
ナ

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

燃
料

プ
ー

ル
6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

他
表

を
参

照
）

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

対
応

」
で

整
理

ホ
ー

ス
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

対
応

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

放
水

砲
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

対
応

」
で

整
理

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

対
応

」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
ス

プ
レ

イ
ヘ

ッ
ダ

）
に

よ
る

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
ス

プ
レ

イ 燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
）

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制

－

燃
料

プ
ー

ル
か

ら
の

大
量

の
水

の
漏

え
い

発
生

時

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間 燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間 運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
1
／

5
4
条

　
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
9
-
3

「
6
5
-
9
-
3
　

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」

で
整

理

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
9
-
3

「
6
5
-
9
-
3
　

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」

で
整

理

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
9
-
3

「
6
5
-
9
-
3
　

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」

で
整

理

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

（
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
用

冷
却

設
備

を
含

む
。

）
6
5
-
9
-
3

「
6
5
-
9
-
3
　

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」

で
整

理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
4

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
ポ

ン
プ

6
5
-
9
-
2

「
6
5
-
9
-
2
　

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

整
理

燃
料

プ
ー

ル
6
5
-
9
-
2

「
6
5
-
9
-
2
　

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

熱
交

換
器

6
5
-
9
-
2

「
6
5
-
9
-
2
　

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

整
理

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

　
配

管
・

弁
6
5
-
9
-
2

「
6
5
-
9
-
2
　

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

　
ス

キ
マ

・
サ

ー
ジ

・
タ

ン
ク

6
5
-
9
-
2

「
6
5
-
9
-
2
　

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

　
デ

ィ
フ

ュ
ー

ザ
6
5
-
9
-
2

「
6
5
-
9
-
2
　

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

（
「

6
5
-
9
-
2
　

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
9
-
2
　

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
9
-
2
　

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理
ま

た
，

冷
温

停
止

以
降

，
原

子
炉

補
機

冷
却

系
の

不
具

合
等

に
よ

り
，

関
連

す
る

設
備

が
運

転
上

の
制

限
を

満
足

し
て

い
な

い
と

判
断

し
た

場
合

は
，

そ
れ

ぞ
れ

該
当

す
る

条
文

を
適

用
す

る

燃
料

プ
ー

ル
の

状
態

監
視

代
替

電
源

に
よ

る
給

電

－

重
大

事
故

等
時

に
お

け
る

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

の
除

熱

全
交

流
動

力
電

源
原

子
炉

補
機

冷
却

系
（

原
子

炉
補

機
海

水
系

を
含

む
。

）

燃
料

プ
ー

ル
か

ら
発

生
す

る
水

蒸
気

に
よ

る
悪

影
響

の
防

止

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間 燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理

ホ
ー

ス
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

放
水

砲
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理

取
水

口
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

取
水

管
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

取
水

槽
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
他

表
を

参
照

）

放
射

性
物

質
吸

着
材

6
5
-
1
0
-
2

「
6
5
-
1
0
-
2
　

海
洋

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

」
で

整
理

シ
ル

ト
フ

ェ
ン

ス
6
5
-
1
0
-
2

「
6
5
-
1
0
-
2
　

海
洋

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

」
で

整
理

小
型

船
舶

6
5
-
1
0
-
2

「
6
5
-
1
0
-
2
　

海
洋

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

」
で

整
理

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理

ホ
ー

ス
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

放
水

砲
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理

泡
消

火
薬

剤
容

器
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理

取
水

口
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

取
水

管
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

取
水

槽
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
他

表
を

参
照

）

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

－

原
子

炉
建

物
周

辺
に

お
け

る
航

空
機

衝
突

に
よ

る
航

空
機

燃
料

火
災

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
2
／

5
5
条

　
発

電
所

外
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
を

抑
制

す
る

た
め

の
設

備
】

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

海
洋

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

－

炉
心

の
著

し
い

損
傷

及
び

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

燃
料

プ
ー

ル
内

燃
料

体
等

の
著

し
い

損
傷

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換 運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換 運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

ポ
ン

プ
）

6
5
-
2
-
1

「
6
5
-
2
-
1
 
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）
」

で
整

理

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
）

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

・
ポ

ン
プ

）
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

・
ポ

ン
プ

）
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

（
残

留
熱

除
去

ポ
ン

プ
）

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

（
残

留
熱

除
去

ポ
ン

プ
）

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

残
留

熱
代

替
除

去
系

（
残

留
熱

代
替

除
去

ポ
ン

プ
）

6
5
-
5
-
4

「
6
5
-
5
-
4
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時

）

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
除

熱

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
及

び
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

除
熱

－

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
3
／

5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

を
水

源
と

し
た

対
応

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
3
／

5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

6
5
-
1
1
-
1

「
6
5
-
1
1
-
1
　

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
」

で
整

理

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

（
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

ポ
ン

プ
）

6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

6
5
-
1
1
-
1

「
6
5
-
1
1
-
1
　

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
」

で
整

理

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
（

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

）
6
5
-
6
-
1

「
6
5
-
6
-
1
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
」

で
整

理

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

6
5
-
1
1
-
1

「
6
5
-
1
1
-
1
　

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
」

で
整

理

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

（
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

ポ
ン

プ
）

6
5
-
7
-
1

「
6
5
-
7
-
1
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水
－

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

を
水

源
と

し
た

対
応

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
3
／

5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

大
量

送
水

車

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
，

燃
料

交
換

※
お

よ
び

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理

ホ
ー

ス
・

接
続

口

可
搬

型
ス

ト
レ

ー
ナ

燃
料

補
給

設
備

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

構
内

監
視

カ
メ

ラ
（

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
建

物
屋

上
）

6
5
-
1
1
-
4

「
6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

各
表

の
系

に
含

ま
れ

る

6
5
-
4
-
2

6
5
-
6
-
2

6
5
-
7
-
2

6
5
-
7
-
3

6
5
-
9
-
1

6
5
-
1
1
-
2

6
5
-
1
9
-
1

各
表

で
要

求
さ

れ
る

期
間

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
及

び
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

を
水

源
と

し
た

対
応

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
及

び
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

を
水

源
と

し
た

送
水

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
3
／

5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
・

接
続

口
等

）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
4
-
2

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

（
大

量
送

水
車

，
ホ

ー
ス

・
接

続
口

等
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
6
-
2

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
「

6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

（
大

量
送

水
車

，
ホ

ー
ス

・
接

続
口

等
）

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
7
-
3

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
「

6
5
-
7
-
3
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
・

接
続

口
等

）
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
7
-
2

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
「

6
5
-
7
-
2
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
／

ス
プ

レ
イ

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
大

量
送

水
車

，
ホ

ー
ス

・
接

続
口

等
）

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
「

6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
及

び
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

を
水

源
と

し
た

対
応

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

－サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
3
／

5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

大
量

送
水

車

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
，

燃
料

交
換

※
お

よ
び

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場

6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理

大
量

送
水

車

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

ホ
ー

ス
・

接
続

口
各

表
で

要
求

さ
れ

る
期

間

6
5
-
4
-
2

6
5
-
6
-
2

6
5
-
7
-
2

6
5
-
9
-
1

6
5
-
1
1
-
2

6
5
-
1
1
-
3

6
5
-
1
9
-
1

各
表

の
系

に
含

ま
れ

る

非
常

用
取

水
設

備

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

海
を

水
源

と
し

た
対

応

海
を

水
源

と
し

た
送

水

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
3
／

5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
・

接
続

口
等

）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
4
-
2

6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
「

6
5
-
4
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
大

量
送

水
車

へ
海

水
を

移
送

す
る

た
め

の
設

備
は

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

（
大

量
送

水
車

，
ホ

ー
ス

・
接

続
口

等
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
6
-
2

6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
「

6
5
-
6
-
2
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

大
量

送
水

車
へ

海
水

を
移

送
す

る
た

め
の

設
備

は
「

6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

（
大

量
送

水
車

，
ホ

ー
ス

・
接

続
口

等
）

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
7
-
3

6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
「

6
5
-
7
-
3
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

大
量

送
水

車
へ

海
水

を
移

送
す

る
た

め
の

設
備

は
「

6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
・

接
続

口
等

）

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
7
-
2

6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
「

6
5
-
7
-
2
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
大

量
送

水
車

へ
海

水
を

移
送

す
る

た
め

の
設

備
は

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
／

ス
プ

レ
イ

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
大

量
送

水
車

，
ホ

ー
ス

・
接

続
口

等
）

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
9
-
1

6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
「

6
5
-
9
-
1
　

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

大
量

送
水

車
へ

海
水

を
移

送
す

る
た

め
の

設
備

は
「

6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

に
よ

る
冷

却
水

の
確

保

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

（
原

子
炉

補
機

冷
却

水
ポ

ン
プ

，
原

子
炉

補
機

海
水

ポ
ン

プ
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

（
海

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

（
移

動
式

代
替

熱
交

換
設

備
，

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

，
ホ

ー
ス

・
接

続
口

等
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

6
5
-
5
-
3

「
6
5
-
5
-
3
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

海
を

水
源

と
し

た
対

応

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
3
／

5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理

放
水

砲
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理

ホ
ー

ス
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
他

表
を

参
照

」

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理

ホ
ー

ス
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

放
水

砲
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理

泡
消

火
薬

剤
容

器
6
5
-
1
0
-
1

「
6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
整

理

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
0
-
1
　

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
」

で
他

表
を

参
照

）

ほ
う

酸
水

貯
蔵

タ
ン

ク
第

2
4
条

6
5
-
2
-
3

「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
で

整
理

「
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

」
で

整
理

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

ほ
う

酸
水

注
入

ポ
ン

プ
）

第
2
4
条

6
5
-
2
-
3

「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
で

整
理

「
6
5
-
2
-
3
　

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

」
で

整
理

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換 運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換 運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

ほ
う

酸
水

貯
蔵

タ
ン

ク
を

水
源

と
し

た
対

応海
を

水
源

と
し

た
対

応

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
ほ

う
酸

水
注

入
－

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

－
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
3
／

5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

「
6
5
-
1
1
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
の

移
送

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
1
1
-
2

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
1
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
の

移
送

設
備

」
（

系
に

含
ま

れ
る

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

6
5
-
1
1
-
1

「
6
5
-
1
1
-
1
　

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
」

で
整

理

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
1
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
の

移
送

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

構
内

監
視

カ
メ

ラ
（

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
建

物
屋

上
）

6
5
-
1
1
-
4

「
6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
及

び
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

を
水

源
と

し
た

補
給

（
淡

水
／

海
水

）

－

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
水

を
補

給
す

る
た

め
の

対
応
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
3
／

5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

大
量

送
水

車
6
5
-
1
1
-
3

6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理

ホ
ー

ス
・

接
続

口
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
1
1
-
2

6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
1
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
の

移
送

設
備

」
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
取

水
設

備
6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

6
5
-
1
1
-
1

「
6
5
-
1
1
-
1
　

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
」

で
整

理

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
1
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
の

移
送

設
備

」
，

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

大
量

送
水

車
6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

ホ
ー

ス
6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
取

水
設

備
6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

構
内

監
視

カ
メ

ラ
（

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
建

物
屋

上
）

6
5
-
1
1
-
4

「
6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

※
※

：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合 （
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

海
を

水
源

と
し

た
補

給

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
又

は
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

へ
の

海
水

補
給

－－

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
水

を
補

給
す

る
た

め
の

対
応

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
又

は
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

へ
水

を
補

給
す

る
た

め
の

対
応
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
3
／

5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
）

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

〔
２

号
炉

〕
」

で
整

理

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

「
6
5
-
1
1
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
の

移
送

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

大
量

送
水

車
6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

ホ
ー

ス
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
1
1
-
2

6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
1
-
2
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
の

移
送

設
備

」
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
取

水
設

備
6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

6
5
-
1
1
-
1

「
6
5
-
1
1
-
1
　

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
」

で
整

理

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

構
内

監
視

カ
メ

ラ
（

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
建

物
屋

上
）

6
5
-
1
1
-
4

「
6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
及

び
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

の
水

源
切

替
え 低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
へ

補
給

す
る

水
源

の
切

替
え

水
源

を
切

り
替

え
る

た
め

の
対

応

－
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
3
／

5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

大
量

送
水

車
6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

ホ
ー

ス
6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
取

水
設

備
6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

構
内

監
視

カ
メ

ラ
（

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
建

物
屋

上
）

6
5
-
1
1
-
4

「
6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

大
量

送
水

車
6
5
-
1
9
-
1

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理

大
量

送
水

車
6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

ホ
ー

ス
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
取

水
設

備
6
5
-
1
1
-
3

「
6
5
-
1
1
-
4
　

海
水

移
送

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
1
-
3
　

海
水

移
送

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

構
内

監
視

カ
メ

ラ
（

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
建

物
屋

上
）

6
5
-
1
1
-
4

「
6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
及

び
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

へ
補

給
す

る
水

源
の

切
替

え

水
源

を
切

り
替

え
る

た
め

の
対

応

－

水
源

を
切

り
替

え
る

た
め

の
対

応

－

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
及

び
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

か
ら

海
へ

の
切

替
え
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
3
／

5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

6
5
-
1
1
-
1

「
6
5
-
1
1
-
1
　

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

（
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

ポ
ン

プ
）

6
5
-
4
-
1

「
6
5
-
4
-
1
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

」
で

整
理

残
留

熱
代

替
除

去
系

（
残

留
熱

代
替

除
去

ポ
ン

プ
）

6
5
-
5
-
4

「
6
5
-
5
-
4
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
」

で
整

理

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
・

接
続

口
等

）
6
5
-
1
9
-
1

6
5
-
7
-
2

「
6
5
-
1
9
-
1
　

大
量

送
水

車
」

で
整

理
「

6
5
-
7
-
2
　

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」

で
整

理

残
留

熱
代

替
除

去
系

（
残

留
熱

代
替

除
去

ポ
ン

プ
）

6
5
-
5
-
4

「
6
5
-
5
-
4
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

」
で

整
理

燃
料

補
給

設
備

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

構
内

監
視

カ
メ

ラ
（

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
建

物
屋

上
）

6
5
-
1
1
-
4

「
6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
1
1
-
4
　

構
内

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

水
源

を
切

り
替

え
る

た
め

の
対

応

－

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

外
部

水
源

か
ら

内
部

水
源

へ
の

切
替

え
（

外
部

水
源

（
輪

谷
貯

水
槽

（
西

１
）

及
び

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
）

か
ら

内
部

水
源

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
へ

の
切

替
え

）
）

外
部

水
源

か
ら

内
部

水
源

へ
の

切
替

え
（

外
部

水
源

（
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
）

か
ら

内
部

水
源

（
サ

プ
レ

ッ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

へ
の

切
替

え
）

）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
第

5
8
,
5
9
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理
「

第
5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

２
」

で
整

理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
第

5
8
,
5
9
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理
「

第
5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

２
」

で
整

理

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
デ

イ
タ

ン
ク

第
5
8
,
5
9
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理
「

第
5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

２
」

で
整

理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
デ

イ
タ

ン
ク

第
5
8
,
5
9
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理
「

第
5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

２
」

で
整

理

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
～

非
常

用
高

圧
母

線
Ｃ

系
及

び
Ｄ

系
電

路
第

5
8
,
5
9
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

第
5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

２
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
～

非
常

用
高

圧
母

線
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
系

電
路

第
5
8
,
5
9
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

第
5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

２
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理
ま

た
冷

温
停

止
以

降
，

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
の

不
具

合
等

に
よ

り
，

関
連

す
る

設
備

が
運

転
上

の
制

限
を

満
足

し
て

い
な

い
と

判
断

し
た

場
合

は
，

そ
れ

ぞ
れ

該
当

す
る

条
文

を
適

用
す

る

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
3
条

「
第

5
3
条

　
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
冷

却
水

系
お

よ
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

海
水

系
」

で
整

理
ま

た
冷

温
停

止
以

降
，

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

水
系

の
不

具
合

等
に

よ
り

，
関

連
す

る
設

備
が

運
転

上
の

制
限

を
満

足
し

て
い

な
い

と
判

断
し

た
場

合
は

，
そ

れ
ぞ

れ
該

当
す

る
条

文
を

適
用

す
る

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

第
6
0
条

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
油

等
」

で
整

理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

第
6
0
条

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
油

等
」

で
整

理

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
系

　
配

管
・

弁
第

6
0
条

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
油

等
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
系

配
管

・
弁

第
6
0
条

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
油

等
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

第
6
0
条

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
油

等
」

で
整

理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

第
6
0
条

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
油

等
」

で
整

理

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
4
／

5
7
条

　
電

源
設

備
】

非
常

用
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

－

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

67



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
4
／

5
7
条

　
電

源
設

備
】

Ａ
－

1
1
5
V
系

蓄
電

池
第

6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

Ｂ
－

1
1
5
V
系

蓄
電

池
第

6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
蓄

電
池

第
6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

Ａ
－

原
子

炉
中

性
子

計
装

用
蓄

電
池

第
6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

Ｂ
－

原
子

炉
中

性
子

計
装

用
蓄

電
池

第
6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

Ａ
－

1
1
5
V
系

充
電

器
第

6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

Ｂ
－

1
1
5
V
系

充
電

器
第

6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
充

電
器

第
6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

Ａ
－

原
子

炉
中

性
子

計
装

用
充

電
器

第
6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

Ｂ
－

原
子

炉
中

性
子

計
装

用
充

電
器

第
6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

Ａ
－

1
1
5
V
系

蓄
電

池
及

び
充

電
器

～
直

流
母

線
電

路
第

6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

Ｂ
－

1
1
5
V
系

蓄
電

池
及

び
充

電
器

～
直

流
母

線
電

路
第

6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
蓄

電
池

及
び

充
電

器
～

直
流

母
線

電
路

第
6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

Ａ
－

原
子

炉
中

性
子

計
装

用
蓄

電
池

及
び

充
電

器
～

直
流

母
線

電
路

第
6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

Ｂ
－

原
子

炉
中

性
子

計
装

用
蓄

電
池

及
び

充
電

器
～

直
流

母
線

電
路

第
6
1
,
6
2
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
２

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

Ｂ
１

－
1
1
5
V
系

蓄
電

池
（

Ｓ
Ａ

）
第

6
1
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

2
3
0
V
系

蓄
電

池
（

Ｒ
Ｃ

Ｉ
Ｃ

）
第

6
1
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

Ｂ
１

－
1
1
5
V
系

充
電

器
（

Ｓ
Ａ

）
第

6
1
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

2
3
0
V
系

充
電

器
（

Ｒ
Ｃ

Ｉ
Ｃ

）
第

6
1
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

Ｂ
１

－
1
1
5
V
系

蓄
電

池
（

Ｓ
Ａ

）
及

び
充

電
器

～
直

流
母

線
電

路
第

6
1
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

2
3
0
V
系

蓄
電

池
（

Ｒ
Ｃ

Ｉ
Ｃ

）
及

び
充

電
器

～
直

流
母

線
電

路
第

6
1
条

「
第

6
1
条

　
直

流
電

源
そ

の
１

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

－

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換 運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止

68



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
4
／

5
7
条

　
電

源
設

備
】

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

サ
ー

ビ
ス

タ
ン

ク
6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

燃
料

移
送

系
　

配
管

・
弁

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

非
常

用
高

圧
母

線
Ｃ

系
及

び
Ｄ

系
電

路
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

電
路

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

～
Ｓ

Ａ
１

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
電

路
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

～
Ｓ

Ａ
２

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
電

路
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

西
側

）
電

路
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

西
側

）
～

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

電
路

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

南
側

）
電

路
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

南
側

）
～

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

電
路

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電

非
常

用
交

流
電

源
設

備
（

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

69



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
4
／

5
7
条

　
電

源
設

備
】

高
圧

発
電

機
車

6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理

高
圧

発
電

機
車

～
高

圧
発

電
機

車
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
（

原
子

炉
建

物
西

側
）

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

西
側

）
～

非
常

用
高

圧
母

線
Ｃ

系
及

び
Ｄ

系
電

路
6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

～
高

圧
発

電
機

車
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
（

原
子

炉
建

物
南

側
）

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

南
側

）
～

非
常

用
高

圧
母

線
Ｃ

系
及

び
Ｄ

系
電

路
6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

～
緊

急
用

メ
タ

ク
ラ

接
続

プ
ラ

グ
盤

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
～

非
常

用
高

圧
母

線
Ｃ

系
及

び
Ｄ

系
電

路
6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

西
側

）
～

Ｓ
Ａ

１
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

２
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

南
側

）
～

Ｓ
Ａ

１
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

２
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
～

Ｓ
Ａ

１
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

２
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
ド

レ
ン

弁
6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

ホ
ー

ス
6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

非
常

用
交

流
電

源
設

備
（

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

70



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
4
／

5
7
条

　
電

源
設

備
】

Ｂ
－

1
1
5
V
系

蓄
電

池
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

Ｂ
１

－
1
1
5
V
系

蓄
電

池
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

Ｓ
Ａ

用
1
1
5
V
系

蓄
電

池
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

Ｂ
－

1
1
5
V
系

充
電

器
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

Ｂ
１

－
1
1
5
V
系

充
電

器
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

Ｓ
Ａ

用
1
1
5
V
系

充
電

器
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

Ｂ
－

1
1
5
V
系

蓄
電

池
及

び
充

電
器

～
直

流
母

線
電

路
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

Ｂ
１

－
1
1
5
V
系

蓄
電

池
（

Ｓ
Ａ

）
及

び
充

電
器

～
直

流
母

線
電

路
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

Ｓ
Ａ

用
1
1
5
V
系

蓄
電

池
及

び
充

電
器

～
直

流
母

線
電

路
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

2
3
0
V
系

蓄
電

池
（

Ｒ
Ｃ

Ｉ
Ｃ

）
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

2
3
0
V
系

充
電

器
（

Ｒ
Ｃ

Ｉ
Ｃ

）
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

2
3
0
V
系

蓄
電

池
（

Ｒ
Ｃ

Ｉ
Ｃ

）
及

び
充

電
器

～
直

流
母

線
電

路
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

Ｓ
Ａ

用
1
1
5
V
系

蓄
電

池
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

Ｓ
Ａ

用
1
1
5
V
系

充
電

器
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

Ｓ
Ａ

用
1
1
5
V
系

蓄
電

池
及

び
充

電
器

～
直

流
母

線
電

路
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
（

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
）

非
常

用
直

流
電

源
設

備
（

蓄
電

池
枯

渇
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

非
常

用
交

流
電

源
設

備
（

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
）

非
常

用
直

流
電

源
設

備
（

常
設

直
流

電
源

系
統

喪
失

）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

71



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
4
／

5
7
条

　
電

源
設

備
】

高
圧

発
電

機
車

6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

Ｂ
１

－
1
1
5
V
系

充
電

器
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

Ｓ
Ａ

用
1
1
5
V
系

充
電

器
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

2
3
0
V
系

充
電

器
（

常
用

）
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
6
5
-
1
2
-
4

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理

高
圧

発
電

機
車

～
高

圧
発

電
機

車
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
（

原
子

炉
建

物
西

側
）

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

西
側

）
～

直
流

母
線

電
路

6
5
-
1
2
-
3

6
5
-
1
2
-
4

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

～
高

圧
発

電
機

車
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
（

原
子

炉
建

物
南

側
）

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

南
側

）
～

直
流

母
線

電
路

6
5
-
1
2
-
3

6
5
-
1
2
-
4

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

～
緊

急
用

メ
タ

ク
ラ

接
続

プ
ラ

グ
盤

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
～

直
流

母
線

電
路

6
5
-
1
2
-
3

6
5
-
1
2
-
4

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
ド

レ
ン

弁
6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

ホ
ー

ス
6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
（

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
）

非
常

用
直

流
電

源
設

備
（

蓄
電

池
枯

渇
）

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
4
／

5
7
条

　
電

源
設

備
】

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

メ
タ

ク
ラ

切
替

盤
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

Ｓ
Ａ

１
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

Ｓ
Ａ

２
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

充
電

器
電

源
切

替
盤

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

Ｓ
Ａ

電
源

切
替

盤
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

重
大

事
故

操
作

盤
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
高

圧
母

線
Ｃ

系
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
高

圧
母

線
Ｄ

系
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

代
替

所
内

電
気

設
備

に
よ

る
給

電

非
常

用
所

内
電

気
設

備

代
替

所
内

電
気

設
備

に
よ

る
給

電
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
4
／

5
7
条

　
電

源
設

備
】

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

サ
ー

ビ
ス

タ
ン

ク
6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

燃
料

移
送

系
　

配
管

・
弁

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

非
常

用
高

圧
母

線
Ｃ

系
及

び
Ｄ

系
電

路
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

電
路

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

～
Ｓ

Ａ
１

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
電

路
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

～
Ｓ

Ａ
２

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
電

路
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

西
側

）
電

路
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

西
側

）
～

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

電
路

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

南
側

）
電

路
6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

南
側

）
～

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

電
路

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
第

5
8
,
5
9
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理
「

第
5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

２
」

で
整

理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
デ

イ
タ

ン
ク

第
5
8
,
5
9
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理
「

第
5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

２
」

で
整

理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
3
条

「
第

5
3
条

　
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
冷

却
水

系
お

よ
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

海
水

系
」

で
整

理
ま

た
冷

温
停

止
以

降
，

原
子

炉
補

機
冷

却
系

の
不

具
合

等
に

よ
り

，
関

連
す

る
設

備
が

運
転

上
の

制
限

を
満

足
し

て
い

な
い

と
判

断
し

た
場

合
は

，
そ

れ
ぞ

れ
該

当
す

る
条

文
を

適
用

す
る

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
油

等
」

で
整

理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
系

配
管

・
弁

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
油

等
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
油

等
」

で
整

理

第
6
0
条

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換 運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
機

能
喪

失
時

の
代

替
交

流
電

源
に

よ
る

給
電非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

機
能

喪
失

時
の

代
替

交
流

電
源

に
よ

る
給

電

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
に

よ
る

給
電

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
4
／

5
7
条

　
電

源
設

備
】

高
圧

発
電

機
車

6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理

高
圧

発
電

機
車

～
高

圧
発

電
機

車
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
（

原
子

炉
建

物
西

側
）

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

西
側

）
～

非
常

用
高

圧
母

線
Ｃ

系
及

び
Ｄ

系
電

路
6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

～
高

圧
発

電
機

車
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
（

原
子

炉
建

物
南

側
）

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

南
側

）
～

非
常

用
高

圧
母

線
Ｃ

系
及

び
Ｄ

系
電

路
6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

～
緊

急
用

メ
タ

ク
ラ

接
続

プ
ラ

グ
盤

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
～

非
常

用
高

圧
母

線
Ｃ

系
及

び
Ｄ

系
電

路
6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

西
側

）
～

Ｓ
Ａ

１
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

２
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

（
原

子
炉

建
物

南
側

）
～

Ｓ
Ａ

１
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

２
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
～

Ｓ
Ａ

１
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

２
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

電
路

6
5
-
1
2
-
2

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
「

6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
ド

レ
ン

弁
6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

ホ
ー

ス
6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
他

表
を

参
照

）

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
機

能
喪

失
時

の
代

替
交

流
電

源
に

よ
る

給
電

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
4
／

5
7
条

　
電

源
設

備
】

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
ド

レ
ン

弁
6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

ホ
ー

ス
6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

6
5
-
1
2
-
6

「
6
5
-
1
2
-
6
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

燃
料

補
給

設
備

に
よ

る
給

油
－

燃
料

の
補

給

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

76



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

る
計

測

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
重

要
計

器
「

1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
②

」
参

照

各
計

器
が

要
求

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
に

従
う

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

推
定

重
要

代
替

計
器

「
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
②

」
参

照

各
計

器
が

要
求

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
に

従
う

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

推
定

重
要

代
替

計
器

「
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
②

」
参

照

各
計

器
が

要
求

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
に

従
う

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

可
搬

型
計

測
器

に
よ

る
計

測
可

搬
型

計
測

器

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

6
5
-
1
3
-
3

「
6
5
-
1
3
-
3
　

可
搬

型
計

測
器

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
4

「
6
5
-
1
2
-
4
　

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
」

で
整

理

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

と
重

大
事

故
等

対
処

設
備

を
兼

用
す

る
計

装
設

備
へ

の
給

電

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

6
5
-
1
2
-
3

「
6
5
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
お

よ
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
計

測
器

に
よ

る
計

測
可

搬
型

計
測

器

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

6
5
-
1
3
-
3

「
6
5
-
1
3
-
3
　

可
搬

型
計

測
器

」
で

整
理

－
－

パ
ラ

メ
ー

タ
記

録

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

）
（

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

デ
ー

タ
収

集
サ

ー
バ

，
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
伝

送
サ

ー
バ

，
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
デ

ー
タ

表
示

装
置

）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
3
-
4
　

パ
ラ

メ
ー

タ
記

録
」

で
他

表
を

参
照

）

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
①

】

計
器

の
故

障

計
器

の
計

測
範

囲
を

超
え

た
場

合

監
視

機
能

喪
失

時

代
替

電
源

（
交

流
）

か
ら

の
給

電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

代
替

電
源

（
直

流
）

か
ら

の
給

電
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

直
流

電
源

喪
失

計
器

電
源

喪
失

時

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
①

】

Ｃ
－

メ
タ

ク
ラ

母
線

電
圧

6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

Ｄ
－

メ
タ

ク
ラ

母
線

電
圧

6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

－
メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

Ｃ
－

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

Ｄ
－

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

Ｂ
１

－
1
1
5
V
系

蓄
電

池
（

Ｓ
Ａ

）
電

圧
6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

Ａ
－

1
1
5
V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

Ｂ
－

1
1
5
V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

Ｓ
Ａ

用
1
1
5
V
系

充
電

器
盤

蓄
電

池
電

圧
6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

2
3
0
V
系

直
流

盤
（

常
用

）
母

線
電

圧
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

Ａ
Ｄ

Ｓ
用

Ｎ
２
ガ

ス
減

圧
弁

二
次

側
圧

力
6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

Ｎ
２
ガ

ス
ボ

ン
ベ

圧
力

6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

Ｒ
Ｃ

Ｗ
熱

交
換

器
出

口
温

度
6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

Ｒ
Ｃ

Ｗ
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
水

位
6
5
-
1
3
-
2

「
6
5
-
1
3
-
2
　

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

－

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
（

そ
の

他
）

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
（

電
源

関
係

）

－
－

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

－

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換
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分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備

自
主

対
策

設
備

（
[
 
]
記

載
）

※

※
：

L
C
O
対

象
S
A
設

備
（

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
）

の
機

能
を

満
足

す
る

確
認

計
器

と
し

て
記

載
，

運
転

上
の

制
限

は
適

用
し

な
い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C
O
対

象
S
A
設

備
※

：
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す
。

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
圧

力
②

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
②

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
③

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
③

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
③

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
③

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

①
原

子
炉

圧
力

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

お
よ

び
冷

温
停

止

79



分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備

自
主

対
策

設
備

（
[
 
]
記

載
）

※

※
：

L
C
O
対

象
S
A
設

備
（

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
）

の
機

能
を

満
足

す
る

確
認

計
器

と
し

て
記

載
，

運
転

上
の

制
限

は
適

用
し

な
い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C
O
対

象
S
A
設

備
※

：
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す
。

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
③

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
③

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

③
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

③
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

③
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
残

留
熱

除
去

ポ
ン

プ
出

口
流

量
③

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
③

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
④

原
子

炉
圧

力
④

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
④

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
①

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

②
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

②
代

替
注

水
流

量
（

常
設

）
②

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
②

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
（

狭
帯

域
用

）
②

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
残

留
熱

代
替

除
去

系
原

子
炉

注
水

流
量

③
原

子
炉

圧
力

③
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

80



分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備

自
主

対
策

設
備

（
[
 
]
記

載
）

※

※
：

L
C
O
対

象
S
A
設

備
（

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
）

の
機

能
を

満
足

す
る

確
認

計
器

と
し

て
記

載
，

運
転

上
の

制
限

は
適

用
し

な
い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C
O
対

象
S
A
設

備
※

：
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す
。

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
 
g
e
]

以
上

）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
 
g
e
]

以
上

）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

①
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
②

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
①

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

①
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合
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分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備

自
主

対
策

設
備

（
[
 
]
記

載
）

※

※
：

L
C
O
対

象
S
A
設

備
（

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
）

の
機

能
を

満
足

す
る

確
認

計
器

と
し

て
記

載
，

運
転

上
の

制
限

は
適

用
し

な
い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C
O
対

象
S
A
設

備
※

：
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す
。

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

①
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

水
位

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
ペ

デ
ス

タ
ル

水
位

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
水

位
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
①

ペ
デ

ス
タ

ル
水

位

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

①
ペ

デ
ス

タ
ル

水
位

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
水

位
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

残
留

熱
代

替
除

去
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

①
残

留
熱

代
替

除
去

系
原

子
炉

注
水

流
量

①
残

留
熱

代
替

除
去

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
③

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

④
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

③
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
④

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

③
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
③

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止
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分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備

自
主

対
策

設
備

（
[
 
]
記

載
）

※

※
：

L
C
O
対

象
S
A
設

備
（

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
）

の
機

能
を

満
足

す
る

確
認

計
器

と
し

て
記

載
，

運
転

上
の

制
限

は
適

用
し

な
い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C
O
対

象
S
A
設

備
※

：
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す
。

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

水
位

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
代

替
注

水
流

量
（

常
設

）
②

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
②

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
（

狭
帯

域
用

）
②

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

②
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

②
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

③
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

①
代

替
注

水
流

量
（

常
設

）
①

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
①

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
（

狭
帯

域
用

）
①

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

①
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

①
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

②
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
③

［
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

］

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

ペ
デ

ス
タ

ル
水

位

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

②
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
②

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
③

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｂ

系
）

①
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
②

［
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ａ
系

）
］

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

①
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ｂ
系

）
②

［
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ａ
系

）
］

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度 原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
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分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備

自
主

対
策

設
備

（
[
 
]
記

載
）

※

※
：

L
C
O
対

象
S
A
設

備
（

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
）

の
機

能
を

満
足

す
る

確
認

計
器

と
し

て
記

載
，

運
転

上
の

制
限

は
適

用
し

な
い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C
O
対

象
S
A
設

備
※

：
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す
。

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

中
性

子
源

領
域

計
装

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

中
間

領
域

計
装

②
平

均
出

力
領

域
計

装
③

［
制

御
棒

手
動

操
作

・
監

視
系

］

起
動

※
1
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

※
2

※
1
：

中
間

領
域

計
装

が
レ

ン
ジ

2
以

下
の

場
合

に
適

用
す

る ※
2
：

中
性

子
源

領
域

計
装

周
り

の
燃

料
が

4
体

未
満

の
場

合
は

除
く

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

中
間

領
域

計
装

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

中
性

子
源

領
域

計
装

②
平

均
出

力
領

域
計

装
③

［
制

御
棒

手
動

操
作

・
監

視
系

］

起
動

，
高

温
停

止
※
，

冷
温

停
止

※
お

よ
び

燃
料

交
換

※

※
：

１
体

以
上

の
燃

料
が

装
荷

さ
れ

て
い

る
セ

ル
の

制
御

棒
が

全
挿

入
か

つ
除

外
さ

れ
て

い
る

場
合

ま
た

は
全

燃
料

が
取

り
出

さ
れ

て
い

る
場

合
を

除
く

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

平
均

出
力

領
域

計
装

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

中
性

子
源

領
域

計
装

②
中

間
領

域
計

装
③

［
制

御
棒

手
動

操
作

・
監

視
系

］

運
転

お
よ

び
起

動
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

［
制

御
棒

手
動

操
作

・
監

視
系

］
①

中
性

子
源

領
域

計
装

②
中

間
領

域
計

装
③

平
均

出
力

領
域

計
装

運
転

お
よ

び
起

動
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

未
臨

界
の

維
持

又
は

監
視
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分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備

自
主

対
策

設
備

（
[
 
]
記

載
）

※

※
：

L
C
O
対

象
S
A
設

備
（

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
）

の
機

能
を

満
足

す
る

確
認

計
器

と
し

て
記

載
，

運
転

上
の

制
限

は
適

用
し

な
い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C
O
対

象
S
A
設

備
※

：
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す
。

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

③
残

留
熱

代
替

除
去

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
③

残
留

熱
代

替
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

④
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

残
留

熱
代

替
除

去
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

①
残

留
熱

代
替

除
去

系
原

子
炉

注
水

流
量

①
残

留
熱

代
替

除
去

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

ス
ク

ラ
バ

容
器

圧
力

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

ス
ク

ラ
バ

容
器

温
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

予
備

②
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ｂ
系

）
②

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（

残
留

熱
代

替
除

去
系

）

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止
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分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備

自
主

対
策

設
備

（
[
 
]
記

載
）

※

※
：

L
C
O
対

象
S
A
設

備
（

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
）

の
機

能
を

満
足

す
る

確
認

計
器

と
し

て
記

載
，

運
転

上
の

制
限

は
適

用
し

な
い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C
O
対

象
S
A
設

備
※

：
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す
。

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

①
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

①
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
②

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
残

留
熱

除
去

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
①

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

①
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
③

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
③

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
③

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

①
原

子
炉

圧
力

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

③
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（

残
留

熱
除

去
系

）

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
状

態
）

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
状

態
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

86



分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備

自
主

対
策

設
備

（
[
 
]
記

載
）

※

※
：

L
C
O
対

象
S
A
設

備
（

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
）

の
機

能
を

満
足

す
る

確
認

計
器

と
し

て
記

載
，

運
転

上
の

制
限

は
適

用
し

な
い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C
O
対

象
S
A
設

備
※

：
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す
。

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
①

原
子

炉
圧

力
①

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
②

［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

①
代

替
注

水
流

量
（

常
設

）
②

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
②

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

①
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
残

留
熱

除
去

ポ
ン

プ
出

口
流

量
①

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
①

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
②

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
②

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
②

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

②
残

留
熱

代
替

除
去

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
③

［
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

］

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

水
源

の
確

保格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（

原
子

炉
建

物
内

の
状

態
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

87



分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備

自
主

対
策

設
備

（
[
 
]
記

載
）

※

※
：

L
C
O
対

象
S
A
設

備
（

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
）

の
機

能
を

満
足

す
る

確
認

計
器

と
し

て
記

載
，

運
転

上
の

制
限

は
適

用
し

な
い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C
O
対

象
S
A
設

備
※

：
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す
。

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

原
子

炉
建

物
内

の
水

素
濃

度
原

子
炉

建
物

水
素

濃
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
入

口
温

度
②

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
出

口
温

度

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合 （

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

6
5
-
8
-
2

「
6
5
-
8
-
2
　

原
子

炉
建

物
内

の
水

素
濃

度
監

視
」

で
整

理
（

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
他

表
を

参
照

）

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｂ

系
）

①
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
②

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
②

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
③

［
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ａ
系

）
］

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

①
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ｂ
系

）
②

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
②

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
③

［
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ａ
系

）
］

6
5
-
1
3
-
1

「
6
5
-
1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
整

理

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

88



分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備

自
主

対
策

設
備

（
[
 
]
記

載
）

※

※
：

L
C
O
対

象
S
A
設

備
（

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
）

の
機

能
を

満
足

す
る

確
認

計
器

と
し

て
記

載
，

運
転

上
の

制
限

は
適

用
し

な
い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C
O
対

象
S
A
設

備
※

：
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す
。

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
5
／

5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
②

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）
③

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
9
-
3

「
6
5
-
9
-
3
　

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-

1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
他

表
を

参
照

）

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

（
Ｓ

Ａ
）

③
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
（

Ｓ
Ａ

）

6
5
-
9
-
3

「
6
5
-
9
-
3
　

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-

1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
他

表
を

参
照

）

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
②

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

6
5
-
9
-
3

「
6
5
-
9
-
3
　

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-

1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
他

表
を

参
照

）

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
①

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

6
5
-
9
-
3

「
6
5
-
9
-
3
　

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-

1
3
-
1
　

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
」

で
他

表
を

参
照

）

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

中
央

制
御

室
遮

蔽

再
循

環
用

フ
ァ

ン
6
5
-
1
4
-
1

保
安

規
定

の
既

存
の

条
文

「
第

5
6
条

　
中

央
制

御
室

非
常

用
循

環
系

」
で

は
加

圧
運

転
機

能
の

要
求

が
な

い
こ

と
か

ら
，

第
6
5
条

で
新

た
に

L
C
O
等

を
定

め
る

「
6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
整

理

チ
ャ

コ
ー

ル
・

フ
ィ

ル
タ

・
ブ

ー
ス

タ
・

フ
ァ

ン
6
5
-
1
4
-
1

保
安

規
定

の
既

存
の

条
文

「
第

5
6
条

　
中

央
制

御
室

非
常

用
循

環
系

」
で

は
加

圧
運

転
機

能
の

要
求

が
な

い
こ

と
か

ら
，

第
6
5
条

で
新

た
に

L
C
O
等

を
定

め
る

「
6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
整

理

非
常

用
チ

ャ
コ

ー
ル

・
フ

ィ
ル

タ
・

ユ
ニ

ッ
ト

6
5
-
1
4
-
1

保
安

規
定

の
既

存
の

条
文

「
第

5
6
条

　
中

央
制

御
室

非
常

用
循

環
系

」
で

は
加

圧
運

転
機

能
の

要
求

が
な

い
こ

と
か

ら
，

第
6
5
条

で
新

た
に

L
C
O
等

を
定

め
る

「
6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
整

理

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

弁
（

中
央

制
御

室
外

気
取

入
調

節
弁

，
中

央
制

御
室

給
気

外
側

隔
離

弁
，

中
央

制
御

室
給

気
内

側
隔

離
弁

，
中

央
制

御
室

排
気

内
側

隔
離

弁
，

中
央

制
御

室
排

気
外

側
隔

離
弁

）

6
5
-
1
4
-
1

「
6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

ダ
ク

ト
6
5
-
1
4
-
1

「
6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

中
央

制
御

室
差

圧
計

6
5
-
1
4
-
1

「
6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
整

理

酸
素

濃
度

計
6
5
-
1
4
-
1

「
6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
整

理

二
酸

化
炭

素
濃

度
計

6
5
-
1
4
-
1

「
6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
整

理

中
央

制
御

室
待

避
室

遮
蔽

中
央

制
御

室
待

避
室

正
圧

化
装

置
（

空
気

ボ
ン

ベ
）

6
5
-
1
4
-
1

「
6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
整

理
中

央
制

御
室

待
避

室
正

圧
化

装
置

（
配

管
・

弁
）

6
5
-
1
4
-
1

「
6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）
待

避
室

差
圧

計
6
5
-
1
4
-
1

「
6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
整

理

プ
ラ

ン
ト

パ
ラ

メ
ー

タ
監

視
装

置
（

中
央

制
御

室
待

避
室

）
6
5
-
1
4
-
1

「
6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
整

理

Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ

イ
ト

（
三

脚
タ

イ
プ

）
6
5
-
1
4
-
1

「
6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
整

理

無
線

通
信

設
備

（
固

定
型

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
他

表
を

参
照

）
無

線
通

信
設

備
（

固
定

型
）

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
他

表
を

参
照

）
衛

星
電

話
設

備
（

固
定

型
）

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
他

表
を

参
照

）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理
（

「
6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
他

表
を

参
照

）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
4
-
1
　

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保
」

で
他

表
を

参
照

）

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
6
／

5
9
条

　
運

転
員

が
中

央
制

御
室

に
と

ど
ま

る
た

め
の

設
備

】

居
住

性
の

確
保

－
－

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

遮
蔽

（
建

物
の

壁
等

）
に

つ
い

て
は

，
運

用
に

よ
る

厚
さ

の
変

化
や

故
障

等
に

よ
り

機
能

喪
失

す
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

か
ら

L
C
O
対

象
と

は
し

な
い

（
保

安
規

定
変

更
に

係
る

基
本

方
針

4
.
3
(
1
)
）

遮
蔽

（
建

物
の

壁
等

）
に

つ
い

て
は

，
運

用
に

よ
る

厚
さ

の
変

化
や

故
障

等
に

よ
り

機
能

喪
失

す
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

か
ら

L
C
O
対

象
と

は
し

な
い

（
保

安
規

定
変

更
に

係
る

基
本

方
針

4
.
3
(
1
)
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

お
よ

び
炉

心
変

更
時

※
ま

た
は

原
子

炉
建

物
原

子
炉

棟
内

で
照

射
さ

れ
た

燃
料

に
係

る
作

業
時

※
：

停
止

余
裕

確
認

後
の

制
御

棒
1
本

挿
入

・
引

抜
を

除
く
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
6
／

5
9
条

　
運

転
員

が
中

央
制

御
室

に
と

ど
ま

る
た

め
の

設
備

】

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
気

フ
ァ

ン
第

5
1
条

「
第

5
1
条

　
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
」

で
整

理

前
置

ガ
ス

処
理

装
置

第
5
1
条

「
第

5
1
条

　
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
」

で
整

理

後
置

ガ
ス

処
理

装
置

第
5
1
条

「
第

5
1
条

　
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
」

で
整

理

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

配
管

・
弁

第
5
1
条

「
第

5
1
条

　
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
気

管
第

5
1
条

「
第

5
1
条

　
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

原
子

炉
建

物
原

子
炉

棟
第

4
9
条

「
第

4
9
条

　
原

子
炉

棟
」

で
整

理

原
子

炉
建

物
燃

料
取

替
階

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
閉

止
装

置
6
5
-
1
4
-
2

「
6
5
-
1
4
-
2
　

原
子

炉
建

物
燃

料
取

替
階

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
閉

止
装

置
」

で
整

理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

運
転

員
等

の
被

ば
く

低
減

－
－

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

－
汚

染
の

持
ち

込
み

防
止

－

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

可
搬

式
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

ポ
ス

ト
6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

デ
ー

タ
表

示
装

置
6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

式
ダ

ス
ト

・
よ

う
素

サ
ン

プ
ラ

6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

Ｎ
ａ

Ｉ
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
・

サ
ー

ベ
イ

・
メ

ー
タ

6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

Ｇ
Ｍ

汚
染

サ
ー

ベ
イ

・
メ

ー
タ

6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

可
搬

式
気

象
観

測
装

置
6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

デ
ー

タ
表

示
装

置
6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

式
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

ポ
ス

ト
6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

デ
ー

タ
表

示
装

置
6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

電
離

箱
サ

ー
ベ

イ
・

メ
ー

タ
6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

小
型

船
舶

6
5
-
1
0
-
2

「
6
5
-
1
0
-
2
　

海
洋

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
」

で
他

表
を

参
照

）

可
搬

式
ダ

ス
ト

・
よ

う
素

サ
ン

プ
ラ

6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

Ｎ
ａ

Ｉ
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
・

サ
ー

ベ
イ

・
メ

ー
タ

6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

Ｇ
Ｍ

汚
染

サ
ー

ベ
イ

・
メ

ー
タ

6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

α
・

β
線

サ
ー

ベ
イ

・
メ

ー
タ

6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

小
型

船
舶

6
5
-
1
0
-
2

「
6
5
-
1
0
-
2
　

海
洋

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
」

で
他

表
を

参
照

）
可

搬
式

ダ
ス

ト
・

よ
う

素
サ

ン
プ

ラ
6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

Ｎ
ａ

Ｉ
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
・

サ
ー

ベ
イ

・
メ

ー
タ

6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

Ｇ
Ｍ

汚
染

サ
ー

ベ
イ

・
メ

ー
タ

6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

α
・

β
線

サ
ー

ベ
イ

・
メ

ー
タ

6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

電
離

箱
サ

ー
ベ

イ
・

メ
ー

タ
6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

代
替

電
源

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

第
5
8
,
5
9
条

「
第

5
8
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

１
」

で
整

理
「

第
5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

２
」

で
整

理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
」

で
他

表
を

参
照

）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
」

で
他

表
を

参
照

）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換 運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換 運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換 運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換 運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

代
替

交
流

電
源

か
ら

の
給

電

－

気
象

観
測

項
目

の
代

替
測

定

気
象

観
測

設
備

（
風

向
，

風
速

そ
の

他
の

気
象

条
件

の
測

定
）

放
射

線
量

の
測

定

放
射

性
物

質
の

濃
度

（
空

気
中

，
水

中
，

土
壌

中
）

の
測

定

海
上

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

－

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
7
／

6
0
条

　
監

視
測

定
設

備
】

放
射

線
量

の
代

替
測

定

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
（

放
射

線
量

の
測

定
）

空
気

中
の

放
射

性
物

質
の

濃
度

の
代

替
測

定

放
射

能
観

測
車

（
空

気
中

の
放

射
性

物
質

の
濃

度
の

測
定

）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換 運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

緊
急

時
対

策
所

6
5
-
1
6
-
1

「
6
5
-
1
6
-
1
　

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

時
対

策
所

遮
蔽

緊
急

時
対

策
所

空
気

浄
化

送
風

機
6
5
-
1
6
-
1

「
6
5
-
1
6
-
1
　

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

緊
急

時
対

策
所

空
気

浄
化

フ
ィ

ル
タ

ユ
ニ

ッ
ト

6
5
-
1
6
-
1

「
6
5
-
1
6
-
1
　

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

緊
急

時
対

策
所

空
気

浄
化

装
置

（
配

管
・

弁
）

6
5
-
1
6
-
1

「
6
5
-
1
6
-
1
　

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

時
対

策
所

空
気

浄
化

装
置

用
可

搬
型

ダ
ク

ト
6
5
-
1
6
-
1

「
6
5
-
1
6
-
1
　

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

時
対

策
所

正
圧

化
装

置
（

配
管

・
弁

）
6
5
-
1
6
-
1

「
6
5
-
1
6
-
1
　

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

時
対

策
所

正
圧

化
装

置
可

搬
型

配
管

・
弁

6
5
-
1
6
-
1

「
6
5
-
1
6
-
1
　

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

時
対

策
所

正
圧

化
装

置
（

空
気

ボ
ン

ベ
）

6
5
-
1
6
-
1

「
6
5
-
1
6
-
1
　

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

可
搬

式
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

6
5
-
1
6
-
1

「
6
5
-
1
6
-
1
　

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

可
搬

式
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

ポ
ス

ト
6
5
-
1
5
-
1

「
6
5
-
1
5
-
1
　

監
視

測
定

設
備

」
で

整
理

（
「

6
5
-
1
6
-
1
　

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

」
で

他
表

を
参

照
）

酸
素

濃
度

計
6
5
-
1
6
-
1

「
6
5
-
1
6
-
1
　

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

二
酸

化
炭

素
濃

度
計

6
5
-
1
6
-
1

「
6
5
-
1
6
-
1
　

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

差
圧

計
6
5
-
1
6
-
1

「
6
5
-
1
6
-
1
　

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
8
／

6
1
条

　
緊

急
時

対
策

所
】

居
住

性
の

確
保

－

遮
蔽

（
建

物
の

壁
等

）
に

つ
い

て
は

，
運

用
に

よ
る

厚
さ

の
変

化
や

故
障

等
に

よ
り

機
能

喪
失

す
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

か
ら

L
C
O
対

象
と

は
し

な
い

（
保

安
規

定
変

更
に

係
る

基
本

方
針

4
.
3
(
1
)
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換 運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
お

よ
び

炉

心
変

更
時

※
ま

た
は

原
子

炉
棟

内
で

の
照

射
さ

れ
た

燃
料

に
係

る
作

業
時

※
：

停
止

余
裕

確
認

後
の

制
御

棒
1
本

挿
入

・
引

抜
を

除
く 運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換 運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

－
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
8
／

6
1
条

　
緊

急
時

対
策

所
】

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

衛
星

電
話

設
備

（
携

帯
型

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

無
線

通
信

設
備

（
携

帯
型

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

無
線

通
信

設
備

（
固

定
型

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

す
る

通
信

連
絡

設
備

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

無
線

通
信

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

衛
星

通
信

装
置

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

衛
星

電
話

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

無
線

通
信

装
置

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

有
線

（
建

物
内

）
（

無
線

通
信

設
備

（
固

定
型

）
，

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
に

係
る

も
の

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

有
線

（
建

物
内

）
（

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

）
に

係
る

も
の

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

有
線

（
建

物
内

）
（

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

す
る

通
信

連
絡

設
備

に
係

る
も

の
）

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

可
搬

ケ
ー

ブ
ル

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

緊
急

時
対

策
所

　
発

電
機

接
続

プ
ラ

グ
盤

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

緊
急

時
対

策
所

　
低

圧
母

線
盤

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

緊
急

時
対

策
所

用
燃

料
地

下
タ

ン
ク

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

ホ
ー

ス
6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

～
緊

急
時

対
策

所
 
低

圧
母

線
盤

[
電

路
]

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

－

代
替

交
流

電
源

設
備

か
ら

の
給

電

緊
急

時
対

策
所

全
交

流
動

力
電

源

必
要

な
指

示
及

び
通

信
連

絡
－

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換 運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

無
線

通
信

設
備

（
固

定
型

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

衛
星

電
話

設
備

（
携

帯
型

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

無
線

通
信

設
備

（
携

帯
型

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

有
線

式
通

信
設

備
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

無
線

通
信

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

衛
星

電
話

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

無
線

通
信

装
置

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

有
線

（
建

物
内

）
（

有
線

式
通

信
設

備
，

無
線

通
信

設
備

（
固

定
型

）
，

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
に

係
る

も
の

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

有
線

（
建

物
内

）
（

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

）
に

係
る

も
の

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

緊
急

時
対

策
所

用
燃

料
地

下
タ

ン
ク

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

ホ
ー

ス
6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

緊
急

時
対

策
所

　
低

圧
母

線
盤

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

緊
急

時
対

策
所

　
発

電
機

接
続

プ
ラ

グ
盤

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

可
搬

ケ
ー

ブ
ル

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
9
／

6
2
条

　
通

信
連

絡
設

備
】

発
電

所
内

の
通

信
連

絡
－

代
替

電
源

設
備

か
ら

の
給

電
の

確
保

全
交

流
動

力
電

源

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換 運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換

－
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
1
.
1
9
／

6
2
条

　
通

信
連

絡
設

備
】

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

衛
星

電
話

設
備

（
携

帯
型

）
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

す
る

通
信

連
絡

設
備

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

デ
ー

タ
伝

送
設

備
6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

衛
星

電
話

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

衛
星

通
信

装
置

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

有
線

（
衛

星
電

話
設

備
（

固
定

型
）

に
係

る
も

の
）

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

有
線

（
統

合
原

子
力

防
災

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
接

続
す

る
通

信
連

絡
設

備
，

デ
ー

タ
伝

送
設

備
に

係
る

も
の

に
係

る
も

の
）

6
5
-
1
7
-
1

「
6
5
-
1
7
-
1
　

通
信

連
絡

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
5
-
1
2
-
1

「
6
5
-
1
2
-
1
　

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
5
-
1
2
-
2

「
6
5
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」

で
整

理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
5
-
1
2
-
5

「
6
5
-
1
2
-
5
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

緊
急

時
対

策
所

用
燃

料
地

下
タ

ン
ク

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

ホ
ー

ス
6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理
（

系
に

含
ま

れ
る

）

緊
急

時
対

策
所

　
低

圧
母

線
盤

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

緊
急

時
対

策
所

　
発

電
機

接
続

プ
ラ

グ
盤

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

可
搬

ケ
ー

ブ
ル

6
5
-
1
6
-
2

「
6
5
-
1
6
-
2
　

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備
」

で
整

理

－

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換 運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換

発
電

所
外

（
社

内
外

）
の

通
信

連
絡

－

代
替

電
源

設
備

か
ら

の
給

電
の

確
保

全
交

流
動

力
電

源
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
D
B
設

備
対

応
手

段
L
C
O
対

象
S
A
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

保
安

規
定

備
考

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
の

確
保

－
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

確
保

ホ
イ

ー
ル

ロ
ー

ダ

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

6
5
-
1
8
-
1

「
6
5
-
1
8
-
1
　

ホ
イ

ー
ル

ロ
ー

ダ
」

で
整

理

原
子

炉
圧

力
容

器
各

表
で

要
求

さ
れ

る
期

間

第
2
4
,
3
4
,
3
5
,

3
6
,
3
9
,
4
1

条
6
5
-
2
-
1

6
5
-
2
-
3

6
5
-
4
-
1

6
5
-
4
-
2

6
5
-
5
-
4

各
条

文
（

表
）

の
系

に
含

ま
れ

る

原
子

炉
格

納
容

器
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」

で
整

理

燃
料

プ
ー

ル

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

6
5
-
9
-
1

6
5
-
9
-
2

各
表

の
系

に
含

ま
れ

る

原
子

炉
建

物
原

子
炉

棟

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

お
よ

び
炉

心
変

更
時

※
１
ま

た
は

原
子

炉
棟

内
で

の
照

射
さ

れ
た

燃
料

に
係

る
作

業
時

※
１

：
停

止
余

裕
確

認
後

の
制

御
棒

１
本

の
挿

入
・

引
抜

を
除

く
。

第
4
9
条

「
第

4
9
条

　
原

子
炉

棟
」

で
整

理
原

子
炉

建
物

燃
料

取
替

階
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

閉
止

装
置

に
つ

い
て

は
，

「
6
5
-
1
4
-
2
 
原

子
炉

建
物

燃
料

取
替

階
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

」
で

整
理

取
水

口
各

表
で

要
求

さ
れ

る
期

間

第
5
2
条

6
5
-
5
-
3

6
5
-
1
1
-
3

各
条

文
（

表
）

の
系

に
含

ま
れ

る

取
水

管
各

表
で

要
求

さ
れ

る
期

間

第
5
2
条

6
5
-
5
-
3

6
5
-
1
1
-
3

各
条

文
（

表
）

の
系

に
含

ま
れ

る

取
水

槽
各

表
で

要
求

さ
れ

る
期

間

第
5
2
条

6
5
-
5
-
3

6
5
-
1
1
-
3

各
条

文
（

表
）

の
系

に
含

ま
れ

る

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

【
そ

の
他

の
設

備
】

重
大

事
故

時
に

対
処

す
る

た
め

の
流

路
又

は
注

水
先

，
注

入
先

，
排

出
元

等

－

重
大

事
故

時
に

対
処

す
る

た
め

の
流

路
又

は
注

水
先

，
注

入
先

，
排

出
元

等

非
常

用
取

水
設

備
－

非
常

用
取

水
設

備
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入

機
能

）
1個

常
設

N
65
-1
-1

―
―

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト

リ
ッ
プ
機
能
）

ほ
う
酸
水
注
入
系

自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ

チ 代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス

イ
ッ
チ

―

制
御
棒

―
―

―
第

22
条

制
御
棒
駆
動
機
構

―
―

―
第

22
条

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

―
―

―
第

22
条

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
　
配
管
・
弁

―
―

―
第

22
条

非
常
用
交
流
電
源
設
備

―
―

―
第

58
条

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ
ッ
プ
機
能
）

1個
常

設
N

65
-1
-2

―
―

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替

制
御
棒
挿
入
機
能
）

―

非
常
用
交
流
電
源
設
備

―
―

―
第

58
条

65
-1

-1
AT

WS
緩

和
設
備
（

代
替
制
御

棒
挿
入
機

能
）

65
-1

-2
AT

WS
緩

和
設
備
（

代
替
原
子

炉
再
循
環

ポ
ン
プ
ト

リ
ッ
プ

機
能
）

1.
1

1.
1

運
転

お
よ

び
起

動

「
第

58
条
　
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
そ
の
１
」
で
整
理

「
第

58
条
　
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
そ
の
１
」
で
整
理

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-1
 緊

急
停

止
失

敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
】

1.
1 
代

替
制
御
棒

挿
入

機
能
に
よ
る

制
御

棒
緊
急
挿
入

1.
1 
原

子
炉
再
循

環
ポ

ン
プ
停
止
に

よ
る

原
子
炉
出
力

抑
制

運
転

お
よ

び
起

動

「
第

22
条
　
制
御
棒
の
ス
ク
ラ
ム
機
能
」
で
整
理

「
第

22
条
　
制
御
棒
の
ス
ク
ラ
ム
機
能
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

1台
常

設
N

65
-2
-1

―
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
（
高

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
含
む
。
）

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

（
中
央
制
御
室
）

―

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
蒸
気
系
）
配

管
・

弁
―

常
設

N
65
-2
-1

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
注
水
系
）
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

65
-2
-1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
蒸
気
系
）
　
配

管
・

弁
―

常
設

N
65
-2
-1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
注
水
系
）
　
配

管
・

弁
―

常
設

N
65
-2
-1

残
留
熱
除
去
系
　
配
管
・
弁
・
ス
ト
レ
ー

ナ
―

常
設

N
65
-2
-1

原
子
炉
浄
化
系
　
配
管

―
常

設
N

65
-2
-1

給
水
系
　
配
管
・
弁
・
ス
パ
ー
ジ
ャ

―
常

設
N

65
-2
-1

原
子
炉
圧
力
容
器

―
常

設
N

65
-2
-1

主
蒸
気
系
　
配
管

―
常

設
N

65
-2
-1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

―
―

―
第

46
条

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
3

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
2

可
搬
型
直
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
4

島
根
原
子
力

発
電

所
2号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【

表
65
-2
 原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
】

「
65
-1
2
-4
　
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
65
-2
-1
 高

圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起

動
）

で
他

表
を
参
照
）

「
第

46
条
　
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
位
」
で
整
理

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
65
-2
-1
 高

圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔

起
動

）
で

他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-3
　
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理

（
65
-2
-
1 
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）
で
他
表
を
参
照
）

65
-2

-1
 高

圧
原

子
炉
代
替

注
水
系
（

中
央
制
御

室
か
ら
の

遠
隔
起
動

1.
2

1.
8

1.
13

1.
2 
高

圧
原
子
炉

代
替

注
水
系
の
中

央
制

御
室
か
ら
の

操
作

に
よ
る
発
電

用
原

子
炉
の
冷
却

1.
8 
高

圧
原
子
炉

代
替

注
水
系
に
よ

る
原

子
炉
圧
力
容

器
へ

の
注
水

1.
13
 原

子
炉
圧
力

容
器

へ
の
注
水

（
原

子
炉
冷
却
材

圧
力

バ
ウ
ン
ダ
リ

高
圧

時
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0.
74
MP
a[
ga
ge
]以

上
）

系
に

含
ま

れ
る

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
65
-2
-1
 高

圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠

隔
起

動
）

で
他
表
を
参
照
）
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根
原
子
力

発
電

所
2号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【

表
65
-2
 原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
】

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

1台
常

設
N

65
-2
-1

原
子

炉
隔

離
時
冷
却
系

（
現

場
起

動
）

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

（
中
央
制
御
室
）

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

（
中
央
制
御
室
）

―

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
蒸
気
系
）
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

65
-2
-1

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
注
水
系
）
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

65
-2
-1

主
蒸
気
系
　
配
管

―
常

設
N

65
-2
-1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
蒸
気
系
）
　
配

管
・

弁
―

常
設

N
65
-2
-1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
注
水
系
）
　
配

管
・

弁
―

常
設

N
65
-2
-1

原
子
炉
浄
化
系
　
配
管

―
常

設
N

65
-2
-1

残
留
熱
除
去
系
　
配
管
・
弁
・
ス
ト
レ
ー

ナ
―

常
設

N
65
-2
-1

給
水
系
　
配
管
・
弁
・
ス
パ
ー
ジ
ャ

―
常

設
N

65
-2
-1

原
子
炉
圧
力
容
器

―
常

設
N

65
-2
-1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

―
―

―
第

46
条

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ

1台
常

設
N

第
41
条

高
圧

原
子

炉
代
替
注
水
系

（
現

場
起

動
）

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

（
中
央
制
御
室
）

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

（
中
央
制
御
室
）

―

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
蒸
気
系
）
　
配

管
・

弁
―

常
設

N
第

41
条

主
蒸
気
系
　
配
管

―
常

設
N

第
41
条

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
注
水
系
）
　
配

管
・

弁
・

ス
ト
レ
ー
ナ

―
常

設
N

第
41
条

原
子
炉
浄
化
系
　
配
管

―
常

設
N

第
41
条

給
水
系
　
配
管
・
弁
・
ス
パ
ー
ジ
ャ

―
常

設
N

第
41
条

原
子
炉
圧
力
容
器

―
常

設
N

第
41
条

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

―
―

―
第

46
条

ほ
う
酸
水
注
入
ポ
ン
プ

1台
常

設
N

65
-2
-3

ほ
う
酸
水
貯
蔵
タ
ン
ク

1基
常

設
N

65
-2
-3

ほ
う
酸
水
注
入
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-2
-3

差
圧
検
出
・
ほ
う
酸
水
注
入
系
配
管
（
原

子
炉

圧
力

容
器
内
部
）

―
常

設
N

65
-2
-3

原
子
炉
圧
力
容
器

―
常

設
N

65
-2
-3

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

―
65
-1
2-
5

―

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0.
74
MP
a[
ga
ge
]以

上
）

本
表

は
必

要
な
電
動
弁
の
手
動
操
作
用
レ
バ
ー
お
よ
び
ハ
ン
ド
ル
の
操
作
に
よ
り
現
場
起
動
で
き
る
こ
と
を
要
求

ポ
ン

プ
等

の
系
統
設
備
は
，
「
65
-2
-1
 高

圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）
」
で
整
理

「
第

46
条
　
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
位
」
で
整
理

65
-2

-3
ほ
う
酸

水
注
入
系

（
重
大

事
故
等
対

処
設
備
）

1.
2 
ほ

う
酸
水
注

入
系

に
よ
る
進
展

抑
制

1.
8 
ほ

う
酸
水
注

入
系

に
よ
る
原
子

炉
圧

力
容
器
へ
の

ほ
う

酸
水
注
入

1.
13
 原

子
炉
圧
力

容
器

へ
の
ほ
う
酸

水
注

入

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0.
74
MP
a[
ga
ge
]以

上
）

1.
2

1.
8

1.
13

1.
2 
原

子
炉
隔
離

時
冷

却
系
の
現
場

操
作

に
よ
る
発
電

用
原

子
炉
の
冷
却

65
-2

-2
高
圧
原

子
炉
代
替

注
水
系
（

現
場
起
動

）

1.
2

1.
2 
高

圧
代
替
注

水
系

の
現
場
操
作

に
よ

る
発
電
用
原

子
炉

の
冷
却

本
表

は
必

要
な
電
動
弁
の
手
動
操
作
用
レ
バ
ー
お
よ
び
ハ
ン
ド
ル
の
操
作
に
よ
り
現
場
起
動
で
き
る
こ
と
を
要
求

ポ
ン

プ
等

の
系
統
設
備
は
「
第
41
条
　
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
〔
２
号
炉
〕
」
で
整
理

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
65
-2
-3
　
ほ
う
酸
水
注
入
系
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
で
他
表
を

参
照

）

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
65
-2
-3
　
ほ
う
酸
水
注
入
系
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
で
他

表
を

参
照

）

系
に

含
ま

れ
る

―
―

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
（
高

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
含
む
。
）

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

「
第

46
条
　
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
位
」
で
整
理
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

代
替
自
動
減
圧
ロ
ジ
ッ
ク
（
代
替
自
動
減

圧
機

能
）

1個
常

設
N

65
-3
-1

―
―

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

（
手
動
減
圧
）

―

自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ

1個
（

論
理

毎
）

常
設

N
65
-3
-1

―
―

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替

制
御
棒
挿
入
機
能
）

―

代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ

1個
常

設
N

65
-3
-1

―
―

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替

制
御
棒
挿
入
機
能
）

―

逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
Ｂ

,Ｍ
の

２
個
）

2個
常

設
N

第
39
条

主
蒸
気
系
　
配
管
・
ク
エ
ン
チ
ャ

―
常

設
N

第
39
条

逃
が
し
安
全
弁
逃
が
し
弁
機
能
用
ア
キ
ュ

ム
レ

ー
タ

2個
常

設
N

第
39
条

非
常
用
交
流
電
源
設
備

―
―

―
第

58
条

逃
が
し
安
全
弁

6個
常

設
N

65
-3
-2

―
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

―
―

主
蒸
気
系
　
配
管
・
ク
エ
ン
チ
ャ

―
常

設
N

65
-3
-2

逃
が
し
安
全
弁
逃
が
し
弁
機
能
用
ア
キ
ュ

ム
レ

ー
タ

6個
常

設
N

65
-3
-2

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
3

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
3

可
搬
型
直
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
4

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
2

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-3
-2
　
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
手
動
減
圧
）
」
で
他

表
を

参
照

）

系
に

含
ま

れ
る

「
65
-1
2
-3
　
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理

（
「

65
-3
-2
　
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
手
動
減
圧
）
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-4
　
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-3
-2
　
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
手
動
減
圧
）
」
で
他
表
を

参
照

）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

65
-3

-2
主
蒸
気

逃
が
し
安

全
弁
（
手

動
減
圧
）

1.
3

1.
3 
手

動
操
作
に

よ
る

減
圧
（
逃
が

し
安

全
弁
）

1.
3 
高

圧
溶
融
物

放
出

／
格
納
容
器

雰
囲

気
直
接
加
熱

の
防

止
1.
3 
発

電
用
原
子

炉
の

減
圧
(イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ
ス
シ

ス
テ

ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ

発
生

時
)

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-3
 原

子
炉

冷
却

材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備
】

65
-3

-1
代
替
自

動
減
圧
機

能

1.
3

1.
1

1.
3 
減

圧
の
自
動

化 1.
1 
自

動
減
圧
系

等
の

起
動
阻
止
ス

イ
ッ

チ
に
よ
る
原

子
炉

出
力
急
上
昇

防
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

（
原

子
炉

圧
力

が
0.
78
MP
a[
ga
ge
]以

上
）

「
第

58
条
　
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
そ
の
１
」
で
整
理

「
第

39
条
　
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
〔
２
号
炉
〕
」
で
整
理

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-3
-2
　
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
手
動
減
圧
）
」
で
他
表

を
参

照
）

「
65
-1
2
-3
　
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理

（
「

65
-3
-2
　
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
手
動
減
圧
）
」
で
他
表
を
参
照
）

「
第

39
条
　
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
〔
２
号
炉
〕
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
第

39
条
　
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
〔
２
号
炉
〕
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-3
 原

子
炉

冷
却

材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備
】

Ｓ
Ｒ
Ｖ
用
電
源
切
替
盤

1個
常

設
N

65
-3
-3

主
蒸

気
逃

が
し
安
全
弁
用
蓄

電
池

（
補

助
盤
室
）
に
よ
る

逃
が

し
安

全
弁
機
能
回
復

非
常
用
直
流
電
源
設
備

―

逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
代

替
供
給
設
備

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄

電
池
（
原
子
炉
建
物
）

代
替
品
の
補
充
等

逃
が
し
安
全
弁

8個
常

設
N

65
-3
-2

主
蒸
気
系
　
配
管
・
ク
エ
ン
チ
ャ

―
常

設
N

65
-3
-2

逃
が
し
安
全
弁
逃
が
し
弁
機
能
用
ア
キ
ュ

ム
レ

ー
タ

8個
常

設
N

65
-3
-2

可
搬
型
直
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
4

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
3

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄
電
池
（
補
助

盤
室

）
2個

可
搬

N
65
-3
-3

可
搬

型
直

流
電
源
設
備
に
よ

る
逃

が
し

安
全
弁
機
能
回
復

非
常
用
直
流
電
源
設
備

―

逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
代

替
供
給
設
備

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄

電
池
（
原
子
炉
建
物
）

代
替
品
の
補
充
等

逃
が
し
安
全
弁
逃
が
し
弁
機
能
用
ア
キ
ュ

ム
レ

ー
タ

2個
常

設
N

65
-3
-2

逃
が
し
安
全
弁

2個
常

設
N

65
-3
-2

主
蒸
気
系
　
配
管
・
ク
エ
ン
チ
ャ

―
常

設
N

65
-3
-2

逃
が
し
安
全
弁
用
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ

15
本

常
設

N
65
-3
-3

―
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
圧
力

―
窒
素
ガ
ス
代
替
供
給
設
備

代
替
品
の
補
充
等

逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給
系
　
配
管

・
弁

―
常

設
N

65
-3
-3

逃
が
し
安
全
弁
逃
が
し
弁
機
能
用
ア
キ
ュ

ム
レ

ー
タ

12
個

常
設

N
65
-3
-2

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備

―
常

設
N

65
-1
2-
3

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
3

可
搬
型
直
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
4

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
2

系
に

含
ま

れ
る

「
65
-3
-
2　

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
手
動
減
圧
）
」
で
整
理

1.
3 
逃

が
し
安
全

弁
窒

素
ガ
ス
供
給

設
備

に
よ
る
窒
素

ガ
ス

確
保

1.
3 
逃

が
し
安
全

弁
の

背
圧
対
策

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

「
65
-3
-
2　

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
手
動
減
圧
）
」
で
整
理

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-3
-3
　
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
機
能
回
復
」
で
他
表
を

参
照

）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-3
-3
　
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
機
能
回
復
」
で
他
表

を
参

照
）

「
65
-1
2
-3
　
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理

（
「

65
-3
-3
　
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
機
能
回
復
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-3
　
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理

（
「

65
-3
-3
　
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
機
能
回
復
」
で
他
表
を
参
照
）

1.
3 
可

搬
型
直
流

電
源

設
備
に
よ
る

逃
が

し
安
全
弁
機

能
回

復

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

「
65
-1
2
-4
　
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-3
-3
　
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
機
能
回
復
」
で
他
表
を
参

照
）

系
に

含
ま

れ
る

系
に

含
ま

れ
る

系
に

含
ま

れ
る

系
に

含
ま

れ
る

系
に

含
ま

れ
る

65
-3

-3
主
蒸
気

逃
が
し
安

全
弁
の
機

能
回
復

1.
3

1.
3 
主

蒸
気
逃
が

し
安

全
弁
用
蓄
電

池
（

補
助
盤
室
）

に
よ

る
逃
が
し
安

全
弁

機
能
回
復

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

「
65
-1
2
-3
　
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-3
-3
　
主
蒸
気

逃
が

し
安

全
弁
の
機
能
回
復
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-4
　
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-3
-3
　
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
機
能
回
復
」
で
他
表
を
参

照
）
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表
No
.

技
術

的
能

力
対
応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要
求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

1台
常

設
N

65
-4
-1

―

低
圧
注
水
系
（
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
）

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
（
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含

む
）

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

―

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料

交
換

※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

1台
常

設
N

65
-4
-1

―
非
常
用
炉
心
冷
却
系
（
自
動

減
圧
系
を
除
く
）
（
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
）

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

（
可
搬
型
）

―

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-4
-1

残
留
熱
除
去
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-4
-1

原
子
炉
圧
力
容
器

―
常

設
N

65
-4
-1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽

66
0m

３

52
0m

３
常

設
N

65
-1
1-
1

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

―
65
-1
2-
5

65
-4

-1
低
圧
原

子
炉
代
替

注
水
系
（

常
設
）

1.
4

1.
8

1.
13

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ島
根
原
子
力

発
電

所
2号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【

表
65
-4
 原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
】

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-4
-1
　
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
」
で
他
表
を
参

照
）

系
に

含
ま

れ
る

「
65
-1
1
-1
　
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
」
で
整
理
（
「
65
-4
-1
　
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-4
-1
　
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
」
で
他
表
を

参
照

）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

1.
4 
低
圧
原
子
炉

代
替

注
水
系
（
常

設
）

に
よ
る
発
電

用
原

子
炉
の
冷
却

【
原

子
炉
運
転

中
】

1.
4 
低
圧
原
子
炉

代
替

注
水
系
（
常

設
）

に
よ
る
残
存

溶
融

炉
心
の
冷
却

1.
4 
低
圧
原
子
炉

代
替

注
水
系
（
常

設
）

に
よ
る
発
電

用
原

子
炉
の
冷
却

【
原

子
炉
停
止

中
】

1.
8 
低
圧
原
子
炉

代
替

注
水
系
（
常

設
）

に
よ
る
原
子

炉
圧

力
容
器
へ
の

注
水

1.
13
原
子
炉
圧
力

容
器

へ
の
注
水

（
原

子
炉
冷
却
材

圧
力

バ
ウ
ン
ダ
リ

低
圧

時
）
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表
No
.

技
術

的
能

力
対
応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要
求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根
原
子
力

発
電

所
2号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【

表
65
-4
 原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
】

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

1台
×

2
可

搬
2N

※
１

65
-1
9-
1

―

低
圧
注
水
系
（
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
）

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
（
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含

む
）

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

ー

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料

交
換

※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

1台
×

2
可

搬
2N

※
１

65
-1
9-
1

―
非
常
用
炉
心
冷
却
系
（
自
動

減
圧
系
を
除
く
）
（
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
）

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

（
常
設
）

―

ホ
ー
ス
・
接
続
口

―
可

搬
/

常
設

2N
/N

65
-4
-2

65
-1
9-
1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-4
-2

残
留
熱
除
去
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-4
-2

原
子
炉
圧
力
容
器

―
常

設
N

65
-4
-2

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

―
65
-1
2-
5

燃
料
補
給
設
備

―
―

―
65
-1
2-
6

※
１
：

大
量

送
水

車
に

つ
い

て
は
，
他
手
段
と
兼
用
で
あ
る
た
め
「
６
５
－
１
９
－
１

　
大

量
送

水
車

」
で

整
理

す
る

。
系

統
と

し
て

の
要

求
事

項
等

に
つ

い
て

は
，

本
表

に
て

整
理

す
る

。

65
-4

-2
低
圧
原

子
炉
代
替

注
水
系
（

可
搬
型
）

大
量
送
水
車

系
に

含
ま

れ
る

1.
4

1.
8

1.
13

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-4
-2
　
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
」
で
他
表
を
参

照
）

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-4
-2
　
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-4
-2
　
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
」
で
他
表

を
参

照
）

1.
4 
低
圧
原
子
炉

代
替

注
水
系
（
可

搬
型

）
に
よ
る

発
電

用
原
子
炉
の

冷
却

【
原
子
炉
運

転
中

】
1.
4 
低
圧
原
子
炉

代
替

注
水
系
（
可

搬
型

）
に
よ
る

残
存

溶
融
炉
心
の

冷
却

1.
4 
低
圧
原
子
炉

代
替

注
水
系
（
可

搬
型

）
に
よ
る

発
電

用
原
子
炉
の

冷
却

【
原
子
炉
停

止
中

】
1.
8 
低
圧
原
子
炉

代
替

注
水
系
（
可

搬
型

）
に
よ
る
原

子
炉

圧
力
容
器
へ

の
注

水
1.
13
 原

子
炉
圧
力

容
器

へ
の
注
水

（
原

子
炉
冷
却
材

圧
力

バ
ウ
ン
ダ
リ

低
圧

時
）
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器

4個
常

設
N

65
-5
-1

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
銀
ゼ
オ
ラ
イ
ト
容

器
1個

常
設

N
65
-5
-1

圧
力
開
放
板

1個
常

設
N

65
-5
-1

遠
隔
手
動
弁
操
作
機
構

―
常

設
N

65
-5
-1

窒
素
ガ
ス
制
御
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-5
-1

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-5
-1

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
　
配
管
・

弁
―

常
設

N
65
-5
-1

原
子
炉
格
納
容
器
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ

ン
バ

，
真
空
破
壊
装
置
を
含
む
。
）

―
常

設
N

第
43
条

第
44
条

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置

1台
可

搬
N

65
-5
-2

ホ
ー
ス
・
接
続
口

―
可

搬
/

常
設

N
65
-5
-2

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
2

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

―
65
-1
2-
5

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
水
素
濃
度

1チ
ャ

ン
ネ

ル
可

搬
N

65
-1
3-
1

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
放
射
線
モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）

1チ
ャ

ン
ネ

ル
常

設
N

65
-1
3-
1

「
65
-5
-
2　

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
」
で
整
理
（
「
65
-5
-1
　
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
3
-1
　
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
で
整
理
（
「
65
-5
-1
　
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト

系
」

で
他

表
を
参
照
）

「
65
-5
-
2　

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
3
-1
　
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
で
整
理
（
「
65
-5
-1
　
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト

系
」

で
他

表
を
参
照
）

低
圧
注
水
系

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
含
む
）

格
納
容
器
冷
却
系

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

お
よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系

含
む
）

残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー

ド
）

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

お
よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系

含
む
）

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-5
-1
　
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
」
で
他
表
を
参
照
）

―

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-5
-1
　
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
」
で
他
表
を
参

照
）

「
第

43
条
　
格
納
容
器
及
び
格
納
容
器
隔
離
弁
」
で
整
理

「
第

44
条
　
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
か
ら
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
へ
の
真
空
破
壊
弁
」
で
整
理

島
根
原
子
力
発
電
所
2号

炉
　
重
大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-5
 最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
，

水
素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

，
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
建

物
等

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
】

65
-5

-1
格
納
容

器
フ
ィ
ル

タ
ベ
ン
ト

系

1.
5

1.
7

1.
9

1.
5 
格

納
容
器

フ
ィ

ル
タ
ベ
ン
ト

系
に

よ
る
原
子
炉

格
納

容
器
内
の
減

圧
及

び
除
熱

1.
5 
現

場
操
作

1.
7 
格

納
容
器

フ
ィ

ル
タ
ベ
ン
ト

系
に

よ
る
原
子
炉

格
納

容
器
内
の
減

圧
及

び
除
熱

1.
7 
現

場
操
作

1.
9 
格

納
容
器

フ
ィ

ル
タ
ベ
ン
ト

系
に

よ
る
原
子
炉

格
納

容
器
内
の
水

素
ガ

ス
及
び
酸
素

ガ
ス

の
排
出

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

―

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-5
-1
　
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
」
で
他
表
を
参

照
）

系
に

含
ま

れ
る

―
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根
原
子
力
発
電
所
2号

炉
　
重
大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-5
 最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
，

水
素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

，
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
建

物
等

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
】

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置

1台
可

搬
N

65
-5
-2

―

低
圧
注
水
系

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
含
む
）

格
納
容
器
冷
却
系

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

お
よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系

含
む
）

残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー

ド
）

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

お
よ
原
子
炉
補
機
海
水
系
含

む
）

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系

―
代
替
品
の
補
充
等

ホ
ー
ス
・
接
続
口

-
可

搬
/

常
設

N
65
-5
-2

移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備

1式
×

2
可

搬
2N

65
-5
-3

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

1台
×

2
可

搬
2N

65
-5
-3

ホ
ー
ス
・
接
続
口

―
可

搬
/

常
設

2N
/N

65
-5
-3

原
子
炉
補
機
冷
却
系
　
配
管
・
弁
・
サ
ー

ジ
タ

ン
ク

―
常

設
N

65
-5
-3

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-5
-3

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

―
常

設
N

65
-5
-3

取
水
口

―
常

設
N

65
-5
-3

取
水
管

―
常

設
N

65
-5
-3

取
水
槽

―
常

設
N

65
-5
-3

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

―
65
-1
2-
5

燃
料
補
給
設
備

―
―

―
65
-1
2-
6

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-5
-3
　
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-5
-3
　
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
」
で
他
表
を
参
照
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

（
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止

の
み
）

原
子
炉
補
機
冷
却
系

（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
お

よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系
，

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

を
含
む
）

代
替
品
の
補
充
等

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
使
用

し
た
海
水
直
接
通
水
に
よ
る

除
熱

―

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-5
-3
　
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
」
で
他
表
を
参
照
）

65
-5

-2
可
搬
式

窒
素
供
給

装
置

1.
7

1.
9

1.
7 
不

活
性
ガ
ス

(窒
素

ガ
ス
)に

よ
る

系
統

内
の
置
換

1.
9 
原

子
炉
格
納

容
器

内
不
活
性
化

に
よ

る
原
子
炉
格

納
容

器
水
素
爆
発

防
止

1.
9 
格

納
容
器

フ
ィ

ル
タ
ベ
ン
ト

系
に

よ
る
原
子
炉

格
納

容
器
内
の
水

素
ガ

ス
及
び
酸
素

ガ
ス

の
排
出

1.
9 
可

搬
式
窒
素

供
給

装
置
に
よ
る

原
子

炉
格
納
容
器

へ
の

窒
素
ガ
ス
供

給

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

65
-5

-3
原
子
炉

補
機
代
替

冷
却
系

系
に

含
ま

れ
る

系
に

含
ま

れ
る

―

1.
5

1.
13

1.
5 
原

子
炉
補
機

代
替

冷
却
系
に
よ

る
除

熱
1.
13
 最

終
ヒ
ー
ト

シ
ン

ク
（
海
）
へ

の
代

替
熱
輸
送
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根
原
子
力
発
電
所
2号

炉
　
重
大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-5
 最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
，

水
素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

，
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
建

物
等

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
】

残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ

1台
常

設
N

65
-5
-4

－

格
納
容
器
冷
却
系

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

お
よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系

を
含
む
）

－
－

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

―
常

設
N

65
-5
-4

残
留
熱
代
替
除
去
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-5
-4

残
留
熱
除
去
系
　
配
管
・
弁
・
ス
ト
レ
ー

ナ
―

常
設

N
65
-5
-4

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-5
-4

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
・
ヘ
ッ
ダ

―
常

設
N

65
-5
-4

ホ
ー
ス
・
接
続
口

―
可

搬
/

常
設

2N
/N

65
-5
-4

原
子
炉
圧
力
容
器

―
常

設
N

65
-5
-4

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系

―
―

―
65
-5
-3

原
子
炉
格
納
容
器

―
常

設
N

第
43
条

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

―
常

設
N

第
46
条

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

―
65
-1
2-
5

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1チ
ャ

ン
ネ

ル
常

設
N

65
-1
3-
1

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1チ
ャ

ン
ネ

ル
常

設
N

65
-1
3-
1

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｂ
系
）

1チ
ャ

ン
ネ

ル
常

設
N

65
-1
3-
1

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｂ
系
）

1チ
ャ

ン
ネ

ル
常

設
N

65
-1
3-
1

65
-5

-4
残
留
熱

代
替
除
去

系

1.
7

1.
13

「
65
-1
3
-1
　
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
で
整
理
（
「
65
-5
-5
　
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
お
よ

び
酸

素
濃

度
の
監
視
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-5
-4
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
3
-1
　
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
で
整
理
（
「
65
-5
-5
　
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
お
よ

び
酸

素
濃

度
の
監
視
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
3
-1
　
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
で
整
理
（
「
65
-5
-5
　
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
お
よ

び
酸

素
濃

度
の
監
視
」
で
他
表
を
参
照
）

1.
7 
残

留
熱
代
替

除
去

系
に
よ
る
原

子
炉

格
納
容
器
内

の
減

圧
及
び
除
熱

1.
13
 原

子
炉
圧
力

容
器

へ
の
注
水
及

び
原

子
炉
格
納
容

器
内

の
除
熱

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-5
-4
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
」
で
他
表
を
参
照
）

系
に

含
ま

れ
る

65
-5

-5
格
納
容

器
内
の
水

素
濃
度
及

び
酸
素
濃

度
の
監
視

1.
9

1.
9水

素
濃
度
及
び

酸
素

濃
度
の
監
視

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

「
65
-1
3
-1
　
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
で
整
理
（
「
65
-5
-5
　
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
お
よ

び
酸

素
濃

度
の
監
視
」
で
他
表
を
参
照
）

「
第

46
条
　
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
位
」
で
整
理
（
「
65
-5
-4
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
」
で
他
表
を
参
照
）

「
第

43
条
　
格
納
容
器
お
よ
び
格
納
容
器
隔
離
弁
」
で
整
理

「
65
-5
-
3　

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
」
で
整
理
（
「
65
-5
-4
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
」
で
他
表
を
参
照
）
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

1台
常

設
N

65
-6
-1

―
格
納
容
器
冷
却
系

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
含
む
）

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系

（
可
搬
型
）

―

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-6
-1

残
留
熱
除
去
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-6
-1

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
・
ヘ
ッ
ダ

―
常

設
N

65
-6
-1

原
子
炉
格
納
容
器

―
常

設
N

第
43
条

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽

1個
常

設
N

65
-1
1-
1

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

―
65
-1
2-
5

大
量
送
水
車

1台
×

2
可

搬
2N

※
１

65
-1
9-
1

―
格
納
容
器
冷
却
系

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
含
む
）

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系

（
常
設
）

―

ホ
ー
ス
・
接
続
口

―
可

搬
/

常
設

2N
65
-6
-2

65
-1
9-
1

可
搬
型
ス
ト
レ
ー
ナ

1台
×

2
可

搬
2N

65
-6
-2

65
-1
9-
1

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-6
-2

残
留
熱
除
去
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-6
-2

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
・
ヘ
ッ
ダ

―
常

設
N

65
-6
-2

原
子
炉
格
納
容
器

―
常

設
N

第
43
条

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
2

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

―
65
-1
2-
5

燃
料
補
給
設
備

―
―

―
65
-1
2-
6

※
１
：

大
量

送
水

車
に

つ
い

て
は
，
他
手
段
と
兼
用
で
あ
る
た
め
「
６
５
－
１
９
－
１

　
大

量
送

水
車

」
で

整
理

す
る

。
系

統
と

し
て

の
要

求
事

項
等

に
つ

い
て

は
，

本
表

に
て

整
理

す
る

。

「
第

43
条
　
格
納
容
器
お
よ
び
格
納
容
器
隔
離
弁
」
で
整
理

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-6
-2
　
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
」
で

他
表

を
参

照
）

系
に

含
ま

れ
る

1.
6 
格

納
容
器
代

替
ス

プ
レ
イ
系

（
常

設
）
に
よ
る

原
子

炉
格
納
容
器

内
へ

の
ス
プ
レ
イ

(炉
心

損
傷
前
)

1.
6 
 格

納
容
器
代

替
ス

プ
レ
イ
系

（
常

設
）
に
よ
る

原
子

炉
格
納
容
器

内
へ

の
ス
プ
レ
イ

(炉
心

損
傷
後
)

1.
13
 原

子
炉
格
納

容
器

内
の
冷
却

65
-6

-2
格
納
容

器
代
替
ス

プ
レ
イ
系

（
可
搬

型
）

1.
6

1.
13

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-6
-1
　
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
」
で
他
表
を
参

照
）

「
第

43
条
　
格
納
容
器
お
よ
び
格
納
容
器
隔
離
弁
」
で
整
理

65
-6

-1
格
納
容

器
代
替
ス

プ
レ
イ
系

（
常
設

）

1.
6

1.
13

系
に

含
ま

れ
る

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-6
-2
　
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
」
で
他

表
を

参
照

）

「
65
-1
1
-1
　
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
」
で
整
理
（
「
65
-6
-1
　
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
」

で
他

表
を

参
照
）

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-6
-1
　
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
」
で
他
表

を
参

照
）

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-6
 原

子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
】

1.
6 
格

納
容
器
代

替
ス

プ
レ
イ
系

（
可

搬
型
）
に
よ

る
原

子
炉
格
納
容

器
内

の
冷
却
(炉

心
損

傷
前

)
1.
6 
格

納
容
器
代

替
ス

プ
レ
イ
系

（
可

搬
型
）
に
よ

る
原

子
炉
格
納
容

器
内

の
冷
却
(炉

心
損

傷
後

)
1.
8　

格
納
容
器
代

替
ス

プ
レ
イ
系

（
可

搬
型
）
に
よ

る
に

よ
る
原
子
炉

格
納

容
器
下
部
へ

の
注

水
1.
13
 原

子
炉
格
納

容
器

内
の
冷
却

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-6
-2
　
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
」
で
他
表
を
参

照
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-6
-2
　
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
」
で
他
表
を

参
照

）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止
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表
No
.

技
術

的
能

力
対
応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要
求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

L
CO
逸
脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

1台
常

設
N

65
-7
-1

―
低
圧
注
水
系

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
含
む
）

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系

（
可
搬
型
）

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系

（
可
搬
型
）

―

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽

1個
常

設
N

65
-1
1-
1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-7
-1

残
留
熱
除
去
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-7
-1

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
・
ヘ
ッ
ダ

―
常

設
N

65
-7
-1

原
子
炉
格
納
容
器

―
常

設
N

第
43
条

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

―
65
-1
2-
5

コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド

―
常

設
N

65
-7
-1

大
量
送
水
車

1台
×

2
可

搬
2N

※
１

65
-1
9-
1

―
低
圧
注
水
系

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
含
む
）

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系

（
常
設
）

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系

（
可
搬
型
）

―

ホ
ー
ス
・
接
続
口

―
可

搬
/

常
設

2N
/N

65
-7
-2

65
-1
9-
1

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-7
-2

コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド

―
常

設
N

65
-7
-2

原
子
炉
格
納
容
器

―
常

設
N

第
43
条

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
2

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

―
65
-1
2-
5

燃
料
補
給
設
備

―
―

―
65
-1
2-
6

1.
8 
ペ
デ
ス
タ
ル

代
替

注
水
系
(可

搬
型

)に
よ

る
原
子
炉

格
納

容
器
下
部
へ

の
注

水
1.
13
 原

子
炉
格
納

容
器

下
部
へ
の
注

水

「
65
-1
2-
6　

燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-7
-2
　
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
」
で
他
表
を
参
照
）

系
に

含
ま
れ
る

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

系
に

含
ま
れ
る

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

1.
8 
ペ
デ
ス
タ
ル

代
替

注
水
系
（
常

設
）

に
よ
る
原
子

炉
格

納
容
器
下
部

へ
の

注
水

1.
13
 原

子
炉
格
納

容
器

下
部
へ
の
注

水

65
-7

-1
ペ
デ
ス

タ
ル
代
替

注
水
系
（

常
設
）

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-7
 原

子
炉

格
納

容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
】

「
65
-1
2-
5　

代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-7
-1
　
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
」
で
他
表
を
参

照
）

「
第

43
条
　
格
納
容
器
お
よ
び
格
納
容
器
隔
離
弁
」
で
整
理

系
に

含
ま
れ
る

「
65
-1
2-
2　

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-7
-2
　
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
」
で
他

表
を

参
照
）

「
第

43
条
　
格
納
容
器
お
よ
び
格
納
容
器
隔
離
弁
」
で
整
理

65
-7

-2
ペ
デ
ス

タ
ル
代
替

注
水
系
（

可
搬
型
）

「
65
-1
2-
1　

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-7
-1
　
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
」
で
他
表
を

参
照

）

「
65
-1
2-
5　

代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-7
-2
　
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
」
で
他
表
を
参

照
）

「
65
-1
1-
1　

重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
」
で
整
理
（
「
65
-7
-1
　
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
」
で

他
表

を
参
照
）

1.
8

1.
13

「
65
-1
2-
1　

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-7
-2
　
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
」
で
他
表

を
参

照
）

1.
8

1.
13
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表
No
.

技
術

的
能

力
対
応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要
求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

L
CO
逸
脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-7
 原

子
炉

格
納

容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
】

大
量
送
水
車

1台
×

2
可

搬
2N

※
１

65
-1
9-
1

―
低
圧
注
水
系

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
含
む
）

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系

（
常
設
）

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系

（
可
搬
型
）

―

ホ
ー
ス
・
接
続
口

―
可

搬
/

常
設

2N
/N

65
-7
-3

65
-1
9-
1

可
搬
型
ス
ト
レ
ー
ナ

1台
×

2
可

搬
2N

65
-7
-3

65
-1
9-
1

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
　
配
管
・

弁
―

常
設

N
65
-7
-3

残
留
熱
除
去
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-7
-3

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
・
ヘ
ッ
ダ

―
常

設
N

65
-7
-3

コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド

―
常

設
N

65
-7
-3

原
子
炉
格
納
容
器

―
常

設
N

第
43
条

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
2

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

―
65
-1
2-
5

燃
料
補
給
設
備

―
―

―
65
-1
2-
6

※
１
：

大
量

送
水

車
に

つ
い

て
は
，
他
手
段
と
兼
用
で
あ
る
た
め
「
６
５
－
１
９
－
１

　
大

量
送

水
車

」
で

整
理

す
る

。
系

統
と

し
て

の
要

求
事

項
等

に
つ

い
て

は
，

本
表

に
て

整
理

す
る

。

「
65
-1
2-
6　

燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-7
-3
　
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
」
で
他
表
を
参

照
）

1.
8 
格
納
容
器
代

替
ス

プ
レ
イ
系
(可

搬
型

)に
よ
る
原
子

炉
格

納
容
器
下
部

へ
の

注
水

1.
13
 原

子
炉
格
納

容
器

下
部
へ
の
注

水

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

系
に

含
ま
れ
る

65
-7

-3
格
納
容

器
代
替
ス

プ
レ
イ
系

（
可
搬

型
）

1.
8

1.
13

「
65
-1
2-
2　

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-7
-3
　
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
」
で

他
表

を
参
照
）

「
第

43
条
　
格
納
容
器
お
よ
び
格
納
容
器
隔
離
弁
」
で
整
理

「
65
-1
2-
5　

代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-7
-3
　
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
」
で
他
表
を

参
照

）

「
65
-1
2-
1　

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-7
-3
　
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
」
で
他

表
を

参
照
）
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

18
個

常
設

N
65
-8
-1

―

低
圧
注
水
系

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

お
よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系

含
む
）

―

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ

ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
お
よ
び

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ

ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
強
制
開

放
装
置

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

18
個

常
設

N
65
-8
-1

―

非
常
用
炉
心
冷
却
系
（
自
動

減
圧
系
を
除
く
）

燃
料
プ
ー
ル
温
度
お
よ
び
水

位
監
視

―

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ

ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
お
よ
び

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ

ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
強
制
開

放
装
置

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度

1チ
ャ

ン
ネ

ル
常

設
N

65
-1
3-
1

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度

1チ
ャ

ン
ネ

ル
常

設
N

65
-1
3-
1

原
子
炉
建
物
原
子
炉
棟

―
常

設
N

第
49
条

「
第

49
条
　
原
子
炉
棟
」
で
整
理

「
「

65
-1
3-
1　

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
で
整
理
（
「
65
-8
-1
　
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装

置
」

で
他

表
を
参
照
）

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-8
 水

素
爆

発
に

よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
】

65
-8

-1
静
的
触

媒
式
水
素

処
理
装
置

1.
10

1.
10
 静

的
触
媒
式

水
素

処
理
装
置
に

よ
る

水
素
濃
度
抑

制

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

※
※

：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

「
「

65
-1
3-
1　

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
で
整
理
（
「
65
-8
-1
　
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装

置
」

で
他

表
を
参
照
）
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-8
 水

素
爆

発
に

よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
】

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

7チ
ャ

ン
ネ

ル
常

設
N

65
-8
-2

―
―

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
（
他
チ
ャ

ン
ネ
ル
）

（
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装

置
入
口
温
度
お
よ
び
静
的
触

媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温

度
）

―

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

7チ
ャ

ン
ネ

ル
常

設
N

65
-8
-2

―
―

―
―

65
-8

-2
原
子
炉

建
物
内
の

水
素
濃
度

監
視

1.
10

原
子
炉
建
物
水
素
濃
度

1.
10
 原

子
炉
建
物

の
水

素
濃
度
監
視
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

大
量
送
水
車

1台
×

2
可

搬
2N

※
１

65
-1
9-
1

常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ

1個
常

設
N

65
-9
-1

可
搬
型
ス
ト
レ
ー
ナ

1台
×

2
可

搬
2N

65
-9
-1

ホ
ー
ス
・
接
続
口

―
可

搬
/

常
設

2N
/N

65
-9
-1

65
-1
9-
1

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-9
-1

燃
料
プ
ー
ル

―
常

設
N

65
-9
-1

燃
料
補
給
設
備

―
―

―
65
-1
2-
6

大
量
送
水
車

1台
×

2
可

搬
2N

※
１

65
-1
9-
1

可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル

2個
可

搬
2N

65
-9
-1

可
搬
型
ス
ト
レ
ー
ナ

1台
×

2
可

搬
2N

65
-9
-1

ホ
ー
ス
・
弁

―
可

搬
2N

65
-9
-1

65
-1
9-
1

燃
料
プ
ー
ル

―
常

設
N

65
-9
-1

燃
料
補
給
設
備

―
―

―
65
-1
2-
6

1.
11

1.
11
 漏

え
い
抑
制

サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
イ
ク
機
能

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

―
常

設
N

65
-9
-1

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
ポ
ン
プ

1台
常

設
N

65
-9
-2

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
熱
交
換
器

1基
常

設
N

65
-9
-2

燃
料
プ
ー
ル

―
常

設
N

65
-9
-2

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
　
配
管
・
弁

―
常

設
N

65
-9
-2

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
　
ス
キ
マ
・
サ
ー
ジ

・
タ

ン
ク

―
常

設
N

65
-9
-2

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
　
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ

―
常

設
N

65
-9
-2

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系

―
―

―
65
-5
-3

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

―
65
-1
2-
5

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

1.
11

1.
13

1.
11
 燃

料
プ
ー
ル

ス
プ

レ
イ
系
（
可

搬
型

ス
プ
レ
イ
ノ

ズ
ル

）
に
よ
る
燃

料
プ

ー
ル
へ
の
注

水 1.
11
燃

料
プ
ー
ル

ス
プ

レ
イ
系
（
可

搬
型

ス
プ
レ
イ
ノ

ズ
ル

）
に
よ
る
燃

料
プ

ー
ル
へ
の
ス

プ
レ

イ
1.
13
 燃

料
プ
ー
ル

へ
の

注
水
/ス

プ
レ

イ

燃
料
プ
ー
ル
温
度
上
昇
評
価

65
-9

-1
燃
料
プ

ー
ル
ス
プ

レ
イ
系

65
-9

-2
燃
料
プ

ー
ル
の
除

熱
1.
11

1.
11
 燃

料
プ
ー
ル

冷
却

系
に
よ
る
燃

料
プ

ー
ル
の
除
熱

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-9
-1
　
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
」
で
他
表
を
参
照
）

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-9
 燃

料
プ
ー
ル
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
】

1.
11

1.
13

1.
11
 燃

料
プ
ー
ル

ス
プ

レ
イ
系
（
常

設
ス

プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
）

に
よ
る
燃
料

プ
ー

ル
へ
の
注
水

1.
11
燃

料
プ
ー
ル

ス
プ

レ
イ
系
（
常

設
ス

プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
）

に
よ
る
燃
料

プ
ー

ル
へ
の
ス
プ

レ
イ

1.
13
 燃

料
プ
ー
ル

へ
の

注
水
/ス

プ
レ

イ

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

（
補
完
措
置
含
む
）

残
留
熱
除
去
系
（
燃
料
プ
ー

ル
冷
却
）

―

系
に

含
ま

れ
る

「
65
-5
-
3　

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
」
で
整
理
（
「
65
-9
-2
　
燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱
」
で
他
表
を
参
照
）

系
に

含
ま

れ
る

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-9
-2
　
燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-9
-2
　
燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱
」
で
他
表
を
参
照
）

―
―

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-9
-1
　
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
」
で
他
表
を
参
照
）

系
に

含
ま

れ
る―

燃
料
プ
ー
ル
温
度
お
よ
び
水

位
監
視

可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
使

用
―

系
に

含
ま

れ
る ―

燃
料
プ
ー
ル
温
度
お
よ
び
水

位
監
視

常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
使
用
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-9
 燃

料
プ
ー
ル
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
】

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1チ
ャ

ン
ネ

ル
常

設
N

65
-9
-3

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

1チ
ャ

ン
ネ

ル
常

設
N

65
-9
-3

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1チ
ャ

ン
ネ

ル
常

設
N

65
-9
-3

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
（
燃

料
プ

ー
ル

監
視
カ
メ
ラ
用
冷
却
設
備
を
含
む
。
）

1チ
ャ

ン
ネ

ル
常

設
N

65
-9
-3

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
2

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

―
65
-1
2-
5

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
3

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
3

可
搬
型
直
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
4

※
１
：

大
量

送
水

車
に

つ
い

て
は
，
他
手
段
と
兼
用
で
あ
る
た
め
「
６
５
－
１
９
－
１

　
大

量
送

水
車

」
で

整
理

す
る

。
系

統
と

し
て

の
要

求
事

項
等

に
つ

い
て

は
，

本
表

に
て

整
理

す
る

。

「
65
-1
2
-4
　
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理

-

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理

65
-9

-3
燃
料
プ

ー
ル
監
視

設
備

1.
11

1.
11
 燃

料
プ
ー
ル

の
状

態
監
視

1.
11
 代

替
電
源
に

よ
る

給
電

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

「
65
-1
2
-3
　
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理

-

「
65
-1
2
-3
　
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料
プ
ー
ル
温
度
お
よ
び
水

位
監
視
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

1台
可

搬
N

65
-1
0-
1

放
水
砲

1台
可

搬
N

65
-1
0-
1

泡
消
火
薬
剤
容
器

5個
可

搬
N

65
-1
0-
1

ホ
ー
ス

―
可

搬
N

65
-1
0-
1

取
水
口

―
常

設
N

65
-1
0-
1

取
水
管

―
常

設
N

65
-1
0-
1

取
水
槽

―
常

設
N

65
-1
0-
1

燃
料
補
給
設
備

―
―

―
65
-1
2-
6

放
射
性
物
質
吸
着
材

30
80
kg

可
搬

N
65
-1
0-
2

２
号
炉
放
水
接
合
槽
用
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス

2本
可

搬
N

65
-1
0-
2

輪
谷
湾
用
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス

32
本

可
搬

N
65
-1
0-
2

小
型
船
舶

1台
可

搬
N

65
-1
0-
2

（
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止

の
み
）
残
留
熱
除
去
系
（
低

圧
注
水
モ
ー
ド
，
格
納
容
器

冷
却
モ
ー
ド
お
よ
び
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却

モ
ー
ド
）

燃
料
プ
ー
ル
温
度
，
水
位
監

視

代
替
品
の
補
充
等

―

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
0-
1　

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
，
航
空
機
燃
料
火
災
へ

の
泡

消
火

」
で
他
表
を
参
照
）

65
-1

0-
2

海
洋
へ

の
放
射
性

物
質
の
拡

散
抑
制

1.
12

1.
12
 海

洋
へ
の
放

射
性

物
質
の
拡
散

抑
制

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

―

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-1
0 
発

電
所

外
へ

の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
】

65
-1

0-
1

大
気
へ

の
放
射
性

物
質
の
拡

散
抑
制
，

航
空
機
燃

料
火
災
へ

の
泡
消
火

1.
11

1.
12

1.
13

1.
11
 大

気
へ
の
放

射
性

物
質
の
拡
散

抑
制

1.
12
 大

気
へ
の
放

射
性

物
質
の
拡
散

抑
制

1.
12
 航

空
機
燃
料

火
災

へ
の
泡
消
火

1.
13
 大

気
へ
の
放

射
性

物
質
の
拡
散

抑
制

1.
13
 航

空
機
燃
料

火
災

へ
の
泡
消
火

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

系
に

含
ま

れ
る―

（
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止

の
み
）
残
留
熱
除
去
系
（
低

圧
注
水
モ
ー
ド
，
格
納
容
器

冷
却
モ
ー
ド
お
よ
び
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却

モ
ー
ド
）

燃
料
プ
ー
ル
温
度
，
水
位
監

視

―
代
替
品
の
補
充
等
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表
No
.

技
術

的
能

力
対
応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要
求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

66
0m

3
常

設
N

65
-1
1-
1

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）
（
水
位
確
認
）

非
常
用
炉
心
冷
却
系

大
量
送
水
車
を
用
い
た
低
圧

原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
移

送
手
段

（
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
含

む
）

―

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

52
0m
3

常
設

N
65
-1
1-
1

―
非
常
用
炉
心
冷
却
系

大
量
送
水
車
を
用
い
た
低
圧

原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
移

送
手
段

（
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
含

む
）

―

大
量
送
水
車

1台
×

2
可

搬
2N

※
１

65
-1
1-
2

65
-1
9-
1

―

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽

（
水
量
確
認
）

（
冷
温
停
止
ま
た
は
燃
料
交

換
に
つ
い
て
は
，
69
0ｍ

3 以
上
と
な
る
よ
う
に
補
給
す
る

ま
た
は
69
0ｍ

3
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
）

―
代
替
品
の
補
充
等

大
量
送
水
車

1台
×

2
可

搬
2N

65
-1
1-
3

ホ
ー
ス
・
接
続
口

―
可

搬
2N

可
搬
型
ス
ト
レ
ー
ナ

―
可

搬
2N

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽

―
常

設
N

65
-1
1-
1

非
常
用
取
水
設
備

―
常

設
N

65
-1
1-
3

構
内
監
視
カ
メ
ラ
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発

電
機

建
物

屋
上
）

―
常

設
N

65
-1
1-
4

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
2

燃
料
補
給
設
備

―
―

―
65
-1
2-
6

65
-1
9-
1

65
-1
1-
2

65
-1
1-
3

系
に

含
ま

れ
る

「
65
-1
1
-4
　
構
内
監
視
設
備
」
で
整
理

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

※
※

：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理

（
「

65
-1
1-
4　

構
内
監
視
設
備
」
で
他
表
を
参
照
）

65
-1

1-
1

重
大
事

故
等
収
束

の
た
め
の

水
源

1.
13

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽

低
圧

原
子
炉
代
替

注
水

槽
　
保
有
水

系
に

含
ま

れ
る

「
65
-1
1
-1
　
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
」
で
整
理

1.
13

1.
13
 輪

谷
貯
水
槽

（
西

１
）
及
び
輪

谷
貯

水
槽
（
西

２
）

を
水
源
と
し

た
補

給
（
淡
水
／

海
水

）
1.
13
 海

を
水
源
と

し
た

補
給

「
65
-1
1
-3
　
海
水
移
送
設
備
」
で
整
理

65
-1

1-
2

低
圧
原

子
炉
代
替

注
水
槽
へ

の
移
送
設

備

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-1
1 
重

大
事

故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備
】

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
1-
2　

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
移
送
設
備
」
で
他
表
を
参

照
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理

（
「

65
-1
1-
4　

構
内
監
視
設
備
」
で
他
表
を
参
照
）
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表
No
.

技
術

的
能

力
対
応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要
求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-1
1 
重

大
事

故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備
】

大
量
送
水
車

1台
×

2
可

搬
2N

65
-1
1-
3

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
（
水
位
確

認
）

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽

（
水
量
確
認
）

（
冷
温
停
止
ま
た
は
燃
料
交

換
に
つ
い
て
は
，
69
0ｍ

3 以
上
と
な
る
よ
う
に
補
給
す
る

ま
た
は
69
0ｍ

3
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
）

―

代
替
品
の
補
充
等

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
お
よ

び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
か

ら
の
移
送

ホ
ー
ス
・
接
続
口

―
可

搬
2N

65
-1
1-
3

非
常
用
取
水
設
備

―
常

設
N

65
-1
1-
3

燃
料
補
給
設
備

―
―

―
65
-1
2-
6

構
内
監
視
カ
メ
ラ
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発

電
機

建
物

屋
上
）

1台
常

設
N

65
-1
1-
4

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
2

※
１
：

大
量

送
水

車
に

つ
い

て
は
，
他
手
段
と
兼
用
で
あ
る
た
め
「
６
５
－
１
９
－
１

　
大

量
送

水
車

」
で

整
理

す
る

。
系

統
と

し
て

の
要

求
事

項
等

に
つ

い
て

は
，

本
表

に
て

整
理

す
る

。

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理

（
「

65
-1
1-
4　

構
内
監
視
設
備
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理

（
「

65
-1
1-
4　

構
内
監
視
設
備
」
で
他
表
を
参
照
）

1.
13
 海

を
水
源
と

し
た

大
量
送
水
車

（
２

台
）
に
よ
る

送
水

1.
13
 大

量
送
水
車

に
よ

る
輪
谷
貯
水

槽
（

西
１
）
又
は

輪
谷

貯
水
槽
（
西

２
）

へ
の
海
水
補

給 1.
13
 淡

水
か
ら
海

水
へ

の
切
替
え

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

系
に

含
ま

れ
る

1.
13

65
-1

1-
4

構
内
監

視
設
備

1.
13

1.
13
 輪

谷
貯
水
槽

（
西

１
）
及
び
輪

谷
貯

水
槽
（
西

２
）

を
水
源
と
し

た
送

水
1.
13
 輪

谷
貯
水
槽

（
西

１
）
及
び
輪

谷
貯

水
槽
西

（
２

）
を
水
源
と

し
た

補
給
（
淡
水

／
海

水
）

65
-1

1-
3

海
水
移

送
設
備

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
1-
3　

海
水
移
送
設
備
」
で
他
表
を
参
照
）

系
に

含
ま

れ
る
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

1台
常

設
N

65
-1
2-
1

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
サ
ー
ビ
ス
タ
ン

ク
1基

常
設

N
65
-1
2-
1

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
燃
料
移
送
ポ
ン

プ
1台

常
設

N
65
-1
2-
1

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク

6,
21
9m
m

常
設

N
65
-1
2-
6

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
燃
料
移
送
系
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

65
-1
2-
1

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
～
非
常
用
高
圧
母

線
Ｃ

系
及

び
Ｄ
系
電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
5

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
～
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ

ン
タ

電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
5

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
～
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ

ン
タ

～
Ｓ

Ａ
１
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
5

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
～
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ

ン
タ

～
Ｓ

Ａ
２
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
5

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
～
高
圧
発
電
機
車

接
続

プ
ラ

グ
収
納
箱
（
原
子
炉
建
物
西
側
）
電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
5

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
（
原

子
炉

建
物

西
側
）
～
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
電
路

―
可

搬
N

65
-1
2-
5

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
～
高
圧
発
電
機
車

接
続

プ
ラ

グ
収
納
箱
（
原
子
炉
建
物
南
側
）
電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
5

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
（
原

子
炉

建
物

南
側
）
～
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
電
路

―
可

搬
N

65
-1
2-
5

―

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

系
に

含
ま

れ
る

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
2-
1　

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

―
非
常
用
交
流
電
源
設
備

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
）

―

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表
65
-1
2 
電
源
設
備
】

65
-1

2-
1

常
設
代

替
交
流
電

源
設
備

1.
14

1.
14
 常

設
代
替
交

流
電

源
設
備
に
よ

る
給

電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表
65
-1
2 
電
源
設
備
】

高
圧
発
電
機
車

6台
可

搬
2N

65
-1
2-
2

―
非
常
用
交
流
電
源
設
備

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
）

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

代
替
品
の
補
充
等

号
炉
間
電
力
融
通
電
気
設
備

高
圧
発
電
機
車
～
高
圧
発
電
機
車
接
続
プ

ラ
グ

収
納

箱
（
原
子
炉
建
物
西
側
）
電
路

―
可

搬
2N

65
-1
2-
2

65
-1
2-
5

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
（
原

子
炉

建
物

西
側
）
～
非
常
用
高
圧
母
線
Ｃ
系
及
び
Ｄ
系

電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
2

65
-1
2-
5

高
圧
発
電
機
車
～
高
圧
発
電
機
車
接
続
プ

ラ
グ

収
納

箱
（
原
子
炉
建
物
南
側
）
電
路

―
可

搬
2N

65
-1
2-
2

65
-1
2-
5

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
（
原

子
炉

建
物

南
側
）
～
非
常
用
高
圧
母
線
Ｃ
系
及
び
Ｄ
系

電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
2

65
-1
2-
5

高
圧
発
電
機
車
～
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続

プ
ラ

グ
盤

電
路

―
可

搬
2N

65
-1
2-
2

65
-1
2-
5

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤
～
非
常

用
高

圧
母

線
Ｃ
系
及
び
Ｄ
系
電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
2

65
-1
2-
5

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
（
原

子
炉

建
物

西
側
）
～
Ｓ
Ａ
１
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
及

び
Ｓ

Ａ
２

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
2

65
-1
2-
5

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
（
原

子
炉

建
物

南
側
）
～
Ｓ
Ａ
１
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
及

び
Ｓ

Ａ
２

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
2

65
-1
2-
5

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤
～
Ｓ
Ａ

１
コ

ン
ト

ロ
ー
ル
セ
ン
タ
及
び
Ｓ
Ａ
２
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ

ン
タ

電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
2

65
-1
2-
5

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク

6,
21
9m
m

常
設

N
65
-1
2-
6

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
ド

レ
ン

弁
―

常
設

N
65
-1
2-
6

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
貯
蔵
タ

ン
ク

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ
ン
ク

ホ
ー
ス

―
可

搬
N

65
-1
2-
6

タ
ン
ク
ロ
ー
リ

1台
可

搬
N

65
-1
2-
6

72
1ｍ

3
常

設
N

65
-1
2-
6

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
2-
2　

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
他
表
を
参
照
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
2-
2　

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

1.
14

1.
14
 可

搬
型
代
替

交
流

電
源
設
備
に

よ
る

給
電

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
2-
2　

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
他
表
を
参
照
）

65
-1

2-
2

可
搬
型

代
替
交
流

電
源
設
備

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表
65
-1
2 
電
源
設
備
】

Ｂ
－
11

5V
系
蓄
電
池

1台
常

設
N

65
-1
2-
3

Ｂ
１
－
11

5
V系

蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）

1台
常

設
N

65
-1
2-
3

Ｓ
Ａ
用
11

5
V系

蓄
電
池

1台
常

設
N

65
-1
2-
3

Ｂ
－
11

5V
系
充
電
器

1台
常

設
N

65
-1
2-
3

Ｂ
１
－
11

5
V系

充
電
器
（
Ｓ
Ａ
）

1台
常

設
N

65
-1
2-
3

Ｓ
Ａ
用
11

5
V系

充
電
器

1台
常

設
N

65
-1
2-
3

Ｂ
－
11

5V
系
蓄
電
池
及
び
充
電
器
～
直
流

母
線

電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
3

Ｂ
１
－
11

5
V系

蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）
及
び
充

電
器

～
直

流
母
線
電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
3

Ｓ
Ａ
用
11

5
V系

蓄
電
池
及
び
充
電
器
～
直

流
母

線
電

路
―

常
設

N
65
-1
2-
3

2
30

V系
蓄
電
池
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）

1台
常

設
N

65
-1
2-
3

―

非
常
用
交
流
電
源
設
備

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
）

非
常
用
直
流
電
源
設
備

（
23
0V
系
充
電
器

（
RC
IC
）
）

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

非
常
用
直
流
電
源
設
備

（
23
0V
系
充
電
器

（
RC
IC
）
）

―

2
30

V系
充
電
器
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）

1台
常

設
N

65
-1
2-
3

―

非
常
用
交
流
電
源
設
備

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
）

非
常
用
直
流
電
源
設
備

（
蓄
電
池
，
残
り
の
充
電

器
）

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

非
常
用
直
流
電
源
設
備

（
残
り
の
充
電
器
）

―

2
30

V系
蓄
電
池
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
及
び
充
電

器
～

直
流

母
線
電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
3

― ―

系
に

含
ま

れ
る

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

非
常
用
直
流
電
源
設
備

（
当
該
充
電
器
）

系
に

含
ま

れ
る

― ―

（
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温

停
止
の
み
）

非
常
用
交
流
電
源
設
備

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
）

非
常
用
直
流
電
源
設
備

（
蓄
電
池
，
残
り
の
充
電

器
）

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

非
常
用
直
流
電
源
設
備

（
残
り
の
充
電
器
）

（
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温

停
止
の
み
）

非
常
用
交
流
電
源
設
備

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
）

非
常
用
直
流
電
源
設
備

（
当
該
充
電
器
）

1.
14
 所

内
常
設
蓄

電
式

直
流
電
源
設

備
に

よ
る
給
電

1.
1
4

65
-1

2-
3

所
内
常

設
蓄
電
式

直
流
電
源

設
備
お
よ

び
常
設
代

替
直
流
電

源
設
備
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表
65
-1
2 
電
源
設
備
】

Ｓ
Ａ
用
11

5
V系

蓄
電
池

1台
常

設
N

65
-1
2-
3

―

（
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温

停
止
の
み
）

非
常
用
交
流
電
源
設
備

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
）

非
常
用
直
流
電
源
設
備

（
SA
用
11
5V
系
充
電
器
）

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

非
常
用
直
流
電
源
設
備

（
SA
用
11
5V
系
充
電
器
）

―

Ｓ
Ａ
用
11

5
V系

充
電
器

1台
常

設
N

65
-1
2-
3

―

（
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温

停
止
の
み
）

非
常
用
交
流
電
源
設
備

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
）

非
常
用
直
流
電
源
設
備

（
蓄
電
池
，
残
り
の
充
電

器
）

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

非
常
用
直
流
電
源
設
備

（
残
り
の
充
電
器
）

―

Ｓ
Ａ
用
11

5
V系

蓄
電
池
及
び
充
電
器
～
直

流
母

線
電

路
―

常
設

N
65
-1
2-
3

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

系
に

含
ま

れ
る

1.
14
 常

設
代
替
直

流
電

源
設
備
に
よ

る
給

電

65
-1

2-
3

所
内
常

設
蓄
電
式

直
流
電
源

設
備
お
よ

び
常
設
代

替
直
流
電

源
設
備

1.
1
4
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表
65
-1
2 
電
源
設
備
】

高
圧
発
電
機
車

6台
可

搬
2N

65
-1
2-
2

Ｂ
１
－
11

5
V系

充
電
器
（
Ｓ
Ａ
）

1台
常

設
N

65
-1
2-
3

Ｓ
Ａ
用
11

5
V系

充
電
器

1台
常

設
N

65
-1
2-
3

2
30

V系
充
電
器
（
常
用
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

1台
常

設
N

65
-1
2-
4

―

非
常
用
交
流
電
源
設
備

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
）

非
常
用
直
流
電
源
設
備

（
23
0V
系
蓄
電
池

（
RC
IC
）
,2
30
V系

充
電
器

（
RC
IC
）
）

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

非
常
用
直
流
電
源
設
備

（
23
0V
系
充
電
器

（
RC
IC
）
）

―

高
圧
発
電
機
車
～
高
圧
発
電
機
車
接
続
プ

ラ
グ

収
納

箱
（
原
子
炉
建
物
西
側
）
電
路

―
可

搬
2N

65
-1
2-
2

65
-1
2-
5

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
（
原

子
炉

建
物

西
側
）
～
直
流
母
線
電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
3

65
-1
2-
4

65
-1
2-
5

高
圧
発
電
機
車
～
高
圧
発
電
機
車
接
続
プ

ラ
グ

収
納

箱
（
原
子
炉
建
物
南
側
）
電
路

―
可

搬
2N

65
-1
2-
2

65
-1
2-
5

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
（
原

子
炉

建
物

南
側
）
～
直
流
母
線
電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
3

65
-1
2-
4

65
-1
2-
5

高
圧
発
電
機
車
～
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続

プ
ラ

グ
盤

電
路

―
可

搬
2N

65
-1
2-
2

65
-1
2-
5

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤
～
直
流

母
線

電
路

―
常

設
N

65
-1
2-
3

65
-1
2-
4

65
-1
2-
5

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク

6,
21
9m
m

常
設

N
65
-1
2-
6

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
ド

レ
ン

弁
―

常
設

N
65
-1
2-
6

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
貯
蔵
タ

ン
ク

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ
ン
ク

ホ
ー
ス

―
可

搬
N

65
-1
2-
6

タ
ン
ク
ロ
ー
リ

1台
可

搬
N

65
-1
2-
6

常
設

N
65
-1
2-
6

「
65
-1
2-
6　

燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
2-
4　

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-3
　
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
2-
4　

可
搬
型

直
流

電
源

設
備
」
で
他
表
を
参
照
）

1.
14
 可

搬
型
直
流

電
源

設
備
に
よ
る

給
電

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
2-
4　

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-3
　
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
2-
4　

可
搬
型

直
流

電
源

設
備
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-3
　
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-4
　
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

72
1ｍ

3

65
-1

2-
4

可
搬
型

直
流
電
源

設
備

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
2-
4　

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
」
で
他
表
を
参
照
）

1.
14

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-6
　
燃
料
補
給
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
2-
4　

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-3
　
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-4
　
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-3
　
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-4
　
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表
65
-1
2 
電
源
設
備
】

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ

1台
常

設
N

65
-1
2-
5

メ
タ
ク
ラ
切
替
盤

2台
常

設
N

65
-1
2-
5

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤

1台
常

設
N

65
-1
2-
5

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱

2台
常

設
N

65
-1
2-
5

Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ

1台
常

設
N

65
-1
2-
5

Ｓ
Ａ
１
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

1台
常

設
N

65
-1
2-
5

Ｓ
Ａ
２
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

1台
常

設
N

65
-1
2-
5

充
電
器
電
源
切
替
盤

1台
常

設
N

65
-1
2-
5

Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤

2台
常

設
N

65
-1
2-
5

重
大
事
故
操
作
盤

―
常

設
N

65
-1
2-
5

非
常
用
高
圧
母
線
Ｃ
系

―
常

設
N

65
-1
2-
5

非
常
用
高
圧
母
線
Ｄ
系

―
常

設
N

65
-1
2-
5

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク

6,
21
9m
m

常
設

N
65
-1
2-
6

―
―

―
―

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
ド

レ
ン

弁
―

常
設

N
65
-1
2-
6

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
貯
蔵
タ

ン
ク

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ
ン
ク

ホ
ー
ス

―
可

搬
N

65
-1
2-
6

タ
ン
ク
ロ
ー
リ

1台
可

搬
N

65
-1
2-
6

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

72
1ｍ

3
常

設
N

65
-1
2-
6

―
―

1.
14
 代

替
所
内
電

気
設

備
に
よ
る
給

電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

―
―

―

65
-1

2-
6

燃
料
補

給
設
備

1.
14

1.
14
 燃

料
補
給
設

備
に

よ
る
給
油

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

65
-1

2-
5

代
替
所

内
電
気
設

備
1.
14

系
に

含
ま

れ
る

系
に

含
ま

れ
る

系
に

含
ま

れ
る

非
常
用
所
内
電
気
設
備

―
―
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表
N
o
.

技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（

［
　

］
記

載
）

※
２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N
,
2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

を
満

足
す

る
S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
維

持
で

き
る

場
合

）
L
C
O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B
設

備
A
O
T
 
 
N
:
3
日

2
N
：

1
0
日

【
C
】

L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

※
を

満
足

す
る

S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
満

足
で

き
な

い
場

合
）

※
：

事
前

準
備

等
の

補
完

措
置

含
む

A
O
T
:
3
0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D
】

代
替

措
置

A
O
T
 
 
N
:
1
0
日

2
N
：

3
0
日

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

※
※

：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
圧

力
②

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
②

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
③

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

―

原
子

炉
圧

力
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
③

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
③

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
③

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

―

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

圧
力

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
③

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
③

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

③
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

③
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

③
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
残

留
熱

除
去

ポ
ン

プ
出

口
流

量
③

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
③

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
④

原
子

炉
圧

力
④

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
④

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

―

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
①

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

②
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

②
代

替
注

水
流

量
（

常
設

）
②

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
②

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
（

狭
帯

域
用

）
②

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
残

留
熱

代
替

除
去

系
原

子
炉

注
水

流
量

③
原

子
炉

圧
力

③
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

―

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

お
よ

び
冷

温
停

止

6
5
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

※
※

：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

1
.
1
5

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【

表
6
5
-
1
3
 
計

装
設

備
】

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
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表
N
o
.

技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（

［
　

］
記

載
）

※
２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N
,
2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

を
満

足
す

る
S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
維

持
で

き
る

場
合

）
L
C
O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B
設

備
A
O
T
 
 
N
:
3
日

2
N
：

1
0
日

【
C
】

L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

※
を

満
足

す
る

S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
満

足
で

き
な

い
場

合
）

※
：

事
前

準
備

等
の

補
完

措
置

含
む

A
O
T
:
3
0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D
】

代
替

措
置

A
O
T
 
 
N
:
1
0
日

2
N
：

3
0
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【

表
6
5
-
1
3
 
計

装
設

備
】

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
（

原
子

炉
圧

力
が

0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
②

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

―

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
②

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

―

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
①

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

①
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

―

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
（

原
子

炉
圧

力
が

0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
 
g
e
]
以

上
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
②

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
②

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

―

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
②

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

―

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
②

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

―

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
②

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

―

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃

料
交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

※
※

：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

1
.
1
5

6
5
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

126



表
N
o
.

技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（

［
　

］
記

載
）

※
２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N
,
2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

を
満

足
す

る
S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
維

持
で

き
る

場
合

）
L
C
O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B
設

備
A
O
T
 
 
N
:
3
日

2
N
：

1
0
日

【
C
】

L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

※
を

満
足

す
る

S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
満

足
で

き
な

い
場

合
）

※
：

事
前

準
備

等
の

補
完

措
置

含
む

A
O
T
:
3
0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D
】

代
替

措
置

A
O
T
 
 
N
:
1
0
日

2
N
：

3
0
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【

表
6
5
-
1
3
 
計

装
設

備
】

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
水

位
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
ペ

デ
ス

タ
ル

水
位

―

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

水
位

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
①

ペ
デ

ス
タ

ル
水

位

―

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
ペ

デ
ス

タ
ル

水
位

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
水

位
―

残
留

熱
代

替
除

去
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
残

留
熱

代
替

除
去

系
原

子
炉

注
水

流
量

①
残

留
熱

代
替

除
去

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
③

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

④
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

―

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

③
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
④

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

―

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
③

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
③

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

③
ペ

デ
ス

タ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

―

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

1
.
1
5

6
5
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

127



表
N
o
.

技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（

［
　

］
記

載
）

※
２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N
,
2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

を
満

足
す

る
S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
維

持
で

き
る

場
合

）
L
C
O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B
設

備
A
O
T
 
 
N
:
3
日

2
N
：

1
0
日

【
C
】

L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

※
を

満
足

す
る

S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
満

足
で

き
な

い
場

合
）

※
：

事
前

準
備

等
の

補
完

措
置

含
む

A
O
T
:
3
0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D
】

代
替

措
置

A
O
T
 
 
N
:
1
0
日

2
N
：

3
0
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【

表
6
5
-
1
3
 
計

装
設

備
】

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

水
位

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
②

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

②
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

②
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

②
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
②

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
②

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
（

狭
帯

域
用

）
③

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
代

替
注

水
流

量
（

常
設

）
①

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
①

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
（

狭
帯

域
用

）
①

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

①
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

①
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

②
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
③

［
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

位
］

―

ペ
デ

ス
タ

ル
水

位
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

②
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
②

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
③

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

―

6
5
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

1
.
1
5

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止

128



表
N
o
.

技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（

［
　

］
記

載
）

※
２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N
,
2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

を
満

足
す

る
S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
維

持
で

き
る

場
合

）
L
C
O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B
設

備
A
O
T
 
 
N
:
3
日

2
N
：

1
0
日

【
C
】

L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

※
を

満
足

す
る

S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
満

足
で

き
な

い
場

合
）

※
：

事
前

準
備

等
の

補
完

措
置

含
む

A
O
T
:
3
0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D
】

代
替

措
置

A
O
T
 
 
N
:
1
0
日

2
N
：

3
0
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【

表
6
5
-
1
3
 
計

装
設

備
】

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｂ

系
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
②

［
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ａ
系

）
］

―

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ｂ
系

）
②

［
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ａ
系

）
］

―

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
―

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
―

中
性

子
源

領
域

計
装

起
動

※
1
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

※
2

※
１

：
中

間
領

域
計

装
が

レ
ン

ジ
2
以

下
の

場
合

に
適

用
す

る
※

２
：

中
性

子
源

領
域

計
装

周
り

の
燃

料
が

4
体

未
満

の
場

合
は

除
く

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

中
間

領
域

計
装

②
平

均
出

力
領

域
計

装
③

［
制

御
棒

手
動

操
作

・
監

視
系

］

―

中
間

領
域

計
装

起
動

，
高

温
停

止
※
，

冷

温
停

止
※
お

よ
び

燃
料

交

換
※

※
：

１
体

以
上

の
燃

料
が

装
荷

さ
れ

て
い

る
セ

ル
の

制
御

棒
が

全
挿

入
か

つ
除

外
さ

れ
て

い
る

場
合

ま
た

は
全

燃
料

が
取

り
出

さ
れ

て
い

る
場

合
を

除
く

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

中
性

子
源

領
域

計
装

②
平

均
出

力
領

域
計

装
③

［
制

御
棒

手
動

操
作

・
監

視
系

］

―

平
均

出
力

領
域

計
装

運
転

お
よ

び
起

動
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

中
性

子
源

領
域

計
装

②
中

間
領

域
計

装
③

［
制

御
棒

手
動

操
作

・
監

視
系

］

―

［
制

御
棒

手
動

操
作

・
監

視
系

］
運

転
お

よ
び

起
動

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
中

性
子

源
領

域
計

装
②

中
間

領
域

計
装

③
平

均
出

力
領

域
計

装
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
―

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

―

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
②

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
③

残
留

熱
代

替
除

去
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量 ③

残
留

熱
代

替
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

④
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

―

残
留

熱
代

替
除

去
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
残

留
熱

代
替

除
去

系
原

子
炉

注
水

流
量

①
残

留
熱

代
替

除
去

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

―

6
5
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

1
.
1
5

6
5
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

1
.
1
5

未
臨

界
の

維
持

又
は

監
視

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（

残
留

熱
代

替
除

去
系

）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

129



表
N
o
.

技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（

［
　

］
記

載
）

※
２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N
,
2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

を
満

足
す

る
S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
維

持
で

き
る

場
合

）
L
C
O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B
設

備
A
O
T
 
 
N
:
3
日

2
N
：

1
0
日

【
C
】

L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

※
を

満
足

す
る

S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
満

足
で

き
な

い
場

合
）

※
：

事
前

準
備

等
の

補
完

措
置

含
む

A
O
T
:
3
0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D
】

代
替

措
置

A
O
T
 
 
N
:
1
0
日

2
N
：

3
0
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【

表
6
5
-
1
3
 
計

装
設

備
】

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
―

ス
ク

ラ
バ

容
器

圧
力

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

―

ス
ク

ラ
バ

容
器

温
度

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
―

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
―

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

可
搬

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
予

備
②

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｂ

系
）

②
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
―

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
―

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
②

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
―

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
残

留
熱

除
去

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
―

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
①

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

―

原
子

炉
圧

力
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
③

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
③

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
③

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

―

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

圧
力

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
③

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

―

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

―

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

―

1
.
1
5

6
5
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

6
5
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

1
.
1
5

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（

原
子

炉
建

物
内

の
状

態
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

※
※

：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合 運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（

残
留

熱
除

去
系

）

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
状

態
）

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
状

態
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止
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表
N
o
.

技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（

［
　

］
記

載
）

※
２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N
,
2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

を
満

足
す

る
S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
維

持
で

き
る

場
合

）
L
C
O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B
設

備
A
O
T
 
 
N
:
3
日

2
N
：

1
0
日

【
C
】

L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

※
を

満
足

す
る

S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
満

足
で

き
な

い
場

合
）

※
：

事
前

準
備

等
の

補
完

措
置

含
む

A
O
T
:
3
0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D
】

代
替

措
置

A
O
T
 
 
N
:
1
0
日

2
N
：

3
0
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【

表
6
5
-
1
3
 
計

装
設

備
】

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

※
※

：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
代

替
注

水
流

量
（

常
設

）
②

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
残

留
熱

除
去

ポ
ン

プ
出

口
流

量
①

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
①

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
②

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
②

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
②

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

②
残

留
熱

代
替

除
去

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
③

［
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

位
］

―

原
子

炉
建

物
内

の
水

素
濃

度
原

子
炉

建
物

水
素

濃
度

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

※
※

：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

 
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

7
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
8
-
2

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
入

口
温

度
②

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
出

口
温

度
―

6
5
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

1
.
1
5

水
源

の
確

保

「
6
5
-
8
-
2
　

原
子

炉
建

物
内

の
水

素
濃

度
監

視
」

に
お

い
て

運
転

上
の

制
限

等
を

定
め

る
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表
N
o
.

技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（

［
　

］
記

載
）

※
２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N
,
2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

を
満

足
す

る
S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
維

持
で

き
る

場
合

）
L
C
O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B
設

備
A
O
T
 
 
N
:
3
日

2
N
：

1
0
日

【
C
】

L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

※
を

満
足

す
る

S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
満

足
で

き
な

い
場

合
）

※
：

事
前

準
備

等
の

補
完

措
置

含
む

A
O
T
:
3
0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D
】

代
替

措
置

A
O
T
 
 
N
:
1
0
日

2
N
：

3
0
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【

表
6
5
-
1
3
 
計

装
設

備
】

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｂ

系
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
②

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
②

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
）

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
③

［
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ａ
系

）
］

―

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
1
3
-
1

―
―

①
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ｂ
系

）
②

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
②

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
）

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
②

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
③

［
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ａ
系

）
］

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
9
-
3

①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
②

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）
③

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
9
-
3

①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

②
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

（
Ｓ

Ａ
）

③
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
（

Ｓ
Ａ

）

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
9
-
3

①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
②

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
5
-
9
-
3

①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
①

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

※
１

：
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

の
L
C
O
対

象
S
A
設

備
は

「
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

（
重

要
計

器
）

」
お

よ
び

「
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

（
重

要
代

替
計

器
）

」
と

し
，

「
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

（
重

要
代

替
計

器
）

」
は

【
C
】

列
に

記
載

※
２

：
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

ま
た

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

を
示

す
。

運
転

上
の

制
限

は
適

用
し

な
い

が
，

要
求

さ
れ

る
措

置
で

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
と

し
て

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
※

３
：

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

記
載

す
る

番
号

は
優

先
順

位
で

あ
り

，
推

定
方

法
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す
。

な
お

，
推

定
方

法
が

複
数

あ
る

場
合

は
，

い
ず

れ
か

の
方

法
で

推
定

で
き

れ
ば

よ
い

。

6
5
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

1
.
1
5

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

―

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度

「
6
5
-
9
-
3
 
燃

料
プ

ー
ル

監
視

設
備

」
に

お
い

て
運

転
上

の
制

限
等

を
定

め
る

。
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表
No

.
技
術
的

能
力

項
目

Ｌ
Ｃ

Ｏ
対

象
Ｓ

Ａ
設

備
※

１
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

自
主

対
策

設
備

（
［

　
］

記
載

）
※
２

適
用
さ
れ
る

原
子
炉
の
状
態

所
要
数

常
設
，

可
搬

N,
2N

保
安
規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備

の
機
能
全

て
を
満
足
す
る

SA
設
備

（
基
準
要
求
を

維
持
で
き

る
場
合
）

LC
O逸

脱
な

し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全
て
※
を
満
足
す

る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な
い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措
置
含
む

AO
T:
30
日

（
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
※
３
）

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

Ｃ
－

メ
タ

ク
ラ

母
線

電
圧

1チ
ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

Ｄ
－

メ
タ

ク
ラ

母
線

電
圧

1チ
ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

－
メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

Ｃ
－

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1チ
ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

Ｄ
－

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1チ
ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

Ｂ
１

－
11
5V
系

蓄
電

池
（

Ｓ
Ａ

）
電

圧
1チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

Ａ
－

11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

Ｂ
－

11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

Ｓ
Ａ

用
11
5V
系

充
電

器
盤

蓄
電

池
電

圧
1チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1チ
ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

23
0V
系

直
流

盤
（

常
用

）
母

線
電

圧
運
転
，
起
動
お
よ
び
高

温
停
止

1チ
ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

Ａ
Ｄ

Ｓ
用

Ｎ
２
ガ

ス
減

圧
弁

二
次

側
圧

力
1チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

Ｎ
２
ガ

ス
ボ

ン
ベ

圧
力

1チ
ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

Ｒ
Ｃ

Ｗ
熱

交
換

器
出

口
温

度
1チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

Ｒ
Ｃ

Ｗ
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
水

位
1チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
65
-1
3-
2

65
-1
3
-3

可
搬
型
計

測
器

1.
15

1.
15

 可
搬

型
計

測
器
に
よ
る
計

測
可

搬
型

計
測

器
運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，
冷
温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換

29
個

可
搬

N
65
-1
3-
3

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

65
-1
3
-4

パ
ラ
メ
ー

タ
記
録

1.
15

1.
15

 パ
ラ

メ
ー

タ
記
録

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）

（
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
デ

ー
タ

収
集

サ
ー

バ
，

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
伝
送

サ
ー

バ
，

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

デ
ー

タ
表

示
装

置
）

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，
冷
温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換

1式
常
設

N
65
-1
7-
1

65
-1
3
-2

補
助
パ
ラ

メ
ー
タ

1.
15

代
替
計
器
等
に
よ
る
監
視

―
―

―

「
65
-1
7-
1　

通
信
連
絡
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
3-
4　

パ
ラ
メ
ー
タ
記
録
」
で
他
表
を
参
照
）

島
根
原
子
力
発
電
所
2号

炉
　
重
大
事
故
等
対
処
設
備
代
替
設
備
整
理
表
　
【
表

65
-1
3 
計
装
設
備
】

電
源
関
係

そ
の
他

運
転
，
起
動
お
よ
び
高

温
停
止

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，
冷
温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，
冷
温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換

133



表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

中
央
制
御
室
送
風
機

1台
常

設
N

65
-1
4-
1

―
―

―

中
央
制
御
室
非
常
用
再
循
環
送
風
機

1台
常

設
N

65
-1
4-
1

―
―

―

中
央
制
御
室
非
常
用
再
循
環
処
理
装
置
フ

ィ
ル

タ
1台

常
設

N
65
-1
4-
1

―
―

―

中
央
制
御
室
空
調
換
気
系
弁
（
中
央
制
御

室
外

気
取

入
調
節
弁
，
中
央
制
御
室
給
気
外
側
隔
離
弁

，
中

央
制

御
室
給
気
内
側
隔
離
弁
，
中
央
制
御
室
排
気

内
側

隔
離

弁
，
中
央
制
御
室
排
気
外
側
隔
離
弁
）

―
常

設
N

65
-1
4-
1

中
央
制
御
室
空
調
換
気
系
ダ
ク
ト

―
常

設
N

65
-1
4-
1

中
央
制
御
室
差
圧
計

1個
常

設
N

65
-1
4-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

酸
素
濃
度
計

2個
可

搬
N

65
-1
4-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

2個
可

搬
N

65
-1
4-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

中
央
制
御
室
遮
蔽

中
央
制
御
室
待
避
室
遮
蔽

中
央
制
御
室
待
避
室
正
圧
化
装
置
（
空
気

ボ
ン

ベ
）

15
本

可
搬

N
65
-1
4-
1

―

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水

モ
ー
ド
，
格
納
容
器
冷
却

モ
ー
ド
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー

ド
）

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

お
よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系

含
む
）

―
代
替
品
の
補
充
等

中
央
制
御
室
待
避
室
正
圧
化
装
置
（
配
管

・
弁

）
―

常
設

N
65
-1
4-
1

待
避
室
差
圧
計

1個
常

設
N

65
-1
4-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
監
視
装
置
（
中
央

制
御

室
待

避
室
）

1個
可

搬
N

65
-1
4-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
（
三
脚
タ
イ
プ
）

2個
可

搬
N

65
-1
4-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

無
線
通
信
設
備
（
固
定
型
）

―
常

設
N

65
-1
7-
1

無
線
通
信
設
備
（
固
定
型
）
（
屋
外
ア
ン

テ
ナ

）
―

常
設

N
65
-1
7-
1

衛
星
電
話
設
備
（
固
定
型
）

―
常

設
N

65
-1
7-
1

衛
星
電
話
設
備
（
固
定
型
）
（
屋
外
ア
ン

テ
ナ

）
―

常
設

N
65
-1
7-
1

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
1

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

―
65
-1
2-
2

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

―
65
-1
2-
5

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-1
4 
運

転
員

が
中
央
制
御
室
に
と
ど
ま
る
た
め
の
設
備
】

系
に

含
ま

れ
る

「
65
-1
7
-1
　
通
信
連
絡
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
4-
1　

中
央
制
御
室
の
居
住
性
確
保
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
7
-1
　
通
信
連
絡
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
4-
1　

中
央
制
御
室
の
居
住
性
確
保
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
4-
1　

中
央
制
御
室
の
居
住
性
確
保
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
2
-2
　
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
4-
1　

中
央
制
御
室
の
居
住
性
確
保
」
で
他
表
を
参
照
）

系
に

含
ま

れ
る

遮
蔽

（
建

物
の

壁
等

）
に

つ
い

て
は

，
運

用
に

よ
る

厚
さ

の
変
化
や
故
障
等
に
よ
り
機
能
喪
失
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
LC
O対

象
と
は
し
な
い
（
保
安
規
定
変
更

に
係

る
基

本
方

針
4.
3(
1)
）

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水

モ
ー
ド
，
格
納
容
器
冷
却

モ
ー
ド
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー

ド
）

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

お
よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系

含
む
）

65
-1

4-
1中

央
制
御

室
の
居
住

性
確
保

1.
16

1.
16
 居

住
性
の
確

保

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
4-
1　

中
央
制
御
室
の
居
住
性
確
保
」
で
他
表
を
参
照
）

「
65
-1
7
-1
　
通
信
連
絡
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

系
に

含
ま

れ
る

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

お
よ

び
炉

心
変

更
時

※ ま
た

は
原

子
炉

棟
内

で
照

射
さ

れ
た

燃
料

に
係

る
作

業
時

※
：

停
止

余
裕

確
認

後
の

制
御

棒
１

本
の

挿
入

・
引

抜
を

除
く

。

「
65
-1
7
-1
　
通
信
連
絡
設
備
」
で
整
理
（
系
に
含
ま
れ
る
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-1
4 
運

転
員

が
中
央
制
御
室
に
と
ど
ま
る
た
め
の
設
備
】

65
-1

4-
2

原
子
炉

建
物
燃
料

取
替
階
ブ

ロ
ー
ア

ウ
ト
パ
ネ

ル

1.
16

1.
16
 被

ば
く
線
量

の
低

減
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト

パ
ネ

ル
閉

止
装
置

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

48
台

（
24

台
／

BO
P1

開
口

）
常

設
N

65
-1
4-
2

―
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ

ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
の
機
能

が
健
全
で
あ
る
こ
と
の
確
認

―
手
動
操
作
等
に
よ
る
閉
止
手

段
の
確
認
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

10
台

可
搬

N
65
-1
5-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

デ
ー
タ
表
示
装
置

－
可

搬
N

65
-1
5-
1

可
搬
式
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ

2台
可

搬
N

65
-1
5-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ

ー
タ

2台
可

搬
N

65
-1
5-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

Ｇ
Ｍ
汚
染
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

2台
可

搬
N

65
-1
5-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

可
搬
式
気
象
観
測
装
置

1台
可

搬
N

65
-1
5-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

2台
可

搬
N

65
-1
5-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

小
型
船
舶

―
―

N
65
-1
0-
2

α
・
β
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

1台
可

搬
N

65
-1
5-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

―
―

N
65
-1
2-
1

代
替
所
内
電
気
設
備

―
―

N
65
-1
2-
5

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表
65
-1
5 
監
視
測
定
設
備
】

「
65
-1
2
-1
　
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
5-
1　

監
視
測
定
設
備
」
」
で
他
表
を
参
照
）

65
-1
5
-1

監
視

測
定

設
備

1.
1
7

1.
17
 放

射
線
量
の

代
替

測
定

1.
17
 空

気
中
の
放

射
性

物
質
の
濃
度

の
代

替
測
定

1.
17
 気

象
観
測
項

目
の

代
替
測
定

1.
17
 放

射
線
量
の

測
定

1.
17
 放

射
性
物
質

の
濃

度
（
空
気

中
，

水
中
，
土
壌

中
）

の
測
定

1.
17
 海

上
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
1.
17
 モ

ニ
タ
リ
ン

グ
ポ

ス
ト
の
代
替

交
流

電
源
か
ら
の

給
電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

「
65
-1
2
-5
　
代
替
所
内
電
気
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
5-
1　

監
視
測
定
設
備
」
」
で
他
表
を
参
照
）

系
に

含
ま

れ
る
（
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
，
可
搬
式
気
象
観
測
装
置
）

「
65
-1
0
-2
　
海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」
で
整
理
（
「
65
-1
5-
1　

監
視
測
定
設
備
」
」
で
他
表
を
参
照
）
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表
No
.

技
術

的
能

力
対

応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を

満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要

求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

緊
急
時
対
策
所

―
常

設
N

65
-1
6-
1

緊
急
時
対
策
所
遮
蔽

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
送
風
機

1
可

搬
N

65
-1
6-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ

ッ
ト

1
可

搬
N

65
-1
6-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
（
配
管
・

弁
）

―
常

設
N

65
-1
6-
1

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
用
可
搬
型

ダ
ク

ト
―

可
搬

N
65
-1
6-
1

空
気
ボ
ン
ベ
加
圧
設
備
（
配
管
・
弁
）

―
常

設
N

65
-1
6-
1

空
気
ボ
ン
ベ
加
圧
設
備
可
搬
型
配
管
・
弁

―
可

搬
N

65
-1
6-
1

空
気
ボ
ン
ベ
加
圧
設
備
（
空
気
ボ
ン
ベ
）

45
4

可
搬

N
65
-1
6-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

可
搬
式
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ

1台
可

搬
N

65
-1
6-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

10
台

可
搬

N
65
-1
5-
1

酸
素
濃
度
計

１
個

可
搬

N
65
-1
6-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

１
個

可
搬

N
65
-1
6-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

差
圧
計

1
常

設
N

65
-1
6-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機

2台
可

搬
N

65
-1
6-
2

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

可
搬
ケ
ー
ブ
ル

2セ
ッ

ト
可

搬
N

65
-1
6-
2

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

緊
急
時
対
策
所
　
発
電
機
接
続
プ
ラ
グ
盤

1台
常

設
N

65
-1
6-
2

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

緊
急
時
対
策
所
　
低
圧
母
線
盤

1台
常

設
N

65
-1
6-
2

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

緊
急
時
対
策
所
用
燃
料
地
下
タ
ン
ク

1基
常

設
N

65
-1
6-
2

―
―

―
―

タ
ン
ク
ロ
ー
リ

1台
可

搬
N

65
-1
6-
2

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

ホ
ー
ス

―
可

搬
2N

65
-1
6-
2

緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
～
緊
急
時
対
策

所
 低

圧
母

線
盤
[電

路
]

―
常

設
N

65
-1
6-
2

1.
18
 居

住
性
の
確

保

系
に

含
ま

れ
る

系
に

含
ま

れ
る

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

お
よ

び
炉

心
変

更
時

※
ま

た
は

原
子

炉
棟

内
で

の
照

射
さ

れ
た

燃
料

に
係

る
作

業
時

※
：

停
止

余
裕

確
認

後
の

制
御

棒
1本

挿
入

・
引

抜
を

除
く

遮
蔽

（
建

物
の

壁
等

）
に

つ
い

て
は

，
運

用
に

よ
る

厚
さ

の
変
化
や
故
障
等
に
よ
り
機
能
喪
失
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
LC
O対

象
と
は
し
な
い
（
保
安
規
定
変
更

に
係

る
基

本
方

針
4.
3(
1)
）

系
に

含
ま

れ
る

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表
65
-1
6 
緊
急
時
対
策
所
】

「
65
-1
5
-1
　
監
視
測
定
設
備
」
で
整
理
（
「
65
-1
6-
1　

緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
」
で
他
表
を
参
照
）

系
に

含
ま

れ
る

系
に

含
ま

れ
る

65
-1

6-
2

緊
急
時

対
策
所
の

代
替
電
源

設
備

1.
18

1.
18
代

替
電
源
設

備
か

ら
の
給
電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

65
-1
6
-1

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

1.
1
8
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表
N
o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

所
要

数
常

設
，

可
搬

N
,
2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

を
満

足
す

る
S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
維

持
で

き
る

場
合

）
L
C
O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B
設

備
A
O
T
 
 
N
:
3
日

2
N
：

1
0
日

【
C
】

L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

※
を

満
足

す
る

S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
満

足
で

き
な

い
場

合
）

※
：

事
前

準
備

等
の

補
完

措
置

含
む

A
O
T
:
3
0
日

【
D
】

代
替

措
置

A
O
T
 
 
N
:
1
0
日

2
N
：

3
0
日

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

デ
ー

タ
収

集
サ

ー
バ

1
式

常
設

N
6
5
-
1
7
-
1

―
―

―

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

伝
送

サ
ー

バ
※

デ
ー

タ
伝

送
設

備
を

含
む

1
式

常
設

N
6
5
-
1
7
-
1

―
―

―

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

デ
ー

タ
表

示
装

置
1
台

常
設

N
6
5
-
1
7
-
1

―
―

―

連
絡

要
員

の
追

加
同

種
通

信
機

器
の

追
加

他
種

通
信

機
器

に
よ

る
通

信
手

段
確

保
記

録
要

員
の

確
保

等

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
1
台

常
設

N
6
5
-
1
7
-
1

―
―

―

Ｉ
Ｐ

－
電

話
機

6
台

常
設

N
6
5
-
1
7
-
1

―
―

―

Ｉ
Ｐ

－
Ｆ

Ａ
Ｘ

3
台

常
設

N
6
5
-
1
7
-
1

―
―

―

5
台

可
搬

N
6
5
-
1
7
-
1

―
―

―

7
台

常
設

N
6
5
-
1
7
-
1

―
―

―

1
0
台

可
搬

N
6
5
-
1
7
-
1

―
―

―

7
台

常
設

N
6
5
-
1
7
-
1

―
―

―

有
線

式
通

信
設

備
有

線
式

通
信

機
4
台

可
搬

N
6
5
-
1
7
-
1

―
―

―

―
常

設
N

6
5
-
1
7
-
1

―
常

設
N

6
5
-
1
7
-
1

―
常

設
N

6
5
-
1
7
-
1

―
常

設
N

6
5
-
1
7
-
1

―
常

設
N

6
5
-
1
7
-
1

―
常

設
N

6
5
-
1
7
-
1

―
常

設
N

6
5
-
1
7
-
1

6
5
-
1
7
-
1

通
信

連
絡

設
備

1
.
1
8

1
.
1
9

1
.
1
8
 
必

要
な

指
示

及
び

通
信

連
絡

1
.
1
9
 
発

電
所

内
の

通
信

連
絡

1
.
1
9
 
発

電
所

外
（

社
内

外
）

の
通

信
連

絡

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

す
る

通
信

連
絡

設
備

有
線

（
建

物
内

）
（

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

す
る

通
信

連
絡

設
備

に
係

る
も

の
，

デ
ー

タ
伝

送
設

備
に

係
る

も
の

に
係

る
も

の
）

有
線

（
建

物
内

）
（

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

）
に

係
る

も
の

）

無
線

通
信

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

系
に

含
ま

れ
る

衛
星

通
信

装
置

無
線

通
信

装
置

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

S
P
D
S
）

有
線

（
建

物
内

）
（

有
線

式
通

信
設

備
，

無
線

通
信

設
備

（
固

定
型

）
，

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
に

係
る

も
の

）

衛
星

電
話

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

通
信

機
器

の
補

充
等

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【

表
6
5
-
1
7
 
通

信
連

絡
設

備
】

Ｌ
Ｃ

Ｏ
対

象
Ｓ

Ａ
設

備

無
線

通
信

設
備

（
携

帯
型

）

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）

衛
星

電
話

設
備

（
携

帯
型

）

無
線

通
信

設
備

（
固

定
型

）

連
絡

要
員

の
確

保
等

連
絡

要
員

の
追

加
同

種
通

信
機

器
の

追
加

他
種

の
通

信
機

器
に

よ
る

通
信

手
段

確
保
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表
No
.

技
術

的
能

力
対
応
手
段

Ｌ
Ｃ
Ｏ
対
象
Ｓ
Ａ
設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N,
2N

保
安

規
定

【
Ｂ
】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基

準
要
求
を
維
持
で
き
る

場
合
）

LC
O逸

脱
な
し

対
応
す
る
DB
設
備

AO
T 
 N
:3
日

2N
：
10
日

【
C】

LC
O対

象
SA
設
備
の
機
能
全

て
※
を
満
足
す
る
SA
設
備

（
基
準
要
求
を
満
足
で
き
な

い
場
合
）

※
：
事
前
準
備
等
の
補
完
措

置
含
む

AO
T:
30
日

【
D】

代
替
措
置

AO
T 
 N
:1
0日

2N
：
30
日

65
-1

8-
1

ホ
イ
ー

ル
ロ
ー
ダ

1.
0

ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト

の
確

保
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

2台
可

搬
N

65
-1
8-
1

―
―

―
代
替
品
の
補
充
等

島
根

原
子

力
発

電
所

2号
炉

　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

設
備

整
理

表
　

【
表

65
-1
8 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
】
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表
N
o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N
,
2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

を
満

足
す

る
S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
維

持
で

き
る

場
合

）
L
C
O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B
設

備
A
O
T
 
 
N
:
3
日

2
N
：

1
0
日

【
C
】

L
C
O
対

象
S
A
設

備
の

機
能

全
て

※
を

満
足

す
る

S
A
設

備
（

基
準

要
求

を
満

足
で

き
な

い
場

合
）

※
：

事
前

準
備

等
の

補
完

措
置

含
む

A
O
T
:
3
0
日

【
D
】

代
替

措
置

A
O
T
 
 
N
:
1
0
日

2
N
：

3
0
日

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

2
台

可
搬

2
N

6
5
-
1
9
-
1

―

残
留

熱
除

去
系

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
お

よ
び

原
子

炉
補

機
海

水
系

含
む

）

―
代

替
品

の
補

充
等

冷
温

停
止

，
燃

料
交

換
※

※
：

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

2
台

可
搬

2
N

6
5
-
1
9
-
1

―

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
お

よ
び

原
子

炉
補

機
海

水
系

ま
た

は
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
冷

却
水

系
お

よ
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

海
水

系
含

む
）

―
代

替
品

の
補

充
等

1
.
1
1

1
.
1
1
 
燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
）

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水

1
.
1
1
 
燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

）
に

よ
る

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
1
.
1
1
 
燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
）

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

1
.
1
1
 
燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

）
に

よ
る

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
ス

プ
レ

イ

大
量

送
水

車
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間
2
台

可
搬

2
N

6
5
-
1
9
-
1

―
―

―
代

替
品

の
補

充
等

島
根

原
子

力
発

電
所

2
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【

表
6
5
-
1
9
 
大

量
送

水
車

】

6
5
-
1
9
-
1

大
量

送
水

車

1
.
4
 
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
【

原
子

炉
運

転
中

】
【

原
子

炉
停

止
中

】
1
.
4
 
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

残
存

溶
融

炉
心

の
冷

却
1
.
6
 
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
ス

プ
レ

イ
(
炉

心
損

傷
前

/
炉

心
損

傷
後

)
1
.
8
 
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水
1
.
8
 
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

1
.
8
 
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

1
.
1
3
 
輪

谷
貯

水
槽

（
西

１
）

及
び

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
を

水
源

と
し

た
送

水
1
.
1
3
 
海

を
水

源
と

し
た

送
水

1
.
1
3
 
輪

谷
貯

水
槽

（
西

１
）

及
び

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
を

水
源

と
し

た
補

給
1
.
1
3
 
海

を
水

源
と

し
た

補
給

1
.
1
3
 
輪

谷
貯

水
槽

（
西

１
）

又
は

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
へ

の
海

水
補

給

1
.
4

1
.
6

1
.
8

1
.
1
3

大
量

送
水

車
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資料１．（３） 表６５－１～表６５－１９ 手順と設備のリスト 

        （設置変更許可申請書 添付十追補１）
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

添付資料 1.0.2 可搬型重大事故等対処設備保管場所 

及びアクセスルートについて 

 

３．保管場所の評価 

(1) 保管場所における主要可搬設備等 

 

第３－２表 保管場所等における主要設備 

(1) 重機 

 

 

 

（資料の説明） 

本資料は，設置変更許可申請書 添付十追補のリストに， 

重大事故等対処設備を識別したものを示す。 

 

色分けについて，資料１．（２）「重大事故等対処設備代替設備整理表

（保安規定第 65 条各表）で整理した保安規定記載箇所の分類を示す。 

 

赤枠：第 65 条の各表にてＬＣＯ設定する設備 

青枠：ＤＢ条文にてＬＣＯ設定する設備 

   第 65 条の他表にてＬＣＯ設定する設備 

黒枠：系に含まれる設備または構造物につきＬＣＯ設定しない設備 

65-18-1にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第 1.1－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(１／３) 

（フロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

原子炉保護系 

原
子
炉
手
動
ス
ク
ラ
ム 

原子炉手動スクラムＰＢ※１ 

原子炉モード・スイッチ「停止」※１ 

制御棒 

制御棒駆動機構 

制御棒駆動水圧系 配管・弁 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

非常用交流電源設備 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「スクラム」（原子炉出力） 

 

代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
に
よ
る 

制
御
棒
緊
急
挿
入 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）※２ 

制御棒 

制御棒駆動機構 

制御棒駆動水圧系 配管・弁 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「スクラム」（原子炉出力） 

非常用交流電源設備 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
停
止
に
よ
る 

原
子
炉
出
力
抑
制 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリッ

プ機能）※２ 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

非常用交流電源設備 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

※１：発電用原子炉が自動で緊急停止しなかった場合に，原子炉手動スクラムＰＢの操作及び原子炉モード・スイッチを「停止」位置に切り替える操作に

より制御棒の緊急挿入を可能とするための設計基準事故対処設備であり，重大事故等対処設備とは位置付けない。 

※２：自動で作動させる機能及び中央制御室の操作スイッチにより手動で作動させる機能がある。 

65-1-1 にて整理 

第 22 条にて整理 

第 22 条（系に含まれる） 

第 22 条にて整理 

第 58 条にて整理 

65-1-2 にて整理 

第 58 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(２／３) 

（フロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

原子炉保護系 

自
動
減
圧
系
等
の
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
に
よ
る 

原
子
炉
出
力
急
上
昇
防
止 

自動減圧起動阻止スイッチ 

代替自動減圧起動阻止スイッチ 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

非常用交流電源設備 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

ほ
う
酸
水
注
入 

ほう酸水注入ポンプ 

ほう酸水貯蔵タンク 

ほう酸水注入系 配管・弁 

差圧検出・ほう酸水注入系配管 

（原子炉圧力容器内部） 

原子炉圧力容器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

非常用交流電源設備 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

選
択
制
御
棒
挿
入
機
構
に
よ
る 

原
子
炉
出
力
抑
制 

選択制御棒挿入機構 

制御棒 

制御棒駆動機構 

制御棒駆動水圧系 配管・弁 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

非常用交流電源設備 自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

※１：発電用原子炉が自動で緊急停止しなかった場合に，原子炉手動スクラムＰＢの操作及び原子炉モード・スイッチを「停止」位置に切り替える操作に

より制御棒の緊急挿入を可能とするための設計基準事故対処設備であり，重大事故等対処設備とは位置付けない。 

※２：自動で作動させる機能及び中央制御室の操作スイッチにより手動で作動させる機能がある。 

 

65-3-1 にて整理 

第 58 条にて整理 

第 24 条にて整理 

第 24 条（系に含まれる） 

第 58 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(３／３) 

（フロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

原子炉保護系 

制
御
棒
手
動
挿
入 

スクラムテストスイッチ 

原子炉保護系電源スイッチ 

スクラムパイロット弁計装用配管・弁 

制御棒 

制御棒駆動機構 

制御棒駆動水圧系 配管・弁 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

制御棒手動操作・監視系 

非常用交流電源設備 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
低
下
操
作
に
よ
る 

原
子
炉
出
力
抑
制 

原子炉水位制御系 

復水・給水系（電動機駆動給水ポンプ） 

原子炉隔離時冷却系 

高圧炉心スプレイ系 

非常用交流電源設備 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

※１：発電用原子炉が自動で緊急停止しなかった場合に，原子炉手動スクラムＰＢの操作及び原子炉モード・スイッチを「停止」位置に切り替える操作に

より制御棒の緊急挿入を可能とするための設計基準事故対処設備であり，重大事故等対処設備とは位置付けない。 

※２：自動で作動させる機能及び中央制御室の操作スイッチにより手動で作動させる機能がある。 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第1.2－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(１／６) 

（重大事故等対処設備（設計基準拡張）） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

－ 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

原子炉隔離時冷却ポンプ 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

主蒸気系 配管 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

・ストレーナ  

原子炉浄化系 配管  

給水系 配管・弁・スパージャ 

非常用交流電源設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

サプレッション・チェンバ 

原子炉圧力容器 

所内常設蓄電式直流電源設備※１ 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

高圧炉心スプレイ・ポンプ 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁・ストレーナ 

・スパージャ 

高圧炉心スプレイ補機冷却系 

非常用交流電源設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

サプレッション・チェンバ 

原子炉圧力容器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

第 41 条にて整理 

第 41 条（系に含まれる） 

第 58 条にて整理 

第 46 条にて整理 

第 41 条（系に含まれる） 

65-12-3 にて整理 

第 39 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 53 条にて整理 

第 58 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 46 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（２／６） 

（フロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

高圧炉心スプレイ系 

原子炉隔離時冷却系 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
中
央
制
御
室 

か
ら
の
操
作
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

高圧原子炉代替注水ポンプ 

サプレッション・チェンバ 

高圧原子炉代替注水系（蒸気系） 配管・弁 

主蒸気系 配管 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

高圧原子炉代替注水系（注水系） 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

原子炉浄化系 配管 

給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

常設代替直流電源設備※１ 

可搬型直流電源設備※１ 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＡＣによる原子炉注水」 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
現
場
操
作
に 

よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

高圧原子炉代替注水ポンプ 

サプレッション・チェンバ 

高圧原子炉代替注水系（蒸気系） 配管・弁 

主蒸気系 配管 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

高圧原子炉代替注水系（注水系） 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

原子炉浄化系 配管 

給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＡＣによる原子炉注水」 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

 

第 46 条にて整理 

65-2-1 にて整理 

65-2-1（系に含まれる） 

65-12-3 にて整理 

65-12-4 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-2-1 にて整理（現場手動起動
については，65-2-2 で整理） 

第 46 条にて整理 

65-2-1（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(３／６) 

（サポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源 

常設直流電源系統 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

原子炉隔離時冷却ポンプ 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

主蒸気系 配管 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

・ストレーナ 

原子炉浄化系 配管 

給水系 配管・弁・スパージャ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＣＩＣによる原子炉注水」 

 

原子力災害対策手順書 

「原子炉隔離時冷却系排水 

処理」 

サプレッション・チェンバ 

原子炉圧力容器 重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

水中ポンプ 

ホース 

仮設発電機 

燃料補給設備※１ 

自
主
対
策
設
備 

全交流動力電源 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電 

原子炉隔離時冷却ポンプ 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

主蒸気系 配管 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

・ストレーナ 

原子炉浄化系 配管 

給水系 配管・弁・スパージャ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

サプレッション・チェンバ 

原子炉圧力容器 

所内常設蓄電式直流電源設備※１ 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

代替所内電気設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電 

原子炉隔離時冷却ポンプ 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

主蒸気系 配管 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

・ストレーナ 

原子炉浄化系 配管 

給水系 配管・弁・スパージャ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

サプレッション・チェンバ 

原子炉圧力容器 

所内常設蓄電式直流電源設備※１ 

可搬型直流電源設備※１ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

第 41 条にて整理（現場手動起動
については，65-2-2 で整理） 

第 41 条（系に含まれる） 

第 46 条にて整理 

第 41 条（系に含まれる） 

第 41 条にて整理 

第 41 条（系に含まれる） 

第 46 条にて整理 

第 41 条（系に含まれる） 

65-12-3 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-5 にて整理 

第 41 条にて整理 

第 41 条（系に含まれる） 

第 46 条にて整理 

第 41 条（系に含まれる） 

65-12-3 にて整理 

65-12-4 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（４／６） 

（サポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源 

直
流
給
電
車
に
よ
る 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電 

原子炉隔離時冷却ポンプ 

サプレッション・チェンバ 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

主蒸気系 配管 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

・ストレーナ 

原子炉浄化系 配管 

給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

直流給電車及び可搬型代替交流電源設備※１ 

所内常設蓄電式直流電源設備※１ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(５／６) 

（監視及び制御） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

監
視
及
び
制
御 

－ 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系 

（
中
央
制
御
室
起
動
時
）
の
監
視
計
器 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

高圧原子炉代替注水流量 

サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＡＣによる原子炉注水」 

原子炉水位（狭帯域） 

自
主
対
策
設
備 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
現
場
起
動
時
） 

の
監
視
計
器 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉水位（可搬型計測器） 

原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉圧力（可搬型計測器） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＡＣによる原子炉注水」 

原子炉水位（狭帯域） 

高圧原子炉代替注水ポンプ出口圧力 

高圧原子炉代替注水系タービン入口圧力 

高圧原子炉代替注水系タービン排気圧力 

高圧原子炉代替注水ポンプ入口圧力 

自
主
対
策
設
備 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
現
場
起
動
時
）
の
監
視
計
器 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉水位（可搬型計測器） 

原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉圧力（可搬型計測器） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＣＩＣによる原子炉注水」 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉隔離時冷却ポンプ入口圧力 

可搬型回転計 
自
主
対
策
設
備 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

 

65-13-1 にて整理 

65-13-3 にて整理 

65-13-3 にて整理 

65-13-1 にて整理 

65-13-1 にて整理 

65-13-3 にて整理 

65-13-1 にて整理 

65-13-1 にて整理 

65-13-3 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(６／６) 

（重大事故等の進展抑制時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
の
進
展
抑
制 

－ 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
に
よ
る 

進
展
抑
制 

制御棒駆動水圧ポンプ 

復水貯蔵タンク 

制御棒駆動水圧系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。） 

常設代替交流電源設備※１ 

代替所内電気設備※１ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＲＤによる原子炉注水」 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る 

進
展
抑
制
（
ほ
う
酸
水
注
入
） 

ほう酸水注入ポンプ 

ほう酸水貯蔵タンク 

ほう酸水注入系 配管・弁 

差圧検出・ほう酸水注入系配管 

（原子炉圧力容器内部） 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※１ 

代替所内電気設備※１ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＬＣによる原子炉注水」 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る 

進
展
抑
制
（
注
水
） 

ほう酸水注入ポンプ 

ほう酸水貯蔵タンク 

ほう酸水注入系 テストタンク 

ほう酸水注入系 配管・弁 

差圧検出・ほう酸水注入系配管 

（原子炉圧力容器内部） 

復水輸送系 

消火系 

補給水系 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※１ 

代替所内電気設備※１ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＬＣによる原子炉注水」 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

 

65-2-3 にて整理 

65-2-3（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第 1.3－1 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(１／４) 

（フロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

自動減圧系 

減
圧
の
自
動
化 

代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能） 

逃がし安全弁（自動減圧機能付きＢ,Ｍの２個） 

主蒸気系 配管・クエンチャ 

自動減圧起動阻止スイッチ 

代替自動減圧起動阻止スイッチ 

逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－※１，※２ 

非常用交流電源設備 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧 

（
逃
が
し
安
全
弁
） 

逃がし安全弁 

主蒸気系 配管・クエンチャ 

逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ 

所内常設蓄電式直流電源設備※３ 

常設代替直流電源設備※３ 

可搬型直流電源設備※３ 

常設代替交流電源設備※３ 

可搬型代替交流電源設備※３ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「減圧冷却」等 

 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－1」 

 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧 

（
タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁
） 

タービン・バイパス弁 

タービン制御系 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「減圧冷却」等 

 

※１：代替自動減圧機能は運転員による操作不要の減圧機能である。 

※２：自動減圧系の起動阻止スイッチの手順については，「1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※４：原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルは，開放設定圧力に到達した時点で自動的に開放する設備であり，運転員による操作は不要である。 

 

65-3-1 にて整理 

第 39 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 39 条（系に含まれる） 

65-3-1 にて整理 

第 58 条にて整理 

65-3-2 にて整理 

65-3-2（系に含まれる） 

65-12-3 にて整理 

65-12-4 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(２／４) 

（サポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

常設直流電源系統 
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る

逃
が
し
安
全
弁
機
能
回
復 

可搬型直流電源設備※３ 

常設代替直流電源設備※３ 

ＳＲＶ用電源切替盤 

逃がし安全弁 

主蒸気系 配管・クエンチャ 

逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「急速減圧」 

「電源復旧」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＲＶ駆動源確保（ＳＲＶ電

源切替）」 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用 

蓄
電
池
（
補
助
盤
室
）
に
よ
る 

逃
が
し
安
全
弁
機
能
回
復 

主蒸気逃がし安全弁用蓄電池（補助盤室） 

逃がし安全弁 

主蒸気系 配管・クエンチャ 

逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「急速減圧」 

「電源復旧」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＲＶ駆動源確保（ＳＲＶ用

蓄電池）」 

 

原子力災害対策手順書 

「蓄電池設備による主蒸気逃

がし安全弁開放操作（補助盤

室）」 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用 

蓄
電
池
（
原
子
炉
建
物
） 

に
よ
る
逃
が
し
安
全
弁
機
能
回
復 

主蒸気逃がし安全弁用蓄電池（原子炉建物） 

逃がし安全弁（自動減圧機能付きＢ，Ｍの２個） 

主蒸気系 配管・クエンチャ 

逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「急速減圧」 

「電源復旧」 

 

ＡＭ設備別操作要領書  

「ＳＲＶ駆動源確保（ＳＲＶ用

蓄電池）」 

 

原子力災害対策手順書 

「蓄電池設備による主蒸気逃

がし安全弁開放操作（原子炉建

物）」 

逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
代
替
供
給
設

備
に
よ
る
減
圧 

逃がし安全弁窒素ガス代替供給設備 

逃がし安全弁（自動減圧機能なしＡ，Ｊの２個） 

主蒸気系 配管・クエンチャ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「急速減圧」 

 

ＡＭ設備別操作要領書  

「ＳＲＶＤＳによるＳＲＶ開

放」 

 

原子力災害対策手順書 

「逃がし安全弁窒素ガス代替

供給設備による主蒸気逃がし

安全弁開放」 

－ 

逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス 

供
給
系
に
よ
る 

窒
素
ガ
ス
確
保 

逃がし安全弁用窒素ガスボンベ 

逃がし安全弁窒素ガス供給系 配管・弁 

逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ 

常設代替交流電源設備※３ 

所内常設蓄電式直流電源設備※３ 

可搬型代替交流電源設備※３ 

常設代替直流電源設備※３ 

可搬型直流電源設備※３ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「急速減圧」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＲＶ駆動源確保（窒素ガス

ボンベ）」 

 

※１：代替自動減圧機能は運転員による操作不要の減圧機能である。 

※２：自動減圧系の起動阻止スイッチの手順については，「1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※４：原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルは，開放設定圧力に到達した時点で自動的に開放する設備であり，運転員による操作は不要である。 

65-12-4 にて整理 

65-12-3 にて整理 

65-3-3 にて整理 

65-3-2 にて整理 

65-3-2（系に含まれる） 

65-3-3 にて整理 

65-3-2 にて整理 

65-3-2（系に含まれる） 

65-3-3 にて整理 

65-3-3（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-3 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-3 にて整理 

65-12-4 にて整理 

65-3-2（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(３／４) 

（サポート系故障時） 

※１：代替自動減圧機能は運転員による操作不要の減圧機能である。 

※２：自動減圧系の起動阻止スイッチの手順については，「1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※４：原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルは，開放設定圧力に到達した時点で自動的に開放する設備であり，運転員による操作は不要である。 

 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

－ 

逃
が
し
安
全
弁
の 

背
圧
対
策 

逃がし安全弁用窒素ガスボンベ 

逃がし安全弁窒素ガス供給系 配管・弁 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－1」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＲＶ背圧対策」 

 

原子力災害対策手順書 

「窒素ガスボンベによる主蒸

気逃がし安全弁背圧対策」 

常設直流電源 

全交流動力電源 

代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
復
旧 

可搬型直流電源設備※３ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－※３ 

直流給電車※３ 

自
主
対
策
設
備 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
復
旧 

常設代替交流電源設備※３ 

代替所内電気設備※３ 

可搬型代替交流電源設備※３ 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

65-3-3 にて整理 

65-3-3（系に含まれる） 

65-12-4 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-12-2 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(４／４) 

（原子炉格納容器の破損防止，インターフェイスシステムＬＯＣＡ発生時） 

※１：代替自動減圧機能は運転員による操作不要の減圧機能である。 

※２：自動減圧系の起動阻止スイッチの手順については，「1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※４：原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルは，開放設定圧力に到達した時点で自動的に開放する設備であり，運転員による操作は不要である。 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
防
止 

－ 

高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気

直
接
加
熱
の
防
止 

逃がし安全弁 

主蒸気系 配管・クエンチャ 

逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ 

所内常設蓄電式直流電源設備※３ 

常設代替直流電源設備※３ 

可搬型直流電源設備※３ 

常設代替交流電源設備※３ 

可搬型代替交流電源設備※３ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－1」 

 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム 

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
発
生
時 

－ 

発
電
用
原
子
炉
の
減
圧 

逃がし安全弁 

主蒸気系 配管・クエンチャ 

逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ 重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「二次格納施設制御」等 

 

タービン・バイパス弁 

タービン制御系 
自
主
対
策
設
備 

原
子
炉
冷
却
材
の
漏
え
い
箇
所
の
隔
離 

残留熱除去系注水弁 

低圧炉心スプレイ系注水弁 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

原
子
炉
建
物
原
子
炉
棟
の
圧
力
上
昇
抑

制
及
び
環
境
改
善 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル※４ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

65-3-2 にて整理 

65-3-2（系に含まれる） 

65-12-3 にて整理 

65-12-4 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-3-2 にて整理 

65-3-2（系に含まれる） 

第 39 条にて整理 

第 49 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第1.4－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(１／９) 

（重大事故等対処設備（設計基準拡張）） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

－ 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ※５ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

非常用交流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

水位確保」等 

サプレッション・チェンバ 

原子炉圧力容器 重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

低圧炉心スプレイ・ポンプ 

低圧炉心スプレイ系 配管・弁・ストレーナ 

・スパージャ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

非常用交流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

サプレッション・チェンバ 

原子炉圧力容器 重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
） 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
か
ら
の
除
熱 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ジェットポンプ 

原子炉再循環系 配管 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

非常用交流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「減圧冷却」等 

原子炉圧力容器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

※５：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いるため，配管に含むこととする。 

 

第 39 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 52 条にて整理 

第 58 条にて整理 

第 46 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 46 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 39 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 52 条にて整理 

第 58 条にて整理 

第 34，35，36 条にて整理 

第 34，35，36 条（系に含まれる） 

第 52 条にて整理 

第 58，59 条にて整理 

第 34，35，36 条（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(２／９) 

（原子炉運転中のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系（低圧注水モー

ド）低圧炉心スプレイ系 低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

低圧原子炉代替注水ポンプ 

低圧原子炉代替注水槽※１ 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 
  

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによる原子

炉注水」 

復
水
輸
送
系
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

復水輸送ポンプ 

復水貯蔵タンク 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによる原子炉注水」 

消
火
系
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

補助消火ポンプ 

消火ポンプ 

補助消火水槽 

ろ過水タンク 

消火系 配管・弁 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによる原子炉注水」 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※５：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いるため，配管に含むこととする。 

 

65-4-1 にて整理 

65-11-1 にて整理 

65-4-1（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(３／９) 

（原子炉運転中のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系（低圧注水モー

ド）低圧炉心スプレイ系 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

大量送水車 

ホース・接続口 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

燃料補給設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による原子炉注

水」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

輪谷貯水槽（西１）※１，※４ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※４ 

 

自
主
対
策
設
備 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※５：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いるため，配管に含むこととする。 

 

65-19-1 にて整理 

65-4-2，65-19-1（系に含まれる） 

65-4-2（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-12-6 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(４／９) 

（原子炉運転中のサポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源 

原子炉補機冷却系（原子炉補機

海水系を含む。） 

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
の
復
旧 

サプレッション・チェンバ 

原子炉圧力容器 

原子炉補機代替冷却系※３ 

代替所内電気設備※２ 

常設代替交流電源設備※２ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＲによる原子炉注水」 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ※５ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
復
旧 

サプレッション・チェンバ 

原子炉圧力容器 

原子炉補機代替冷却系※３ 

代替所内電気設備※２ 

常設代替交流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＬＰＣＳによる原子炉注水」 

低圧炉心スプレイ・ポンプ 

低圧炉心スプレイ系 配管・弁・ストレーナ 

・スパージャ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※５：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いるため，配管に含むこととする。 

 

 

 

 

 

第 46 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

65-5-3 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-12-1 にて整理 

第 39 条にて整理 

第 52 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 46 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 52 条にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-12-1 にて整理 

第 39 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 52 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(５／９) 

（溶融炉心が原子炉圧力容器内に残存する場合） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

溶
融
炉
心
が
原
子
炉
圧
力
容
器
内
に
残
存
す
る
場
合 

－ 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る 

残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却 

低圧原子炉代替注水ポンプ 

低圧原子炉代替注水槽※１ 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－４」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによる原子

炉注水」 

復
水
輸
送
系
に
よ
る 

残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却 

復水輸送ポンプ 

復水貯蔵タンク 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－４」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによる原子炉注水」 

消
火
系
に
よ
る 

残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却 

補助消火ポンプ 

消火ポンプ 

補助消火水槽 

ろ過水タンク 

消火系 配管・弁 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－４」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによる原子炉注水」 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※５：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いるため，配管に含むこととする。 

 

 

65-4-1 にて整理 

65-11-1 にて整理 

65-4-1（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(６／９) 

（溶融炉心が原子炉圧力容器内に残存する場合） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

溶
融
炉
心
が
原
子
炉
圧
力
容
器
内
に
残
存
す
る
場
合 

－ 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る 

残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却 

大量送水車 

ホース・接続口 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

燃料補給設備※２ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－４」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による原子炉注

水」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

輪谷貯水槽（西１）※１，※４ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※４ 

 

自
主
対
策
設
備 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※５：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いるため，配管に含むこととする。 

 

65-19-1 にて整理 

65-4-2，65-19-1（系に含まれる） 

65-4-2（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-12-6 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(７／９) 

（原子炉停止中のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系（原子炉停止時冷

却モード） 低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

低圧原子炉代替注水ポンプ 

低圧原子炉代替注水槽※１ 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「崩壊熱除去機能喪失時対応」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによる原子

炉注水」 

復
水
輸
送
系
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

復水輸送ポンプ 

復水貯蔵タンク 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「崩壊熱除去機能喪失時対応」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによる原子炉注水」 

消
火
系
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

補助消火ポンプ 

消火ポンプ 

補助消火水槽 

ろ過水タンク 

消火系 配管・弁 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「崩壊熱除去機能喪失時対応」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによる原子炉注水」 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※５：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いるため，配管に含むこととする。 

65-4-1 にて整理 

65-11-1 にて整理 

65-4-1（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 

162



設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(８／９) 

（原子炉停止中のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系（原子炉停止時冷

却モード） 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

大量送水車 

ホース・接続口 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

燃料補給設備※２ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「崩壊熱除去機能喪失時対応」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による原子炉注

水」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

輪谷貯水槽（西１）※１，※４ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※４ 

 

自
主
対
策
設
備 

原
子
炉
浄
化
系
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
か
ら
の
除
熱 

原子炉浄化補助ポンプ 

原子炉圧力容器 

原子炉浄化系非再生熱交換器 

原子炉再循環系 配管・弁 

原子炉浄化系 配管・弁 

給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

非常用交流電源設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「崩壊熱除去機能喪失時対応」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＵＷによる原子炉除熱」 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※５：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いるため，配管に含むこととする。 

 

 

 

65-19-1 にて整理 

65-4-2，65-19-1（系に含まれる） 

65-4-2（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-12-6 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(９／９) 

（原子炉停止中のサポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源 

原子炉補機冷却系（原子炉補機

海水系を含む。） 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系 

（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
）
の
復
旧 

原子炉圧力容器 

原子炉補機代替冷却系※３ 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「崩壊熱除去機能喪失時対応」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＲによる原子炉除熱」 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ジェットポンプ 

原子炉再循環系 配管 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※５：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いるため，配管に含むこととする。 

 

第 35，36 条（系に含まれる） 

65-5-3 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 

第 35,36 条にて整理 

第 35，36 条（系に含まれる） 

第 52 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第 1.5－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（１／６） 

（重大事故等対処設備（設計基準拡張）） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

－ 

残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
） 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
か
ら
の
除
熱 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード）※３ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「減圧冷却」等 

 

残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
） 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
除
熱 

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モー

ド）※２ 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）※２ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「Ｓ／Ｃ温度制御」 

 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

 

第 34，35，36 条にて整理 

第 39 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（２／６） 

（重大事故等対処設備（設計基準拡張）） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

－ 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
（
原
子
炉
補
機
海
水
系
を
含
む
。
）
に
よ
る
除
熱 

原子炉補機海水ポンプ 

原子炉補機冷却水ポンプ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。） 配

管・弁・海水ストレーナ 

原子炉補機冷却系サージタンク 

原子炉補機冷却系熱交換器 

非常用交流電源設備※１ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「Ｓ／Ｃ温度制御」 

 

取水口 

取水管 

取水槽 

 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

 

第 52 条にて整理 

第 58 条にて整理 

第 52 条（系に含まれる） 

第 52 条（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（３／６） 

（フロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系（原子炉停止時冷

却モード，サプレッション・プ

ール水冷却モード及び格納容

器冷却モード） 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱 

残留熱代替除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

原子炉補機代替冷却系 

サプレッション・チェンバ 

残留熱代替除去系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

ホース・接続口 

原子炉圧力容器 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※１ 

代替所内電気設備※１ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＡＲによる格納容器

除熱」 

 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（４／６） 

（フロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系（原子炉停止時冷

却モード，サプレッション・プ

ール水冷却モード及び格納容

器冷却モード） 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱 

格納容器フィルタベント系 

可搬式窒素供給装置 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳによる格納容器ベ

ント」 

「ＦＣＶＳ停止後のＮ２パー

ジ」 

 

原子力災害対策手順書 

「格納容器フィルタベント系

系統構成」 

「可搬式窒素供給装置を使用

した格納容器フィルタベント

系の窒素ガス置換」 

スクラバ容器補給・排水設備 

 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書  

「ＦＣＶＳスクラバ容器水位

調整」 

 

原子力災害対策手順書 

「第１ベントフィルタスクラ

バ容器への水補給」 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給 

可搬式窒素供給装置 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用

した格納容器の窒素ガス置

換」 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱 

遠隔手動弁操作機構 

ＳＧＴ耐圧強化ベントライン止め弁用空気ボンベ 

ＳＧＴ耐圧強化ベントライン止め弁操作設備配

管・弁 

原子炉格納容器（サプレッション・チェンバ，真空

破壊装置を含む。） 

窒素ガス制御系 配管・弁 

非常用ガス処理系 配管・弁 

排気筒 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

代替所内電気設備※１ 

可搬式窒素供給装置 

ホース・接続口 

 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書  

「耐圧強化ベントによる格納

容器ベント」 

「耐圧強化ベント停止後のＮ

２パージ」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用

した格納容器フィルタベント

系の窒素ガス置換」 

 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

65-5-1 にて整理 

65-5-2 にて整理 

168



設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（５／６） 

（フロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系（原子炉停止時冷

却モード，サプレッション・プ

ール水冷却モード及び格納容

器冷却モード） 

全交流動力電源 

現
場
操
作 

遠隔手動弁操作機構 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳによる格納容器ベ

ント」 

「ＦＣＶＳ停止後のＮ２パー

ジ」 

 

原子力災害対策手順書 

「格納容器フィルタベント系

系統構成」 

「可搬式窒素供給装置を使用

した格納容器フィルタベント

系の窒素ガス置換」 

 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給 

可搬式窒素供給装置 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用 

した格納容器の窒素ガス置

換」 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱 

遠隔手動弁操作機構 

ＳＧＴ耐圧強化ベントライン止め弁用空気ボンベ 

ＳＧＴ耐圧強化ベントライン止め弁操作設備配

管・弁 

原子炉格納容器（サプレッション・チェンバ，真空

破壊装置を含む。） 

窒素ガス制御系 配管・弁 

非常用ガス処理系 配管・弁 

排気筒 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

代替所内電気設備※１ 

可搬式窒素供給装置 

ホース・接続口 

 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「耐圧強化ベントによる格納

容器ベント」 

「耐圧強化ベント停止後のＮ

２パージ」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用

した格納容器フィルタベント

系の窒素ガス置換」 

 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

65-5-1（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（６／６） 

（サポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

原子炉補機冷却系（原子炉補機

海水系を含む。） 

全交流動力電源 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
除
熱 

移動式代替熱交換設備 

大型送水ポンプ車 

ホース・接続口 

原子炉補機冷却系 配管・弁・サージタンク 

原子炉補機代替冷却系 配管・弁 

残留熱除去系熱交換器 

取水口 

取水管 

取水槽 

常設代替交流電源設備※１ 

代替所内電気設備※１ 

燃料補給設備※１ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「Ｓ／Ｃ温度制御」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「移動式代替熱交換設備によ

る冷却水確保」 

 

原子力災害対策手順書 

「移動式熱交換設備および大

型送水ポンプ車を使用した最

終ヒートシンク確保(ＵＨＳ

Ｓ編)」 

「大型送水ポンプ車を使用し

た海水供給（ハイドロサブ

編）」 

「移動式熱交換設備および大

型送水ポンプ車を使用した最

終ヒートシンク確保（電源

編）」 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード）※３ 

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モー

ド）※２ 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱 

大型送水ポンプ車 

ホース・接続口 

原子炉補機冷却系 配管・弁 

原子炉補機代替冷却系 配管・弁 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード）※２ 

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モー

ド）※２ 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）※２ 

取水口 

取水管 

取水槽 

常設代替交流電源設備※１ 

代替所内電気設備※１ 

燃料補給設備※１ 

 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「Ｓ／Ｃ温度制御」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大型送水ポンプ車による冷

却水確保」 

 

原子力災害対策手順書 

「大型送水ポンプ車を使用し

た海水供給（ハイドロサブ

編）」 

 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

65-5-3 にて整理 

65-5-3（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-12-6 にて整理 

第 34，35，36 条にて整理 

第 39 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第 1.6－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(１／７) 

（重大事故等対処設備（設計基準拡張）） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

－ 

残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
）
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

非常用交流電源設備※２ 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

「Ｓ／Ｃ温度制御」 

「ＰＣＶ水素濃度制御」 

 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

サプレッション・チェンバ 

原子炉格納容器 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
） 

に
よ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
の
除
熱 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

非常用交流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「Ｓ／Ｃ温度制御」 

 

サプレッション・チェンバ 

原子炉格納容器 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

第 39 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 52 条にて整理 

第 58 条にて整理 

第 46 条にて整理 

第 43 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 39 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 52 条にて整理 

第 58 条にて整理 

第 46 条にて整理 

第 43 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(２／７) 

（炉心損傷前のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系 

（格納容器冷却モード及びサ

プレッション・プール水冷却モ

ード） 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
） 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

低圧原子炉代替注水ポンプ 

低圧原子炉代替注水槽※１ 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによる格納

容器スプレイ」 

復
水
輸
送
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

復水輸送ポンプ 

復水貯蔵タンク 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによる格納容器スプ

レイ」 

消
火
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

補助消火ポンプ 

消火ポンプ 

補助消火水槽 

ろ過水タンク 

消火系 配管・弁 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによる格納容器スプレ

イ」 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

65-6-1 にて整理 

65-11-1 にて整理 

65-6-1（系に含まれる） 

第 43 条にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(３／７) 

（炉心損傷前のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系 

（格納容器冷却モード及びサ

プレッション・プール水冷却モ

ード） 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
（
淡
水
／
海
水
） 

大量送水車 

ホース・接続口 

可搬型ストレーナ 

格納容器代替スプレイ系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

燃料補給設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

常設代替交流電源設備※２ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による格納容器

スプレイ」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

輪谷貯水槽（西１）※１，※４ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※４ 

 自
主
対
策
設
備 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

 

65-19-1 にて整理 

65-6-2，65-19-1（系に含まれる） 

65-6-2（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-12-1 にて整理 

第 43 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(４／７) 

（炉心損傷前のサポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源 

原子炉補機冷却系（原子炉補機

海水系を含む。） 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

サプレッション・チェンバ 

原子炉格納容器 

原子炉補機代替冷却系※３ 

代替所内電気設備※２ 

常設代替交流電源設備※２ 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

「Ｓ／Ｃ水位制御」 

「ＰＣＶ水素濃度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＲによる格納容器除熱」 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

全交流動力電源 

原子炉補機冷却系（原子炉補機

海水系を含む。） 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
の
除
熱 

サプレッション・チェンバ 

原子炉格納容器 

原子炉補機代替冷却系※３ 

代替所内電気設備※２ 

常設代替交流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「Ｓ／Ｃ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＲによる格納容器除熱」 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

 

第 46 条にて整理 

第 43 条にて整理 

65-5-3 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-12-1 にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 39 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 52 条にて整理 

第 46 条にて整理 

第 43 条にて整理 

65-5-3 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-12-1 にて整理 

第 39 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 52 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(５／７) 

（炉心損傷後のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系 

（格納容器冷却モード） 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
） 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

低圧原子炉代替注水ポンプ 

低圧原子炉代替注水槽※１ 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによる格納

容器スプレイ」 

復
水
輸
送
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

復水輸送ポンプ 

復水貯蔵タンク 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによる格納容器スプ

レイ」 

消
火
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

補助消火ポンプ 

消火ポンプ 

補助消火水槽 

ろ過水タンク 

消火系 配管・弁 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによる格納容器スプレ

イ」 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

65-6-1 にて整理 

65-11-1 にて整理 

65-6-1（系に含まれる） 

第 43 条にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 

175



設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(６／７) 

（炉心損傷後のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系 

（格納容器冷却モード） 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
（
淡
水
／
海
水
） 

大量送水車 

ホース・接続口 

可搬型ストレーナ 

格納容器代替スプレイ系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

燃料補給設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

常設代替交流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による格納容器

スプレイ」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

輪谷貯水槽（西１）※１，※４ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※４ 

自
主
対
策
設
備 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
系
に
よ
る 

格
納
容
器
内
の
代
替
除
熱 

ドライウェル冷却装置 

原子炉格納容器 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

常設代替交流電源設備※２ 

 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＶＤによる格納容器除熱」 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

65-19-1 にて整理 

65-6-2，65-19-1（系に含まれる） 

65-6-2（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-12-1 にて整理 

第 43 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(７／７) 

（炉心損傷後のサポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源 

原子炉補機冷却系（原子炉補機

海水系を含む。） 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

サプレッション・チェンバ 

原子炉格納容器 

原子炉補機代替冷却系※３ 

代替所内電気設備※２ 

常設代替交流電源設備※２ 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＲによる格納容器除熱」 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

全交流動力電源 

原子炉補機冷却系（原子炉補機

海水系を含む。） 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
の
除
熱 

サプレッション・チェンバ 

原子炉格納容器 

原子炉補機代替冷却系※３ 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＲによる格納容器除熱」 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

 

第 46 条にて整理 

第 43 条にて整理 

65-5-3 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-12-1 にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 39 条にて整理 

第 52 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 

第 46 条にて整理 

第 43 条にて整理 

65-5-3 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 

第 39 条にて整理 

第 52 条にて整理 

第 39 条（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第 1.7－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(１／２) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止 

― 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱 

残留熱代替除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

原子炉補機代替冷却系※４ 

サプレッション・チェンバ 

残留熱代替除去系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

ホース・接続口 

原子炉圧力容器 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱‐１」 

「除熱‐２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＡＲによる格納容器除

熱」 

大量送水車※１ 

輪谷貯水槽（西１）※１，※３ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※３ 

自
主
対
策
設
備 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱 

第１ベントフィルタスクラバ容器 

第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器 

圧力開放板 

遠隔手動弁操作機構 

可搬式窒素供給装置 

第１ベントフィルタ格納槽遮蔽 

配管遮蔽 

窒素ガス制御系 配管・弁 

非常用ガス処理系 配管・弁 

格納容器フィルタベント系 配管・弁 

ホース・接続口 

原子炉格納容器（サプレッション・チェンバ，真空

破壊装置を含む。） 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳによる格納容器ベ

ント」 

「ＦＣＶＳスクラバ容器水位

調整」 

 

原子力災害対策手順書 

「第１ベントフィルタスクラ

バ容器への水補給」 

「大量送水車を使用した送水」 

「格納容器フィルタベント系

系統構成」 

輪谷貯水槽（西１）※１，※３ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※３ 

ドレン移送ポンプ 

薬品注入タンク 

大量送水車※１ 

ホース・接続口 

自
主
対
策
設
備 

全交流動力電源 

 

現
場
操
作 

遠隔手動弁操作機構 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳによる格納容器ベ

ント」 

※１：手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は，「1.14 電源の確保に関する手順」にて整備する。 

※３：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

※４：手順は，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。

65-5-4 にて整理 

65-5-4（系に含まれる） 

65-5-3 にて整理 

第 46 条にて整理 

65-5-4（系に含まれる） 

65-5-3（系に含まれる） 

65-5-4（系に含まれる） 

第 43 条にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-5-1 にて整理 

65-5-1（系に含まれる） 

遮蔽（建物の壁等）については，運用
による厚さの変化や故障等により機能
喪失するものではないことからＬＣＯ
対象とはしない（保安規定変更に係る
基本方針 4.3-(1)） 

65-5-2 にて整理 

65-5-1（系に含まれる） 

65-5-2（系に含まれる） 

第 43，44 条にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-5-1（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(２／２) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止 

― 

不
活
性
ガ
ス
（
窒
素
ガ
ス
） 

に
よ
る
系
統
内
の
置
換 

可搬式窒素供給装置 

ホース・接続口 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書  

「ＦＣＶＳ停止後のＮ２パー

ジ」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用

した格納容器フィルタベント

系の窒素ガス置換」 

原
子
炉
格
納
容
器 

負
圧
破
損
の
防
止 

可搬式窒素供給装置 

ホース・接続口 

窒素ガス代替注入系 配管・弁 
自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用

した格納容器の窒素ガス置換」 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
ー
ル
水
ｐ
Ｈ

制
御 

残留熱除去系 配管 

サプレッション・チェンバスプレイヘッダ 

サプレッション・プール水ｐＨ制御系 
自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水‐１」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「Ｓ／Ｐ水ｐＨ制御」 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ｐ
Ｈ
制
御 

残留熱代替除去ポンプ 

原子炉補機代替冷却系 

サプレッション・チェンバ 

残留熱代替除去系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱‐１」 

「除熱‐２」 

 

 

※１：手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※２：手順は，「1.14 電源の確保に関する手順」にて整備する。 

※３：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

※４：手順は，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。

65-5-2 にて整理 

65-5-2（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

第 1.8－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(１／３) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
の
冷
却 

― 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
） 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ

の
注
水 

低圧原子炉代替注水ポンプ 

低圧原子炉代替注水槽※１ 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

コリウムシールド 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－３ａ」 

「注水－３ｂ」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによるペデ

スタル注水」 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

復水輸送ポンプ 

復水貯蔵タンク 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

コリウムシールド 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－３ａ」 

「注水－３ｂ」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによるペデスタル注

水」 

「ＣＷＴによる格納容器スプ

レイ」 

消
火
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

補助消火ポンプ 

消火ポンプ 

補助消火水槽 

ろ過水タンク 

消火系 配管・弁 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

コリウムシールド 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－３ａ」 

「注水－３ｂ」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによるペデスタル注水」 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによる格納容器スプレ

イ」 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
） 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

大量送水車 

ホース・接続口 

可搬型ストレーナ 

格納容器代替スプレイ系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

燃料補給設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

コリウムシールド 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－３ａ」 

「注水－３ｂ」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による格納容器

スプレイ」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

輪谷貯水槽（西１）※１，※３ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※３ 自
主
対

策
設
備 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に 

よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

大量送水車 

ホース・接続口 

ペデスタル代替注水系 配管・弁 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

燃料補給設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

コリウムシールド 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－３ａ」 

「注水－３ｂ」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車によるペデスタ

ル注水」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 
輪谷貯水槽（西１）※１，※３ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※３ 自
主
対
策

設
備 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置）。 

※４：手順は「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

65-7-1 にて整理 

65-11-1 にて整理 

65-7-1（系に含まれる） 

第 43 条にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-7-1（系に含まれる） 

65-19-1 にて整理 

65-7-3，65-19-1（系に含まれる） 
 

65-7-3（系に含まれる） 

第 43 条にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-6 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-7-3（系に含まれる） 

65-19-1 にて整理 

65-7-2，65-19-1（系に含まれる） 

65-7-2（系に含まれる） 

第 43 条にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-6 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-7-2（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(２／３) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止 

― 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

高圧原子炉代替注水ポンプ 

サプレッション・チェンバ 

高圧原子炉代替注水系（蒸気系） 配管・弁 

高圧原子炉代替注水系（注水系） 配管・弁 

原子炉浄化系 配管 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

主蒸気系 配管 

給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

常設代替直流電源設備※２ 

可搬型直流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＡＣによる原子炉注水」
※４ 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
ほ
う
酸
水
注
入 

ほう酸水注入ポンプ 

ほう酸水貯蔵タンク 

ほう酸水注入系 配管・弁 

差圧検出・ほう酸水注入系配管（原子炉圧力容器内

部） 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＬＣによる原子炉注水」 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
に
よ
る 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

制御棒駆動水圧ポンプ 

復水貯蔵タンク 

制御棒駆動水圧系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。） 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＲＤによる原子炉注水」 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置）。 
※４：手順は「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

第 46 条にて整理 

65-2-1 にて整理 

65-2-1（系に含まれる） 

65-12-3 にて整理 

65-12-4 にて整理 

65-2-3 にて整理 

65-2-3（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(３／３) 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止 

― 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
） 

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

低圧原子炉代替注水ポンプ 

低圧原子炉代替注水槽※１ 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによる原子

炉注水」 

復
水
輸
送
系
に
よ
る 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

復水輸送ポンプ 

復水貯蔵タンク 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによる原子炉注水」 

消
火
系
に
よ
る 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

補助消火ポンプ 

消火ポンプ 

補助消火水槽 

ろ過水タンク 

消火系 配管・弁 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによる原子炉注水」 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
） 

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

大量送水車 

ホース・接続口 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

燃料補給設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による原子炉注

水」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

輪谷貯水槽（西１）※１，※４ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※４ 
自
主
対
策
設
備 

65-4-1 にて整理 

65-11-1 にて整理 

65-4-1（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-19-1 にて整理 

65-4-2，65-19-1（系に含まれる） 

65-4-2（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-6 にて整理 

65-12-5 にて整理 
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第1.9－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順一覧（１／２） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
防
止 

－ 

原
子
炉
格
納
容
器
内
不
活
性
化
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
爆
発
防
止 

窒素ガス制御系※１ 

－※４ 

－※１ 

可搬式窒素供給装置 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用

した格納容器の窒素ガス置換」 

－ 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
ガ
ス
及
び
酸
素
ガ
ス
の
排
出 

格納容器フィルタベント系※２ 

第１ベントフィルタ出口水素濃度 

第１ベントフィルタ出口放射線モニタ（高レンジ・

低レンジ） 

可搬式窒素供給装置 

ホース・接続口 

 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳによる格納容器ベ

ント」 

 

原子力災害対策手順書 

「格納容器フィルタベント系

系統構成」 

－ 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
格
納
容
器

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
不
活
性
化 

可搬式窒素供給装置 

格納容器フィルタベント系 

－※６ 

－※５ 

※１：原子炉運転中は原子炉格納容器内を窒素ガス制御系により常時不活性化している。 

※２：手順は「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※４：窒素ガス制御系は設計基準対象施設であり，重大事故等が発生した際に使用するものではないため，重大事故等対処設備とは位置付けない。 

※５：発電用原子炉起動前に格納容器フィルタベント系内は不活性化した状態とする。 

※６：可搬式窒素供給装置による格納容器フィルタベント系の不活性化に用いる可搬式窒素供給装置は，発電用原子炉起動前に使用するものであり，重大

事故等時に使用するものではないため，重大事故等対処設備とは位置付けない。 

 

65-5-2 にて整理 

65-5-1 にて整理 

65-13-1 にて整理 

65-5-2 にて整理 

65-5-2（系に含まれる） 
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対応手段，対処設備，手順一覧（２／２） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
防
止 

－ 

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系 

に
よ
る
水
素
濃
度
制
御 

可燃性ガス濃度制御系再結合装置ブロワ 

可燃性ガス濃度制御系再結合装置 

可燃性ガス濃度制御系 配管・弁 

残留熱除去系 

残留熱代替除去系 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＳによる格納容器水

素・酸素濃度制御」 

－ 

水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
の
監
視 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

格納容器水素濃度（Ｂ系） 

格納容器酸素濃度（Ｂ系） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＭＣＡＭＳによる格納容器

水素・酸素濃度測定」 

「ＣＡＭＳによる格納容器水

素・酸素濃度測定」 

格納容器水素濃度（Ａ系） 

格納容器酸素濃度（Ａ系） 

自
主
対
策
設
備 

－ 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電 

常設代替交流電源設備※３ 

可搬型代替交流電源設備※３ 

常設代替直流電源設備※３ 

可搬型直流電源設備※３ 

代替所内電気設備※３ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－※３ 

※１：原子炉運転中は原子炉格納容器内を窒素ガス制御系により常時不活性化している。 

※２：手順は「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※４：窒素ガス制御系は設計基準対象施設であり，重大事故等が発生した際に使用するものではないため，重大事故等対処設備とは位置付けない。 

※５：発電用原子炉起動前に格納容器フィルタベント系内は不活性化した状態とする。 

※６：可搬式窒素供給装置による格納容器フィルタベント系の不活性化に用いる可搬式窒素供給装置は，発電用原子炉起動前に使用するものであり，重大

事故等時に使用するものではないため，重大事故等対処設備とは位置付けない。 

 

65-13-1 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-3 にて整理 

65-12-4 にて整理 

65-12-5 にて整理 
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第1.10－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（１／２） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
素
濃
度
制
御
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
防
止 

― 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
に
よ
る

水
素
濃
度
抑
制 

静的触媒式水素処理装置※１ 

静的触媒式水素処理装置入口温度※１ 

静的触媒式水素処理装置出口温度※１ 

原子炉建物原子炉棟 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

―※１ 

原
子
炉
建
物
内
の 

水
素
濃
度
監
視 

原子炉建物水素濃度 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「水素」 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な 

設
備
へ
の
給
電 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

常設代替直流電源設備※２ 

可搬型直流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

―※２ 

※１：静的触媒式水素処理装置は，中央制御室運転員による操作不要の水素濃度制御設備である。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※４：手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 

65-8-1 にて整理 

65-13-1 にて整理 

第 49 条にて整理 

65-8-2 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-3 にて整理 

65-12-4 にて整理 

65-12-5 にて整理 
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対応手段，対処設備，手順書一覧（２／２） 

※１：静的触媒式水素処理装置は，中央制御室運転員による操作不要の水素濃度制御設備である。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※４：手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
外
へ
の
水
素
ガ
ス
漏
え
い
抑
制 

― 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
代
替
注
水
系
に
よ
る 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水
（
淡
水
／
海
水
） 

大量送水車 

輪谷貯水槽（西１）※３ 

輪谷貯水槽（西２）※３ 

ホース・接続口 

原子炉ウェル代替注水系 配管・弁 

燃料プール冷却系 配管・弁 

原子炉ウェル 

燃料補給設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水-1」 

「注水-4」 

 

ＡＭ設備別操作要領書  

「大量送水車による原子炉 

ウェル注水」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

水
素
ガ
ス
排
出
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
防
止 

― 

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル強制開

放装置 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装

置 

大型送水ポンプ車※４ 

ホース※４ 

放水砲※４ 

燃料補給設備※２ 
自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「水素」 

 

原子力災害対策手順書 

「水素爆発防止のための 

島根２号機原子炉建物燃料取

替階ブローアウトパネル開放

手順」 

「原子炉建物燃料取替階ブロ

ーアウトパネル閉止装置の操

作手順」 
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第 1.11－1表 機能喪失を想定する設計基準対象施設と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(１／４) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準対象施設 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
又
は
注
水
機
能
喪
失
時
，
又
は
燃
料
プ
ー
ル
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時 

燃料プール冷却系 

残留熱除去系 

消
火
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水 

（
消
火
栓
を
使
用
し
た
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
の
場
合
） 

補助消火ポンプ 

消火ポンプ 

補助消火水槽 

ろ過水タンク 

消火系 配管・弁・注水ホース，代替注水ノズル，

代替注水配管 

燃料プール 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「燃料プール制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによる燃料プール注水」 

消
火
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水 

（
復
水
輸
送
系
ラ
イ
ン
を
使
用
し
た
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
の
場
合
） 

補助消火ポンプ 

消火ポンプ 

補助消火水槽 

ろ過水タンク 

消火系 配管・弁 

復水輸送系 配管・弁 

燃料プール冷却系 配管・弁 

燃料プール冷却系 スキマ・サージ・タンク 

燃料プール 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 
自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「燃料プール制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによる燃料プール注水」 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制する手順等」にて整備する。 

※４：サイフォンブレイク機能は，操作及び確認を必要としないため，手順書として整備しない。 

※５：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※６：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(２／４) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準対象施設 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
又
は
注
水
機
能
喪
失
時
，
又
は
燃
料
プ
ー
ル
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時 

燃料プール冷却系 

残留熱除去系 
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る
燃
料
プ

ー
ル
へ
の
注
水 

大量送水車 

ホース・接続口 

燃料プールスプレイ系 配管・弁 

常設スプレイヘッダ 

燃料プール 

燃料補給設備※２ 

可搬型ストレーナ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「燃料プール制御」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

輪谷貯水槽（西１）※１※５ 

輪谷貯水槽（西２）※１※５ 

 
自
主
対
策
設
備 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー

ル
へ
の
注
水 

大量送水車 

ホース・弁 

可搬型スプレイノズル 

燃料プール 

燃料補給設備※２ 

可搬型ストレーナ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「燃料プール制御」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

「原子炉建物内ホース展張に

よる燃料プールへの注水及び

スプレイ」 

輪谷貯水槽（西１）※１※５ 

輪谷貯水槽（西２）※１※５ 

 

自
主
対
策
設
備 

－ 

漏
え
い
抑
制 

サイフォンブレイク機能 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－※４ 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制する手順等」にて整備する。 

※４：サイフォンブレイク機能は，操作及び確認を必要としないため，手順書として整備しない。 

※５：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※６：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

65-19-1 にて整理 

65-9-1，65-19-1（系に含まれる） 

65-9-1（系に含まれる） 

65-9-1 にて整理 

65-9-1（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-9-1，65-19-1（系に含まれる） 

65-19-1 にて整理 

65-9-1，65-19-1（系に含まれる） 

65-9-1 にて整理 

65-9-1（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-9-1，65-19-1（系に含まれる） 

65-9-1（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(３／４) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準対象施設 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

燃
料
プ
ー
ル
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
発
生
時 

－ 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る
燃
料

プ
ー
ル
へ
の
ス
プ
レ
イ 

大量送水車 

ホース・接続口 

燃料プールスプレイ系 配管・弁 

常設スプレイヘッダ 

燃料プール 

燃料補給設備※２ 

可搬型ストレーナ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「燃料プール制御」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

輪谷貯水槽（西１）※１※５ 

輪谷貯水槽（西２）※１※５ 

 

自
主
対
策
設
備 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）

に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス
プ
レ
イ 

大量送水車 

ホース・弁 

可搬型スプレイノズル 

燃料プール 

燃料補給設備※２ 

可搬型ストレーナ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「燃料プール制御」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

「原子炉建物内ホース展張に

よる燃料プールへの注水及び

スプレイ」 

輪谷貯水槽（西１）※１※５ 

輪谷貯水槽（西２）※１※５ 

 
自
主
対
策
設
備 

－ 

漏
え
い
緩
和 

シール材 

接着剤 

ステンレス鋼板 

吊り降ろしロープ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「燃料プール制御」 

 

原子力災害対策手順書 

「燃料プール漏えい緩和」 

－ 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散

抑
制 

大型送水ポンプ車 

ホース 

放水砲 

燃料補給設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「放水砲による大気への放射

性物質の拡散抑制」※３ 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制する手順等」にて整備する。 

※４：サイフォンブレイク機能は，操作及び確認を必要としないため，手順書として整備しない。 

※５：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※６：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。

65-19-1 にて整理 

65-9-1，65-19-1（系に含まれる） 

65-9-1（系に含まれる） 

65-9-1 にて整理 

65-9-1（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-9-1，65-19-1（系に含まれる） 

65-19-1 にて整理 

65-9-1，65-19-1（系に含まれる） 

65-9-1 にて整理 

65-9-1（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-9-1，65-19-1（系に含まれる） 

65-10-1 にて整理 

65-10-1 にて整理 

65-10-1（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(４／４) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準対象施設 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視 

－ 

燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
監
視 

燃料プール水位（ＳＡ） 

燃料プール水位・温度（ＳＡ） 

燃料プールエリア放射線モニタ 

（高レンジ・低レンジ）（ＳＡ） 

燃料プール監視カメラ（ＳＡ） 

（燃料プール監視カメラ用冷却設備を含む。） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「燃料プール制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＦＰ監視カメラ用冷却設

備起動」 

代
替
電
源
に
よ
る
給
電 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

所内常設蓄電式直流電源設備※２ 

常設代替直流電源設備※２ 

可搬型直流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－※２ 

燃
料
プ
ー
ル
か
ら
発
生
す
る
水
蒸
気
に
よ
る
悪
影
響
の
防
止 

全交流動力電源 

原子炉補機冷却系（原子炉補機

海水系を含む。）※６ 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
に
よ
る 

燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱 

燃料プール冷却ポンプ 

燃料プール 

燃料プール冷却系熱交換器 

燃料プール冷却系 配管・弁 

燃料プール冷却系 スキマ・サージ・タンク 

燃料プール冷却系 ディフューザ 

原子炉補機代替冷却系※６ 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「燃料プール制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＰＣによる燃料プール除

熱」 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※６ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制する手順等」にて整備する。 

※４：サイフォンブレイク機能は，操作及び確認を必要としないため，手順書として整備しない。 

※５：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※６：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

65-9-3 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-12-3 にて整理 

65-12-4 にて整理 

65-9-2 にて整理 

65-9-2 にて整理 

65-9-2（系に含まれる） 

65-9-2（系に含まれる） 

65-5-3 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-5 にて整理 

第 52 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第 1.12－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損 

燃
料
プ
ー
ル
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷 

－ 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制 

大型送水ポンプ車 

ホース 

放水砲 

取水口 

取水管 

取水槽 

燃料補給設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「放水砲による大気への放射

性物質の拡散抑制」 

ガンマカメラ 

サーモカメラ 自
主
対
策
設
備 

海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制 

放射性物質吸着材 

シルトフェンス 

小型船舶 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「放射性物質吸着材による海

洋への放射性物質の拡散抑

制」 

「シルトフェンスによる海洋

への放射性物質の拡散抑制」 

 

原
子
炉
建
物
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
衝
突
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災 

－ 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
対
応 

大型送水ポンプ車 

ホース 

放水砲 

泡消火薬剤容器 

取水口 

取水管 

取水槽 

燃料補給設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「放水砲による消火活動」 

「航空機燃料火災時等におけ

る初動対応」 

初
期
対
応
に
お
け
る 

延
焼
防
止
処
置 

化学消防自動車 

小型動力ポンプ付水槽車 

小型放水砲 

泡消火薬剤容器 

消火栓（ろ過水タンク，補助消火水槽） 

ろ過水タンク 

補助消火水槽 

純水タンク 

自
主
対
策
設
備 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

 

65-12-6 にて整理 

65-10-1 にて整理 

65-10-1 にて整理 

65-10-1（系に含まれる） 

65-10-1（系に含まれる） 

65-10-2 にて整理 

65-10-1 にて整理 

65-10-1 にて整理 

65-10-1（系に含まれる） 

65-10-1（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第1.13－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

  

対応手段，対処設備及び手順書一覧(１／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
を
水
源
と
し
た
対
応 

復水貯蔵タンク 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
） 

サプレッション・チェンバ 

高圧原子炉代替注水系（高圧原子炉代替注水ポン

プ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.2 原子炉冷却材圧力

バウンダリ高圧時に発電用原

子炉を冷却するための手順等」

及び「1.8 原子炉格納容器下部

の溶融炉心を冷却するための

手順等」にて整備する。 

原子炉隔離時冷却系（原子炉隔離時冷却ポンプ） 

高圧炉心スプレイ系（高圧炉心スプレイ・ポンプ） 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
） 

サプレッション・チェンバ 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材圧力

バウンダリ低圧時に発電用原

子炉を冷却するための手順等」

にて整備する。 

低圧炉心スプレイ系（低圧炉心スプレイ・ポンプ） 

残留熱除去系（残留熱除去ポンプ） 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
除
熱 

サプレッション・チェンバ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容器内

の冷却等のための手順等」にて

整備する。 

 

残留熱除去系（残留熱除去ポンプ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

－ 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の 

注
水
及
び
原
子
炉
格
納 

容
器
内
の
除
熱 

サプレッション・チェンバ 

残留熱代替除去系（残留熱代替除去ポンプ） 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.5 最終ヒートシンク

へ熱を輸送するための手順等」

及び「1.7 原子炉格納容器の過

圧破損を防止するための手順

等」にて整備する。 

 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

第 46 条にて整理 

65-2-1 にて整理 

第 41 条にて整理 

第 46 条にて整理 

第 39 条にて整理 

第 39 条にて整理 

第 46 条にて整理 

第 39 条にて整理 

第 46 条にて整理 

65-5-4 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(２／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
対
応 

サプレッション・チェンバ 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
） 

復水貯蔵タンク 

原子炉隔離時冷却ポンプ 

原子炉圧力容器 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

主蒸気系 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁・ストレ

ーナ 

原子炉浄化系配管 

所内常設蓄電式直流電源設備※１ 
自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「水位確保」等 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
） 

復水貯蔵タンク 

高圧炉心スプレイ・ポンプ 

原子炉圧力容器 

主蒸気系 配管・弁 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁・ストレーナ・スパ

ージャ 

原子炉浄化系 配管 

非常用交流電源設備※１ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「水位確保」等 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
） 

復水貯蔵タンク 

制御棒駆動水圧系（制御棒駆動水圧ポンプ） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.2 原子炉冷却材圧

力バウンダリ高圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順

等」及び「1.8 原子炉格納容

器下部の溶融炉心を冷却する

ための手順等」にて整備する。 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置）

193



設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(３／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
対
応 

サプレッション・チェンバ 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
） 

復水貯蔵タンク 

復水輸送系（復水輸送ポンプ） 

 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材圧

力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順

等」及び「1.8 原子炉格納容

器下部の溶融炉心を冷却する

ための手順等」にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却 

復水貯蔵タンク 

復水輸送系（復水輸送ポンプ） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容器

内の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

－ 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

復水貯蔵タンク 

復水輸送系（復水輸送ポンプ） 

 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.8 原子炉格納容器

下部の溶融炉心を冷却するた

めの手順等」にて整備する。 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置）
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(４／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
し
た
対
応 

サプレッション・チェンバ 

復水貯蔵タンク 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
） 

低圧原子炉代替注水槽 

低圧原子炉代替注水系（常設）（低圧原子炉代替注

水ポンプ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材圧

力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順

等」及び「1.8 原子炉格納容

器下部の溶融炉心を冷却する

ための手順等」にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却 

低圧原子炉代替注水槽 

格納容器代替スプレイ系（常設）（低圧原子炉代替

注水ポンプ） 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容器

内の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

－ 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

低圧原子炉代替注水槽 

ペデスタル代替注水系（常設）（低圧原子炉代替注

水ポンプ） 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.8 原子炉格納容器

下部の溶融炉心を冷却するた

めの手順等」にて整備する。 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

65-11-1 にて整理 

65-4-1 にて整理 

65-11-1 にて整理 

65-6-1 にて整理 

65-11-1 にて整理 

65-7-1 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(５／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

補
助
消
火
水
槽
を
水
源
と
し
た
対
応 

サプレッション・チェンバ 

復水貯蔵タンク 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
） 

補助消火水槽 

消火系（補助消火ポンプ） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材圧力

バウンダリ低圧時に発電用原

子炉を冷却するための手順等」

及び「1.8 原子炉格納容器下部

の溶融炉心を冷却するための

手順等」にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却 

補助消火水槽 

消火系（補助消火ポンプ） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容器内

の冷却等のための手順等」にて

整備する。 

－ 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の

注
水 

補助消火水槽 

消火系（補助消火ポンプ） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.8 原子炉格納容器下

部の溶融炉心を冷却するため

の手順等」にて整備する。 

燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水 

補助消火水槽 

消火系（補助消火ポンプ） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.11 使用済燃料貯蔵

槽の冷却等のための手順等」に

て整備する。 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置）
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(６／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

ろ
過
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
対
応 

サプレッション・チェンバ 

復水貯蔵タンク 

 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注

水
（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力

バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
） 

ろ過水タンク 

消火系（消火ポンプ） 

 
自
主
対
策 

設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材圧

力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順

等」及び「1.8 原子炉格納容

器下部の溶融炉心を冷却する

ための手順等」にて整備する。 

原
子
炉
格

納
容
器
内

の
冷
却 

ろ過水タンク 

消火系（消火ポンプ） 
自
主
対
策

設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容器

内の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

原
子
炉
格
納

容
器
下
部
へ

の
注
水 

ろ過水タンク 

消火系（消火ポンプ） 自
主
対
策 

設
備 

手順は「1.8 原子炉格納容器

下部の溶融炉心を冷却するた

めの手順等」にて整備する。 

燃
料
プ
ー
ル

へ
の
注
水 

ろ過水タンク 

消火系（消火ポンプ） 自
主
対
策 

設
備 

手順は「1.11 使用済燃料貯蔵

槽の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

ろ
過
水
タ
ン

ク
を
水
源
と

し
た
送
水 

ろ過水タンク 

大量送水車 

ホース・接続口 

燃料補給設備※１ 

自
主
対
策 

設
備 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送

水」 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注

水
（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力

バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
） 

ろ過水タンク 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）（大量送水車，ホ

ース・接続口等） 
自
主
対
策 

設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材圧

力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順

等」及び「1.8 原子炉格納容

器下部の溶融炉心を冷却する

ための手順等」にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容

器
内
の
冷
却 

ろ過水タンク 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）（大量送水車，

ホース・接続口等） 
自
主
対
策 

設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容器

内の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ

ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容

器
へ
の
補
給 

ろ過水タンク 

大量送水車 

ホース・接続口 

燃料補給設備※１ 

自
主
対
策 

設
備 

手順は「1.5 最終ヒートシン

クへ熱を輸送するための手順

等」及び「1.7 原子炉格納容

器の過圧破損を防止するため

の手順等」にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器

下
部
へ
の
注
水 

ろ過水タンク 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）（大量送水車，

ホース・接続口等） 

ペデスタル代替注水系（可搬型）（大量送水車，ホ

ース・接続口等） 

自
主
対
策 

設
備 

手順は「1.8 原子炉格納容器

下部の溶融炉心を冷却するた

めの手順等」にて整備する。 

原
子
炉
ウ
ェ

ル
へ
の
注
水 

ろ過水タンク 

原子炉ウェル代替注水系（大量送水車，ホース・接

続口等） 
自
主
対
策 

設
備 

手順は「1.10 水素爆発による

原子炉建屋等の損傷を防止す

るための手順等」にて整備す

る。 

燃
料
プ
ー
ル
へ

の
注
水
／
ス
プ

レ
イ 

ろ過水タンク 

燃料プールスプレイ系（大量送水車，ホース・接続

口等） 
自
主
対
策 

設
備 

手順は「1.11 使用済燃料貯蔵

槽の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(７／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
対
応 

サプレッション・チェンバ 

復水貯蔵タンク 輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を 

水
源
と
し
た
送
水 

大量送水車 

ホース・接続口 

燃料補給設備※１ 

構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上） 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

重
大
事
故
等
対

処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送

水」 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 自
主
対
策 

設
備 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力 

バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
） 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）（大量送水車，ホ

ース・接続口等） 重
大
事
故
等

対
処
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材圧

力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順

等」及び「1.8 原子炉格納容

器下部の溶融炉心を冷却する

ための手順等」にて整備する。 
輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 自
主
対
策 

設
備 

原
子
炉
格
納
容
器
内 

の
冷
却 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）（大量送水車，

ホース・接続口等） 
重
大
事
故
等

対
処
設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容器

内の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 自
主
対
策 

設
備 

－ 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル

タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
へ

の
補
給 

大量送水車 

ホース・接続口 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 
自
主
対
策 

設
備 

手順は「1.5 最終ヒートシン

クへ熱を輸送するための手順

等」及び「1.7 原子炉格納容

器の過圧破損を防止するため

の手順等」にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の

注
水 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）（大量送水車，

ホース・接続口等） 

ペデスタル代替注水系（可搬型）（大量送水車，ホ

ース・接続口等） 

重
大
事
故
等

対
処
設
備 

手順は「1.8 原子炉格納容器

下部の溶融炉心を冷却するた

めの手順等」にて整備する。 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 
自
主
対
策 

設
備 

原
子
炉
ウ
ェ
ル 

へ
の
注
水 

原子炉ウェル代替注水系（大量送水車，ホース・接

続口等） 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 

自
主
対
策 

設
備 

手順は「1.10 水素爆発による 

原子炉建屋等の損傷を防止す

るための手順等」にて整備す

る。 

燃
料
プ
ー
ル
へ
の 

注
水
／
ス
プ
レ
イ 

燃料プールスプレイ系（大量送水車，ホース・接続

口等） 重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.11 使用済燃料貯蔵

槽の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 自
主
対
策 

設
備 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置）

65-19-1 にて整理 

65-4-2，65-6-2，65-7-2，65-7-3，
65-9-1，65-11-2，65-19-1 
（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-11-4 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-4-2，65-19-1 にて整理 

65-4-2，65-19-1（系に含まれる） 

65-6-2，65-19-1 にて整理 

65-6-2，65-19-1（系に含まれる） 

65-7-3，65-19-1 にて整理 

65-7-3，65-19-1（系に含まれる） 

65-7-2，65-19-1 にて整理 

65-7-2，65-19-1（系に含まれる） 

65-9-1，65-19-1 にて整理 

65-9-1，65-19-1 
（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(８／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

純
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
対
応 

サプレッション・チェンバ 

復水貯蔵タンク 
純
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
送
水 

純水タンク 

大量送水車 

ホース・接続口 

燃料補給設備※１ 自
主
対
策
設
備 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送

水」 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

低
圧
時
） 

純水タンク 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）（大量送水車，ホ

ース・接続口等） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材圧

力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順

等」及び「1.8 原子炉格納容

器下部の溶融炉心を冷却する

ための手順等」にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却 

純水タンク 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）（大量送水車，

ホース・接続口等） 
自
主
対
策
設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容器

内の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス

ク
ラ
バ
容
器
へ
の
補
給 

純水タンク 

大量送水車 

ホース・接続口 

燃料補給設備※１ 
自
主
対
策
設
備 

手順は「1.5 最終ヒートシン

クへ熱を輸送するための手順

等」及び「1.7 原子炉格納容

器の過圧破損を防止するため

の手順等」にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部

へ
の
注
水 

純水タンク 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）（大量送水車，

ホース・接続口等） 

ペデスタル代替注水系（可搬型）（大量送水車，ホ

ース・接続口等） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.8 原子炉格納容器

下部の溶融炉心を冷却するた

めの手順等」にて整備する。 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水 

純水タンク 

原子炉ウェル代替注水系（大量送水車，ホース・接

続口等） 自
主
対
策
設
備 

手順は「1.10 水素爆発による

原子炉建屋等の損傷を防止す

るための手順等」にて整備す

る。 

燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水 

純水タンク 

燃料プールスプレイ系（大量送水車，ホース・接続

口等） 自
主
対
策
設
備 

手順は「1.11 使用済燃料貯蔵

槽の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置）
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(９／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

海
を
水
源
と
し
た
対
応 

サプレッション・チェンバ 

復水貯蔵タンク 

 
海
を
水
源
と
し
た
送
水 

大量送水車 

ホース・接続口 

非常用取水設備 

燃料補給設備※１ 
重
大
事
故 

等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

大型送水ポンプ車 

 自
主
対
策 

設
備 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力 

バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
） 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）（大量送水車，ホ

ース・接続口等） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材圧力

バウンダリ低圧時に発電用原

子炉を冷却するための手順等」

及び「1.8 原子炉格納容器下部

の溶融炉心を冷却するための

手順等」にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器

内
の
冷
却 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）（大量送水車，

ホース・接続口等） 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容器内

の冷却等のための手順等」にて

整備する。 

－ 

原
子
炉
格
納
容
器

下
部
へ
の
注
水 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）（大量送水車，

ホース・接続口等） 

ペデスタル代替注水系（可搬型）（大量送水車，ホ

ース・接続口等） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.8 原子炉格納容器下

部の溶融炉心を冷却するため

の手順等」にて整備する。 

原
子
炉
ウ
ェ
ル 

へ
の
注
水 

原子炉ウェル代替注水系（大量送水車，ホース・接

続口等） 自
主
対
策
設
備 

手順は「1.10 水素爆発による

原子炉建屋等の損傷を防止す

るための手順等」にて整備す

る。 

燃
料
プ
ー
ル
へ
の 

注
水
／
ス
プ
レ
イ 

燃料プールスプレイ系（大量送水車，ホース・接続

口等） 

 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.11 使用済燃料貯蔵

槽の冷却等のための手順等」に

て整備する。 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置）

65-11-3，65-19-1 にて整理 

65-4-2，65-6-2，65-7-2，65-7-3，
65-9-1，65-11-2，65-11-3，65-19-1 
（系に含まれる） 

65-11-3（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-11-3，65-19-1 にて整理 

65-4-2（系に含まれる） 

65-11-3，65-19-1 にて整理 

65-6-2（系に含まれる） 

65-11-3，65-19-1 にて整理 

65-7-3（系に含まれる） 

65-11-3，65-19-1 にて整理 

65-7-2（系に含まれる） 

65-11-3，65-19-1 にて整理 

65-9-1（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(１０／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

海
を
水
源
と
し
た
対
応 

－ 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
（
原
子
炉
補
機

海
水
系
を
含
む
。
）
に
よ
る 

冷
却
水
の
確
保 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）（原

子炉補機冷却水ポンプ，原子炉補機海水ポンプ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

手順は「1.5 最終ヒートシン

クへ熱を輸送するための手順

等」にて整備する。 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
（
海
） 

へ
の
代
替
熱
輸
送 

原子炉補機代替冷却系（移動式代替熱交換設備，大

型送水ポンプ車，ホース・接続口等） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.5 最終ヒートシン

クへ熱を輸送するための手順

等」にて整備する。 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の 

拡
散
抑
制 

大型送水ポンプ車 

放水砲 

ホース 

燃料補給設備※１ 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.12 発電所外への放

射性物質の拡散を抑制するた

めの手順等」にて整備する。 

航
空
機
燃
料
火
災 

へ
の
泡
消
火 

大型送水ポンプ車 

ホース 

放水砲 

泡消火薬剤容器 

燃料補給設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.12 発電所外への放

射性物質の拡散を抑制するた

めの手順等」にて整備する。 

ほ
う
酸
水
貯
蔵
タ
ン
ク
を 

水
源
と
し
た
対
応 

－ 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の 

ほ
う
酸
水
注
入 

ほう酸水貯蔵タンク 

ほう酸水注入系（ほう酸水注入ポンプ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.1 緊急停止失敗時

に発電用原子炉を未臨界にす

るための手順等」及び「1.2 原

子炉冷却材圧力バウンダリ高

圧時に発電用原子炉を冷却す

るための手順等」にて整備す

る。 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置）

第 52 条にて整理 

65-5-3 にて整理 

65-10-1 にて整理 

65-12-6 にて整理 

65-10-1（系に含まれる） 

65-10-1 にて整理 

65-12-6 にて整理 

65-10-1（系に含まれる） 

65-10-1 にて整理 

第 24 条，65-2-3 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(１１／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
水
を
補
給
す
る
た
め
の
対
応 

－ 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）

を
水
源
と
し
た
補
給
（
淡
水
／
海
水
） 

大量送水車 

ホース・接続口 

低圧原子炉代替注水槽 

燃料補給設備※１ 

構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上） 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水

／補給」 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 自
主
対
策
設
備 

淡
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
補
給 

淡水タンク 

大量送水車 

ホース・接続口 

低圧原子炉代替注水槽 

燃料補給設備※１ 

 

 

自
主
対
策
設
備 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水

／補給」 

海
を
水
源
と
し
た
補
給 

大量送水車 

非常用取水設備 

ホース・接続口 

低圧原子炉代替注水槽 

燃料補給設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「海水を利用した水源の補給」 

大型送水ポンプ車 

 自
主
対
策
設
備 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置）

65-19-1 にて整理 

65-11-2，65-19-1（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-11-4 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-11-1 にて整理 

65-11-3，65-19-1 にて整理 

65-11-3（系に含まれる） 

65-11-2，65-11-3，65-19-1
（系に含まれる） 

65-11-1 にて整理 

65-12-6 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(１２／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
又
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
水
を
補
給
す
る
た
め
の
対
応 

－ 

輪
谷
貯
水
槽
（
東
１
）
又
は
輪
谷
貯
水
槽
（
東
２
）
か
ら
輪
谷

貯
水
槽
（
西
１
）
又
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
の
補
給 

大量送水車 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 

輪谷貯水槽（東１） 

輪谷貯水槽（東２） 

ホース 

燃料補給設備※１ 

構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上） 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

自
主
対
策
設
備 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水

／補給」 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
又
は 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
の
海
水
補
給 

大量送水車 

非常用取水設備 

ホース 

燃料補給設備※１ 

構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上） 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「海水を利用した水源の補

給」 

大型送水ポンプ車 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 

 

自
主
対
策
設
備 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
水
を
補
給
す
る
た
め
の
対
応 

－ 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪

谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と

し
た
補
給
（
淡
水
／
海
水
） 

大量送水車 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 

ホース 

復水貯蔵タンク 

燃料補給設備※１ 

構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上） 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

自
主
対
策
設
備 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水

／補給」 

淡
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た

補
給 

淡水タンク 

大量送水車 

ホース 

復水貯蔵タンク 

燃料補給設備※１ 

 

自
主
対
策
設
備 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水

／補給」 

海
を
水
源
と
し
た
補
給 

大型送水ポンプ車 

大量送水車 

非常用取水設備 

ホース 

復水貯蔵タンク 

燃料補給設備※１ 

自
主
対
策
設
備 

原子力災害対策手順書 

「海水を利用した水源の補

給」 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置）

65-11-3 にて整理 

65-11-3（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-11-4 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(１３／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
源
を
切
り
替
え
る
た
め
の
対
応 

－ 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
及
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系 

の
水
源
切
替
え 

サプレッション・チェンバ 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「水位確保」等 

原子炉隔離時冷却系 

高圧炉心スプレイ系 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

復水貯蔵タンク 

自
主
対
策
設
備 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え 

大量送水車 

非常用取水設備 

ホース 

低圧原子炉代替注水槽 

燃料補給設備※１ 

構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上） 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水

／補給」 

 

大型送水ポンプ車 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 

淡水タンク 

 

自
主
対
策
設
備 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
） 

へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え 

大量送水車 

非常用取水設備 

ホース 

燃料補給設備※１ 

構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上） 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「海水を利用した水源の補給」 

「大量送水車を使用した送水

／補給」 

 

大型送水ポンプ車 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 

輪谷貯水槽（東１） 

輪谷貯水槽（東２） 

 

自
主
対
策
設
備 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置）

第 46 条にて整理 

第 41 条にて整理 

第 39 条にて整理 

65-11-3，65-19-1 にて整理 

65-11-3（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-11-4 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-11-1 にて整理 

65-11-3 にて整理 

65-11-3（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-11-4 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(１４／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
源
を
切
り
替
え
る
た
め
の
対
応 

－ 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
か
ら
海
へ
の
切
替

え 

大量送水車 

非常用取水設備 

ホース 

燃料補給設備※１ 

構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上） 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「海水を利用した水源の補給」 

「大量送水車を使用した送水

／補給」 

大型送水ポンプ車 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 

 

自
主
対
策
設

備 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
補
給
す
る 

水
源
の
切
替
え 

大型送水ポンプ車 

大量送水車 

非常用取水設備 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 

淡水タンク 

ホース 

復水貯蔵タンク 

燃料補給設備※１ 

構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上） 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

自
主
対
策
設
備 

原子力災害対策手順書 

「海水を利用した水源の補給」 

「大量送水車を使用した送水

／補給」 

外
部
水
源
か
ら
内
部
水
源
へ
の
切
替
え 

（
外
部
水
源
（
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
）
か
ら 

内
部
水
源
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
へ
の
切
替
え
）） 

低圧原子炉代替注水槽 

サプレッション・チェンバ 

低圧原子炉代替注水系（常設）（低圧原子炉代替注

水ポンプ） 

残留熱代替除去系（残留熱代替除去ポンプ） 

 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書（シビアアク

シデント） 

「注水-2」 

 

外
部
水
源
か
ら
内
部
水
源
へ
の
切
替
え 

（
外
部
水
源
（
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）） 

か
ら
内
部
水
源
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
へ
の
切
替
え
）
） 

サプレッション・チェンバ 

ペデスタル代替注水系（可搬型）（大量送水車，ホ

ース・接続口等） 

残留熱代替除去系（残留熱代替除去ポンプ） 

燃料補給設備※１ 

構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上） 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書（シビアアク

シデント） 

「注水-4」 

 

輪谷貯水槽（西１）※２ 

輪谷貯水槽（西２）※２ 

 

自
主
対
策
設
備 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置）

65-11-3，65-19-1 にて整理 

65-11-3（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-11-4 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-11-1 にて整理 

第 46 条にて整理 

65-4-1 にて整理 

65-5-4 にて整理 

第 46 条にて整理 

65-19-1 にて整理 

65-7-2（系に含まれる） 

65-5-4 にて整理 

65-12-6 にて整理 

65-11-4 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(１５／１５) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
源
を
切
り
替
え
る
た
め
の
対
応 

－ 
海
か
ら 

淡
水
タ
ン
ク
へ
の
切
替
え 

大量送水車 

大型送水ポンプ車 

非常用取水設備 

ろ過水タンク 

ホース 

燃料補給設備※１ 

自
主
対
策
設
備 

原子力災害対策手順書 

「海水を利用した水源の補

給」 

「大量送水車を使用した送水

／補給」 

※１:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置）
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第 1.14－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（１／５） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

－ 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

非常用ディーゼル発電機 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

非常用ディーゼル発電機燃料デイタンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料デイタ

ンク 

非常用ディーゼル発電機～非常用高圧母線Ｃ系及

びＤ系電路 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～非常用高

圧母線ＨＰＣＳ系電路 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※１ 

高圧炉心スプレイ補機冷却系（高圧炉心スプレイ補

機海水系を含む。）※１ 

非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送ポ

ンプ 

非常用ディーゼル発電機燃料移送系 配管・弁 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送系

配管・弁 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンク 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

高圧炉心スプレイ系蓄電池※２ 

高圧炉心スプレイ系充電器 

高圧炉心スプレイ系蓄電池及び充電器～直流母線

電路 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「電源復旧」 

Ａ－115V 系蓄電池※２ 

Ｂ－115V 系蓄電池※２ 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）※２ 

230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）※２ 

Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池※２ 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池※２ 

Ａ－115V 系充電器 

Ｂ－115V 系充電器 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ） 

230V 系充電器（ＲＣＩＣ） 

Ａ－原子炉中性子計装用充電器 

Ｂ－原子炉中性子計装用充電器 

Ａ－115V 系蓄電池及び充電器～直流母線電路 

Ｂ－115V 系蓄電池及び充電器～直流母線電路 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び充電器～直流母

線電路 

230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）及び充電器～直流母線

電路 

Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池及び充電器～直流

母線電路 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池及び充電器～直流

母線電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池， 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び 230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要の動作である。 

 

第 58，59 条にて整理 

第 58，59 条（系に含まれる） 

第 52 条にて整理 

第 53 条にて整理 

第 60 条にて整理 

第 60 条（系に含まれる） 

第 60 条にて整理 

第 61，62 条にて整理 

第 61，62 条（系に含まれる） 

第 61，62 条にて整理 

第 61，62 条（系に含まれる） 

第 61，62 条にて整理 

第 61，62 条にて整理 

第 61 条にて整理 

第 61 条にて整理 

第 61 条（系に含まれる） 

第 61，62 条（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（２／５） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

ガスタービン発電機 

ガスタービン発電機用サービスタンク 

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ 

ガスタービン発電機用燃料移送系 配管・弁 

ガスタービン発電機～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ

系電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ１

コントロールセンタ電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ２

コントロールセンタ電路 

ガスタービン発電機～高圧発電機車接続プラグ収

納箱（原子炉建物西側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

～原子炉補機代替冷却系電路 

ガスタービン発電機～高圧発電機車接続プラグ収

納箱（原子炉建物南側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

～原子炉補機代替冷却系電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＧＴＧによるＣ，Ｄ－Ｍ／Ｃ

受電」 

原子力災害対策手順書 

「ガスタービン発電機の現場

起動による電源確保」 

号
炉
間
電
力
融
通 

電
気
設
備
に
よ
る
給
電 

号炉間電力融通ケーブル（常設） 

号炉間電力融通ケーブル（常設）～常用高圧母線Ａ

系～非常用高圧母線Ｃ系電路 

号炉間電力融通ケーブル（常設）～常用高圧母線Ｂ

系～非常用高圧母線Ｄ系電路 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型） 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型）～非常用高圧母

線Ｃ系及びＤ系電路 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「号炉間融通によるＣ，Ｄ－Ｍ

／Ｃ受電」 

原子力災害対策手順書 

「号炉間電力融通ケーブルを

使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ

／Ｃ Ｄ系電源確保」 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

高圧発電機車 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原

子炉建物西側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原

子炉建物南側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路 

高圧発電機車～緊急用メタクラ接続プラグ盤電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～非常用高圧母線Ｃ

系及びＤ系電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

～ＳＡ１コントロールセンタ及びＳＡ２コントロ

ールセンタ電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

～ＳＡ１コントロールセンタ及びＳＡ２コントロ

ールセンタ電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～ＳＡ１コントロー

ルセンタ及びＳＡ２コントロールセンタ電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁 

非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンク 

ホース 

タンクローリ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車によるＣ，Ｄ－

Ｍ／Ｃ受電」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用

メタクラ接続プラグ盤からの

電源確保」 

「高圧発電機車によるメタク

ラ切替盤を使用したＭ／Ｃ 

Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系電源確

保」 

「タンクローリから各機器等

への給油」 

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池， 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び 230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要の動作である。 

65-12-1 にて整理 

65-12-1（系に含まれる） 

65-12-5（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-2，65-12-5（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-12-6 にて整理 

65-12-6（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-12-6（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（３／５） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

非常用直流電源設備 

（蓄電池枯渇） 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

Ｂ－115V 系蓄電池※２ 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）※２ 

230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）※２ 

ＳＡ用 115V 系蓄電池※２ 

Ｂ－115V 系充電器 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ） 

230V 系充電器（ＲＣＩＣ） 

ＳＡ用 115V 系充電器 

Ｂ－115V 系蓄電池及び充電器～直流母線電路 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び充電器～直流母

線電路 

230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）及び充電器～直流母線

電路 

ＳＡ用 115V 系蓄電池及び充電器～直流母線電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）

によるＢ－115V 系直流盤受

電」 

「充電器復旧，中央監視計器復

旧」 

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

非常用直流電源設備 

（常設直流電源系統喪失） 

常
設
代
替
直
流
電
源
設

備
に
よ
る
給
電 

ＳＡ用 115V 系蓄電池※２ 

ＳＡ用 115V 系充電器 

ＳＡ用 115V 系蓄電池及び充電器～直流母線電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＡ用 115V 系蓄電池による

Ｂ－115V 系直流盤受電」 

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

非常用直流電源設備 

（蓄電池枯渇） 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

高圧発電機車 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ） 

ＳＡ用 115V 系充電器 

230V 系充電器（常用） 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原

子炉建物西側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

～直流母線電路 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原

子炉建物南側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

～直流母線電路 

高圧発電機車～緊急用メタクラ接続プラグ盤電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～直流母線電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁 

非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンク 

ホース 

タンクローリ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車によるＳＡ－

Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃ受電」 

「充電器復旧，中央監視計器復

旧」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用

メタクラ接続プラグ盤からの

電源確保」 

「高圧発電機車によるメタク

ラ切替盤を使用した緊急用Ｍ

／Ｃ電源確保」 

「高圧発電機車による直流電

源確保時の可搬ケーブルを使

用した中央制御室排風機電源

確保」 

「タンクローリから各機器等

への給油」 

直
流
給
電
車
に
よ
る
給
電 

高圧発電機車 

直流給電車 115V 

直流給電車 230V 

高圧発電機車～直流給電車～直流給電車接続プラ

グ収納箱（原子炉建物南側）電路 

直流給電車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）～

直流母線電路 

高圧発電機車～直流給電車～直流給電車接続プラ

グ収納箱（廃棄物処理建物南側）電路 

直流給電車接続プラグ収納箱（廃棄物処理建物南

側）～直流母線電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁 

非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンク 

ホース 

タンクローリ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「直流給電車による直流盤受

電」 

原子力災害対策手順書 

「直流給電車を使用した直流

盤電源確保」 

「タンクローリから各機器等

への給油」 

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池， 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び 230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要の動作である。 

65-12-3 にて整理 

65-12-3（系に含まれる） 

65-12-3 にて整理 

65-12-3（系に含まれる） 

65-12-2 にて整理 

65-12-3 にて整理 

65-12-2，65-12-3，65-12-4， 
65-12-5（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-12-6 にて整理 

65-12-6（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-12-6（系に含まれる） 

65-12-4 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（４／５） 

分類 
機能喪失を想定する設計基準

事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

号
炉
間
連
絡
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
直
流
電
源
確
保 

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

非常用直流電源設備 

（蓄電池枯渇） 

号
炉
間
連
絡
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
直
流
電
源
確
保 

号炉間連絡ケーブル 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「低圧電源融通」 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電 

非常用所内電気設備 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電 

緊急用メタクラ 

メタクラ切替盤 

緊急用メタクラ接続プラグ盤 

高圧発電機車接続プラグ収納箱 

ＳＡロードセンタ 

ＳＡ１コントロールセンタ 

ＳＡ２コントロールセンタ 

充電器電源切替盤 

ＳＡ電源切替盤 

重大事故操作盤 

非常用高圧母線Ｃ系 

非常用高圧母線Ｄ系 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＧＴＧによるＳＡ－Ｌ／Ｃ，

Ｃ／Ｃ受電」 

「主要弁の電源切替」 

「高圧発電機車によるＳＡ－

Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃ受電」 

原子力災害対策手順書 

「ガスタービン発電機の現場

起動による電源確保」 

「高圧発電機車による緊急用

メタクラ接続プラグ盤からの

電源確保」 

「高圧発電機車によるメタク

ラ切替盤を使用した緊急用Ｍ

／Ｃ電源確保」 

「タンクローリから各機器等

への給油」 

非常用コントロールセンタ切替盤 

自
主
対
策
設
備 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪
失
時
の
代
替
交
流
電
源
に
よ
る
給
電 

非常用ディーゼル発電機 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

ガスタービン発電機 

ガスタービン発電機用サービスタンク 

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ 

ガスタービン発電機用燃料移送系 配管・弁 

ガスタービン発電機～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ

系電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ１

コントロールセンタ電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ２

コントロールセンタ電路 

ガスタービン発電機～高圧発電機車接続プラグ収

納箱（原子炉建物西側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

～原子炉補機代替冷却系電路 

ガスタービン発電機～高圧発電機車接続プラグ収

納箱（原子炉建物南側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

～原子炉補機代替冷却系電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＧＴＧによるＣ，Ｄ－Ｍ／Ｃ

受電」 

原子力災害対策手順書 

「ガスタービン発電機の現場

起動による電源確保」 

 

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池， 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び 230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要の動作である。 

65-12-5 にて整理 

65-12-5（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-1（系に含まれる） 

65-12-5（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（５／５） 

分類 
機能喪失を想定する設計基準

事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪
失
時
の
代
替
交
流
電
源
に
よ
る
給
電 

非常用ディーゼル発電機 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機 

に
よ
る
給
電 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料デイタ

ンク 

高圧炉心スプレイ補機冷却系（高圧炉心スプレイ補

機海水系を含む。）※１ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送ポ

ンプ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送系

配管・弁 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＣＳ－ＤＥＧによる 

Ｃ，Ｄ－Ｍ／Ｃ受電」 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンク 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～非常用高

圧母線ＨＰＣＳ系～常用高圧母線Ａ系～非常用高

圧母線Ｃ系電路 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～非常用高

圧母線ＨＰＣＳ系～常用高圧母線Ａ系～常用高圧

母線Ｂ系～非常用高圧母線Ｄ系電路 

自
主
対
策
設
備 

号
炉
間
電
力
融
通 

電
気
設
備
に
よ
る
給
電 

号炉間電力融通ケーブル（常設） 

号炉間電力融通ケーブル（常設）～常用高圧母線Ａ

系～非常用高圧母線Ｃ系電路 

号炉間電力融通ケーブル（常設）～常用高圧母線Ｂ

系～非常用高圧母線Ｄ系電路 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型） 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型）～非常用高圧母

線Ｃ系及びＤ系電路 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「号炉間融通による Ｃ，Ｄ－

Ｍ／Ｃ受電」 

原子力災害対策手順書 

「号炉間電力融通ケーブルを

使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ

／Ｃ Ｄ系電源確保」 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

高圧発電機車 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原

子炉建物西側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原

子炉建物南側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路 

高圧発電機車～緊急用メタクラ接続プラグ盤電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～非常用高圧母線Ｃ

系及びＤ系電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

～ＳＡ１コントロールセンタ及びＳＡ２コントロ

ールセンタ電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

～ＳＡ１コントロールセンタ及びＳＡ２コントロ

ールセンタ電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～ＳＡ１コントロー

ルセンタ及びＳＡ２コントロールセンタ電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁 

非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンク 

ホース 

タンクローリ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車によるＣ，Ｄ－

Ｍ／Ｃ受電」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用

メタクラ接続プラグ盤からの

電源確保」 

「高圧発電機車によるメタク

ラ切替盤を使用したＭ／Ｃ 

Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系電源確

保」 

「タンクローリから各機器等

への給油」 

燃
料
の
補
給 

― 

燃
料
補
給
設
備 

に
よ
る
給
油 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁 

非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンク 

ホース 

タンクローリ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「軽油タンク等を使用したタ

ンクローリへの燃料積載」 

「タンクローリから各機器等

への給油」 

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池， 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び 230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要の動作である。 

第 53 条にて整理 

第 58，59 条にて整理 

第 60 条にて整理 

第 60 条（系に含まれる） 

第 60 条にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-2，65-12-5（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-12-6 にて整理 

65-12-6（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-12-6（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-12-6 にて整理 

65-12-6（系に含まれる） 

65-12-6 にて整理 

65-12-6（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第 1.15－1表 事故時に必要な計装に関する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（１／２） 

 

分類 
機能喪失を想定する 

重大事故等対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

監
視
機
能
喪
失
時 

計器の故障 

他
チ
ャ
ン
ネ
ル 

に
よ
る
計
測 

主要パラメータの他チャンネルの重要計器 重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「重要計器の監視・復旧」 

主要パラメータの他チャンネルの常用計器 自
主
対
策 

設
備 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ 

に
よ
る
推
定 

重要代替計器 重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

常用代替計器 自
主
対
策 

設
備 

計器の計測範囲を超

えた場合 代
替
パ
ラ
メ
ー
タ 

に
よ
る
推
定 

重要代替計器 重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「重要計器の監視・復旧」 

常用代替計器 自
主
対
策 

設
備 

可
搬
型
計
測
器 

に
よ
る
計
測 

可搬型計測器 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「可搬型計測器による計測」 

計
器
電
源
喪
失
時 

全交流動力電源喪失 

直流電源喪失 代
替
電
源
（
交
流
） 

か
ら
の
給
電 

常設代替交流電源設備 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「電源復旧」 

 

可搬型代替交流電源設備 

代替所内電気設備 

号炉間電力融通電気設備 自
主
対
策

設
備 

代
替
電
源
（
直
流
） 

か
ら
の
給
電 

所内常設蓄電式直流電源設備 重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

常設代替直流電源設備 

可搬型直流電源設備 

直流給電車 自
主
対
策 

設
備 

設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
と
重
大
事

故
等
対
処
設
備
を

兼
用
す
る
計
装
設

備
へ
の
給
電 

常設代替直流電源設備 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「重要計器の電源切替」 

可
搬
型
計
測
器 

に
よ
る
計
測 

可搬型計測器 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「可搬型計測器による計測」 

65-13-1 にて整理 

65-13-1 にて整理 

65-13-1 にて整理 

65-13-3 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-12-3 にて整理 

65-12-4 にて整理 

65-12-3 にて整理 

65-13-3 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（２／２） 

分類 
機能喪失を想定する 

重大事故等対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

－ － 

パ
ラ
メ
ー
タ
記
録 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）（ＳＰＤ

Ｓデータ収集サーバ，ＳＰＤＳ伝送サーバ，ＳＰＤ

Ｓデータ表示装置） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「SPDS によるパラメータ記録

結果の保存」 

運転監視用計算機 自
主
対
策 

設
備 － 

中央制御室記録計 

65-17-1 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第 1.15－4表 補助パラメータ(１／２) 
分類 補助パラメータ 補助パラメータの分類理由 

電源関係 220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

外部電源の受電状態を確認するパラメータ 220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧※１ 

非常用高圧母線の受電状態を確認するパラメータ 

Ｄ－メタクラ母線電圧※１ 

Ｃ－メタクラ母線電圧（他号炉） 

Ｄ－メタクラ母線電圧（他号炉） 

ＨＰＣＳ－メタクラ母線電圧※１ 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧※１ 

非常用低圧母線のロードセンタの受電状態を確認するパラメー

タ 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧※１ 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧（他号炉） 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧（他号炉） 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ）電圧 

直流電源の受電状態を確認するパラメータ 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）電圧※１ 

Ｂ－115V 系充電器電圧 

Ａ－115V 系直流盤母線電圧※１ 

Ｂ－115V 系直流盤母線電圧※１ 

230V 系直流盤（ＲＣＩＣ）母線電圧 

230V 系直流盤（常用）母線電圧※１ 

ＳＡ用 115V 系充電器電圧 

230V 系充電器（ＲＣＩＣ）電圧 

230V 系充電器（常用）電圧 

Ａ－115V 系充電器電圧 

Ｂ－115V 系直流盤（ＳＡ）母線電圧 

高圧炉心スプレイ系直流盤母線電圧 

ＳＡ対策設備用分電盤（２）母線電圧 

ＳＡ用 115V 系充電器盤蓄電池電圧※１ 

Ａ－原子炉中性子計装用充電器盤母線電圧 

Ｂ－原子炉中性子計装用充電器盤母線電圧 

ディーゼル発電機電圧 

非常用ディーゼル発電機等の運転状態を確認するパラメータ 

ディーゼル発電機周波数 

ディーゼル発電機電力 

ディーゼル発電機電圧（他号炉） 

ディーゼル発電機周波数（他号炉） 

ディーゼル発電機電力（他号炉） 

ＨＰＣＳ－ディーゼル発電機電圧 

ＨＰＣＳ－ディーゼル発電機電力 

ＨＰＣＳ－ディーゼル発電機周波数 

ガスタービン発電機電圧 

代替電源設備の運転状態を確認するパラメータ 

ガスタービン発電機電流 

ガスタービン発電機電力 

高圧発電機車電圧 

高圧発電機車周波数 

直流給電車電圧 

緊急用メタクラ電圧※１ 緊急用メタクラの受電状態を確認するパラメータ 

ＳＡロードセンタ母線電圧※１ ＳＡロードセンタの受電状態を確認するパラメータ 

ディーゼル燃料デイタンクレベル 

燃料の確保状態を確認するパラメータ 

ディーゼル燃料貯蔵タンクレベル 

タンクローリ油タンクレベル 

ガスタービン発電機用軽油タンク油面 

各機器油タンクレベル 

補機関係 高圧原子炉代替注水ポンプ出口圧力 

高圧原子炉代替注水系の運転状態を確認するパラメータ 
高圧原子炉代替注水系タービン入口圧力 

高圧原子炉代替注水系タービン排気圧力 

高圧原子炉代替注水ポンプ入口圧力 

可搬型回転計 

原子炉隔離時冷却系の運転状態を確認するパラメータ 

原子炉隔離時冷却系タービン入口圧力 

原子炉隔離時冷却系タービン排気圧力 

原子炉隔離時冷却ポンプ入口圧力 

原子炉隔離時冷却系タービン回転速度 

復水貯蔵タンク水位 

復水輸送ポンプの運転状態を確認するパラメータ 
復水輸送ポンプ出口ヘッダ圧力 

ＲＰＶ／ＰＣＶ注入流量 

ペデスタル注入流量 

消火ポンプ出口圧力 消火ポンプの運転状態を確認するパラメータ 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプ出口圧力 移動式代替熱交換設備の運転状態を確認するパラメータ 

大量送水車ポンプ出口圧力 大量送水車の運転状態を確認するパラメータ 

大型送水ポンプ車出口圧力 大型送水ポンプ車の運転状態を確認するパラメータ 

ほう酸水注入ポンプ出口圧力 
ほう酸水注入系の運転状態を確認するパラメータ 

ほう酸水貯蔵タンク液位 

※１：重大事故等対処設備を活用する手順等の着手の判断基準として用いるパラメータについては，重大事故等対処設備とする。 

65-13-2 にて整理 

65-13-2 にて整理 

65-13-2 にて整理 

65-13-2 にて整理 

65-13-2 にて整理 

65-13-2 にて整理 

65-13-2 にて整理 

214



設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第 1.15－4表 補助パラメータ(２／２) 
分類 補助パラメータ 補助パラメータの分類理由 

補機関係 非常用ガス処理系排ガス・モニタ 耐圧強化ベントラインの運転状態を確認するパラメータ 

その他 制御棒駆動水圧系系統流量 制御棒駆動水圧系の動作状態を確認するパラメータ 

制御棒駆動水圧系充てん水ヘッダ圧力 

制御棒駆動水圧系駆動水差圧 

ＡＤＳ用Ｎ２ガス減圧弁二次側圧力※１ 逃がし安全弁の作動状態を確認するパラメータ 

Ｎ２ガスボンベ圧力※１ 

窒素ガス代替供給系窒素ガスボンベ圧力 

窒素ガス代替供給系窒素ガス供給圧力 

ドライウェル床ドレンサンプ水位 原子炉冷却材の漏えいを確認するパラメータ 

残留熱除去系配管周囲温度 

原子炉隔離時冷却系配管周囲温度 

スクラバ水ｐＨ 格納容器フィルタベント系の運転状態を確認するパラメータ 

薬液タンク水位 原子炉格納容器内のｐＨを確認するパラメータ 

ＦＣＳ系統入口流量 可燃性ガス濃度制御系の運転状態を確認するパラメータ 

ブロワ入口圧力 

ＦＣＳブロワ入口流量 

再結合器ガス温度 

ＦＣＳ加熱器ガス温度 

ＦＣＳ加熱器出口温度 

ＦＣＳ加熱器壁温度 

ＦＣＳ再結合器壁温度 

非常用ガス処理系系統流量 非常用ガス処理系の運転状態を確認するパラメータ 

原子炉給水流量 復水・給水系の運転状態を確認するパラメータ 

ＲＦＰ出口ヘッダ圧力 

復水器真空度 

原子炉浄化系系統流量 原子炉浄化系の運転状態を確認するパラメータ 

原子炉浄化系系統入口温度 

原子炉浄化系非再生熱交出口温度 

残留熱代替除去ポンプ出口流量 残留熱代替除去系の運転状態を確認するパラメータ 

原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力※１ 原子炉補機冷却系の動作状態を確認するパラメータ 

原子炉補機冷却系常用流量 

ＲＣＷ熱交換器出口温度※１ 

ＲＣＷサージタンク水位※１ 

原子炉補機海水ポンプ出口圧力 原子炉補機海水ポンプの動作状態を確認するパラメータ 

原子炉ウェル水位 原子炉ウェル代替注水系の運転状態を確認するパラメータ 

原子炉棟排気高レンジモニタ 原子炉建物の放射線量率を確認するパラメータ 

換気系モニタ 

燃料取替階放射線モニタ 燃料プールの状態を確認するパラメータ 

燃料プールスプレイ流量 

スキマサージタンク水位 

燃料プール冷却ポンプ出口流量 

純水タンク水位 代替水源の確保状態を確認するパラメータ 

ろ過水タンク水位 

１号ろ過水タンク水位 

非常用ろ過水タンク水位 

補助消火水槽水位 

輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 

輪谷貯水槽（東１） 

輪谷貯水槽（東２） 

モニタリング・ポスト 屋外の放射線量を確認するパラメータ 

※１：重大事故等対処設備を活用する手順等の着手の判断基準として用いるパラメータについては，重大事故等対処設備とする。 

65-13-2 にて整理 

65-13-2 にて整理 

65-13-2 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第 1.16－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(１／３) 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

－ 

居
住
性
の
確
保 

中央制御室遮蔽 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－ 

再循環用ファン 

チャコール・フィルタ・ブースタ・ファン 

非常用チャコール・フィルタ・ユニット 

中央制御室換気系弁 

（中央制御室外気取入調節弁，中央制御室給気外側

隔離弁，中央制御室給気内側隔離弁，中央制御室排

気内側隔離弁，中央制御室排気外側隔離弁） 

中央制御室換気系ダクト 

事故時操作要領書（シビアアク

シデント） 

「注水－１」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＭＣＲによる居住性確保」 

中央制御室待避室遮蔽 － 

中央制御室待避室正圧化装置（空気ボンベ） 

中央制御室待避室正圧化装置（配管・弁） 

事故時操作要領書（シビアアク

シデント） 

「注水－１」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「待避室の居住性確保」 

ＬＥＤライト（三脚タイプ） 事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「電源復旧」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「中央制御室の居住性確保」 

中央制御室差圧計 事故時操作要領書（シビアアク

シデント） 

「注水－１」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＭＣＲによる居住性確保」 

待避室差圧計 事故時操作要領書（シビアアク

シデント） 

「注水－１」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「待避室の居住性確保」 

遮蔽（建物の壁等）については，
運用による厚さの変化や故障等
により機能喪失するものではな
いことからＬＣＯ対象とはしな
い（保安規定変更に係る基本方針
4.3-(1)） 

65-14-1 にて整理 

65-14-1（系に含まれる） 

遮蔽（建物の壁等）については，
運用による厚さの変化や故障等
により機能喪失するものではな
いことからＬＣＯ対象とはしな
い（保安規定変更に係る基本方針
4.3-(1)） 

65-14-1 にて整理 

65-14-1（系に含まれる） 

65-14-1 にて整理 

65-14-1 にて整理 

65-14-1 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(２／３) 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

－ 

居
住
性
の
確
保 

酸素濃度計 

二酸化炭素濃度計 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベー

ス） 

「電源復旧」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「中央制御室の居住性確保」 

 

事故時操作要領書（シビアアク

シデント） 

「注水－１」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「待避室の居住性確保」 

無線通信設備（固定型） 

無線通信設備（固定型）（屋外アンテナ） 

ＡＭ設備別操作要領書 

「待避室の居住性確保」 

衛星電話設備（固定型） 

衛星電話設備（固定型）（屋外アンテナ） 

ＡＭ設備別操作要領書 

「待避室の居住性確保」 

プラントパラメータ監視装置（中央制御室待避室） 事故時操作要領書（シビアアク

シデント） 

「注水－１」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「待避室の居住性確保」 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

代替所内電気設備※１ 

－ 

非常用照明 
自
主
対
策
設
備 

－ 

ＬＥＤライト（ランタンタイプ） 

資
機
材 

事故時操作要領書（シビアアク

シデント） 

「注水－１」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「待避室の居住性確保」 

 

※１ 手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。

65-14-1 にて整理 

65-17-1 にて整理 

65-17-1 にて整理 

65-17-1（系に含まれる） 

65-17-1（系に含まれる） 

65-14-1 にて整理 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-5 にて整理 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(３／３) 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

－ 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

代替所内電気設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－ 

防護具（全面マスク等）及びチェンジングエリア用

資機材 

資
機
材 

原子力災害対策手順書 

「中央制御室チェンジングエ

リアの設営及び運用」 

－ 

運
転
員
等
の
被
ば
く
低
減 

非常用ガス処理系排気ファン 

前置ガス処理装置 

後置ガス処理装置 

非常用ガス処理系配管・弁 

非常用ガス処理系排気管 

原子炉建物原子炉棟 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装

置 

 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＧＴによる放射性物質除

去」 

 

 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

代替所内電気設備※１ 

－ 

※１ 手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-5 にて整理 

第 51 条にて整理 

第 49 条にて整理 

65-14-2 にて整理 

第 51 条（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-5 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

第
1.
17
－

1
表
 
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
整
備
す
る
手
順

 

※
１
：
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
に
代
替
交
流
電
源
設
備
と
し
て
使
用
す
る
。
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

 

機
能
喪
失
を
想
定
す
る

 
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

 
対
応
手
段

 
対
処
設
備

 
手
順
書

 

－
 

放
射
線
量
の
測
定

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト

 
自
主
対
策
設
備

 
－
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト

 
（
放
射
線
量
の
測
定
）

 
放
射
線
量
の
代
替
測
定

 
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト

 
デ
ー
タ
表
示
装
置

 
重
大
事
故
等

 
対
処
設
備

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 
「
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
に
よ
る
放
射
線
量
の
代
替
測
定
」

 

－
 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定

 

放
射
能
観
測
車

 
採
取
装
置
：
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ

 
測
定
装
置
：
よ
う
素
モ
ニ
タ

 
：
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

 

自
主
対
策
設
備

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 
「
放
射
能
観
測
車
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
」

 

放
射
能
観
測
車

 
（
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
）

 
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定

 

放
射
能
測
定
装
置

 
採
取
装
置
：
可
搬
式
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ

 
測
定
装
置
：
Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ

 
：
Ｇ
Ｍ
汚
染
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ

 

重
大
事
故
等

 
対
処
設
備

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 
「
放
射
能
測
定
装
置
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定
」

 

－
 

気
象
観
測
項
目
の
測
定

 
気
象
観
測
設
備

 
自
主
対
策
設
備

 
－
 

気
象
観
測
設
備

 
（
風
向
，
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
の
測
定
）

 
気
象
観
測
項
目
の
代
替
測
定

 
可
搬
式
気
象
観
測
装
置

 
デ
ー
タ
表
示
装
置

 
重
大
事
故
等

 
対
処
設
備

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 
「
可
搬
式
気
象
観
測
装
置
に
よ
る
気
象
観
測
項
目
の
代
替
測
定
」

 

－
 

放
射
線
量
の
測
定

 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト

 
デ
ー
タ
表
示
装
置

 
放
射
能
測
定
装
置

 
測
定
装
置
：
電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ

 
小
型
船
舶

 

重
大
事
故
等

 
対
処
設
備

 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 
「
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
に
よ
る
放
射
線
量
の
測
定
」

 
「
放

射
能
測

定
装
置

等
に
よ

る
放
射

性
物

質
の

濃
度
及

び
放
射

線
量
の

測
定
」

 
「
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
」

 

放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
，
水
中
，
土
壌

中
）
の
測
定

 

放
射
能
測
定
装
置

 
採
取
装
置
：
可
搬
式
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ

 
測
定
装
置
：
Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ

 
：
Ｇ
Ｍ
汚
染
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ

 
：
α
・
β
線
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ

 

重
大
事
故
等

 
対
処
設
備

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 
「
放

射
能
測

定
装
置

等
に
よ

る
放
射

性
物

質
の

濃
度
及

び
放
射

線
量
の

測
定
」

 
Ｇ
ｅ
核
種
分
析
装
置

 
Ｇ
Ｍ
計
数
装
置

 
Ｚ
ｎ
Ｓ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
計
数
装
置

 

自
主
対
策
設
備

 

海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 

小
型
船
舶

 
放
射
能
測
定
装
置

 
採
取
装
置
：
可
搬
式
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ

 
測
定
装
置
：
Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ

 
：
Ｇ
Ｍ
汚
染
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ

 
：
α
・
β
線
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ

 
：
電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ

 

重
大
事
故
等

 
対
処
設
備

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 
「
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
」

 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
低
減
対
策

 
検
出
器
保
護
カ
バ
ー

 
養
生
シ
ー
ト

 
遮
蔽
材

 
資
機
材

 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
」

 
「
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
」

 
「
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
時
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
」

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
代
替
電
源

 

 非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
 

重
大
事
故
等

 
対
処
設
備

 
(設

計
基
準
拡
張

)
 

－
 

無
停
電
電
源
装
置

 
非
常
用
発
電
機

 
自
主
対
策
設
備

 
－
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
代
替
交
流
電
源
か

ら
の
給
電

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 
代
替
所
内
電
気
設
備

 
重
大
事
故
等

 
対
処
設
備

 
－

※
１
 

65
-1
5
-1

に
て
整
理
 

65
-1
5
-1
（
系
に
含
ま
れ
る
） 

65
-1
5
-1

に
て
整
理
 

65
-1
5
-1

に
て
整
理
 

65
-1
5
-1
（
系
に
含
ま
れ
る
） 

65
-1
5
-1

に
て
整
理
 

65
-1
5
-1
（
系
に
含
ま
れ
る
） 

65
-1
5
-1

に
て
整
理
 

65
-1
5
-1

に
て
整
理
 

65
-1
5
-1

に
て
整
理
 

第
58
，
59

条
に
て
整
理
 

65
-1
2
-1

に
て
整
理
 

65
-1
2
-5

に
て
整
理
 

65
-1
0
-2

に
て
整
理
 

65
-1

0-
2
に
て
整
理
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第1.18－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧 

分類 機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

－ 

－ 

居
住
性
の
確
保 

緊急時対策所 

緊急時対策所遮蔽 

緊急時対策所空気浄化送風機 

緊急時対策所空気浄化フィルタユニット 

緊急時対策所正圧化装置（配管・弁） 

緊急時対策所正圧化装置可搬型配管・弁 

緊急時対策所空気浄化装置（配管・弁） 

緊急時対策所空気浄化装置用可搬型ダクト 

緊急時対策所正圧化装置（空気ボンベ） 

可搬式エリア放射線モニタ 

可搬式モニタリング・ポスト※１ 

酸素濃度計 

二酸化炭素濃度計 

差圧計 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「緊急時対策所空気浄化装置

運転」 

「緊急時対策所内の酸素濃度

及び二酸化炭素濃度の測定」 

「緊急時対策本部内可搬式エ

リア放射線モニタ設置手順」 

「緊急時対策所空気ボンベ加

圧設備による空気供給準備」 

「緊急時対策所空気浄化装置

から緊急時対策所空気ボンベ

加圧設備への切替」 

「緊急時対策所空気ボンベ加

圧設備から緊急時対策所空気

浄化装置への切替」 

 

緊急時対策所運用手順書 

－ 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ） 

衛星電話設備（携帯型）※２ 

衛星電話設備（固定型）※２ 

無線通信設備（携帯型）※２ 

無線通信設備（固定型）※２ 

統合原子力防災ネットワークに接続する通信連絡

設備※２ 

無線通信設備（屋外アンテナ）※２ 

衛星通信装置※２ 

衛星電話設備（屋外アンテナ）※２ 

無線通信装置※２ 

有線（建物内）（無線通信設備（固定型），衛星電話

設備（固定型）に係るもの）※２ 

有線（建物内）（安全パラメータ表示システム（Ｓ

ＰＤＳ）に係るもの） 

有線（建物内）（統合原子力防災ネットワークに接

続する通信連絡設備に係るもの）※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「安全パラメータ表示システ

ム（ＳＰＤＳ）によるプラント

パラメータ等の監視」 

「重大事故等に対処するため

の対策の検討に必要な資料の

整備」 

 

所内通信連絡設備（警報装置を含む。）※２ 

電力保安通信用電話設備※２ 

衛星電話設備（社内向）※２ 

テレビ会議システム（社内向）※２ 

専用電話設備※２ 

局線加入電話設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

対策の検討に必要な資料※３ 
資
機
材 

－ 

必
要
な
数
の
要
員
の
収
容 

放射線管理用資機材※３ 

飲料水，食料等※３ 

資
機
材 

原子力災害対策手順書 

「放射線管理用資機材の維持

管理等」 

「緊急時対策所チェンジング

エリアの設営及び運用」 

「緊急時対策所空気浄化装置

の待機側への切替」 

 

緊急時対策所運用手順書 

緊急時対策所全交流動力電源 代
替
交
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電 

緊急時対策所用発電機 

可搬ケーブル 

緊急時対策所 発電機接続プラグ盤 

緊急時対策所 低圧母線盤 

緊急時対策所用燃料地下タンク 

タンクローリ 

ホース 

緊急時対策所用発電機～緊急時対策所 低圧母線

盤[電路] 
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「緊急時対策所用発電機準備」 

「緊急時対策所用発電機起動」 

「緊急時対策所用発電機の切

替」 

「緊急時対策所用発電機への

燃料給油」 

「緊急時対策所用発電機（予

備）の切替」 

※１：手順は「1.17 監視測定等に関する手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.19 通信連絡に関する手順等」にて整備する。 

※３：「対策の検討に必要な資料」，「放射線管理用資機材」及び「飲料水，食料等」については資機材であるため，重大事故等対処設備としない。 

65-16-1（系に含まれる） 

遮蔽（建物の壁等）については，運用による
厚さの変化や故障等により機能喪失するも
のではないことからＬＣＯ対象とはしない
（保安規定変更に係る基本方針 4.3-(1)） 

65-16-1 にて整理 

65-16-1（系に含まれる） 

65-16-1 にて整理 

65-16-1 にて整理 

65-15-1 にて整理 

65-17-1 にて整理 

65-17-1（系に含まれる） 

65-16-2 にて整理 

65-16-2（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第 1.19－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

（発電所内の通信連絡をする必要のある場所との通信連絡） 

 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 手順書 

－ 

－ 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡 

衛星電話設備（固定型）※1 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「発電所内外の通信連絡手順」 

無線通信設備（固定型）※1 

衛星電話設備（携帯型） 

無線通信設備（携帯型） 

有線式通信設備 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）※1 

無線通信設備（屋外アンテナ） 
－ 

衛星電話設備（屋外アンテナ） 

無線通信装置 

有線（建物内）（有線式通信設備，無線通信設備（固

定型），衛星電話設備（固定型）に係るもの） 

有線（建物内）（安全パラメータ表示システム（Ｓ

ＰＤＳ）に係るもの） 

所内通信連絡設備 

（警報装置を含む。） 

自
主
対
策
設
備 

原子力災害対策手順書 

「発電所内外の通信連絡手順」 

電力保安通信用電話設備 

全交流動力電源 

代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
の
確
保 

常設代替交流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

緊急時対策所用発電機※３ 

緊急時対策所用燃料地下タンク※３ 

タンクローリ※３ 

ホース※３ 

緊急時対策所 低圧母線盤※３ 

緊急時対策所 発電機接続プラグ盤※３ 

可搬ケーブル※３ 

※１：代替電源設備から給電する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.18 緊急時対策所の居住性等に関する手順等」にて整備する。

65-17-1 にて整理 

65-17-1（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-16-2 にて整理 

65-16-2 にて整理 

65-16-2（系に含まれる） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

 

 

第1.19－2表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

（発電所外（社内外）の通信連絡をする必要のある場所との通信連絡） 

 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 手順書 

－ 

－ 

発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡 

衛星電話設備（固定型）※1 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「発電所内外の通信連絡手順」 

衛星電話設備（携帯型） 

統合原子力防災ネットワークに接続する通信連絡

設備※１ 

データ伝送設備※１ 

衛星電話設備（屋外アンテナ） 
－ 

衛星通信装置 

有線（建物内）（衛星電話設備（固定型）に係るも

の） 

有線（建物内）（統合原子力防災ネットワークに接

続する通信連絡設備，データ伝送設備に係るものに

係るもの） 

電力保安通信用電話設備 

自
主
対
策
設
備 

原子力災害対策手順書 

「発電所内外の通信連絡手順」 

局線加入電話設備 

衛星電話設備（社内向） 

テレビ会議システム（社内向） 

専用電話設備 

全交流動力電源 

代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
の
確
保 

常設代替交流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

緊急時対策所用発電機※３ 

緊急時対策所用燃料地下タンク※３ 

タンクローリ※３ 

ホース※３ 

緊急時対策所 低圧母線盤※３ 

緊急時対策所 発電機接続プラグ盤※３ 

可搬ケーブル※３ 

※１：代替電源設備から給電する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.18 緊急時対策所の居住性等に関する手順等」にて整備する。 

65-17-1 にて整理 

65-17-1（系に含まれる） 

65-12-1 にて整理 

65-12-2 にて整理 

65-12-5 にて整理 

65-16-2 にて整理 

65-16-2（系に含まれる） 

65-16-2 にて整理 
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資料１．（４） 表６５－１～表６５－１９ ＳＡ設備の設備分類 

        （設置変更許可申請書 添付八）
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（
１
／

46
）

 

 

第
43

条
 
重
大
事
故
等
対
処
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
確
保
 

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

 

（
資
料
の
説
明
）
 

本
資
料
は
，
設
置
変
更
許
可
申
請
書
 
添
付
八
の
リ
ス
ト
に
，
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
識
別
し
た
も
の
を
示
す
。
 

 色
分
け
に
つ
い
て
，
資
料
１
．（

２
）「

重
大
事
故
等
対
処
設
備
代
替
設
備
整
理
表

（
保
安
規
定
第

65
条
各
表
）
で
整
理
し
た
保
安
規
定
記
載
箇
所
の
分
類
を
示
す
。 

 赤
枠
：
第

65
条
の
各
表
に
て
Ｌ
Ｃ
Ｏ
設
定
す
る
設
備
 

青
枠
：
Ｄ
Ｂ
条
文
に
て
Ｌ
Ｃ
Ｏ
設
定
す
る
設
備
 

 
 
 
第

65
条
の
他
表
に
て
Ｌ
Ｃ
Ｏ
設
定
す
る
設
備
 

黒
枠
：
系
に
含
ま
れ
る
設
備
ま
た
は
構
造
物
に
つ
き
Ｌ
Ｃ
Ｏ
設
定
し
な
い
設
備

 

 
6
5
-1
8-
1
に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（
２
／

46
）

 
 

第
44

条
 
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
に
 

よ
る
制
御
棒
緊
急
挿
入
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
 

（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）

※
１
 

原
子
炉
保
護
系
 

S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

制
御
棒
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

制
御
棒
駆
動
機
構
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

原
子
炉
再
循
環
 

ポ
ン
プ
停
止
に
よ
る
 

原
子
炉
出
力
抑
制
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ

 緩
和
設
備
 

（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
 

※
１
 

原
子
炉
保
護
系
，
 

制
御
棒
，
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
 

S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

ほ
う
酸
水
注
入
 

ほ
う
酸
水
注
入
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
保
護
系
，
 

制
御
棒
，
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
 

－
 

S  －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

ほ
う
酸
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

出
力
急
上
昇
 

の
防
止
 

自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
 

46
条
に
記
載
 

代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
 

※
１
：
手
動
・
自
動
両
方
を
含
む
 

 
 

 
6
5
-1
-1

に
て
整
理
 

 

第
2
2
条
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
-2

に
て
整
理
 

 

第
2
4
条
に
て
整
理
 

 

6
5
-3
-1

に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（
３
／

46
）

 

 

第
45

条
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
 

に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

－
 

S  

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 

56
条
に
記
載
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
 

よ
る
原
子
炉
の
冷
却
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
 

（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）

  

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

S 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
［
水
源
］

 
5
6 
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
 

よ
る
原
子
炉
の
冷
却
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
・
ポ
ン
プ
 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
）
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

S 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
［
水
源
］

 
56

条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
 

よ
る
進
展
抑
制
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

44
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

 

 
 

 
6
5
-2
-1

に
て
整
理
（
現
場
手
動
起
動
に
つ
い
て
は
，

65
-2
-2

で
整
理
）
 

 
第

4
6
条
に
て
整
理
 

 
第

4
1
条
に
て
整
理
（
現
場
手
動
起
動
に
つ
い
て
は
，

65
-2
-2

で
整
理
）
 

 
第

4
6
条
に
て
整
理
 

 
第

3
9
条
に
て
整
理
 

 
第

4
6
条
に
て
整
理
 

 
6
5
-2
-3

に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（
４
／

46
）

 

 

第
4
6
条

 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

逃
が
し
安
全
弁
 

逃
が
し
安
全
弁
 

（
逃
が
し
安
全
弁
）
 

－
 

（
S）

 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

逃
が
し
安
全
弁
逃
が
し
弁
機
能
用
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
 

（
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
）
 

－
 

（
S）

 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

原
子
炉
減
圧
の
 

自
動
化

※
１
 

代
替
自
動
減
圧
ロ
ジ
ッ
ク
 

（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
 

自
動
減
圧
系
 

S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

代
替
自
動
減
圧
 

起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

可
搬
型
直
流
電
源
に
よ
る
 

減
圧
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

57
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

S
RV

用
電
源
切
替
盤
 

A
-1
1
5V

系
蓄
電
池
，
 

B
-1
1
5V

系
蓄
電
池
，
 

B
1-
1
15
V
系
蓄
電
池
（

SA
）

 

S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
 

蓄
電
池
に
よ
る
減
圧
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
 

蓄
電
池
（
補
助
盤
室
）
 

A
-1
1
5V

系
蓄
電
池
，
 

B
-1
1
5V

系
蓄
電
池
，
 

B
1-
1
15
V
系
蓄
電
池
（

SA
）

 

S 
可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
 

供
給
系
 

逃
が
し
安
全
弁
用
 

窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
 

（
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
）
 

（
S）

 
可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

※
１
：
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）
の
み
 

 

 
6
5
-3
-2

に
て
整
理
 

 
6
5
-1
2-
4
に
て
整
理
 

 
6
5
-3
-2
（
系
に
含
ま
れ
る
）
 

 

6
5
-3
-1

に
て
整
理
 

 

6
5
-3
-3

に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（
５
／

46
）

 

 

第
4
6
条

 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス

テ
ム

LO
CA
 隔

離
弁
 

残
留
熱
除
去
系
注
水
弁
（

MV
22
2
-5
A
,5
B
,5
C）

 
（
残
留
熱
除
去
系
注
水
弁
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
１
 

S
A-
2 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
注
水
弁
（

MV
22
3
-2
）

 
（
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
注
水
弁
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
１
 

S
A-
2 

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階

ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
 

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
 

ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

※
１
：
減
圧
を
行
う
設
備
で
は
な
い
が
，
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

LO
CA

発
生
時
に
現
場
で
の
手
動
操
作
に
よ
り
隔
離
し
，
漏
え
い
抑
制
の
た
め
の
減
 

圧
を
不
要
と
す
る
た
め
の
設
備

 
 

 

第
3
9
条
に
て
整
理
 

 
第

4
9
条
に
て
整
理
（
開
放
機
能
を
い
う
。
閉
止
装
置
に
つ
い
て
は
，
 

「
65
-1
4-
2 

原
子
炉
建
物
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
」
で
整
理
）
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（
６
／

46
）

 

 

第
47

条
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
 

（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
 

の
冷
却
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

―
 

S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

 常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
 

[水
源

] 

56
条
に
記
載
 

※
水
源
と
し
て
は
海
も
使
用
可
能
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
 

（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
 

の
冷
却
 

大
量
送
水
車
 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

―
 

S －
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

に
よ
る
低
圧
注
水
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
・
ポ
ン
プ
 

（
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
）
 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
 

S 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
［
水
源
］

 
56

条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

残
留
熱
除
去
系
 

（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
 

に
よ
る
低
圧
注
水
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

（
残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
）
 

S 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
［
水
源
］

 
56

条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

残
留
熱
除
去
系
 

（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
 

モ
ー
ド
）
に
よ
る
 

原
子
炉
停
止
時
冷
却
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

(
S)
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

（
原
子
炉
補
機
海
水
系
を
 

含
む
。）

 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

48
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

原
子
炉
補
機
海
水
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
 

  
 

 
6
5
-4
-1

に
て
整
理
 

 
6
5
-1
1-
1
に
て
整
理
 

 
第

3
9
条
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
9-
1
に
て
整
理
 

 
第

3
9
条
に
て
整
理
 

 
第

4
6
条
に
て
整
理
 

 
第

4
6
条
に
て
整
理
 

 
第

3
4，

3
5，

3
6
条
に
て
整
理
 

 
第

3
4，

3
5，

3
6
条
（
系
に
含
ま
れ
る
）

 

 
第

5
2
条
に
て
整
理
 

 
第

5
2
条
（
系
に
含
ま
れ
る
）
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（
７
／

46
）

 

 

第
47

条
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

非
常
用
取
水
設
備
 

取
水
口
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

取
水
管
 

取
水
槽
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
 

（
常
設
）
に
よ
る
残
存
 

溶
融
炉
心
の
冷
却
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
 

（
常
設
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
 

（
可
搬
型
）
に
よ
る
残
存
 

溶
融
炉
心
の
冷
却
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
 

（
可
搬
型
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

 

 
 

 

第
5
2
条
（
系
に
含
ま
れ
る
）
 

 
6
5
-4
-1

に
て
整
理
 

 
6
5
-1
9-
1
に
て
整
理
 

6
5
-4
-2
（
系
に
含
ま
れ
る
）
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（
８
／

46
）

 

 

第
48

条
 
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
 

に
よ
る
除
熱
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備

※
１
※
２
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

（
原
子
炉
補
機
海
水
系
を
含
む
。
）
 

S 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

※
１
※
２
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

取
水
口
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

取
水
管
 

取
水
槽
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン

ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納

容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
 

50
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
）
で
あ
る
計
装
設
備
を
除
く
）
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
設
計
基
準
対
象
施
設
は
，
残
留
熱
除
去
系
 

（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
）
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
系
（
原
子
炉
補
機
海
水
系
を
含
む
。
）
で
あ
り
，
 

耐
震
重
要
度
分
類
は
い
ず
れ
も
Ｓ
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
銀
ゼ
オ
ラ
イ
ト
容
器
 

圧
力
開
放
板
 

遠
隔
手
動
弁
操
作
機
構
 

原
子
炉
 

停
止
時
冷
却
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

47
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
）
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
・
プ
ー
ル
水
の
冷
却
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

49
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

※
１
：
50

条
（
残
留
熱
代
替
除
去
系
）
と
兼
用
 

※
２
：
54

条
（
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
）
と
兼
用
 

 
 

 

6
5
-5
-3

に
て
整
理
 

 

6
5
-5
-3
（
系
に
含
ま
れ
る
）
 

 

6
5
-5
-1

に
て
整
理
 

 
6
5
-5
-1
（
系
に
含
ま
れ
る
）
 

 
第

3
4，

3
5，

3
6
条
に
て
整
理
 

 
第

3
9
条
に
て
整
理
 

 
第

3
4，

3
5，

3
6
条
（
系
に
含
ま
れ
る
）

 

 
第

3
9
条
（
系
に
含
ま
れ
る
）
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（
９
／

46
）

 

 

第
48

条
 
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

（
原
子
炉
補
機
海
水
系
を
 

含
む
。）

 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

（
原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

（
原
子
炉
補
機
海
水
系
を
含
む
。
））

 
(
S)
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

原
子
炉
補
機
海
水
ポ
ン
プ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
 

補
機
冷
却
系
 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
 

補
機
海
水
系
を
含
む
。）

 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
 

補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

（
原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
を
含

む
。）
）
 

(
S)
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
 

補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
 

補
機
海
水
ポ
ン
プ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

非
常
用
取
水
設
備
 

取
水
口
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

取
水
管
 

取
水
槽
 

 

 
 

 

第
5
2
条
に
て
整
理
 

 
第

5
2
条
（
系
に
含
ま
れ
る
）
 

 
第

5
3
条
に
て
整
理
 

 
第

5
3
条
（
系
に
含
ま
れ
る
）
 

 
第

5
3
条
に
て
整
理
 

 

第
5
2
条
，
第

53
条
に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

10
／

46
）

 

 

第
49

条
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
 

（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
 

納
容
器
内
の
冷
却
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
 

残
留
熱
除
去
系
 

（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
）
 

－
 

S  －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
 

[水
源

] 

56
条
に
記
載
 

※
水
源
と
し
て
は
海
も
使
用
可
能
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
 

（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
 

格
納
容
器
内
の
冷
却
 

大
量
送
水
車
 

残
留
熱
除
去
系
 

（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
）
 

－
 

S  －
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

残
留
熱
除
去
系
 

（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内

の
冷
却
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

（
残
留
熱
除
去
系
 

（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
）
）
 

(
S)
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

[水
源

] 
56

条
に
記
載
 

残
留
熱
除
去
系
 

（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー

ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

（
残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

 

プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）
）
 

(
S)
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
［
水
源
］

 
56

条
に
記
載
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

（
原
子
炉
補
機
海
水
系
を
 

含
む
。）

 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

48
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

熱
交
換
器
 

原
子
炉
補
機
海
水
ポ
ン
プ
 

 
 

 
6
5
-6
-1

に
て
整
理
 

 
6
5
-1
1-
1
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
9-
1
に
て
整
理
 

 
第

3
9
条
に
て
整
理
 

 
第

3
9
条
（
系
に
含
ま
れ
る
）

 

 
第

4
6
条
に
て
整
理
 

 
第

3
9
条
に
て
整
理
 

 
第

3
9
条
（
系
に
含
ま
れ
る
）
 

 
第

4
6
条
に
て
整
理
 

 

第
5
2
条
に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

11
／

46
）

 

 

第
49

条
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

非
常
用
取
水
設
備
 

取
水
口
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

取
水
管
 

取
水
槽
 

 

 
 

 

第
5
2
条
（
系
に
含
ま
れ
る
）
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

12
／

46
）

 

 

第
5
0
条

 
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト

系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器

内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
銀
ゼ
オ
ラ
イ
ト
容
器
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

圧
力
開
放
板
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

遠
隔
手
動
弁
操
作
機
構
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧

及
び
除
熱
 

残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
 

－
 

 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備

※
１
※
２
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

※
１
※
２
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
［
水
源
］

 
56

条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

取
水
口
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

取
水
管
 

取
水
槽
 

※
１
：
48

条
（
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
）
と
兼
用
 

※
２
：
54

条
（
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
）
と
兼
用
 

 
 

 

6
5
-5
-1

に
て
整
理
 

 
6
5
-5
-1
（
系
に
含
ま
れ
る
）
 

 
6
5
-5
-4

に
て
整
理
 

 
6
5
-5
-4
（
系
に
含
ま
れ
る
）
 

 

6
5
-5
-3

に
て
整
理
 

 
第

4
6
条
に
て
整
理
 

 

6
5
-5
-3
（
系
に
含
ま
れ
る
）
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

13
／

46
）

 

 

第
51

条
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
 

（
常
設
）
に
よ
る
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
 

の
注
水
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
 

[水
源

] 

56
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

※
水
源
と
し
て
は
海
も
使
用
可
能
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系

（
可
搬
型
）
に
よ
る
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
 

の
注
水
 

大
量
送
水
車
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
 

（
可
搬
型
）
に
よ
る
 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
 

下
部
へ
の
注
水
 

大
量
送
水
車
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

溶
融
炉
心
の
落
下
遅
延
 

及
び
防
止
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
 

45
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

44
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
 

（
常
設
）
 

47
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
 

（
可
搬
型
）
 

 

 
 

 
6
5
-7
-1

に
て
整
理
 

 
6
5
-7
-1
（
系
に
含
ま
れ
る
）
 

 
6
5
-1
1-
1
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
9-
1
に
て
整
理
 

 
6
5
-7
-3
（
系
に
含
ま
れ
る
）
 

 
6
5
-1
9-
1
に
て
整
理
 

 
6
5
-7
-2
（
系
に
含
ま
れ
る
）
 

 
6
5
-2
-1

に
て
整
理
 

 
6
5
-2
-3

に
て
整
理
 

 
6
5
-4
-1

に
て
整
理
 

 
6
5
-1
9-
1
に
て
整
理
 

6
5
-4
-2
（
系
に
含
ま
れ
る
）
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

14
／

46
）

 

 

第
52

条
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
不
活
 

性
化
に
よ
る
原
子
炉
格
納
 

容
器
水
素
爆
発
防
止
 

（
窒
素
ガ
ス
制
御
系
）
 

－
 

－
 

常
設
 

（
設
計
基
準
対
象
施
設
）
 

－
 

窒
素
ガ
ス
代
替
注
入
系
に
 

よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
 

の
不
活
性
化
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン

ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納

容
器
内
の
水
素
ガ
ス
及
び

酸
素
ガ
ス
の
排
出
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
 

50
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

（
な
お
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
で
あ
る
が
，
代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
設
計
基
準
対
象
施
設
と
し
て
，
 

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
が
あ
る
（
耐
震
重
要
度
分
類
は

S）
）
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
銀
ゼ
オ
ラ
イ
ト
容
器
 

圧
力
開
放
板
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
水
素
濃
度

※
１
 

58
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）

※
１
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
 

の
監
視
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
 

S 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｂ
系
）

※
１
 

（
格
納
容
器
水
素
濃
度
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
 

S 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｂ
系
）

※
１
 

（
格
納
容
器
酸
素
濃
度
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
1：

計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

 
 

 
6
5
-5
-2

に
て
整
理
 

 

6
5
-5
-1

に
て
整
理
 

 
6
5
-1
3-
1
に
て
整
理
 

 
6
5
-5
-2

に
て
整
理
 

 

6
5
-1
3-
1
に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

15
／

46
）

 

 

第
53

条
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
 

に
よ
る
水
素
濃
度
抑
制
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度

※
１
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度

※
１
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
建
物
内
の
水
素
濃
度

監
視
 

原
子
炉
建
物
水
素
濃
度

※
１
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
    

 

 
6
5
-8
-1

に
て
整
理
 

 
6
5
-8
-2

に
て
整
理
 

 
6
5
-1
3-
1
に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

16
／

46
）

 

 

第
54

条
 
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル

注
水
及
び
ス
プ
レ
イ
 

大
量
送
水
車
 

残
留
熱
除
去
系
（
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
及
び
補

給
）
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
 

－
 

S B －
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ

ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル

注
水
及
び
ス
プ
レ
イ
 

大
量
送
水
車
 

残
留
熱
除
去
系
（
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
及
び
補

給
）
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
 

－
 

S B －
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
 

拡
散
抑
制
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
 

55
条
に
記
載
 

放
水
砲
 

燃
料
プ
ー
ル
の
監
視
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
 

燃
料
プ
ー
ル
温
度
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
ポ
ン
プ
入
口
温
度
 

燃
料
取
替
階
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
 

燃
料
取
替
階
放
射
線
モ
ニ
タ
 

C C C C C S 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
 

モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
 

（
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
用
冷
却
設
備
を
含

む
。
）
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
  

 
 

 
6
5
-9
-1

に
て
整
理
 

 
6
5
-9
-1

に
て
整
理
 

 
6
5
-1
9-
1
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
9-
1
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
0-
1
に
て
整
理
 

 

6
5
-9
-3

に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

17
／

46
）

 

 

第
54

条
 
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
に
よ
る
 

燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
ポ
ン
プ
 

残
留
熱
除
去
系
 

（
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
及
び
補
給
）
 

（
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
）
 

  

※
水
源
は
海
を
使
用
 

S  

（
B）

 

   

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備

※
１
※
２
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

※
１
※
２
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
に
よ
る
 

燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱
 

取
水
口
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

取
水
管
 

取
水
槽
 

※
１
：
48

条
（
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
）
と
兼
用
 

※
２
：
50

条
（
残
留
熱
代
替
除
去
系
）
と
兼
用
 

 
 

 

 
6
5
-9
-2

に
て
整
理
 

 
6
5
-5
-3

に
て
整
理
 

 

6
5
-5
-3
（
系
に
含
ま
れ
る
）
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

18
／

46
）

 

 

第
55

条
 
工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
 

拡
散
抑
制
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

放
水
砲
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
 

拡
散
抑
制
 

放
射
性
物
質
吸
着
材
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

小
型
船
舶
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
 

泡
消
火
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

放
水
砲
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

泡
消
火
薬
剤
容
器
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

 
 

 
6
5
-1
0-
1
に
て
整
理
 

 

6
5
-1
0-
1
に
て
整
理
 

 

6
5
-1
0-
2
に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

19
／

46
）

 

 

第
56

条
 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
 

水
源
 

※
水
源
と
し
て
は
海
も
 

使
用
可
能
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
 

（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

―
 

（
S）

 

B －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

構
内
監
視
カ
メ
ラ
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物

屋
上
）
 

構
内
監
視
カ
メ
ラ

※
１
 

（
構
内
監
視
カ
メ
ラ
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

建
物
屋
上
）
）
 

C 

(
C(
S
s)
) 

 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
 

水
源
 

ほ
う
酸
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

44
条
に
記
載
 

水
の
供
給
 

大
量
送
水
車
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

大
量
送
水
車
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

取
水
口
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

取
水
管
 

取
水
槽
 

※
１
：
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
所
Ｃ
棟
屋
上
に
設
置
す
る
構
内
監
視
カ
メ
ラ
 

 
 

 
6
5
-1
1-
1
に
て
整
理
 

 
第

4
6
条
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
1-
4
に
て
整
理
 

 
6
5
-2
-3

に
て
整
理
（
未
臨
界
機
能
に
つ
い
て
は
，
第

2
4
条
に
て
整
理
）
 

 
6
5
-1
9-
1
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
1-
3
に
て
整
理
 

 

6
5
-1
1-
3（

系
に
含
ま
れ
る
）
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

20
／

46
）

 

 

第
57

条
 
電
源
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

に
よ
る
給
電
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

－
 

S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
 

サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
 

燃
料
移
送
ポ
ン
プ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

に
よ
る
給
電
 

高
圧
発
電
機
車
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

－
 

S －
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

   
 

 
6
5
-1
2-
1
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
2-
6
に
て
整
理
 

 

6
5
-1
2-
1
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
2-
2
に
て
整
理
 

 

6
5
-1
2-
6
に
て
整
理
 

243



 

第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

21
／

46
）

 

 

第
57

条
 
電
源
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
 

設
備
に
よ
る
給
電
 

Ｂ
－

11
5V

系
蓄
電
池
 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
 

（
A
系
及
び

HP
CS

系
）

 

 －
 

S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｂ
１
－

11
5V

系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
30
V
系
蓄
電
池
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
蓄
電
池
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｂ
－

11
5V

系
充
電
器
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｂ
１
－

11
5V

系
充
電
器
（
Ｓ
Ａ
）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
30
V
系
充
電
器
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

に
よ
る
給
電
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
蓄
電
池
 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
（

A
系
及
び

HP
CS

系
）

 

－
 

S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

 
 

 

6
5
-1
2-
3
に
て
整
理
 

 

6
5
-1
2-
3
に
て
整
理
 

244



 

第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

22
／

46
）

 

 

第
57

条
 
電
源
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

に
よ
る
給
電
 

高
圧
発
電
機
車
 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
（

A
系
及
び

HP
CS

系
）

 

－
 

S －
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｂ
１
－

11
5V

系
充
電
器
（
Ｓ
Ａ
）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
30
V
系
充
電
器
（
常
用
）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

 常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

 常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

 常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

 可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

 
 

 
6
5
-1
2-
2
に
て
整
理
 

 

6
5
-1
2-
3
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
2-
4
に
て
整
理
 

 

6
5
-1
2-
6
に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

23
／

46
）

 

 

第
57

条
 
電
源
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

に
よ
る
給
電
 

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
 

非
常
用
所
内
電
気
設
備
 

―
 

S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｓ
Ａ
１
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｓ
Ａ
２
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

充
電
器
電
源
切
替
盤
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

重
大
事
故
操
作
盤
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
高
圧
母
線
Ｃ
系
 

非
常
用
高
圧
母
線

HP
CS

系
 

―
 

S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
高
圧
母
線
Ｄ
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

 
 

 

6
5
-1
2-
5
に
て
整
理
 

 

6
5
-1
2-
5（

系
に
含
ま
れ
る
）
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

24
／

46
）

 

 

第
57

条
 
電
源
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
 

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

燃
料
移
送
ポ
ン
プ
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

燃
料
移
送
ポ
ン
プ
 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

燃
料
移
送
ポ
ン
プ
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
 

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
）
 

－
 

（
S）

 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
）
 

－
 

（
S）

 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
デ
イ
タ
ン
ク
 

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

燃
料
デ
イ
タ
ン
ク
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

燃
料
デ
イ
タ
ン
ク
 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

燃
料
デ
イ
タ
ン
ク
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

 
 

 

第
5
8
条
，
第

59
条
に
て
整
理
 

 

第
6
0
条
に
て
整
理
 

 

第
5
8
条
，
第

59
条
に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

25
／

46
）

 

 

第
57

条
 
電
源
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
 

Ａ
－

11
5V

系
蓄
電
池
 

（
Ａ
－
11
5V

系
蓄
電
池
）
 

－
 

（
S）

 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｂ
－

11
5V

系
蓄
電
池
 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
（

A
系
及
び

HP
CS

系
）

 

－
 

S  －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｂ
１
－

11
5V

系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
30
V
系
蓄
電
池
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
（

A
系
及
び

HP
CS

系
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
蓄
電
池
 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
蓄
電
池
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

Ａ
－
原
子
炉
中
性
子
計
装
用
蓄
電
池
 

（
Ａ
－
原
子
炉
中
性
子
計
装
用
蓄
電
池
）

 
（

S）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

Ｂ
－
原
子
炉
中
性
子
計
装
用
蓄
電
池
 

（
Ｂ
－
原
子
炉
中
性
子
計
装
用
蓄
電
池
）

 
（

S）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

Ａ
－

11
5V

系
充
電
器
 

（
Ａ
－
11
5V

系
充
電
器
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｂ
－

11
5V

系
充
電
器
 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
（

A
系
及
び

HP
CS

系
）
 

－
 

S  －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｂ
１
－

11
5V

系
充
電
器
（
Ｓ
Ａ
）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
30
V
系
充
電
器
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
（

A
系
及
び

HP
CS

系
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
充
電
器
 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
充
電
器
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

 
 

 

第
6
1
条
，
第

62
条
に
て
整
理
 

    

第
6
1
条
，
第

62
条
に
て
整
理
 

第
6
1
条
，
第

62
条
に
て
整
理
 

第
6
1
条
に
て
整
理
 

第
6
1
条
に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

26
／

46
）

 

 

第
57

条
 
電
源
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
 

Ａ
－
原
子
炉
中
性
子
計
装
用
充
電
器
 

（
Ａ
－
原
子
炉
中
性
子
計
装
用
充
電
器
）

 
（

S）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

Ｂ
－
原
子
炉
中
性
子
計
装
用
充
電
器
 

（
Ｂ
－
原
子
炉
中
性
子
計
装
用
充
電
器
）

 
（

S）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

燃
料
補
給
設
備
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
 

－
 

S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
 

（
S）

 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
 

（
S）

 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

S －
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備

  

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

 
 

 

第
6
1
条
，
第

62
条
に
て
整
理
 

 

6
5
-1
2-
6
に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

27
／

46
）

 

 

第
58

条
 
計
装
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
２
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
１
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
 

の
温
度
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
 

－
 

S －
 

S S －
 

S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
 

の
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

S －
 

S S －
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

S S S －
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
２
：
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
載
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

28
／

46
）

 

 

第
58

条
 
計
装
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
２
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
１
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
 

の
水
位
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
 

原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

S －
 

－
 

－
 

－
 

－
 

S S S S S S －
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
 

原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

S S －
 

－
 

－
 

－
 

S S S S S S －
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
２
：
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
載
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

29
／

46
）

 

 

第
58

条
 
計
装
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
２
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
１
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
 

注
水
量
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

S S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

S S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

S S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
 

出
口
流
量
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

S S －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
 

出
口
流
量
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

S S －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

S S －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
２
：
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
載
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

30
／

46
）

 

 

第
58

条
 
計
装
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
２
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
１
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
圧
力
容
器
 

へ
の
注
水
量
 

 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

S S －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

S S －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
 

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
 

残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

S －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
２
：
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
載
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

31
／

46
）

 

 

第
58

条
 
計
装
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
２
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
１
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ペ
デ
ス
タ
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
２
：
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
載
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

32
／

46
）

 
 

第
58

条
 
計
装
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
２
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
１
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
 

水
素
濃
度
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
 

S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
 

放
射
線
量
率
 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
 

モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
 

モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
２
：
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
載
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

33
／

46
）

 
 

 
第

58
条

 
計
装
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
２
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
１
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

未
臨
界
の
維
持
又
は
監
視
 

中
性
子
源
領
域
計
装
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

中
間
領
域
計
装
 

平
均
出
力
領
域
計
装
 

S S S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

中
間
領
域
計
装
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

中
性
子
源
領
域
計
装
 

平
均
出
力
領
域
計
装
 

S S S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

平
均
出
力
領
域
計
装
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

中
性
子
源
領
域
計
装
 

中
間
領
域
計
装
 

S S S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
 

（
残
留
熱
代
替
除
去
系
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
 

残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

S S －
 

S －
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
 

ス
プ
レ
イ
流
量
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
 

残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

S －
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
 

（
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
 

ベ
ン
ト
系
）
 

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ス
ク
ラ
バ
容
器
圧
力
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ス
ク
ラ
バ
容
器
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
２
：
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
載
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第
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1
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1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

34
／

46
）

 

 

第
58

条
 
計
装
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
２
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
１
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
 

（
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
 

ベ
ン
ト
系
）
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
水
素
濃
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
予
備
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

S －
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
 

（
残
留
熱
除
去
系
）
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量
 

S S 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

S 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視
 

（
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
 

状
態
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

S S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
圧
力
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

S －
 

S S －
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

S S S －
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
２
：
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
載
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第
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1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

35
／

46
）

 

 

第
58

条
 
計
装
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
２
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
１
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視
 

（
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
 

状
態
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視
 

（
原
子
炉
建
物
内
の
状
態
）
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

S －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

S －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

水
源
の
確
保
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

 

－
 

S S －
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
 

（
Ｓ
Ａ
）
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

－
 

S S S S S S S S S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
２
：
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
載

 

 
 

 

6
5
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3-
1
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て
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

36
／

46
）

 

 

第
58

条
 
計
装
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
２
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
１
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
建
物
内
の
水
素
濃
度
 

原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
 

の
酸
素
濃
度
 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

S  S  －
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

S S  S  －
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
２
：
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
載
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

37
／

46
）

 

 

第
58

条
 
計
装
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
２
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
１
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

燃
料
プ
ー
ル
の
監
視
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
 

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

 －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
 

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

 －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
 

（
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
用
冷
却
設
備

 

を
含
む
。
）
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

－
 

 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
 

シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

温
度
，
圧
力
，
水
位
，
 

注
水
量
の
計
測
・
監
視
 

可
搬
型
計
測
器
 

各
計
器
 

S 
可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
２
：
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
載
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

38
／

46
）

 

 

第
58

条
 
計
装
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
１
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

そ
の
他

※
２
 

Ａ
Ｄ
Ｓ
用
Ｎ

２
ガ
ス
減
圧
弁
二
次
側
圧
力

 
Ａ
Ｄ
Ｓ
用
Ｎ

２
ガ
ス
供
給
圧
力
 

S 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

Ｎ
２
ガ
ス
ボ
ン
ベ
圧
力
 

（
Ｎ
２
ガ
ス
ボ
ン
ベ
圧
力
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

Ｒ
Ｃ
Ｗ
熱
交
換
器
出
口
温
度
 

（
Ｒ
Ｃ
Ｗ
熱
交
換
器
出
口
温
度
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

Ｒ
Ｃ
Ｗ
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位
 

（
Ｒ
Ｃ
Ｗ
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
母
線
電
圧
 

（
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
母
線
電
圧
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
母
線
電
圧
 

（
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
母
線
電
圧
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
－
メ
タ
ク
ラ
母
線
電
圧
 

（
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
－
メ
タ
ク
ラ
母
線
電
圧
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｃ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
母
線
電
圧
 

（
Ｃ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
母
線
電
圧
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｄ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
母
線
電
圧
 

（
Ｄ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
母
線
電
圧
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
電
圧
 

Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
母
線
電
圧
 

Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
母
線
電
圧
 

S S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
母
線
電
圧
 

Ｃ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
母
線
電
圧
 

Ｄ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
母
線
電
圧
 

S S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｂ
１
－

11
5V

系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）
電
圧
 

（
Ｂ
１
－
11
5V

系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）
電
圧
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ａ
－

11
5V

系
直
流
盤
母
線
電
圧
 

（
Ａ
－
11
5V

系
直
流
盤
母
線
電
圧
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
２
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
活
用
す
る
手
順
等
の
着
手
の
判
断
基
準
と
し
て
用
い
る
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

39
／

46
）

 

 

第
58

条
 
計
装
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
１
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

そ
の
他

※
２
 

Ｂ
－

11
5V

系
直
流
盤
母
線
電
圧
 

（
Ｂ
－
11
5V

系
直
流
盤
母
線
電
圧
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
30
V
系
直
流
盤
（
常
用
）
母
線
電
圧
 

（
23
0V

系
直
流
盤
（
常
用
）
母
線
電
圧
）

 
（

S）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
盤
蓄
電
池
電
圧

 

Ａ
－
11
5V

系
直
流
盤
母
線
電
圧
 

Ｂ
－
11
5V

系
直
流
盤
母
線
電
圧
 

Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
系
直
流
盤
母
線
電
圧
 

S S S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
２
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
活
用
す
る
手
順
等
の
着
手
の
判
断
基
準
と
し
て
用
い
る
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

40
／

46
）

 

 

第
59

条
 
運
転
員
が
原
子
炉
制
御
室
に
と
ど
ま
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

居
住
性
の
確
保
 

中
央
制
御
室
遮
蔽
 

（
中
央
制
御
室
遮
蔽
）
 

－
 

（
S）

 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
１
 

－
 

中
央
制
御
室
待
避
室
遮
蔽
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

再
循
環
用
フ
ァ
ン
 

（
中
央
制
御
室
換
気
系
）
 

－
 

（
S）

 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
１
 

－
 

チ
ャ
コ
ー
ル
・
フ
ィ
ル
タ
・
 

ブ
ー
ス
タ
・
フ
ァ
ン
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
１
 

－
 

非
常
用
チ
ャ
コ
ー
ル
・
 

フ
ィ
ル
タ
・
ユ
ニ
ッ
ト
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
１
 

－
 

中
央
制
御
室
待
避
室
正
圧
化
装
置
 

（
空
気
ボ
ン
ベ
）
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

無
線
通
信
設
備
（
固
定
型
）
 

62
条
に
記
載
 

衛
星
電
話
設
備
（
固
定
型
）
 

プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
監
視
装
置
 

（
中
央
制
御
室
待
避
室
）
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

(防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備

) 
－

 

中
央
制
御
室
差
圧
計

※
２
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
対
処
設
備
 

(防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備

) 
－

 

待
避
室
差
圧
計
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
対
処
設
備
 

(防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備

) 
－

 

酸
素
濃
度
計

※
２
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

(防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備

) 
－
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

※
２
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

(防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備

) 
－
 

※
１
：
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
・
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
等
を
操
作
す
る
人
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
担
保
す
る
常
設
設
備
で
あ
る
た
め
，
本
分

 

類
と
す
る
 

※
２
：
計
測
器
本
体
を
示
す
た
め
計
器
名
を
記
載
 

 
 

 
遮
蔽
（
建
物
の
壁
等
）
に
つ
い
て
は
，
運
用
に
よ
る
厚
さ
の
変
化

や
故
障
等
に
よ
り
機
能
喪
失
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら

L
CO

対
応
と
は
し
な
い
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

4
.3

-(
1)
）
 

 

6
5
-1
4-
1
に
て
整
理
 

 

6
5
-1
4-
1
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
7-
1
に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

41
／

46
）

 

 

第
59

条
 
運
転
員
が
原
子
炉
制
御
室
に
と
ど
ま
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

照
明
の
確
保
 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
（
三
脚
タ
イ
プ
）
 

非
常
用
照
明
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

(防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備

) 
－

 

被
ば
く
線
量
の
低
減
 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
排
気
フ
ァ
ン
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
 

ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１
：
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
・
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
等
を
操
作
す
る
人
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
担
保
す
る
常
設
設
備
で
あ
る
た
め
，
本
分

 

類
と
す
る
 

 
 

 
6
5
-1
4-
1
に
て
整
理
 

 
第

5
1
条
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
4-
2
に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

42
／

46
）

 

 

第
60

条
 
監
視
測
定
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

放
射
線
量
の
代
替
測
定
 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
 

C 
可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
 

代
替
測
定
 

可
搬
式
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ

※
１
 

放
射
能
観
測
車
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ベ
イ

 

・
メ
ー
タ

※
１
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

Ｇ
Ｍ
汚
染
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ

※
１
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

気
象
観
測
項
目
 

の
代
替
測
定
 

可
搬
式
気
象
観
測
装
置
 

気
象
観
測
設
備
 

C 
可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

放
射
線
量
の
測
定
 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ

※
１
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

小
型
船
舶
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

放
射
性
物
質
濃
度
（
空
気
中
 

，
水
中
，
土
壌
中
）
及
び
 

海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

可
搬
式
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ

※
１
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ベ
イ

 

・
メ
ー
タ

※
１
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

Ｇ
Ｍ
汚
染
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ

※
１
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

α
・
β
線
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ

※
１
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

小
型
船
舶
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
 

代
替
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

57
条
に
記
載
 

※
１
：
計
測
器
本
体
を
示
す
た
め
計
器
名
を
記
載
 

 
 

 

6
5
-1
5-
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に
て
整
理
 

 

6
5
-1
5-
1
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
2-
1
に
て
整
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6
5
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に
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6
5
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

43
／

46
）

 

 

第
61

条
 
緊
急
時
対
策
所

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

居
住
性
の
確
保
 

緊
急
時
対
策
所
遮
蔽
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
送
風
機
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
時
対
策
所
正
圧
化
装
置
 

（
空
気
ボ
ン
ベ
）
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

酸
素
濃
度
計

※
１
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

※
１
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

差
圧
計

※
１
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

(防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備

) 
－

 

可
搬
式
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
 

60
条
に
記
載
（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

必
要
な
情
報
の
把
握
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
 

62
条
に
記
載
 

通
信
連
絡
 

（
緊
急
時
対
策
所
）
 

無
線
通
信
設
備
（
固
定
型
）
 

62
条
に
記
載
 

無
線
通
信
設
備
（
携
帯
型
）
 

衛
星
電
話
設
備
（
固
定
型
）
 

衛
星
電
話
設
備
（
携
帯
型
）
 

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
 

通
信
連
絡
設
備
 

※
１
：
計
測
器
本
体
を
示
す
た
め
計
器
名
を
記
載
 

 

 
遮
蔽
（
建
物
の
壁
等
）
に
つ
い
て
は
，
運
用
に
よ
る
厚
さ
の
変
化

や
故
障
等
に
よ
り
機
能
喪
失
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら

L
CO

対
応
と
は
し
な
い
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

4
.3

-(
1)
）
 

 

6
5
-1
6-
1
に
て
整
理
 

 
6
5
-1
5-
1
に
て
整
理
 

 

6
5
-1
7-
1
に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

44
／

46
）

 

 

第
61

条
 
緊
急
時
対
策
所

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

電
源
の
確
保
 

緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

－
 

S －
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

可
搬
ケ
ー
ブ
ル
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
時
対
策
所

 
発
電
機
接
続
プ
ラ
グ
盤

 
非
常
用
所
内
電
気
設
備
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
時
対
策
所

 
低
圧
母
線
盤
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
時
対
策
所
用
燃
料
地
下
タ
ン
ク
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

 

 
 

 

6
5
-1
6-
2
に
て
整
理
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第
1.
1
.
7
－
1
表

 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

45
／

46
）

 

 

第
6
2
条

 
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

有
線
式
通
信
設
備
 

所
内
通
信
連
絡
設
備
（
警
報
装
置
を
含
む
。
）
 

電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
 

－
 

Ｃ
 

 －
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

無
線
通
信
設
備
（
固
定
型
）
 

所
内
通
信
連
絡
設
備
（
警
報
装
置
を
含
む
。
）
 

電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
 

－
 

Ｃ
 

 －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

無
線
通
信
設
備
（
携
帯
型
）
 

所
内
通
信
連
絡
設
備
（
警
報
装
置
を
含
む
。
）
 

電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
 

－
 

Ｃ
 

 －
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

衛
星
電
話
設
備
（
固
定
型
）
 

所
内
通
信
連
絡
設
備
（
警
報
装
置
を
含
む
。
）
 

電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
 

－
 

Ｃ
 

 －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

衛
星
電
話
設
備
（
携
帯
型
）
 

所
内
通
信
連
絡
設
備
（
警
報
装
置
を
含
む
。
）
 

電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
 

－
 

Ｃ
 

 －
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
 

シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

発
電
所
外
の
通
信
連
絡
 

衛
星
電
話
設
備
（
固
定
型
）
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

衛
星
電
話
設
備
（
携
帯
型
）
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
 

通
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資料１．（５） 運転上の制限に係る重大事故等対処設備の系統毎の括り方について 
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運転上の制限に係る重大事故等対処設備の系統毎の括り方について 

 

重大事故等対処設備（以下「ＳＡ設備」という。）に対する運転上の制限（以下「ＬＣＯ」

という。）を設定するに当たり，設置許可基準規則，技術基準規則および技術的能力の審査基

準の要求を踏まえた多様な目的に対して，同一系統を使用するものが少なくない。ＬＣＯ設定

に関しては，保安規定の運用面を考慮し，多様な目的に対して同一系統は一括りにして整理す

ることができることとする。以下にその配慮事項を取りまとめ，詳細な内容を整理する。 

 

１．配慮事項 

・技術基準規則，設置許可基準規則および技術的能力審査基準の要求を満足するようＬＣ

Ｏを設定する。 

・取りまとめの範囲を明確にし，要求事項を満足するＬＣＯ設定であること。 

例）技術基準規則（技術的能力審査基準）の第 60 条（1.2）「原子炉冷却材圧力バウン

ダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための設備」～71条（1.13）「重大事故等時

に必要となる水源及び水の供給設備」を対象とし，多様な目的に対して同一系統で

使用するものを，系統毎に一括りとする。 

※：その他の条文に係るＳＡ設備は，設備上の観点より多様な目的のために使用 

する場合が無いため，対象外とする。 

・重大事故等の処置に使用する配管等は，必ずどれかのＳＡ設備と紐付けし，必ずＬＣＯ

設定範囲に入るよう配慮する。 

 

２．別紙 

（１） 保安規定における重大事故等対処設備の運転上の制限および完了時間整理表 
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子
炉

水
位

低
(
L
2
)
の

信
号

に
よ

り
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

を
自

動
で

停
止

さ
せ

て
原

子
炉

出
力

を
抑

制
す

る
。

中
央

制
御

室
か

ら
の

手
動

操
作

も
可

能
。

―
―

Ａ
Ｔ

Ｗ
Ｓ

緩
和

設
備

（
代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

）
（

3
0
秒

以
内

）
―

×
○

○
－

－
－

－
－

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
代

替
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

機
能

ロ
ジ

ッ
ク

（
手

動
含

む
）

と
す

る
。

A
O
T
は

基
本

方
針

（
E
C
C
S
機

器
以

外
の

A
O
T

を
参

考
と

す
る

場
合

の
A
O
T
)
に

基
づ

き
設

定
。

第
2
4
条

A
T
W
S
緩

和
設

備
ほ

う
酸

水
注

入
系

ほ
う

酸
水

注
入

（
3
分

）
【

1
1
.
6
分

】
(
A
T
W
S
)

1
.
1

A
T
W
S
が

発
生

し
た

場
合

に
，

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
停

止
の

対
応

手
段

に
よ

り
原

子
炉

出
力

を
抑

制
し

た
後

，
中

央
制

御
室

か
ら

の
手

動
操

作
に

よ
り

S
L
C
を

起
動

す
る

。

D
B
条

文
で

整
理

D
B
条

文
で

整
理

D
B
条

文
で

整
理

D
B
条

文
で

整
理

○
○

○
－

－
－

－
○

S
L
C
は

1
.
1
,
1
.
2
,
1
.
8
で

関
係

す
る

D
B
兼

S
A

設
備

で
あ

る
が

，
1
.
1
の

要
求

に
つ

い
て

は
，

系
統

と
し

て
の

目
的

（
原

子
炉

停
止

機
能

）
お

よ
び

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
が

保
安

規
定

2
4
条

と
同

等
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
保

安
規

定
2
4
条

で
整

理
す

る
。

1
.
2
,
1
.
8
は

6
5
条

で
整

理
。

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

進
展

抑
制

（
1
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
2

H
P
C
S
喪

失
時

ま
た

は
S
B
O
時

に
お

い
て

，
H
P
A
C
お

よ
び

R
C
I
C
に

よ
り

原
子

炉
水

位
低

(
L
3
)
以

上
に

維
持

で
き

な
い

場
合

に
，

ほ
う

酸
水

注
入

を
実

施
す

る
。

―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

―
―

○
○

○
○

－
－

原
子

炉
圧

力
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
ほ

う
酸

水
注

入

（
1
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
8

損
傷

炉
心

へ
注

水
す

る
場

合
，

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

ほ
う

酸
水

の
注

入
を

並
行

し
て

実
施

す
る

。
―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

―
―

○
○

○
○

－
－

－

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

の
中

央
制

御
室

か
ら

の
操

作
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却

（
1
0
分

）
【

2
0
分

】
(
T
B
U
,
T
B
D
)

1
.
2

R
C
I
C
お

よ
び

H
P
C
S
故

障
時

に
，

中
央

制
御

室
か

ら
の

操
作

に
よ

り
，

注
水

を
実

施
す

る
。

―
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
含

む
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

中
央

制
御

室
起

動
）

（
速

や
か

）
―

×
○

○
○

－
－

原
子

炉
圧

力
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

（
1
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
8

S
B
O
時

，
R
C
I
C
お

よ
び

H
P
C
S
に

よ
る

注
水

が
で

き
な

い
場

合
は

，
溶

融
炉

心
の

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
落

下
を

遅
延

ま
た

は
防

止
す

る
た

め
，

H
P
A
C
の

電
源

を
確

保
し

，
注

水
す

る
。

―
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
含

む
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

中
央

制
御

室
起

動
）

（
速

や
か

）
―

×
○

○
○

－
－

原
子

炉
圧

力
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
現

場
起

動
）

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

の
現

場
操

作
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却

（
3
5
分

以
内

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
2

R
C
I
C
お

よ
び

H
P
C
S
喪

失
時

に
，

中
央

制
御

室
か

ら
の

操
作

に
よ

り
H
P
A
C
を

起
動

で
き

な
い

場
合

は
，

現
場

で
の

人
力

に
よ

る
弁

の
操

作
に

よ
り

起
動

す
る

。

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

現
場

起
動

）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

中
央

制
御

室
起

動
）

（
速

や
か

）

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

起
動

）
（

1
0
分

）

―
×

○
○

○
－

－
原

子
炉

圧
力

0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
－

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

現
場

起
動

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

（
1
時

間
以

内
）

【
解

析
対

象
外

】
1
.
2

S
B
O
お

よ
び

直
流

喪
失

に
加

え
，

H
P
A
C

が
起

動
で

き
な

い
場

合
に

は
，

現
場

で
の

人
力

に
よ

る
弁

の
開

操
作

に
よ

り
R
C
I
C
を

起
動

す
る

。

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
現

場
起

動
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

中
央

制
御

室
起

動
）

（
速

や
か

）

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

起
動

）
（

1
0
分

）

―
○

○
○

○
－

－
原

子
炉

圧
力

0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
×

第
4
1
条

高
圧

注
水

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

中
央

制
御

室
起

動
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
（

速
や

か
）

【
自

動
起

動
】

(
T
B
P
等

）
1
.
2

自
動

起
動

信
号

ま
た

は
中

央
制

御
室

か
ら

の
手

動
操

作
に

よ
り

R
C
I
C
を

起
動

す
る

。

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

－
－

原
子

炉
圧

力
0
.
7
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
○

設
計

拡
張

設
備

で
あ

り
，

S
A
設

備
と

し
て

の
機

能
追

加
は

特
に

な
い

こ
と

か
ら

保
安

規
定

第
4
1
条

（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

）
で

整
理

す
る

。

第
3
9
条

高
圧

注
水

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

（
速

や
か

）
【

自
動

起
動

】
(
T
C
,
I
S
L
O
C
A

等
）

1
.
2

自
動

起
動

信
号

ま
た

は
中

央
制

御
室

か
ら

の
手

動
操

作
に

よ
り

H
P
C
S
を

起
動

す
る

。

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

－
－

－
○

設
計

拡
張

設
備

で
あ

り
，

S
A
設

備
と

し
て

の
機

能
追

加
は

特
に

な
い

こ
と

か
ら

保
安

規
定

第
3
9
条

（
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

）
で

整
理

す
る

。

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

起
動

）

6
5
-
2
-
2

高
圧

注
水

高
圧

注
水

－

1
.
2
,
1
.
8
よ

り
L
C
O
設

定
す

る
。

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

を
要

求
し

，
現

場
で

の
手

動
起

動
の

要
求

は
別

に
L
C
O
設

定
す

る
。

な
お

，
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

中
央

制
御

室
起

動
）

に
つ

い
て

は
，

直
接

の
設

備
要

求
は

な
い

が
，

有
効

性
評

価
(
T
B
D
,
T
B
U
)
に

お
い

て
R
C
I
C
の

機
能

喪
失

を
想

定
し

た
場

合
に

，
当

該
設

備
が

要
求

さ
れ

る
こ

と
か

ら
，

R
C
I
C
を

B
設

備
と

し
て

設
定

し
な

い
こ

と
と

す
る

。

1
.
2
の

現
場

で
の

手
動

起
動

の
要

求
に

つ
い

て
，

H
P
A
C
ま

た
は

R
C
I
C
の

ど
ち

ら
か

が
現

場
手

動
起

動
可

能
で

あ
れ

ば
満

足
で

き
る

こ
と

か
ら

，
い

ず
れ

か
が

現
場

手
動

起
動

で
き

る
こ

と
を

，
L
C
O
と

し
て

設
定

す
る

。

現
場

手
動

起
動

で
き

る
こ

と
と

は
，

具
体

的
に

は
必

要
な

電
動

弁
の

手
動

操
作

用
レ

バ
ー

お
よ

び
ハ

ン
ド

ル
の

操
作

に
よ

り
現

場
起

動
で

き
る

こ
と

を
い

う
。

ポ
ン

プ
等

の
系

統
設

備
が

動
作

不
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

も
不

可
と

な
る

こ
と

か
ら

，
6
5
-
2
-

1
ま

た
は

保
安

規
定

第
3
9
条

の
L
C
O
逸

脱
と

し
て

対
応

す
る

。

【
γ

設
備

】
手

動
操

作
用

レ
バ

ー
お

よ
び

ハ
ン

ド
ル

を
規

定
す

る
た

め
，

電
源

の
確

認
は

不
要

と
す

る
。

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

３
日

，
２

Ｎ
…

１
０

日
）

（
二

重
下

線
は

機
能

喪
失

想
定

Ｄ
Ｂ

設
備

以
外

）

Ｃ
（

代
替

手
段

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
３

０
日

）

D
（

自
主

対
策

設
備

 
o
r
 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

１
０

日
，

２
Ｎ

…
３

０
日

）

D
B

兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

6
5
-
2
-
1

保
安

規
定
に
お
け
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備

の
運
転
上
の
制
限
お
よ
び
完
了
時
間
整
理
表

D
B

－ S
A

統 合

L
C
O
の

設
定

備
考

6
5
-
2
-
3

ほ
う

酸
水

注
入

系
×

1
.
2
,
1
.
8
の

要
求

を
考

慮
す

る
と

，
保

安
規

定
第

2
4
条

（
ほ

う
酸

水
注

入
系

）
の

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
（

運
転

，
起

動
）

よ
り

も
拡

張
さ

れ
る

こ
と

か
ら

，
保

安
規

定
第

6
5
条

で
は

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

に
お

い
て

L
C
O
を

設
定

す
る

。

【
γ

設
備

】
(
1
.
2
,
1
.
8
)

1
.
2
は

，
高

圧
系

の
要

求
を

考
慮

し
，

H
P
C
S

ま
た

は
R
C
I
C
を

設
定

す
る

。
1
.
8
は

，
炉

心
損

傷
後

に
使

用
す

る
こ

と
か

ら
，

炉
心

損
傷

に
至

ら
せ

な
い

こ
と

を
目

的
に

，
1
.
2
で

設
定

し
た

H
P
C
S
ま

た
は

R
C
I
C

を
1
.
8
も

同
様

に
設

定
し

，
D
B
の

注
水

機
能

を
確

保
す

る
。

当
該

系
統

を
復

旧
す

る
完

了
時

間
は

，
保

安
規

定
2
4
条

に
S
L
C
系

を
復

旧
さ

せ
る

措
置

の
完

了
時

間
が

8
時

間
で

定
め

ら
れ

て
い

る
た

め
，

同
様

に
「

8
時

間
」

と
す

る
。

S
L
C
タ

ン
ク

が
L
C
O
逸

脱
時

は
，

保
安

規
定

2
4
条

同
様

の
措

置
（

A
O
T
)
を

行
う

。

高
圧

注
水

【
γ

設
備

】
R
C
I
C
と

H
P
C
S
の

2
択

で
あ

る
が

，
H
P
A
C
と

R
C
I
C
は

共
通

要
因

で
故

障
す

る
可

能
性

が
あ

り
得

る
（

蒸
気

ラ
イ

ン
が

一
部

共
用

の
た

め
）

こ
と

か
ら

，
駆

動
源

の
異

な
る

H
P
C
S
を

優
先

と
す

る
。

【
Ｃ

設
備

】
R
C
I
C
は

D
B
拡

張
で

あ
る

が
，

D
B
拡

張
も

S
A

設
備

の
一

つ
と

し
て

，
C
設

定
が

可
能

と
整

理
。

【
D
B兼

用
凡

例
】

○
：

設
備

が
系

統
単

位
で

Ｄ
Ｂ

と
兼

用

×
：

上
記

以
外

【
D
B-
SA
統

合
凡

例
】

○
：

統
合

し
て

Ｄ
Ｂ

条
文

に
て

整
理

×
：

統
合

せ
ず

Ｓ
Ａ

条
文

と
Ｄ

Ｂ
条
文
の
両
方
で
整
理
。

－
：

対
象

外
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表
N
o
.

分
類

１
分

類
２

（
系

統
）

分
類

３
（

技
術

的
能

力
対

応
手

順
）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（
　

　
）

有
効

性
評

価
※

→
【

　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（
手

順
概

要
）

運 転
起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（
※

）

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

３
日

，
２

Ｎ
…

１
０

日
）

（
二

重
下

線
は

機
能

喪
失

想
定

Ｄ
Ｂ

設
備

以
外

）

Ｃ
（

代
替

手
段

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
３

０
日

）

D
（

自
主

対
策

設
備

 
o
r
 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

１
０

日
，

２
Ｎ

…
３

０
日

）

D
B

兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B

－ S
A

統 合

L
C
O
の

設
定

備
考

代
替

自
動

減
圧

機
能

減
圧

の
自

動
化

（
速

や
か

）
【

3
4
分

後
に

作
動

】
(
T
Q
U
X
）

1
.
3

A
D
S
の

故
障

に
よ

り
減

圧
が

で
き

な
い

場
合

は
，

代
替

A
D
S
に

よ
り

S
R
V
(
A
D
S
機

能
付

き
)
2
個

(
B
,
M
)
を

開
し

，
減

圧
す

る
。

―
―

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）
（

1
0
分

以
内

）
―

×
○

○
○

－
－

原
子

炉
圧

力
0
.
7
8
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

上
－

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
代

替
自

動
減

圧
機

能
ロ

ジ
ッ

ク
（

要
素

含
む

）
と

す
る

。
A
D
S
の

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
お

よ
び

逃
が

し
弁

は
3
9
条

に
て

整
理

す
る

。

A
O
T
は

基
本

方
針

（
E
C
C
S
機

器
以

外
の

A
O
T

を
参

考
と

す
る

場
合

の
A
O
T
)
の

A
R
I
を

参
考

に
設

定
。

自
動

減
圧

系
等

の
起

動
阻

止
ス

イ
ッ

チ

自
動

減
圧

系
等

の
起

動
阻

止
ス

イ
ッ

チ
に

よ
る

原
子

炉
出

力
急

上
昇

防
止

（
1
分

以
内

）
【

6
分

】
(
A
T
W
S
)

1
.
1

A
T
W
S
が

発
生

し
た

場
合

に
，

A
D
S
お

よ
び

代
替

A
D
S
起

動
阻

止
ス

イ
ッ

チ
に

よ
り

A
D
S
お

よ
び

代
替

A
D
S
に

よ
る

減
圧

を
阻

止
す

る
。

―
―

A
T
W
S
緩

和
設

備
（

代
替

制
御

棒
挿

入
機

能
）

（
3
0
秒

以
内

）
―

×
○

○
－

－
－

－
－

自
動

減
圧

系
等

の
起

動
阻

止
ス

イ
ッ

チ
は

，
代

替
自

動
減

圧
機

能
の

一
部

と
し

て
，

1
.
3
を

兼
ね

る
こ

と
か

ら
，

本
表

に
て

規
定

す
る

。

手
動

操
作

に
よ

る
減

圧
（

逃
が

し
安

全
弁

）
（

1
分

以
内

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
3

S
R
V
を

手
動

操
作

し
原

子
炉

の
減

圧
を

行
う

。
（

急
速

減
圧

時
に

最
大

6
個

）
―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

―
―

○
○

○
○

－
－

－

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
の

防
止

（
1
0
分

以
内

）
【

1
時

間
】

（
D
C
H
）

1
.
3

高
圧

溶
融

物
放

出
/
格

納
容

器
雰

囲
気

直
接

加
熱

に
よ

る
P
C
V
破

損
を

防
止

す
る

た
め

，
S
R
V
を

使
用

し
た

中
央

制
御

室
か

ら
の

手
動

操
作

に
よ

る
減

圧
を

行
う

。

―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

―
―

○
○

○
○

－
－

－

発
電

用
原

子
炉

の
減

圧
（

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ
ム

L
O
C
A
発

生
時

）

（
1
0
分

以
内

）
【

3
0
分

】
（

I
S
L
O
C
A
)

1
.
3

I
S
L
O
C
A
発

生
時

に
，

破
断

箇
所

の
特

定
ま

た
は

隔
離

が
で

き
ず

，
か

つ
復

水
器

が
使

用
不

可
能

な
場

合
は

S
R
V
に

よ
り

急
速

減
圧

を
実

施
す

る
こ

と
で

，
R
/
B

へ
の

原
子

炉
冷

却
材

漏
え

い
量

を
抑

制
す

る
。

―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

―
―

○
○

○
○

－
－

－

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
機

能
回

復
（

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

蓄
電

池
）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

蓄
電

池
（

補
助

盤
室

）
に

よ
る

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

給
電

ま
で

（
1
時

間
2
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
3

直
流

電
源

喪
失

時
に

お
い

て
，

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型
蓄

電
池

に
よ

り
逃

が
し

安
全

弁
（

自
動

減
圧

機
能

付
）

の
機

能
を

回
復

す
る

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

非
常

用
直

流
電

源
設

備
―

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ
ス

代
替

供
給

設
備

（
1
時

間
1
0
分

）
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

用
蓄

電
池

（
原

子
炉

建
物

）
（

1
時

間
3
0
分

）
代

替
品

（
可

搬
型

蓄
電

池
）

×
○

○
○

－
－

－
－

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

（
可

搬
型

直
流

電
源

設
備

）

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

給
電

ま
で

（
5
時

間
5
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
3

常
設

直
流

電
源

喪
失

時
に

お
い

て
，

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
に

よ
り

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
を

回
復

す
る

。

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

蓄
電

池
（

補
助

盤
室

）
に

よ
る

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

非
常

用
直

流
電

源
設

備
―

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ
ス

代
替

供
給

設
備

（
1
時

間
1
0
分

）
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

用
蓄

電
池

（
原

子
炉

建
物

）
（

1
時

間
3
0
分

）
代

替
品

（
高

圧
発

電
機

車
）

×
○

○
○

－
－

－
－

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ
ス

供
給

系
に

よ
る

窒
素

ガ
ス

確
保

駆
動

源
確

保
完

了
（

5
分

）
ガ

ス
ボ

ン
ベ

交
換

完
了

（
2
5

分
）

【
解

析
対

象
外

】

1
.
3

N
G
C
系

か
ら

H
P
I
N
系

（
ボ

ン
ベ

側
）

に
切

替
え

す
る

こ
と

で
駆

動
ガ

ス
を

確
保

す
る

。
窒

素
ガ

ス
圧

が
低

下
し

た
場

合
は

，
予

備
の

高
圧

窒
素

ガ
ス

ボ
ン

ベ
に

切
り

替
え

て
窒

素
ガ

ス
を

確
保

す
る

―
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

圧
力

―
逃

が
し

安
全

弁
窒

素
ガ

ス
代

替
供

給
設

備
（

1
時

間
1
0
分

）
代

替
品

（
窒

素
ガ

ス
ボ

ン
ベ

）
×

○
○

○
－

－
－

逃
が

し
安

全
弁

の
背

圧
対

策
圧

力
調

整
完

了
（

1
時

間
1
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
3

想
定

さ
れ

る
重

大
事

故
等

の
環

境
条

件
(
P
C
V
圧

力
2
P
d
)
に

お
い

て
も

確
実

に
S
R
V
を

作
動

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

窒
素

ガ
ス

の
供

給
圧

力
を

調
整

す
る

。

―
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

圧
力

―
逃

が
し

安
全

弁
窒

素
ガ

ス
代

替
供

給
設

備
（

1
時

間
1
0
分

）
代

替
品

（
窒

素
ガ

ス
ボ

ン
ベ

）
×

○
○

○
－

－
－

第
3
9
条

原
子

炉
の

減
圧

I
S
L
O
C
A
隔

離
弁

原
子

炉
冷

却
材

の
漏

え
い

箇
所

の
隔

離

遠
隔

隔
離

（
2
0
分

）
現

場
隔

離
（

1
0
時

間
）

【
1
0
時

間
】

 
(
I
S
L
O
C
A
)

1
.
3

I
S
L
O
C
A
発

生
時

に
，

破
断

箇
所

の
隔

離
を

行
う

。
D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

－
－

－
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
保

安
規

定
第

3
9

条
（

非
常

用
炉

心
冷

却
系

）
で

整
理

す
る

。

第
4
9
条

原
子

炉
の

減
圧

原
子

炉
建

物
燃

料
取

替
階

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
（

開
放

）

原
子

炉
建

物
原

子
炉

棟
の

圧
力

上
昇

抑
制

及
び

環
境

改
善

自
動

開
放

1
.
3

I
S
L
O
C
A
発

生
時

に
お

い
て

，
原

子
炉

建
物

原
子

炉
棟

内
内

の
圧

力
上

昇
抑

制
お

よ
び

環
境

改
善

の
た

め
原

子
炉

建
物

燃
料

取
替

階
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

を
開

放
す

る
。

D
B
条

文
で

整
理

D
B
条

文
で

整
理

D
B
条

文
で

整
理

D
B
条

文
で

整
理

○
○

○
○

－
－

－
○

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
（

開
放

）
は

，
原

子
炉

建
屋

（
D
B
)
の

機
能

で
あ

り
，

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
も

保
安

規
定

4
9
条

（
原

子
炉

棟
）

（
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

炉
心

変
更

等
）

に
包

絡
さ

れ
る

。

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
の

閉
止

機
能

は
別

途
6
5
条

で
規

定
す

る
。

原
子

炉
の

減
圧

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

窒
素

ガ
ス

供
給

設
備

)

6
5
-
3
-
3

6
5
-
3
-
2

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（

手
動

減
圧

）

原
子

炉
の

減
圧

6
5
-
3
-
1

原
子

炉
の

減
圧

S
R
V
の

機
能

回
復

の
要

求
に

つ
い

て
，

「
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

用
蓄

電
池

（
補

助
盤

室
）

」
ま

た
は

「
可

搬
型

直
流

電
源

設
備

」
の

ど
ち

ら
か

が
動

作
可

能
で

あ
れ

ば
満

足
で

き
る

こ
と

か
ら

，
ど

ち
ら

か
一

方
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

L
C
O
と

し
て

設
定

す
る

。

【
B
設

備
】

ど
ち

ら
の

系
統

も
同

じ
基

準
要

求
に

適
合

す
る

も
の

で
あ

り
，

ど
ち

ら
か

だ
け

で
も

当
該

基
準

要
求

を
維

持
で

き
る

こ
と

か
ら

，
互

い
に

B
設

備
と

す
る

。

【
D
設

備
】

（
自

主
対

策
設

備
）

S
R
V
の

駆
動

に
必

要
な

電
源

が
確

保
で

き
な

い
場

合
で

も
，

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ
ス

代
替

供
給

設
備

に
よ

り
S
R
V
を

強
制

的
に

開
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

，
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

用
蓄

電
池

（
原

子
炉

建
物

）
に

よ
り

S
R
V
を

開
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
は

，
既

存
の

保
安

規
定

第
3
0
条

（
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

）
お

よ
び

第
3
9
条

（
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

）
に

お
い

て
L
C
O
要

求
が

あ
る

が
，

逃
が

し
弁

機
能

，
安

全
弁

機
能

お
よ

び
自

動
減

圧
機

能
を

規
定

す
る

も
の

で
あ

り
，

手
動

減
圧

機
能

の
要

求
は

な
い

。
従

っ
て

，
S
A
要

求
と

し
て

手
動

減
圧

機
能

を
本

表
に

て
規

定
す

る
。

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

手
動

減
圧

を
行

う
場

合
，

急
速

減
圧

時
に

最
大

6
個

を
開

操
作

す
る

こ
と

か
ら

，
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

1
2
個

の
う

ち
，

6
個

を
所

要
数

と
す

る
。

動
作

可
能

な
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

６
個

未
満

と
な

っ
た

場
合

，
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
自

動
減

圧
機

能
付

き
）

が
少

な
く

と
も

1
個

以
上

，
動

作
不

能
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
，

条
件

Ａ
は

保
安

規
定

第
3
9
条

に
準

じ
て

設
定

す
る

。
（

第
3
0
条

で
は

1
0

日
間

以
内

に
復

旧
す

る
こ

と
の

み
を

要
求

し
て

お
り

，
要

求
さ

れ
る

措
置

の
内

容
は

第
3
9
条

に
包

絡
さ

れ
る

。
）

な
お

，
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
自

動
減

圧
機

能
付

き
）

が
2
個

以
上

動
作

不
能

の
場

合
に

は
，

保
安

規
定

第
3
9
条

に
準

じ
て

，
条

件
Ｂ

に
原

子
炉

を
停

止
す

る
措

置
を

規
定

す
る

。

自
動

減
圧

系
も

L
C
O
対

象
弁

の
た

め
，

γ
設

備
に

設
定

せ
ず

。
（

左
記

「
γ

設
備

」
欄

に
つ

い
て

は
，

3
9
条

の
考

え
を

も
と

に
記

載
し

て
い

る
。

）

－

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
逃

が
し

安
全

弁
用

窒
素

ガ
ス

ボ
ン

ベ
な

ら
び

に
流

路
と

す
る

。
ま

た
背

圧
対

策
と

し
て

，
窒

素
ガ

ス
の

供
給

圧
力

は
予

め
設

定
値

以
上

と
す

る
こ

と
を

要
求

す
る

。

【
γ

設
備

】
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

の
圧

力
が

健
全

で
あ

る
こ

と
を

担
保

す
る

た
め

，
窒

素
ガ

ス
供

給
圧

力
が

保
安

規
定

第
3
9
条

に
定

め
る

値
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

【
D
設

備
】

（
自

主
対

策
設

備
）

逃
が

し
安

全
弁

の
駆

動
に

必
要

な
窒

素
ガ

ス
が

確
保

で
き

な
い

場
合

で
も

，
逃

が
し

安
全

弁
窒

素
ガ

ス
代

替
供

給
設

備
に

よ
り

S
R
V
を

強
制

的
に

開
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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表
N
o
.

分
類

１
分

類
２

（
系

統
）

分
類

３
（

技
術

的
能

力
対

応
手

順
）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（
　

　
）

有
効

性
評

価
※

→
【

　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（
手

順
概

要
）

運 転
起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（
※

）

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

３
日

，
２

Ｎ
…

１
０

日
）

（
二

重
下

線
は

機
能

喪
失

想
定

Ｄ
Ｂ

設
備

以
外

）

Ｃ
（

代
替

手
段

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
３

０
日

）

D
（

自
主

対
策

設
備

 
o
r
 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

１
０

日
，

２
Ｎ

…
３

０
日

）

D
B

兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B

－ S
A

統 合

L
C
O
の

設
定

備
考

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
常

設
)
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
【

原
子

炉
運

転
中

】

R
H
R
(
A
)
系

注
水

（
2
0
分

）
【

3
0
分

】
(
T
Q
U
V
等

)
1
.
4

原
子

炉
運

転
中

に
R
H
R
（

低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

が
故

障
し

た
場

合
，

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
常

設
)
に

よ
り

，
原

子
炉

へ
注

水
す

る

―

低
圧

注
水

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

を
含

む
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
―

×
○

○
○

－
－

－

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
常

設
)
に

よ
る

残
存

溶
融

炉
心

の
冷

却

（
2
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
4

低
圧

代
替

注
水

系
(
常

設
)
に

よ
り

残
存

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

低
圧

注
水

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

を
含

む
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
―

×
○

○
○

○
※

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
 
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

ま
た

は
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
常

設
)
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
【

原
子

炉
停

止
中

】

（
2
0
分

）
【

2
時

間
】

（
停

止
時

S
B
O
)

1
.
4

原
子

炉
停

止
中

に
R
H
R
（

原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
）

が
故

障
し

た
場

合
，

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
常

設
)
に

よ
り

，
原

子
炉

へ
注

水
す

る

―
非

常
用

炉
心

冷
却

系
（

自
動

減
圧

系
を

除
く

）
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

―
×

－
－

－
○

※

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
 
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

ま
た

は
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
常

設
)
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

R
H
R
(
A
)
系

注
水

（
2
0
分

）
【

3
0
分

】
(
大

L
O
C
A
)

1
.
8

溶
融

炉
心

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

落
下

を
遅

延
ま

た
は

防
止

し
，

原
子

炉
圧

力
容

器
内

に
残

存
し

た
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

―

低
圧

注
水

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

を
含

む
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
―

×
○

○
○

－
－

－

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
【

原
子

炉
運

転
中

】

建
物

内
系

統
構

成
（

2
5
分

）
建

物
外

準
備

・
送

水
（

2
時

間
1
0

分
）

R
H
R
(
A
)
系

注
水

【
2
.
4
時

間
】

(
T
B
P
)

1
.
4

原
子

炉
運

転
中

に
R
H
R
（

低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

が
故

障
し

た
場

合
，

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
り

，
原

子
炉

へ
注

水
す

る

―

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）
低

圧
注

水
系

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

を
含

む
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
―

×
○

○
○

－
－

－

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

残
存

溶
融

炉
心

の
冷

却

建
物

内
系

統
構

成
（

2
5
分

）
建

物
外

準
備

・
送

水
（

2
時

間
1
0

分
）

【
解

析
対

象
外

】

1
.
4

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
り

，
残

存
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）
低

圧
注

水
系

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

を
含

む
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
―

×
○

○
○

○
※

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
 
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

ま
た

は
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
【

原
子

炉
停

止
中

】

建
物

内
系

統
構

成
（

2
5
分

）
建

物
外

準
備

・
送

水
（

2
時

間
1
0

分
）

【
解

析
対

象
外

】

1
.
4

原
子

炉
停

止
中

に
R
H
R
（

原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
）

が
故

障
し

た
場

合
，

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
り

，
原

子
炉

へ
注

水
す

る

―
非

常
用

炉
心

冷
却

系
（

自
動

減
圧

系
を

除
く

）
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

―
×

－
－

－
○

※

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
 
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

ま
た

は
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

建
物

内
系

統
構

成
（

2
5
分

）
建

物
外

準
備

・
送

水
（

2
時

間
1
0

分
）

【
解

析
対

象
外

】

1
.
8

溶
融

炉
心

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

落
下

を
遅

延
ま

た
は

防
止

し
，

原
子

炉
圧

力
容

器
内

に
残

存
し

た
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

―

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）
低

圧
注

水
系

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

を
含

む
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
―

×
○

○
○

－
－

－

低
圧

注
水

6
5
-
4
-
2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
－

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
必

要
な

弁
お

よ
び

流
路

と
す

る
。

大
量

送
水

車
は

表
6
5
-
1
9
-
1
に

お
い

て
L
C
O
設

定
し

，
2
セ

ッ
ト

分
散

配
置

が
要

求
さ

れ
る

。

6
5
-
4
-
1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

低
圧

注
水

－

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
常

設
)
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
【

原
子

炉
停

止
中

】
の

A
O
T
に

つ
い

て
，

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
は

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ま
た

は
低

圧
注

水
系

に
よ

る
注

水
を

実
施

し
て

い
る

間
（

γ
設

備
）

，
準

備
時

間
が

確
保

で
き

る
こ

と
か

ら
，

時
間

短
縮

の
補

完
措

置
は

不
要

で
あ

る
。

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
F
L
S
R
ポ

ン
プ

な
ら

び
に

必
要

な
流

路
と

す
る

。
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表
N
o
.

分
類

１
分

類
２

（
系

統
）

分
類

３
（

技
術

的
能

力
対

応
手

順
）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（
　

　
）

有
効

性
評

価
※

→
【

　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（
手

順
概

要
）

運 転
起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（
※

）

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

３
日

，
２

Ｎ
…

１
０

日
）

（
二

重
下

線
は

機
能

喪
失

想
定

Ｄ
Ｂ

設
備

以
外

）

Ｃ
（

代
替

手
段

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
３

０
日

）

D
（

自
主

対
策

設
備

 
o
r
 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

１
０

日
，

２
Ｎ

…
３

０
日

）

D
B

兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B

－ S
A

統 合

L
C
O
の

設
定

備
考

第
3
9
条

低
圧

注
水

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
－

1
.
4

原
子

炉
運

転
中

，
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
が

健
全

で
あ

れ
ば

，
重

大
事

故
の

対
処

に
用

い
る

。

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

－
－

－
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

3
9
条

「
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

」
で

整
理

す
る

。

第
3
9
条

低
圧

注
水

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

－
1
.
4

原
子

炉
運

転
中

，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

が
健

全
で

あ
れ

ば
，

重
大

事
故

の
対

処
に

用
い

る
。

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

〇
〇

〇
〇

－
－

－
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

3
9
条

「
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

」
で

整
理

す
る

。

第
3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

低
圧

注
水

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

残
留

熱
除

去
系

(
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

)
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

か
ら

の
除

熱
－

1
.
4

原
子

炉
停

止
中

，
残

留
熱

除
去

系
(
原

子
炉

停
止

時
モ

ー
ド

)
が

健
全

で
あ

れ
ば

，
重

大
事

故
の

対
処

に
用

い
る

。

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

○
－

－
※ １

○
※ ２

※
１

：
原

子
炉

圧
力

が
0
.
8
8
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

下
※

２
：

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

た
場

合
を

除
く

○
重

大
事

故
等

対
処

設
備

（
設

計
基

準
拡

張
）

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

第
3
9
条

「
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

」
で

整
理

す
る

。

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

ベ
ン

ト
開

始
（

5
5
分

）
ベ

ン
ト

要
求

【
約

2
7
時

間
】

(
中

小
L
O
C
A
等

)
1
.
5

R
H
R
故

障
時

に
，

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

り
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

熱
を

輸
送

す
る

―

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
，

原
子

炉
補

機
冷

却
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
含

む
）

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

―
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
×

○
○

○
－

－
－

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

ベ
ン

ト
開

始
（

5
5
分

）
ベ

ン
ト

要
求

【
約

3
2
時

間
】

(
大

L
O
C
A
)

1
.
7

1
.
1
0

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
，

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

り
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

お
よ

び
除

熱
を

実
施

し
，

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る

―

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
，

原
子

炉
補

機
冷

却
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
含

む
）

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

残
留

熱
代

替
除

去
系

―
×

○
○

○
－

－
－

現
場

操
作

（
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
）

ベ
ン

ト
開

始
（

2
時

間
5
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
5

Ｓ
Ｂ

Ｏ
お

よ
び

Ｒ
Ｈ

Ｒ
使

用
不

可
時

に
お

い
て

，
隔

離
弁

を
手

動
に

て
ベ

ン
ト

設
備

を
遠

隔
操

作
す

る
こ

と
で

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

（
大

気
）

へ
熱

を
輸

送
す

る

―

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
，

原
子

炉
補

機
冷

却
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
含

む
）

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

―
―

×
○

○
○

－
－

－

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

ガ
ス

及
び

酸
素

ガ
ス

の
排

出

ベ
ン

ト
開

始
（

5
5
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
9

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
，

発
生

す
る

水
素

ガ
ス

お
よ

び
酸

素
ガ

ス
を

，
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
り

排
出

す
る

―

低
圧

注
水

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
含

む
）

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

―
―

×
○

○
○

－
－

－

現
場

操
作

（
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
）

ベ
ン

ト
開

始
（

2
時

間
5
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
7

Ｓ
Ｂ

Ｏ
に

よ
る

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

の
隔

離
弁

動
作

不
能

時
に

，
遠

隔
手

動
弁

操
作

機
構

の
現

場
操

作
に

よ
り

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る

―

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
，

原
子

炉
補

機
冷

却
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
含

む
）

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

―
―

×
○

○
○

－
－

－

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C
V
破

損
P
C
V
水

素
爆

発 建
物

水
素

爆
発

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

－

1
.
5
,
1
.
7
,
1
.
9
,
1
.
1
0
に

つ
い

て
は

，
主

要
な

設
備

が
兼

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

4
条

文
の

要
求

を
一

括
り

に
し

て
，

S
A
条

文
の

表
タ

イ
ト

ル
（

分
類

1
)
を

構
成

す
る

こ
と

と
す

る
。

6
5
-
5
-
1

1
.
5
,
1
.
7
,
1
.
9
,
1
.
1
0
よ

り
保

安
規

定
第

6
5

条
に

L
C
O
を

設
定

す
る

。
現

場
操

作
の

要
求

に
つ

い
て

も
一

括
り

に
し

て
設

定
す

る
。

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
な

ら
び

に
遠

隔
操

作
設

備
等

の
付

帯
設

備
と

す
る

。
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表
N
o
.

分
類

１
分

類
２

（
系

統
）

分
類

３
（

技
術

的
能

力
対

応
手

順
）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（
　

　
）

有
効

性
評

価
※

→
【

　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（
手

順
概

要
）

運 転
起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（
※

）

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

３
日

，
２

Ｎ
…

１
０

日
）

（
二

重
下

線
は

機
能

喪
失

想
定

Ｄ
Ｂ

設
備

以
外

）

Ｃ
（

代
替

手
段

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
３

０
日

）

D
（

自
主

対
策

設
備

 
o
r
 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

１
０

日
，

２
Ｎ

…
３

０
日

）

D
B

兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B

－ S
A

統 合

L
C
O
の

設
定

備
考

不
活

性
ガ

ス
(
窒

素
ガ

ス
)
に

よ
る

系
統

内
の

置
換

－
1
.
7

排
気

中
に

含
ま

れ
る

可
燃

性
ガ

ス
に

よ
る

爆
発

を
防

ぐ
た

め
，

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

の
系

統
内

を
不

活
性

ガ
ス

（
窒

素
ガ

ス
）

で
置

換
す

る

―

低
圧

注
水

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
含

む
）

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
，

原
子

炉
補

機
冷

却
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
含

む
）

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

―
代

替
品

（
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

）
×

○
○

○
－

－
－

原
子

炉
格

納
容

器
内

不
活

性
化

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

水
素

爆
発

防
止

－
1
.
9

原
子

炉
格

納
容

器
内

に
お

け
る

水
素

爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

，
原

子
炉

格
納

容
器

内
を

不
活

性
ガ

ス
（

窒
素

ガ
ス

）
に

で
置

換
す

る
。

―

低
圧

注
水

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
含

む
）

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
，

原
子

炉
補

機
冷

却
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
含

む
）

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

―
代

替
品

（
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

）
×

〇
〇

〇
－

－
－

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
窒

素
ガ

ス
供

給

パ
ー

ジ
開

始
（

2
時

間
）

1
.
9

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
，

原
子

炉
格

納
容

器
内

で
発

生
す

る
水

素
ガ

ス
お

よ
び

酸
素

ガ
ス

の
反

応
に

よ
る

水
素

爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

，
原

子
炉

格
納

容
器

へ
窒

素
ガ

ス
を

供
給

す
る

。

―

低
圧

注
水

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
含

む
）

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
，

原
子

炉
補

機
冷

却
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
含

む
）

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

―
代

替
品

（
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

）
×

○
○

○
－

－
－

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

ガ
ス

及
び

酸
素

ガ
ス

の
排

出

－
1
.
9

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

，
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
ガ

ス
お

よ
び

酸
素

ガ
ス

の
排

出
を

実
施

す
る

際
，

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

ラ
イ

ン
に

あ
ら

か
じ

め
窒

素
ガ

ス
パ

ー
ジ

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

，
 
系

統
内

の
酸

素
濃

度
を

可
燃

限
界

未
満

に
保

ち
，

水
素

爆
発

を
防

止
す

る
。

―

低
圧

注
水

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
含

む
）

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
，

原
子

炉
補

機
冷

却
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
含

む
）

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

―
代

替
品

（
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

）
×

○
○

○
－

－
－

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C
V
破

損
P
C
V
水

素
爆

発 建
物

水
素

爆
発

－
A
O
T
の

γ
設

備
は

，
F
V
同

様
の

考
え

と
す

る
。

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

の
手

順
で

使
用

す
る

設
備

で
あ

る
が

，
そ

れ
ぞ

れ
L
C
O

設
定

し
た

場
合

に
動

作
不

能
時

は
共

に
L
C
O

と
な

る
。

Ｆ
Ｖ

の
機

能
維

持
に

直
接

関
わ

ら
な

い
こ

と
か

ら
単

独
で

条
文

設
定

す
る

。

6
5
-
5
-
2
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表
N
o
.

分
類

１
分

類
２

（
系

統
）

分
類

３
（

技
術

的
能

力
対

応
手

順
）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（
　

　
）

有
効

性
評

価
※

→
【

　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（
手

順
概

要
）

運 転
起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（
※

）

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

３
日

，
２

Ｎ
…

１
０

日
）

（
二

重
下

線
は

機
能

喪
失

想
定

Ｄ
Ｂ

設
備

以
外

）

Ｃ
（

代
替

手
段

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
３

０
日

）

D
（

自
主

対
策

設
備

 
o
r
 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

１
０

日
，

２
Ｎ

…
３

０
日

）

D
B

兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B

－ S
A

統 合

L
C
O
の

設
定

備
考

6
5
-
5
-
3

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C
V
破

損
P
C
V
水

素
爆

発 建
物

水
素

爆
発

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

に
よ

る
除

熱

系
統

構
成

・
供

給
開

始
（

7
時

間
2
0
分

）
【

8
時

間
】

(
T
W
)

1
.
5

Ｓ
Ｂ

Ｏ
ま

た
は

Ｌ
Ｕ

Ｈ
Ｓ

時
に

お
い

て
，

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

を
用

い
て

補
機

冷
却

水
を

確
保

す
る

―

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
，

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

。
）

を
含

む
）

―

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

に
よ

る
海

水
直

接
通

水
（

7
時

間
）

代
替

品
（

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

，
移

動
式

代
替

熱
交

換
設

備
）

×
○

○
○

○
○

－
－

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
，

移
動

式
代

替
熱

交
換

設
備

な
ら

び
に

必
要

な
流

路
と

す
る

。
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
，

移
動

式
代

替
熱

交
換

設
備

は
2
セ

ッ
ト

分
散

配
置

が
要

求
さ

れ
る

。

1
.
1
1
で

，
F
P
C
の

冷
却

水
確

保
で

要
求

さ
れ

る
こ

と
を

考
慮

し
，

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
は

常
時

と
す

る
。

6
5
-
5
-
4

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C
V
破

損
P
C
V
水

素
爆

発 建
物

水
素

爆
発

残
留

熱
代

替
除

去
系

残
留

熱
代

替
除

去
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

系
統

構
成

・
供

給
開

始
（

7
時

間
2
0
分

）

残
留

熱
代

替
除

去
系

系
統

構
成

・
運

転
開

始
（

1
時

間
5
分

）
【

1
0
時

間
】

(
大

L
O
C
A
)

1
.
7

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
，

残
留

熱
代

替
除

去
系

の
運

転
に

よ
り

，
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

お
よ

び
温

度
を

低
下

さ
せ

る
こ

と
で

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る

―

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
，

原
子

炉
補

機
冷

却
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
含

む
）

―
―

×
○

○
○

－
－

－
－

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
R
H
A
R
ポ

ン
プ

な
ら

び
に

必
要

な
流

路
と

す
る

。
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

系
に

つ
い

て
は

他
の

目
的

で
も

使
用

す
る

こ
と

か
ら

，
別

表
（

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

）
で

L
C
O
を

規
定

す
る

。

【
γ

設
備

】
 
格

納
容

器
の

圧
力

お
よ

び
温

度
低

下
が

目
的

で
あ

る
た

め
，

格
納

容
器

冷
却

系
の

み
と

す
る

。

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
S
A
)
及

び
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

S
A
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

及
び

酸
素

濃
度

監
視

（
4
5
分

）
1
.
9

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
，

原
子

炉
格

納
容

器
内

に
発

生
す

る
水

素
ガ

ス
お

よ
び

酸
素

ガ
ス

の
濃

度
を

測
定

し
，

 
監

視
す

る

―
―

―
―

×
○

○
○

－
－

－
－

格
納

容
器

内
雰

囲
気

計
装

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

及
び

酸
素

濃
度

の
監

視

（
1
0
分

）
1
.
9

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
，

原
子

炉
格

納
容

器
内

に
発

生
す

る
水

素
ガ

ス
お

よ
び

酸
素

ガ
ス

の
濃

度
を

測
定

し
，

 
監

視
す

る

―
―

―
―

×
〇

〇
〇

－
－

－
－

第
3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C
V
破

損
P
C
V
水

素
爆

発 建
物

水
素

爆
発

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

か
ら

の
除

熱
－

1
.
5

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
で

あ
る

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）
が

健
全

で
あ

れ
ば

重
大

事
故

等
の

対
処

に
用

い
る

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

○
－

－
※ １

○
※ ２

※
１

：
原

子
炉

圧
力

が
0
.
8
8
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

下
※

２
：

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

た
場

合
を

除
く

○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

3
4
,
3
5
,
3
6
条

「
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

１
～

３
」

で
整

理
す

る
。

第
3
9
条

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C
V
破

損
P
C
V
水

素
爆

発 建
物

水
素

爆
発

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
冷

却
冷

却
モ

ー
ド

）

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

及
び

格
納

容
器

冷
却

モ
ー

ド
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

除
熱

－
1
.
5

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
除

熱

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

－
－

－
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

3
9
条

「
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

」
で

整
理

す
る

。

第
3
9
条

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C
V
破

損
P
C
V
水

素
爆

発 建
物

水
素

爆
発

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

）

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

及
び

格
納

容
器

冷
却

モ
ー

ド
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

除
熱

－
1
.
5

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
で

あ
る

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

）
が

健
全

で
あ

れ
ば

重
大

事
故

等
の

対
処

に
用

い
る

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

－
－

－
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

3
9
条

「
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

」
で

整
理

す
る

。

第
5
2
条

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C
V
破

損
P
C
V
水

素
爆

発 建
物

水
素

爆
発

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
お

よ
び

原
子

炉
補

機
海

水
系

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

に
よ

る
除

熱
－

1
.
5

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
で

あ
る

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）

が
健

全
で

あ
れ

ば
重

大
事

故
等

の
対

処
に

用
い

る

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

－
－

－
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

5
2
条

「
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
」

で
整

理
す

る
。

冷
温

停
止

以
降

，
当

該
設

備
の

故
障

等
に

よ
り

関
連

す
る

設
備

が
運

転
上

の
制

限
を

満
足

し
て

い
な

い
と

判
断

し
た

場
合

は
，

そ
れ

ぞ
れ

該
当

す
る

条
文

を
適

用
す

る
。

（
現

行
D
B
条

文
の

運
用

）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
(
炉

心
損

傷
前

)

（
3
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
6

炉
心

損
傷

が
発

生
す

る
前

で
，

R
H
R

（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

）
故

障
時

に
お

い
て

，
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
）

に
よ

り
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
す

る

―

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

（
時

間
短

縮
の

補
完

措
置

含
む

）
（

2
時

間
1
0
分

）
―

×
○

○
○

－
－

－

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
(
炉

心
損

傷
後

)

（
3
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
6

炉
心

損
傷

が
発

生
し

た
後

で
，

R
H
R

（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

）
故

障
時

に
お

い
て

，
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
）

に
よ

り
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
す

る

―

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

（
時

間
短

縮
の

補
完

措
置

含
む

）
（

2
時

間
1
0
分

）
―

×
○

○
○

－
－

－

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
(
炉

心
損

傷
前

)

建
物

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
1
0

分
）

【
1
9
時

間
】

（
長

期
T
B
等

)
1
.
6

炉
心

損
傷

が
発

生
す

る
前

で
，

R
H
R

（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

）
故

障
時

に
お

い
て

，
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
に

よ
り

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

す
る

―

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
（

3
0
分

）
―

×
○

○
○

－
－

－

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
(
炉

心
損

傷
後

)

建
物

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
1
0

分
）

【
2
7
時

間
】

（
大

L
O
C
A
（

R
H
A
R

を
使

用
し

な
い

場
合

）
)

1
.
6

炉
心

損
傷

が
発

生
し

た
後

で
，

R
H
R

（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

）
故

障
時

に
お

い
て

，
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
（

可
搬

型
）

に
よ

り
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
す

る

―

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
（

3
0
分

）
―

×
○

○
○

－
－

－

設
置

許
可

基
準

規
則

4
9
条

よ
り

保
安

規
定

6
5
条

に
L
C
O
を

設
定

す
る

。
L
C
O
対

象
範

囲
は

，
必

要
な

弁
お

よ
び

流
路

と
す

る
。

大
量

送
水

車
は

，
表

6
5
-
1
9
-
1
に

お
い

て
L
C
O
設

定
し

，
2
セ

ッ
ト

分
散

配
置

が
要

求
さ

れ
る

。

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

6
5
-
6
-
2

P
C
V
冷

却
－

6
5
-
5
-
5

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

お
よ

び
酸

素
濃

度
監

視

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C
V
破

損
P
C
V
水

素
爆

発 建
物

水
素

爆
発

－
P
C
V
冷

却

設
置

許
可

基
準

規
則

4
9
条

よ
り

保
安

規
定

6
5
条

に
L
C
O
を

設
定

す
る

。
L
C
O
対

象
範

囲
は

，
F
L
S
R
ポ

ン
プ

な
ら

び
に

必
要

な
流

路
と

す
る

。

表
6
5
-
1
3
-
1
(
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

)
に

て
L
C
O
等

を
規

定
す

る
。

6
5
-
6
-
1

279



表
N
o
.

分
類

１
分

類
２

（
系

統
）

分
類

３
（

技
術

的
能

力
対

応
手

順
）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（
　

　
）

有
効

性
評

価
※

→
【

　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（
手

順
概

要
）

運 転
起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（
※

）

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

３
日

，
２

Ｎ
…

１
０

日
）

（
二

重
下

線
は

機
能

喪
失

想
定

Ｄ
Ｂ

設
備

以
外

）

Ｃ
（

代
替

手
段

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
３

０
日

）

D
（

自
主

対
策

設
備

 
o
r
 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

１
０

日
，

２
Ｎ

…
３

０
日

）

D
B

兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B

－ S
A

統 合

L
C
O
の

設
定

備
考

第
3
9
条

P
C
V
冷

却
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

冷
却

モ
ー

ド
）

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
除

熱
－

1
.
6

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
で

あ
る

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

）
が

健
全

で
あ

れ
ば

重
大

事
故

等
の

対
処

に
用

い
る

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

－
－

－
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

3
9
条

「
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

」
で

整
理

す
る

。

第
3
9
条

P
C
V
冷

却
残

留
熱

除
去

系
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

の
除

熱

－
1
.
6

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
で

あ
る

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

）
が

健
全

で
あ

れ
ば

重
大

事
故

等
の

対
処

に
用

い
る

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

D
B
条

文
で

整
理

（
設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

－
－

－
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

3
9
条

「
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

」
で

整
理

す
る

。

6
5
-
7
-
1

溶
融

炉
心

冷
却

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

(
常

設
)
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

（
3
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
8

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

(
常

設
)
に

よ
る

デ
ブ

リ
冷

却
―

低
圧

注
水

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
ま

た
は

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

（
時

間
短

縮
の

補
完

措
置

含
む

）
（

2
時

間
1
0
分

）

―
×

○
○

○
－

－
－

－
L
C
O
対

象
範

囲
は

，
F
L
S
R
ポ

ン
プ

な
ら

び
に

必
要

な
流

路
と

す
る

。

6
5
-
7
-
2

溶
融

炉
心

冷
却

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

建
物

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
1
0

分
）

【
3
.
1
時

間
】

（
D
C
H
）

1
.
8

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

デ
ブ

リ
冷

却
―

低
圧

注
水

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

（
3
0
分

）
ま

た
は

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

（
時

間
短

縮
の

補
完

措
置

含
む

）
（

2
時

間
1
0
分

）

―
×

○
○

○
－

－
－

－

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
必

要
な

弁
お

よ
び

流
路

と
す

る
。

大
量

送
水

車
は

，
表

6
5
-
1
9
-
1
に

お
い

て
L
C
O
設

定
し

，
2
セ

ッ
ト

分
散

配
置

が
要

求
さ

れ
る

。

6
5
-
7
-
3

溶
融

炉
心

冷
却

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水
1
.
8

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
デ

ブ
リ

冷
却

―

低
圧

注
水

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

（
3
0
分

）
ま

た
は

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
（

時
間

短
縮

の
補

完
措

置
含

む
）

（
2
時

間
1
0
分

）

―
×

○
○

○
－

－

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
必

要
な

弁
お

よ
び

流
路

と
す

る
。

大
量

送
水

車
は

，
表

6
5
-
1
9
-
1
に

お
い

て
L
C
O
設

定
し

，
2
セ

ッ
ト

分
散

配
置

が
要

求
さ

れ
る

。

6
5
-
8
-
1

建
屋

水
素

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
静

的
触

媒
式

水
素

処
理

装
置

に
よ

る
水

素
濃

度
抑

制
－

1
.
1
0

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
に

よ
り

，
原

子
炉

建
物

原
子

炉
棟

内
の

水
素

濃
度

の
上

昇
を

抑
制

す
る

―

低
圧

注
水

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
，

原
子

炉
補

機
冷

却
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
含

む
）

非
常

用
炉

心
冷

却
系

（
自

動
減

圧
系

を
除

く
）

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

―

原
子

炉
建

物
燃

料
取

替
階

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
お

よ
び

原
子

炉
建

物
燃

料
取

替
階

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
強

制
開

放
装

置

×
○

○
○

○
※

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
 
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

ま
た

は
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

－

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
静

的
触

媒
式

水
素

処
理

装
置

と
す

る
。

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
入

口
温

度
お

よ
び

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
出

口
温

度
は

表
6
5
-
1
3
-
1
に

て
L
C
O

等
を

規
定

す
る

。

【
γ

設
備

】
冷

温
停

止
，

燃
料

交
換

時
は

原
子

炉
注

水
可

能
な

D
B
A
設

備
1
系

列
が

確
認

で
き

れ
ば

良
い

た
め

，
非

常
用

炉
心

冷
却

系
1
系

列
(
自

動
減

圧
系

除
く

）
を

設
定

す
る

。

6
5
-
8
-
2

建
屋

水
素

原
子

炉
建

物
水

素
濃

度
原

子
炉

建
物

内
の

水
素

濃
度

監
視

－
1
.
1
0

原
子

炉
建

物
原

子
炉

棟
内

の
水

素
濃

度
の

監
視

―
―

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
（

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
（

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
入

口
温

度
お

よ
び

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
出

口
温

度
）

―
×

○
○

○
○

※

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
 
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

ま
た

は
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

－

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
原

子
炉

建
物

水
素

濃
度

監
視

設
備

と
す

る
。

7
チ

ャ
ン

ネ
ル

全
て

必
要

で
あ

る
た

め
，

表
6
5
-
1
3
-
1
と

別
に

L
C
O
設

定
す

る
。

A
O
T
の

完
了

時
間

に
つ

い
て

は
準

用
し

た
設

定
と

す
る

。
原

子
炉

建
物

燃
料

取
替

階
に

設
置

さ
れ

る
2

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

動
作

不
能

の
場

合
は

，
共

通
要

因
等

に
よ

り
同

時
に

動
作

不
能

と
な

っ
た

場
合

と
同

様
の

措
置

と
す

る
。
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表
N
o
.

分
類

１
分

類
２

（
系

統
）

分
類

３
（

技
術

的
能

力
対

応
手

順
）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（
　

　
）

有
効

性
評

価
※

→
【

　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（
手

順
概

要
）

運 転
起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（
※

）

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

３
日

，
２

Ｎ
…

１
０

日
）

（
二

重
下

線
は

機
能

喪
失

想
定

Ｄ
Ｂ

設
備

以
外

）

Ｃ
（

代
替

手
段

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
３

０
日

）

D
（

自
主

対
策

設
備

 
o
r
 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

１
０

日
，

２
Ｎ

…
３

０
日

）

D
B

兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B

－ S
A

統 合

L
C
O
の

設
定

備
考

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
ス

プ
レ

イ
ヘ

ッ
ダ

）
に

よ
る

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水

建
物

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
1
0

分
）

【
解

析
対

象
外

】

1
.
1
1

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

使
用

（
2
時

間
5
0
分

）
―

×
○

○
○

○
○

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
ス

プ
レ

イ
ヘ

ッ
ダ

）
に

よ
る

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
ス

プ
レ

イ

建
屋

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
1
0

分
）

【
解

析
対

象
外

】

1
.
1
1

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
ス

プ
レ

イ
―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

使
用

（
2
時

間
5
0
分

）
―

×
○

○
○

○
○

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
）

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水

建
物

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
5
0

分
）

【
3
時

間
1
0
分

】
（

想
定

1
,
2
）

1
.
1
1

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
使

用
（

2
時

間
1
0

分
）

―
×

○
○

○
○

○
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
）

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

建
物

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
5
0

分
）

【
3
時

間
1
0
分

】
（

想
定

1
,
2
）

1
.
1
1

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
ス

プ
レ

イ
―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
使

用
（

2
時

間
1
0

分
）

―
×

○
○

○
○

○
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

6
5
-
9
-
2

S
F
P

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

の
除

熱
（

1
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
1
1

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

の
除

熱
―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
上

昇
評

価
―

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
ス

プ
レ

イ
ヘ

ッ
ダ

使
用

（
2
時

間
1
0
分

）
ま

た
は

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

使
用

（
2
時

間
5
0
分

）
）

（
時

間
短

縮
の

補
完

措
置

含
む

）

残
留

熱
除

去
系

（
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

）

×
○

○
○

○
○

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

－

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
S
F
P
の

除
熱

に
必

要
な

F
P
C
ポ

ン
プ

，
F
P
C
熱

交
換

器
な

ら
び

に
F
/
D

バ
イ

パ
ス

運
転

に
必

要
な

流
路

と
す

る
。

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

は
他

系
統

と
共

用
す

る
こ

と
か

ら
，

別
に

L
C
O
を

設
定

す
る

。

プ
ラ

ン
ト

停
止

を
要

求
し

な
い

(
基

本
方

針
）

【
γ

設
備

】
重

大
事

故
等

発
生

時
の

時
間

余
裕

を
確

認
す

る
た

め
，

燃
料

プ
ー

ル
の

水
温

が
6
5
℃

（
保

安
規

定
第

5
4
条

の
運

転
上

の
制

限
）

に
到

達
す

る
ま

で
の

時
間

を
評

価
す

る
。

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

の
γ

設
備

が
設

定
で

き
な

い
た

め
，

電
源

を
γ

設
備

と
し

て
設

定
せ

ず
。

6
5
-
9
-
3

S
F
P

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
燃

料
プ

ー
ル

の
状

態
監

視
S
F
P
監

視
カ

メ
ラ

冷
却

設
備

起
動

（
2
5
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
1
1

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

―
燃

料
プ

ー
ル

温
度

，
水

位
監

視
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

―
×

○
○

○
○

○
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間
－

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
各

計
装

設
備

と
す

る
。

プ
ラ

ン
ト

停
止

を
要

求
し

な
い

(
基

本
方

針
）

S
F
P

S
F
P

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
ス

プ
レ

イ
ヘ

ッ
ダ

）

6
5
-
9
-
1

プ
ラ

ン
ト

停
止

を
要

求
し

な
い

(
基

本
方

針
）

【
γ

設
備

】
燃

料
プ

ー
ル

が
健

全
で

あ
る

こ
と

の
確

認
お

よ
び

冷
却

機
能

が
健

全
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
手

段
と

し
て

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

を
設

定
す

る
。

【
Ｄ

設
備

】
大

量
の

水
の

漏
え

い
を

想
定

し
た

場
合

お
よ

び
サ

イ
フ

ォ
ン

に
よ

る
漏

え
い

の
防

止
に

つ
い

て
は

，
技

術
的

能
力

に
て

消
火

系
に

よ
る

補
給

は
自

主
対

策
設

備
と

評
価

し
て

い
な

い
が

，
燃

料
プ

ー
ル

水
位

低
下

の
抑

制
を

期
待

で
き

る
こ

と
か

ら
，

Ｄ
設

備
と

し
て

設
定

す
る

。

－
燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

）

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

に
は

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
を

使
用

す
る

場
合

，
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

場
合

の
２

つ
の

系
統

構
成

が
あ

り
，

ま
た

そ
れ

ぞ
れ

注
水

機
能

と
ス

プ
レ

イ
機

能
を

有
す

る
。

こ
れ

ら
の

要
求

を
一

括
り

に
し

て
L
C
O
を

設
定

す
る

。

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
お

よ
び

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

は
同

等
な

機
能

を
有

す
る

が
，

設
置

許
可

基
準

規
則

の
要

求
で

は
，

注
水

・
ス

プ
レ

イ
ラ

イ
ン

を
含

め
全

て
可

搬
型

で
配

備
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

り
，

必
須

要
求

と
な

る
の

は
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
常

設
ス

プ
レ

イ
ヘ

ッ
ダ

は
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
が

動
作

可
能

な
場

合
は

機
能

喪
失

し
て

も
L
C
O

逸
脱

と
は

み
な

さ
な

い
と

整
理

し
て

い
た

が
，

す
べ

て
の

S
A
設

備
に

L
C
O
設

定
す

る
こ

と
と

し
，

常
設

お
よ

び
可

搬
の

両
方

が
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
運

転
上

の
制

限
と

す
る

。

大
量

送
水

車
は

，
表

6
5
-
1
9
-
1
に

お
い

て
Ｌ

Ｃ
Ｏ

設
定

し
，

2
セ

ッ
ト

分
散

配
置

が
要

求
さ

れ
る

。

サ
イ

フ
ォ

ン
防

止
機

能
に

つ
い

て
は

，
共

1
に

お
い

て
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
に

含
む

と
あ

る
こ

と
か

ら
，

系
に

含
ま

れ
る

設
備

と
し

て
整

理
す

る
。

プ
ラ

ン
ト

停
止

を
要

求
し

な
い

(
基

本
方

針
）

【
γ

設
備

】
燃

料
プ

ー
ル

が
健

全
で

あ
る

こ
と

の
確

認
お

よ
び

冷
却

機
能

が
健

全
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
手

段
と

し
て

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

を
設

定
す

る
。

【
Ｄ

設
備

】
大

量
の

水
の

漏
え

い
を

想
定

し
た

場
合

に
つ

い
て

は
，

技
術

的
能

力
に

て
消

火
系

に
よ

る
補

給
は

自
主

対
策

設
備

と
評

価
し

て
い

な
い

が
，

燃
料

プ
ー

ル
水

位
低

下
の

抑
制

を
期

待
で

き
る

こ
と

か
ら

，
Ｄ

設
備

と
し

て
設

定
す

る
。

－

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

に
は

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
を

使
用

す
る

場
合

，
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ス

ル
を

使
用

す
る

場
合

の
２

つ
の

系
統

構
成

が
あ

り
，

ま
た

そ
れ

ぞ
れ

注
水

機
能

と
ス

プ
レ

イ
機

能
を

有
す

る
。

こ
れ

ら
の

要
求

を
一

括
り

に
し

て
L
C
O
を

設
定

す
る

。

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
お

よ
び

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

は
同

等
な

機
能

を
有

す
る

が
，

設
置

許
可

基
準

規
則

の
要

求
で

は
，

注
水

・
ス

プ
レ

イ
ラ

イ
ン

を
含

め
全

て
可

搬
型

で
配

備
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

り
，

必
須

要
求

と
な

る
の

は
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
常

設
ス

プ
レ

イ
ヘ

ッ
ダ

は
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
が

動
作

可
能

な
場

合
は

機
能

喪
失

し
て

も
L
C
O

逸
脱

と
は

み
な

さ
な

い
と

整
理

し
て

い
た

が
，

す
べ

て
の

S
A
設

備
に

L
C
O
設

定
す

る
こ

と
と

し
，

常
設

お
よ

び
可

搬
の

両
方

が
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
運

転
上

の
制

限
と

す
る

。

大
量

送
水

車
は

，
表

6
5
-
1
9
-
1
に

お
い

て
Ｌ

Ｃ
Ｏ

設
定

し
，

2
セ

ッ
ト

分
散

配
置

が
要

求
さ

れ
る

。
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表
N
o
.

分
類

１
分

類
２

（
系

統
）

分
類

３
（

技
術

的
能

力
対

応
手

順
）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（
　

　
）

有
効

性
評

価
※

→
【

　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（
手

順
概

要
）

運 転
起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（
※

）

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

３
日

，
２

Ｎ
…

１
０

日
）

（
二

重
下

線
は

機
能

喪
失

想
定

Ｄ
Ｂ

設
備

以
外

）

Ｃ
（

代
替

手
段

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
３

０
日

）

D
（

自
主

対
策

設
備

 
o
r
 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

１
０

日
，

２
Ｎ

…
３

０
日

）

D
B

兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B

－ S
A

統 合

L
C
O
の

設
定

備
考

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

（
4
時

間
3
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
1
1

燃
料

プ
ー

ル
内

の
燃

料
体

等
の

著
し

い
損

傷
に

至
っ

た
場

合
に

，
原

子
炉

建
物

放
水

設
備

に
よ

り
，

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

を
行

う
。

―

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

，
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

―
代

替
品

（
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
，

放
水

砲
）

×
○

○
○

○
○

－

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

（
4
時

間
3
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
1
2

炉
心

の
著

し
い

損
傷

，
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
ま

た
は

燃
料

プ
ー

ル
内

の
燃

料
体

等
の

著
し

い
損

傷
に

至
っ

た
場

合
に

，
原

子
炉

建
物

放
水

設
備

に
よ

り
，

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

を
行

う
。

―

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

，
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

―
代

替
品

（
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
，

放
水

砲
）

×
○

○
○

○
○

－

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

（
5
時

間
1
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
1
2

原
子

炉
建

物
周

辺
に

お
い

て
航

空
機

燃
料

火
災

が
発

生
し

た
場

合
に

，
泡

消
火

を
行

う
―

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

，
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

―
代

替
品

（
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
，

放
水

砲
，

泡
消

火
薬

剤
容

器
）

×
○

○
○

○
○

－
－

6
5
-
1
0
-
2

拡
散

抑
制

海
洋

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

海
洋

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

放
射

性
物

質
吸

着
材

設
置

（
4
時

間
2
0
分

）
シ

ル
ト

フ
ェ

ン
ス

（
2
4
時

間
）

【
解

析
対

象
外

】

1
.
1
2

炉
心

の
著

し
い

損
傷

，
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
ま

た
は

燃
料

プ
ー

ル
内

の
燃

料
体

等
の

著
し

い
損

傷
に

至
っ

た
場

合
に

，
海

洋
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
を

行
う

―

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

，
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

―
代

替
品

（
代

替
船

舶
，

吸
着

材
，

フ
ェ

ン
ス

等
）

×
○

○
○

○
○

－
－

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
小

型
船

舶
，

放
射

性
物

質
吸

着
材

お
よ

び
シ

ル
ト

フ
ェ

ン
ス

と
す

る
。

低
圧

原
子

炉
代

替
槽

　
保

有
水

【
2
時

間
3
0
分

】
（

T
Q
U
V
他

）
1
.
1
3

重
大

事
故

等
の

た
め

の
保

有
水

の
管

理
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

（
水

位
確

認
）

非
常

用
炉

心
冷

却
系

大
量

送
水

車
を

用
い

た
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
へ

の
移

送
手

段
（

時
間

短
縮

の
補

完
措

置
含

む
）

―
×

○
○

○
○

※

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
 
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

ま
た

は
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

×

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

 
保

有
水

－
1
.
1
3

重
大

事
故

等
の

た
め

の
保

有
水

の
管

理
D
B
条

文
で

整
理

D
B
条

文
で

整
理

D
B
条

文
で

整
理

D
B
条

文
で

整
理

○
○

○
○

－
－

－
○

6
5
-
1
1
-
2

水
源

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
の

移
送

設
備

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
及

び
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

を
水

源
と

し
た

補
給

（
2
時

間
1
0
分

）
【

2
時

間
3
0
分

】
（

T
Q
U
V
他

）
1
.
1
3

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
お

よ
び

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
を

水
源

と
し

た
大

量
送

水
車

に
よ

る
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
へ

の
補

給

―
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
（

水
量

確
認

）
―

代
替

品
（

大
量

送
水

車
）

×
○

○
○

○
※

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
 
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

ま
た

は
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

－

水
の

移
送

設
備

と
し

て
は

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
へ

の
移

送
設

備
と

，
海

水
移

送
設

備
が

あ
り

，
そ

れ
ぞ

れ
条

文
を

分
け

て
L
C
O
設

定
す

る
。

大
量

送
水

車
は

，
表

6
5
-
1
9
-
1
に

お
い

て
L
C
O
設

定
し

，
2
セ

ッ
ト

分
散

配
置

が
要

求
さ

れ
る

。

【
γ

設
備

】
冷

温
停

止
ま

た
は

燃
料

交
換

に
つ

い
て

は
，

6
9
0
m
3
以

上
と

な
る

よ
う

に
補

給
す

る

ま
た

は
6
9
0
m
3
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

海
を

水
源

と
し

た
補

給
（

2
時

間
1
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
1
3

海
を

水
源

と
し

た
大

量
送

水
車

に
よ

る
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
へ

の
補

給
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

（
水

位
確

認
）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

（
水

量
確

認
）

―
代

替
品

（
大

量
送

水
車

）
×

○
○

○
○

○
－

海
を

水
源

と
し

た
送

水
（

2
時

間
1
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
1
3

海
を

水
源

と
し

た
大

量
送

水
車

（
２

台
）

に
よ

る
送

水
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

（
水

位
確

認
）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

（
水

量
確

認
）

―
代

替
品

（
大

量
送

水
車

）
×

○
○

○
○

○
－

大
量

送
水

車
に

よ
る

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
又

は
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

へ
の

海
水

補
給

（
2
時

間
1
0
分

）
【

解
析

対
象

外
】

1
.
1
3

輪
谷

貯
水

槽
（

東
１

）
お

よ
び

輪
谷

貯
水

槽
（

東
２

）
の

水
が

枯
渇

に
よ

り
補

給
が

で
き

な
い

場
合

，
大

量
送

水
車

に
よ

り
海

水
を

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
ま

た
は

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
へ

補
給

す
る

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

（
水

位
確

認
）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

（
水

量
確

認
）

―
代

替
品

（
大

量
送

水
車

）
×

○
○

○
○

○
－

淡
水

か
ら

海
水

へ
の

切
替

え
切

替
時

間
(
2
時

間
1
0
分

)
【

解
析

対
象

外
】

1
.
1
3

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
お

よ
び

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
か

ら
淡

水
の

供
給

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
，

水
源

を
海

水
に

切
り

替
え

る
場

合
は

，
あ

ら
か

じ
め

大
量

送
水

車
の

水
源

切
替

準
備

を
行

う
。

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
（

水
位

確
認

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

（
水

量
確

認
）

―
代

替
品

（
大

量
送

水
車

）
×

○
○

○
○

○
－

6
5
-
1
1
-
4

水
源

構
内

監
視

設
備

ー
ー

1
.
1
3

土
石

流
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

状
況

に
お

い
て

，
輪

谷
貯

水
槽

（
西

１
）

お
よ

び
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

周
辺

の
土

石
流

発
生

状
況

を
確

認
す

る
。

―
―

―
代

替
品

（
カ

メ
ラ

）
×

○
○

○
○

○
－

－
L
C
O
対

象
範

囲
は

，
構

内
監

視
設

備
と

す
る

。

￥

水
の

移
送

設
備

と
し

て
は

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
へ

の
移

送
と

，
海

水
か

ら
の

移
送

が
あ

り
，

そ
れ

ぞ
れ

条
文

を
分

け
て

L
C
O
設

定
す

る
。

【
γ

設
備

】
冷

温
停

止
ま

た
は

燃
料

交
換

の
低

圧
原

子

炉
代

替
注

水
槽

に
つ

い
て

は
6
9
0
m
3
以

上
と

な
る

よ
う

に
補

給
す

る
ま

た
は

6
9
0
m
3
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

－

水
源

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

お
よ

び
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
は

，
共

通
す

る
S
A
設

備
が

あ
り

要
求

さ
れ

る
措

置
も

同
様

な
考

え
で

設
定

で
き

る
こ

と
か

ら
，

1
つ

の
条

文
に

ま
と

め
て

整
理

す
る

。

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
と

す
る

。

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

は
D
B
兼

S
A

設
備

で
あ

る
。

S
A
の

注
水

系
統

の
水

源
と

し
て

は
，

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

，
残

留
熱

代
替

除
去

系
と

し
て

使
用

す
る

た
め

運
転

～
高

温
停

止
時

ま
で

要
求

さ
れ

る
。

こ
の

た
め

，
保

安
規

定
第

4
6
条

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
）

の
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

（
運

転
～

高
温

停
止

）
と

同
等

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

保
安

規
定

4
6
条

に
お

い
て

整
理

す
る

。

1
.
1
1
,
1
.
1
2
よ

り
保

安
規

定
第

6
5
条

に
L
C
O

を
設

定
す

る
。

L
C
O
対

象
範

囲
は

，
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
，

放
水

砲
，

泡
消

火
薬

剤
容

器
な

ら
び

に
流

路
（

ホ
ー

ス
）

と
す

る
。

6
5
-
1
0
-
1

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

－

拡
散

抑
制

6
5
-
1
1
-
3

海
水

移
送

設
備

大
量

送
水

車

6
5
-
1
1
-
1

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源

282



表
N
o
.

分
類

１
分

類
２

（
系

統
）

分
類

３
（

技
術

的
能

力
対

応
手

順
）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（
　

　
）

有
効

性
評

価
※

→
【

　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（
手

順
概

要
）

運 転
起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（
※

）

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

３
日

，
２

Ｎ
…

１
０

日
）

（
二

重
下

線
は

機
能

喪
失

想
定

Ｄ
Ｂ

設
備

以
外

）

Ｃ
（

代
替

手
段

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
３

０
日

）

D
（

自
主

対
策

設
備

 
o
r
 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（
２

Ｎ
以

外
…

１
０

日
，

２
Ｎ

…
３

０
日

）

D
B

兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B

－ S
A

統 合

L
C
O
の

設
定

備
考

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
【

原
子

炉
運

転
中

】

建
物

内
系

統
構

成
（

2
5
分

）
建

物
外

準
備

・
送

水
（

2
時

間
1
0

分
）

Ｒ
Ｈ

Ｒ
（

Ａ
）

系
注

水
【

2
.
4
時

間
】

(
T
B
P
)

1
.
4

原
子

炉
運

転
中

に
R
H
R
（

低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

故
障

し
た

場
合

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
(
可

搬
型

)
に

よ
り

。
原

子
炉

へ
注

水
す

る

―

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）
低

圧
注

水
系

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

を
含

む
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
―

×
○

○
○

－
－

－

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

残
存

溶
融

炉
心

の
冷

却

建
物

内
系

統
構

成
（

2
5
分

）
建

物
外

準
備

・
送

水
（

2
時

間
1
0

分
）

【
解

析
対

象
外

】

1
.
4

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
り

，
残

存
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）
低

圧
注

水
系

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

を
含

む
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
―

×
○

○
○

○
※

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
 
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

ま
た

は
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
【

原
子

炉
停

止
中

】

建
物

内
系

統
構

成
（

2
5
分

）
建

物
外

準
備

・
送

水
（

2
時

間
1
0

分
）

【
解

析
対

象
外

】

1
.
4

原
子

炉
停

止
中

に
R
H
R
（

原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
）

故
障

し
た

場
合

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
(
可

搬
型

)
に

よ
り

，
原

子
炉

へ
注

水
す

る

―
非

常
用

炉
心

冷
却

系
（

自
動

減
圧

系
を

除
く

）
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

―
×

－
－

－
○

※

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
 
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

ま
た

は
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

建
物

内
系

統
構

成
（

2
5
分

）
建

物
外

準
備

・
送

水
（

2
時

間
1
0

分
）

【
解

析
対

象
外

】

1
.
8

溶
融

炉
心

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

落
下

を
遅

延
ま

た
は

防
止

し
，

原
子

炉
圧

力
容

器
内

に
残

存
し

た
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

―

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）
低

圧
注

水
系

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
除

く
）

を
含

む
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
―

×
○

○
○

－
－

－

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
(
炉

心
損

傷
前

)

建
物

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
1
0

分
）

【
1
9
時

間
】

（
長

期
T
B
等

)
1
.
6

炉
心

損
傷

が
発

生
す

る
前

で
，

Ｒ
Ｈ

Ｒ
（

格
納

容
器

冷
却

モ
ー

ド
）

故
障

時
に

お
い

て
，

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

に
よ

り
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
す

る

―

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
（

3
0
分

）
―

×
○

○
○

－
－

－

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
(
炉

心
損

傷
後

)

建
物

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
1
0

分
）

【
2
7
時

間
】

（
大

L
O
C
A
（

R
H
A
R

を
使

用
し

な
い

場
合

）
)

1
.
6

炉
心

損
傷

後
が

発
生

し
た

後
で

，
Ｒ

Ｈ
Ｒ

（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

）
故

障
時

に
お

い
て

，
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
に

よ
り

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

す
る

―

格
納

容
器

冷
却

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
（

3
0
分

）
―

×
○

○
○

－
－

－

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

建
物

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
1
0

分
）

【
5
.
4
時

間
】

（
D
C
H
）

1
.
8

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

デ
ブ

リ
冷

却
―

低
圧

注
水

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

（
3
0
分

）
ま

た
は

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

（
時

間
短

縮
の

補
完

措
置

含
む

）
（

2
時

間
1
0
分

）

―
×

○
○

○
－

－
－

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

建
物

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
1
0

分
）

【
3
.
1
時

間
】

（
D
C
H
）

1
.
8

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

デ
ブ

リ
冷

却
―

低
圧

注
水

系
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

除
く

）
を

含
む

）

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

（
3
0
分

）
ま

た
は

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
（

時
間

短
縮

の
補

完
措

置
含

む
）

（
2
時

間
1
0
分

）

―
×

○
○

○
－

－
－

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
ス

プ
レ

イ
ヘ

ッ
ダ

）
に

よ
る

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水

建
物

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
1
0

分
）

【
解

析
対

象
外

】

1
.
1
1

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

使
用

（
2
時

間
5
0
分

）
代

替
品

（
大

量
送

水
車

）
×

○
○

○
○

○
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
ス

プ
レ

イ
ヘ

ッ
ダ

）
に

よ
る

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
ス

プ
レ

イ

建
物

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
1
0

分
）

【
解

析
対

象
外

】

1
.
1
1

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
ス

プ
レ

イ
―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

使
用

（
2
時

間
5
0
分

）
代

替
品

（
大

量
送

水
車

）
×

○
○

○
○

○
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
）

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水

建
物

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
5
0

分
）

【
3
時

間
1
0
分

】
（

想
定

1
,
2
）

1
.
1
1

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
使

用
（

2
時

間
1
0

分
）

代
替

品
（

大
量

送
水

車
）

×
○

○
○

○
○

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
）

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

建
物

外
準

備
・

送
水

（
2
時

間
5
0

分
）

【
3
時

間
1
0
分

】
（

想
定

1
,
2
）

1
.
1
1

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
ス

プ
レ

イ
―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
使

用
（

2
時

間
1
0

分
）

代
替

品
（

大
量

送
水

車
）

×
○

○
○

○
○

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
の

移
送

設
備

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
及

び
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

を
水

源
と

し
た

補
給

（
2
時

間
1
0
分

）
【

2
時

間
3
0
分

】
（

T
Q
U
V
他

）
1
.
1
3

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
お

よ
び

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
を

水
源

と
し

た
大

量
送

水
車

に
よ

る
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
へ

の
補

給

―
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
（

水
位

確
認

）
―

代
替

品
（

ホ
ー

ス
）

×
○

○
○

○
※

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
 
（

１
）

原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付

近
で

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

開
の

場
合

ま
た

は
（

２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

－

水
の

移
送

設
備

と
し

て
は

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
へ

の
移

送
設

備
と

，
海

水
移

送
設

備
が

あ
り

，
そ

れ
ぞ

れ
条

文
を

分
け

て
L
C
O
設

定
す

る
。

大
量

送
水

車
は

，
表

6
5
-
1
9
-
1
に

お
い

て
Ｌ

Ｃ
Ｏ

設
定

し
，

2
セ

ッ
ト

分
散

配
置

が
要

求
さ

れ
る

。

【
γ

設
備

】
冷

温
停

止
ま

た
は

燃
料

交
換

に
つ

い
て

は
，

6
9
0
m
3
以

上
と

な
る

よ
う

に
補

給
す

る

ま
た

は
6
9
0
m
3
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
ス

プ
レ

イ
ヘ

ッ
ダ

）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）

－

大
量

送
水

車
は

，
2
セ

ッ
ト

分
散

配
置

が
要

求
さ

れ
る

。
大

量
送

水
車

お
よ

び
ホ

ー
ス

に
よ

り
送

水
で

き
る

こ
と

い
い

，
接

続
口

ま
で

の
範

囲
の

共
通

部
分

に
つ

い
て

L
C
O
設

定
す

る
。

6
5
-
1
9
-
1

大
量

送
水

車
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重大事故等対処設備のＬＣＯを適用する原子炉の状態について 

  

技術的能力審査基準 1.0～1.19（設置許可基準規則第 43 条～第 62 条）において，当該機能を

有する重大事故等対処設備のＬＣＯを適用する原子炉の状態については，以下の基本的な考え方

に基づき，下表を参考に設定する。(詳細は次頁に示す。） 

 

【適用する原子炉の状態の基本的な考え方】 

ａ．重大事故等対処設備に対するＬＣＯを適用する原子炉の状態については，その機能を代替す

る設計基準事故対処設備（例：格納容器代替スプレイ系）が適用される原子炉の状態を基本

として設定する。 

ただし，重大事故等対処設備の機能として，上記における設計基準事故対処設備の原子炉の

状態の適用範囲外においても要求される場合があることから，当該の重大事故等対処設備の

機能を勘案した原子炉の状態の設定が必要となる。 

ｂ．機能を代替する対象の設計基準事故対処設備が明確ではない重大事故等対処設備（例：放水

砲）については，当該設備の機能が要求される重大事故等から判断して，個別に適用する原

子炉の状態を設定する。 

 

技術的能力審査基準 

（設置許可基準規則） 
適用される原子炉の状態（例） 重大事故等対処設備（代表例） 

1.1 

(第 44条) 

緊急停止失敗時に発電用原

子炉を未臨界にするための

設備 

運転および起動 ・ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機

能） 

・ほう酸水注入ポンプ 

1.2 

(第 45条) 

原子炉冷却材圧力バウンダ

リ高圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備 

運転，起動および高温停止（原子

炉圧力が 0.74MPa[gage]以上） 

・高圧原子炉代替注水ポンプ 

・原子炉隔離時冷却ポンプ 

1.3 

(第 46条) 

原子炉冷却材圧力バウンダ

リを減圧するための設備 

運転，起動および高温停止（原子

炉圧力が 0.78MPa[gage]以上） 

・逃がし安全弁 

・代替自動減圧ロジック（代替自動減圧

機能） 

1.4 

(第 47条) 

原子炉冷却材圧力バウンダ

リ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備 

運転，起動，高温停止，冷温停止

および燃料交換※１ 

・低圧原子炉代替注水ポンプ 

・大量送水車 

1.5 

(第 48条) 

最終ヒートシンクへ熱を輸

送するための設備 

運転，起動，高温停止，冷温停止

および燃料交換 

・原子炉補機代替冷却系 

1.6 

(第 49条) 

原子炉格納容器内の冷却等

のための設備 

運転，起動および高温停止 ・低圧原子炉代替注水ポンプ 

・大量送水車 

1.7 

(第 50条) 

原子炉格納容器の過圧破損

を防止するための設備 

運転，起動および高温停止 ・格納容器フィルタベント系 

・残留熱代替除去系 

1.8 

(第 51条) 

原子炉格納容器下部の溶融

炉心を冷却するための設備 

運転，起動および高温停止 ・低圧原子炉代替注水ポンプ 

・大量送水車 

1.9 

(第 52条) 

水素爆発による原子炉格納

容器の破損を防止するため

の設備 

運転，起動および高温停止 ・格納容器フィルタベント系 

・格納容器水素濃度（ＳＡ） 

1.10 

(第 53条) 

水素爆発による原子炉建屋

等の損傷を防止するための

設備 

運転，起動，高温停止，冷温停止

および燃料交換※１ 

・静的触媒式水素処理装置 

・原子炉建物水素濃度 

運転，起動および高温停止 ・格納容器フィルタベント系 

1.11 

(第 54条) 

使用済燃料貯蔵槽の冷却等

のための設備 

燃料プールに照射された燃料を貯

蔵している期間 

・大量送水車 

・燃料プールの監視設備 

1.12 

(第 55条) 

工場等外への放射性物質の

拡散を抑制するための設備 

運転，起動，高温停止，冷温停止

および燃料交換 

・シルトフェンス 

・放水砲 

1.13 

(第 56条) 

重大事故等の収束に必要と

なる水の供給設備 

運転，起動，高温停止，冷温停止

および燃料交換※１ 

・大量送水車 

 

運転，起動，高温停止，冷温停止

および燃料交換※１ 

・低圧原子炉代替注水槽 

1.14 

(第 57条) 

電源設備 運転，起動，高温停止，冷温停止

および燃料交換 

・常設代替交流電源設備 

・常設代替直流電源設備 
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技術的能力審査基準 

（設置許可基準規則） 
適用される原子炉の状態（例） 重大事故等対処設備（代表例） 

1.15 

(第 58条) 

計装設備 各計器ごとに要求される原子炉の

状態に従う。 

・原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

・格納容器代替スプレイ流量 

1.16 

(第 59条) 

原子炉制御室 運転，起動，高温停止，冷温停止

および燃料交換 

・ＬＥＤライト（三脚タイプ） 

運転，起動，高温停止および炉心

変更時※２または原子炉棟内で照

射された燃料に係る作業時 

・非常用ガス処理系 

1.17 

(第 60条) 

監視測定設備 運転，起動，高温停止，冷温停止

および燃料交換 

・可搬式モニタリングポスト 

・可搬式気象観測装置 

1.18 

(第 61条) 

緊急時対策所 運転，起動，高温停止，冷温停止

および燃料交換 

・緊急時対策所用発電機 

運転，起動，高温停止および炉心

変更時※２または原子炉棟内で照

射された燃料に係る作業時 

 

・空気ボンベ加圧設備 

1.19 

(第 62条) 

通信連絡を行うために必要

な設備 

運転，起動，高温停止，冷温停止

および燃料交換 

衛星電話設備（携帯型） 

無線通信設備（携帯型） 

1.0 

(第 43条) 

共通事項 

（重大事故等対処設備） 

運転，起動，高温停止，冷温停止

および燃料交換 

・ホイールローダ 

※１：原子炉が次に示す状態となった場合は適用しない。 

（１）原子炉水位がオーバーフロー水位付近で，かつプールゲートが開の場合 

（２）原子炉内から全燃料が取出され，かつプールゲートが閉の場合 

 ※２：停止余裕確認後の制御棒１本の挿入・引抜を除く。 
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■
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の

LC
O
が
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
つ
い
て
(例

) 
 

分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準

/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
ま
た
は
機
能
）
 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る

 

原
子
炉
の
状
態

 

(
1
) 
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原

子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設

備
 

 
 
（

1.
1/
第

4
4
条
) 

運
転
お
よ
び
起
動

 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
は
，
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
，
原

子
炉
の
運
転
を
緊
急
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
象
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心

の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
出
力
を
抑
制
す
る
た
め
に
必

要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
運
転
お
よ
び
起
動
の
原
子
炉
の
状
態
を
適

用
す
る
。
 

・
原
子
炉
保
護
系

 

・
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
水
圧
制
御
ユ

ニ
ッ
ト
 

・
制
御
棒

 

運
転
お
よ
び
起
動
 

(
2
) 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ

リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷

却
す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
2/
第

4
5
条
) 

運
転
，起

動
お
よ
び
高

温
停
止
（
原
子
炉
圧
力

が
0.
74

MP
a[
ga
ge
]

以
上
）
 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準

事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い

て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め

に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
例
：
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
），

高

圧
時
に
当
該
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
よ
る
冷
却
機
能
が
必
要
な
原

子
炉
の
状
態
を
適
用
す
る
。
 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

 

・
（
全
交
流
動
力
電
源
）

 

・
（
常
設
直
流
電
源
）

 

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停

止
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

は
原

子
炉

圧
力

が

0
.
74

MP
a[
ga
ge
]以

上
）

 

(
3
) 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ

リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
3/
第

4
6
条
) 

運
転
，起

動
お
よ
び
高

温
停
止
（
原
子
炉
圧
力

が
0.
78

MP
a[
ga
ge
]

以
上
）
 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準

事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
減
圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い

て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ

ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
例
：
逃
が

し
安
全
弁
），

(
2)
と
同
様
の
原
子
炉
の
状
態
と
な
る
。

 

・
自
動
減
圧
系

 

・
（
全
交
流
動
力
電
源
）

 

・
（
常
設
直
流
電
源
）

 

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停

止
（

原
子

炉
圧

力
が

0
.
78

MP
a[
ga
ge
]以

上
）

 

(
4
) 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ

リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷

却
す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
4/
第

4
7
条
) 

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，冷

温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換
（
原
子
炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い
。
 

（
１
）原

子
炉
水
位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付
近
で
，か

つ
プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
ま
た
は
（
２
）
原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出
さ
れ
，か

つ
プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合
）
 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準

事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い

て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る

た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
例
：

可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
），

当
該
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
同
様
の

原
子
炉
の
状
態
と
な
る
。
 

た
だ
し
，
原
子
炉
水
位
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー

ト
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
ウ
ェ
ル
と
Ｓ
Ｆ
Ｐ
が
つ
な
が
り
保
有
水
量
が
多

く
な
り
時
間
的
余
裕
が
大
き
く
な
る
こ
と
，
ま
た
常
時
待
機
要
求
が
あ
る

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
に
て
原
子
炉
お
よ
び
Ｓ
Ｆ
Ｐ
で
の
崩
壊
熱
に
よ

る
冷
却
材
の
蒸
発
分
以
上
の
注
水
が
可
能
で
あ
る
た
め
，
Ｌ
Ｃ
Ｏ
適
用
期

間
と
す
る
必
要
性
は
低
い
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
か
ら

除
外
す
る
。
 

ま
た
，
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉

の
場
合
は
，
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
に
よ
り
隔
離
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
，
原
子
炉
へ
の
注
水
は
不
要
と
な
る
。

 

・
低
圧
注
水
系
 

・
（
全
交
流
動
力
電
源
）

 

運
転
，
起
動
，
高
温
停
止

 

・
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷

却
モ
ー
ド

 

・
（
全
交
流
動
力
電
源
）

 

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換
（
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料

が
取

出
さ

れ
た

場
合

を
除

く
）
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分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準

/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
ま
た
は
機
能
）
 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る

 

原
子
炉
の
状
態

 

(
5
) 
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸

送
す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
5/
第

4
8
条
) 

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，冷

温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換
（
原
子
炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ
た
場
合
を
除
く
） 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す

る
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉

格
納
容
器
の
破
損
（
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
す
る
前
に
生
ず
る
も
の

に
限
る
。）

を
防
止
す
る
た
め
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た

め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
例
：
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
移

動
式
代
替
熱
交
換
設
備
），

原
子
炉
内
に
燃
料
が
存
在
す
る
原
子
炉
の
状
態

を
適

用
す

る
。

た
だ

し
，

格
納

容
器

ベ
ン

ト
に

係
る

設
備

に
つ

い
て

は

（
例
：
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
），

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発

生
す
る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
の
状
態
に
適
用
す
る
。

 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
系

 

・
（
全
交
流
動
力
電
源
）

 

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停

止
 

（
冷

温
停

止
お

よ
び

燃
料

交
換

に
つ

い
て

は
片

系
列

要
求
）
 

(
6
) 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等

の
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
6/
第

4
9
条
）
 

運
転
，起

動
お
よ
び
高

温
停
止
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子

炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
設
備

で
あ
り
（
例
：
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
），

原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
の
原
子
炉
の
状
態
を
適
用
す
る
必
要

が
あ
る
。
 

・
格
納
容
器
冷
却
系

 

・
（
全
交
流
動
力
電
源
）

 

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停

止
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
並
び
に

放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
（
例
：

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
），

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る

可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
の
状
態
と
な
る
。

 

(
7
) 
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損

を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
7/
第

5
0
条
）
 

運
転
，起

動
お
よ
び
高

温
停
止
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
（
例
：
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
）
，

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
の
原
子
炉
の

状
態
を
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
格
納
容
器
冷
却
系

 

・
（
全
交
流
動
力
電
源
）

 

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停

止
 

(
8
) 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融

炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
8/
第

5
1
条
) 

運
転
，起

動
お
よ
び
高

温
停
止
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し
た

炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
設
備
で
あ

り
（
例
：
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
）
，
（

6
)同

様
，
原
子
炉
格
納
容

器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
の
原
子
炉
の
状
態
を
適
用
す

る
必
要
が
あ
る
。
 

－
 

－
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分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準

/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
ま
た
は
機
能
）
 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る

 

原
子
炉
の
状
態

 

(
9
) 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納

容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の

設
備
 

 
 
（

1.
9/
第

5
2
条
）
 

運
転
，起

動
お
よ
び
高

温
停
止
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
内
に

お
け
る
水
素
爆
発
に
よ
る
破
損
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
，
水
素

爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

で
あ
り
（
例
：
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
），

原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
の
原
子
炉
の
状
態
を
適
用
す
る
必
要

が
あ
る
。
 

－
 

－
 

(
1
0)
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋

等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設

備
 

 
 
（

1.
10
/第

53
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，冷

温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換
（
原
子
炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い
。
 

（
１
）原

子
炉
水
位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付
近
で
，か

つ
プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
ま
た
は
（
２
）
原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出
さ
れ
，か

つ
プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合
）
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
建
物
等
の
水
素

爆
発
に
よ
る
損
傷
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
，
原
子
炉
建
物
内
の

水
素
濃
度
の
上
昇
抑
制
お
よ
び
原
子
炉
建
物
内
の
水
素
ガ
ス
濃
度
を
測
定

す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
（
例
：
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
）
で
あ
る

こ
と
か
ら
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
存
在
す
る
期
間
を
基
本
と
し
て
原
子
炉

水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
開
と
な
っ
た
場
合

は
，
原
子
炉
ウ
ェ
ル
と
Ｓ
Ｆ
Ｐ
が
繋
が
り
，
保
有
水
量
が
多
く
な
る
こ
と

か
ら
，（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
か
つ
プ
ー
ル

ゲ
ー
ト
開
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ

ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
。

 

－
 

－
 

運
転
，起

動
お
よ
び
高

温
停
止
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら

原
子
炉
建
物
等
へ
の
水
素
ガ
ス
の
漏
え
い
を
抑
制
し
，
原
子
炉
建
物
等
内

の
水
素
濃
度
の
上
昇
を
緩
和
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
（
例
：
格

納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
），

原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
が
発
生
す
る
可
能

性
の
あ
る
期
間
の
原
子
炉
の
状
態
を
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

－
 

－
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分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準

/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
ま
た
は
機
能
）
 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る

 

原
子
炉
の
状
態

 

(
1
1)
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等

の
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
11
/第

54
条
）
 

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て
い
る
期
間
 

燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
ま
た
は
注
水
機
能
が
喪
失
し
，
ま
た
は
燃
料
プ

ー
ル
か
ら
の
水
の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
当
該
燃
料
プ
ー
ル
の
水

位
が
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
プ
ー
ル
内
の
燃
料
等
を
冷
却
し
，
放

射
線
を
遮
断
し
，
お
よ
び
臨
界
を
防
止
す
る
た
め
に
，
燃
料
プ
ー
ル
に
照

射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
に
お
い
て
待
機
が
必
要
な
設
備
で

あ
る

(例
：
大
量
送
水
車
）。

 

・
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系

 

・
残
留
熱
除
去
系
（
燃
料
プ
ー
ル
冷

却
機
能
）

 

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間
 

燃
料
プ
ー
ル
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
当
該
燃

料
プ
ー
ル
の
水
位
が
異
常
に
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て
も
，
プ
ー
ル
内
の

燃
料
等
の
著
し
い
損
傷
の
進
行
を
緩
和
し
，
お
よ
び
臨
界
を
防
止
す
る
た

め
に
必
要
な
設
備
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
，
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃

料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
は
待
機
が
要
求
さ
れ
る
設
備
で
あ
る
（
例
：
常

設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）。

 

－
 

－
 

(
1
2)
工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
12
/第

55
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，冷

温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
ま
た
は
燃
料
プ
ー

ル
内
の
燃
料
等
の
著
し
い
損
傷
に
至
っ
た
場
合
に
お
い
て
工
場
等
外
へ
の

放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
（
例
：
放

水
砲
），

原
子
炉
格
納
容
器
破
損
に
至
る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
の
状
態
に

お
い
て
，
お
よ
び
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期

間
に
お
い
て
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
。

 

－
 

－
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分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準

/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
ま
た
は
機
能
）
 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る

 

原
子
炉
の
状
態

 

(
1
3)
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と

な
る
水
の
供
給
設
備

 

 
 
（

1.
13
/第

56
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，冷

温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換
（
原
子
炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い
。
 

（
１
）原

子
炉
水
位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付
近
で
，か

つ
プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
ま
た
は
（
２
）
原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出
さ
れ
，か

つ
プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合
）
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十

分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
（
例
：
大
量
送
水

車
）
，
重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
の
状
態

に
お
い

て
，
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
。
 

－
 

－
 

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，冷

温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換
（
原
子
炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い
。
 

（
１
）原

子
炉
水
位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付
近
で
，か

つ
プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
ま
た
は
（
２
）
原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出
さ
れ
，か

つ
プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合
）
 

重
大
事
故
等
発
生
時
の
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

格
納
容
器
代

替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
お
よ
び
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
の

水
源
と
し
て
使
用
す
る
設
備
で
あ
り
（
例
：
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
）
，

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ

ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，

か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
ま
で
の
期
間
を
適
用
す
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

 

・
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

 

運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換
 

（
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な
い
。
（
１
）
原
子
炉
水

位
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
水

位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
ま

た
は

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃

料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー

ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
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分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準

/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
ま
た
は
機
能
）
 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る

 

原
子
炉
の
状
態

 

(
1
4)
電
源
設
備

 

 
 
（

1.
14
/第

57
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，冷

温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
電
源
が
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故
等

が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
，
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
，
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
等
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
運
転
停
止
中
原

子
炉
内
燃
料
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
で
あ
り

(例
：
常
設

代
替
交
流
電
源
設
備
），

設
計
基
準
事
故
ま
た
は
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お

い
て
電
源
供
給
が
必
要
な
設
備
に
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
と
な
る
。
 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 

・
蓄
電
池

 

・
非
常
用
所
内
電
気
設
備

 

・
（
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
，
燃
料
移
送

ポ
ン
プ
）

 

運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換
 

非
常
用
電
源
設
備
お
よ
び
上
記
電
源
設
備
の
ほ
か
，
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
の
電
源
が
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
，
燃
料
プ
ー

ル
内
燃
料
等
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
運
転
停
止
中
原
子
炉
内
燃
料
の
著
し

い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
常
設
直
流
電
源
設
備
（
例
：
常
設
代

替
直
流
電
源
設
備
）
で
あ
り
，
上
記
と
同
様
の
原
子
炉
の
状
態
で
の
待
機

が
必
要
と
な
る
。
 

(
1
5)
計
装
設
備

 

 
 
（

1.
15
/第

58
条
）
 

各
計

器
ご

と
の

要
求

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
に
従
う
 

重
大
事
故
等
発
生
時
に
，
計
測
機
器
（
非
常
用
の
も
の
を
含
む
）
の
故
障

に
よ
り
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
監
視
す
る
こ
と
が
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
，
当
該

パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
定
す
る
た
め
に
有
効
な
情
報
を
把
握
で
き
る
こ
と
が
必

要
な
設
備
（
例
：
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
）
で
あ
る
。
 

・
各
計
器

 
・
各
計
器
の
要
求
さ
れ
る
原

子
炉
の
状
態
 

(
1
6)
原
子
炉
制
御
室

 

 
 
（

1.
16
/第

59
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，冷

温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
運
転
員
が
と
ど
ま
る
の
に
必

要
な
設
備
（
被
ば
く
評
価
に
お
い
て
期
待
し
て
い
る
設
備
以
外
）
で
あ
り
，

当
該

の
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
と

同
様

の
原

子
炉

の
状

態
と

な
る

（
例
：
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
（
三
脚
タ
イ
プ
））
。
 

－
 

－
 

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
お

よ
び

炉
心

変
更

時
※
ま

た
は

原
子

炉

棟
内

で
照

射
さ

れ
た

燃
料
に
係
る
作
業
時

 

※
停

止
余

裕
確

認
後

の
制

御
棒

１
本

の
挿

入
・
引
抜
を
除
く
。

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
運
転
員
が
と
ど
ま
る
の
に
必

要
な
設
備
（
被
ば
く
評
価
に
お
い
て
期
待
し
て
い
る
設
備
）
お
よ
び
，
運

転
員
の
被
ば
く
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
設
備
（
例
：
非
常
用
ガ
ス
処
理
系

1
系
列
）
で
あ
り
，
当
該
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
（
例
：
中
央
制
御

室
非
常
用
循
環
系

2
系
列
）
と
同
様
の
原
子
炉
の
状
態
と
な
る
。

 

 

－
 

運
転
，
起
動
，
高
温
停
止

 

お
よ
び
炉
心
変
更
時

※
ま
た

は
原

子
炉

建
物

原
子

炉
棟

内
で

照
射

さ
れ

た
燃

料
に

係
る
作
業
時
 

※
停

止
余

裕
確

認
後

の
制

御
棒
１
本
の
挿
入
・
引
抜
を

除
く
。
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分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準

/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
ま
た
は
機
能
）
 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る

 

原
子
炉
の
状
態

 

(
1
7)
監
視
測
定
設
備

 

 
 
（

1.
17
/第

60
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，冷

温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
発
電
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
（
周
辺
海
域

を
含
む
）
に
お
い
て
原
子
炉
施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度

お
よ
び
放
射
線
量
を
監
視
し
，
お
よ
び
測
定
し
，
並
び
に
そ
の
結
果
を
記

録
で
き
る
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
可
能
性
の

あ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
，
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
。
ま
た
，

常
設
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
に
必
要
な
監
視
測
定
設

備
（
例
：
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
）
の
原
子
炉
の
状
態
に
つ
い
て

は
，
当
該
の
常
設
設
備
の
原
子
炉
の
状
態
と
同
様
と
な
る
。

 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

 

・
放
射
能
観
測
車

 

・
気
象
観
測
設
備

 

運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
発
電
所
に
お
い
て
風
向
，
風
速
そ
の
他

の
気
象
条
件
を
測
定
し
，
お
よ
び
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る

設
備
で
あ
り
，
上
記
と
同
様
の
原
子
炉
の
状
態
で
適
用
さ
れ
る
（
例
：
可

搬
式
気
象
観
測
装
置
）。

 

(
1
8)
緊
急
時
対
策
所

 

 
 
（

1.
18
/第

61
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，冷

温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
必
要
な
要
員
が
と
ど
ま
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
（
長
時
間
の
放
射
性
物
質

放
出
に
対
応
す
る
設
備
），

必
要
な
情
報
を
把
握
で
き
る
設
備
お
よ
び
発
電

所
内

外
と

の
連

絡
を

行
う

た
め

に
必

要
な

設
備

を
設

け
た

も
の

で
あ

る

（
例
：
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
送
風
機
，
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
）。

(
1
6)
原
子
炉
制
御
室
と
同
様
，
重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る

原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
，
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
。

 

－
 

－
 

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
お

よ
び

炉
心

変
更

時
※
ま

た
は

原
子

炉

棟
内

で
照

射
さ

れ
た

燃
料
に
係
る
作
業
時

 

※
停

止
余

裕
確

認
後

の
同

一
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト
に

属
す

る
1

組
ま
た
は

1
本
の
制

御
棒
の
挿
入
・
引
抜
を

除
く
。
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
必
要
な
要
員
が
と
ど
ま
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
（
短
期
間
の
放
射
性
物
質

放
出
に
対
応
す
る
設
備
）
で
あ
る
（
例
：
空
気
ボ
ン
ベ
加
圧
設
備
（
空
気

ボ
ン
ベ
）。

 

 

－
 

－
 

(
1
9)
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要

な
設
備

 

 
 
（

1.
19
/第

62
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，冷

温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
施
設
内
外
の
連
絡
を
行

う
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
上
記
同
様
，
重
大
事
故
等
が
発
生
す
る

可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
，
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る

（
例
：
衛
星
電
話
設
備
（
携
帯
型
））
。

 

・
所
内
通
信
連
絡
設
備
（
警
報
装
置

を
含
む
。）

 

・
電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備

 

・
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
社
内
向
） 

・
専
用
電
話
設
備

 

運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃

料
交

換
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分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準
/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
ま
た
は
機
能
）
 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 

（
20
）
共
通
事
項
（
重
大
事
故
等
対

処
設
備
）

 

（
1.
0/
第

4
3
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温
停

止
，

冷
温

停
止

お
よ

び
燃
料
交
換
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水
，
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）

に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス
プ
レ
イ
な
ら
び
に
原
子
炉
建
物
へ
の
放
水

等
、
発
電
所
に
配
備
し
て
い
る
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
用
途
は

多
岐
に
渡
る
。
屋
外
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た
め
の
ホ
イ
ー
ル

ロ
ー
ダ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
そ
れ

ぞ
れ
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
，
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ

る
。
 

－
 

－
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資料２．（１） 保安規定第６５条 記載方法の類型化，記載例および記載の考え方
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資
料
２
．（

１
）
保
安
規
定
第
６
５
条
 
記
載
方
法
の
類
型
化

 

 

第
6
5
条
 

 

 
 
記
載
の
分
類

 

                    

  

「
保
安
規
定
変
更
に

 

係
る
基
本
方
針
」

 

に
て
示
す
分
類

 

（［
 ］

内
は
，
基
本

 

方
針
記
載
箇
所
を
示
す
。
）
 

65
-
1 

65
-2
 

65
-3
 

65
-4
 

65
-5

 
65
-6
 

65
-7
 

65
-8
 

65
-9
 

65
-1
0 

65
-1
1 

65
-1
2 

65
-1
3 

65
-1
4 

65
-1
5 

65
-1
6 

65
-1
7 

65
-1
8
 

65
-1
9 

緊 急 停 止 失 敗 時 に 発 電 用 原 子 炉 を

未 臨 界 に す る た め の 設 備  

原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 高 圧

時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却 す る た め

の 設 備  

原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ を 減

圧 す る た め の 設 備  

原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧

時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却 す る た め

の 設 備  

最 終 ヒ ー ト シ ン ク へ 熱 を 輸 送 す る

た め の 設 備  
 

原 子 炉 格 納 容 器 の 過 圧 破 損 を 防 止

す る た め の 設 備  
 

水 素 爆 発 に よ る 原 子 炉 格 納 容 器 の

破 損 を 防 止 す る た め の 設 備  
 

水 素 爆 発 に よ る 原 子 炉 建 物 等 の 損

傷 を 防 止 す る た め の 設 備  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 冷 却 等 の た め

の 設 備  

原 子 炉 格 納 容 器 下 部 の 溶 融 炉 心 を

冷 却 す る た め の 設 備  

水 素 爆 発 に よ る 原 子 炉 建 物 等 の 破

損 を 防 止 す る た め の 設 備  

燃 料 プ ー ル の 冷 却 等 の た め の 設 備  

発 電 所 外 へ の 放 射 性 物 質 の 拡 散 を

抑 制 す る た め の 設 備  

重 大 事 故 等 の 収 束 に 必 要 と な る 水

の 供 給 設 備  

電 源 設 備  

計 装 設 備  

運 転 員 が 中 央 制 御 室 に と ど ま る た

め の 設 備  

監 視 測 定 設 備  

緊 急 時 対 策 所  

通 信 連 絡 を 行 う た め に 必 要 な 設 備  
ア ク セ ス ル ー ト の 確 保  

大 量 送 水 車  

1 
2 

1 
2
 

3 
1 

2
 

3 
1 

2 
1
 

2 
3
 

4 
5 

1 
2 

1
 

2
 

3
 

1 
2 

1
 

2 
3 

1 
2
 

1 
2 

3 
4
 

1 
2 

3
 

4 
5 

6 
1 

2 
3 

4
 

1 
2 

1 
1 

2
 

1 
1 

１
 

ATWS 緩 和 設 備 （ 代 替 制 御 棒 挿 入 機 能 ）  

ATWS 緩 和 設 備 （ 代 替 原 子 炉 再 循 環 ポ ン プ ト リ ッ プ 機 能 ）  

高 圧 原 子 炉 代 替 注 水 系 （ 中 央 制 御 室 か ら の 遠 隔 起 動 ）  

高 圧 原 子 炉 代 替 注 水 系 お よ び 原 子 炉 隔 離 時 冷 却 系 （ 現 場 起 動 ）  

ほ う 酸 水 注 入 系 （ 重 大 事 故 等 対 処 設 備 ） 

代 替 自 動 減 圧 機 能  

主 蒸 気 逃 が し 安 全 弁 （ 手 動 減 圧 ）  

主 蒸 気 逃 が し 安 全 弁 の 機 能 回 復  

低 圧 原 子 炉 代 替 注 水 系 （ 常 設 ）  

低 圧 原 子 炉 代 替 注 水 系 （ 可 搬 型 ）  

格 納 容 器 フ ィ ル タ ベ ン ト 系  

可 搬 式 窒 素 供 給 装 置  

原 子 炉 補 機 代 替 冷 却 系  

残 留 熱 代 替 除 去 系  

格 納 容 器 内 の 水 素 濃 度 お よ び 酸 素 濃 度 の 監 視  

格 納 容 器 代 替 ス プ レ イ 系 （ 常 設 ）  

格 納 容 器 代 替 ス プ レ イ 系 （ 可 搬 型 ）  

格 納 容 器 下 部 注 水 系 （ 常 設 ）  

格 納 容 器 下 部 注 水 系 （ 可 搬 型 ）  

格 納 容 器 代 替 ス プ レ イ 系 （ 可 搬 型 ）  

静 的 触 媒 式 水 素 処 理 装 置  

原 子 炉 建 物 内 の 水 素 濃 度 監 視  

燃 料 プ ー ル ス プ レ イ 系  

燃 料 プ ー ル の 除 熱  

燃 料 プ ー ル 監 視 設 備  

大 気 へ の 放 射 性 物 質 の 拡 散 抑 制 ， 航 空 機 燃 料 火 災 へ の 泡 消 火  

海 洋 へ の 放 射 性 物 質 の 拡 散 抑 制  

重 大 事 故 等 収 束 の た め の 水 源  

低 圧 原 子 炉 代 替 注 水 槽 へ の 移 送 設 備  

海 水 移 送 設 備  

構 内 監 視 設 備  

常 設 代 替 交 流 電 源 設 備  

可 搬 型 代 替 交 流 電 源 設 備  

所 内 常 設 蓄 電 式 直 流 電 源 設 備 お よ び 常 設 代 替 直 流 電 源 設 備  

可 搬 型 直 流 電 源 設 備  

代 替 所 内 電 気 設 備  

燃 料 補 給 設 備  

主 要 パ ラ メ ー タ お よ び 代 替 パ ラ メ ー タ  

補 助 パ ラ メ ー タ  

可 搬 型 計 測 器  
パ ラ メ ー タ 記 録  

中 央 制 御 室 の 居 住 性 確 保  

原 子 炉 建 物 ブ ロ ー ア ウ ト パ ネ ル  

監 視 測 定 設 備  

緊 急 時 対 策 所 の 居 住 性 確 保  

緊 急 時 対 策 所 の 代 替 電 源 設 備  

通 信 連 絡 設 備  

ホ イ ー ル ロ ー ダ  

大 量 送 水 車  

緊
急

停
止

失
敗

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
未

臨
界

に
す
る
た
め
の
設
備

 
[4
.3
(1
)a

.(
b
),

 
4.
3(
2)
c.

(c
)
①
]
 

●
 

●
 

 
 

 
●

 

※
１

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

し
て

利
用

す
る

設
計

基
準
事
故
対
処
設
備

 
[4
.3
(4
)]

 

 
 

 
 

●
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

●
 

 
●

 
●

 
 

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設
備

 
[4
.3
(1
)a

.
]
 

 
 

●
 

 
 

 
 

●
 

●
 

 
●
 

 
 

●
 

●
 

●
 

 
●
 

 
 

●
 

●
 

 
●

 
 

 
 

●
 

 
 

●
 

●
 

 
●

 
 

●
 

●
 

●
 

●
 

 
●

 
●

 
●

 
 

●
 

 
●
 

 
 

２
Ｎ

要
求

の
可

搬
型

重
大
事
故
等
対
処
設
備

 
[4
.3
(1
)b

.,
 

4.
3(
2)
c.

(b
)
]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●

 
 

 
●

 
 

 
 

●
 

 
●
 

●
 

 
 

●
 

 
 

 
 

 
●
 

●
 

 
 

●
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

２
Ｎ

要
求

以
外

の
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

[4
.3
(1
)c

.,
 

4.
3(
2)
c.

(a
)
]
 

 
 

 
 

 
 

 

●
 

 
 

 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

 
 

●
 

●
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
●

 

 
 

●
 

 

●
 

 

●
 

●
 

●
 

●
 

 
 

SF
P

冷
却

等
の

た
め

の
設
備

 
[4
.3
(3
)c

.(
b
)
①

]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

●
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

計
装
設
備

 
[4
.3
(1
)a

.(
c)

,
 

4.
3
添
付

-4
]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

●
 

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

●
 

●
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

監
視
測
定
設
備

 
[4
.3
c.
(c

)
③
,
 

4.
3(
3)
c.

(b
)
②
]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●

 
 

 
 

 
 

緊
急
時
対
策
所

 
[4
.3
a.
(d

)
 

4.
3c
.(
c)
②
]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●

 

※
２

 

 
 

●
 

●
 

 
 

 

通
信
連
絡
設
備

 
[4
.3
a.
(d

),
 

4.
3c
.(
c)
④
]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

 
 

そ
の
他
の
設
備
（
ホ
イ
ー

ル
ロ
ー
ダ
）

 
[4
.3
c.
(c

)
⑤
]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●
 

 

 
（
注
）
 
：
分
類
が
重
複
し
て
い
る
設
備
（
各
表
に
お
い
て
常
設
・
可
搬
設
備
が
混
在
し
て
い
る
も
の
等
）
が
あ
る
。

 

※
１
 
：
代
替
自
動
減
圧
機
能
は
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
に
準
じ
て
設
定

 

※
２
 
：
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
（
三
脚
タ
イ
プ
）
，
酸
素
濃
度
計
お
よ
び
に
酸
化
炭
素
濃
度
計
は
緊
急
時
対
策
所
に
準
じ
て
設
定
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資
料
２
．（

１
）
保
安
規
定
記
載
例
及
び
記
載
の
考
え
方
 

保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

表
６
５
－
２
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
 

 ６
５
－
２
－
１

 
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
中
央

制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
※
３

 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

設
 
備
 ⑤

 
所
要
数
 ⑥

 

運
 
転
 

起
 
動
 

高
温
停
止
 

（
原
子
炉
圧
力
が
 

0.
74
MP
a[
ga
ge
] 

以
上
の
場
合
）
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
 

１
台
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
 

※
４
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

※
６
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
７
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
８
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。
 

※
２
：
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
起
動
準
備
中
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
運
転
中
は
，
高
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
の
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
３
：
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
〔
２
号
炉
〕）

の
運
転
上
の
制
限
も

確
認
す
る
。
 

※
４
：
第
４
６
条
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
位
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
５
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
２

 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め

る
。
 

※
６
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
４
 
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
７
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１

 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

※
８
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
３
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
）

に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

     

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）
 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。
 

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。
 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）
 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）
 

「
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

(
手

順

等
)」

と
し
て
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
が
有
す
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を

防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
(
手
順
等
)」

と
し
て
，
炉
心
の
著
し

い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，
原
子

炉
格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定

め
る
）
こ
と
。（

溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止
に
用
い
る
設
備
）
 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
に

対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大

事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順
等
を

定
め
る
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
供
給

す
る
た
め
の
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。
 

 

④
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原

子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を

冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
，
高
圧
時
に
当
該

の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
よ
る
冷
却
機
能
が
必
要
と
な
る
「
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
（
原

子
炉
圧
力
が

0.
74
MP

a[
ga

ge
]
以
上
）」

と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

 ⑥
 
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
は
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
十
分
な
期
間
に
わ
た
っ

て
原
子
炉
水
位
を
維
持
し
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
ポ
ン
プ
流
量
を
有
す
る

設
計
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
運
転
上
の
制
限
の
所
要
数
を
１
台
と
す
る
。
 

 
 
な
お
，
上
記
の
設
備
は
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
た
め
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
。
 

（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
原
子
炉
圧
力
が

0.
74
MP
a[
ga
ge
]相

当
※
９
に
お
い
て
，

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
流
量
が
図
６
５
－

２
－

１
に

定
め

る
領

域
内

に
あ

る
こ

と
を

確
認

す

る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の

運

転
確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

(原
子
炉
) 

2.
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

タ
ー
ビ
ン
蒸
気
入
口
弁
が
閉

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動

作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認

す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

当
直
長
 

3.
原
子
炉
圧
力
が

0.
98
MP
a[
ga
ge
]以

上
に
お
い
て
，
高

圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
流
量
が
図
６
５
－
２

－
１
に
定
め
る
領
域
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確

認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起

動
中
に
１
回
 

当
直
長
 

4.
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
お
け
る
注
入
弁
が
開
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作

確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す

る
。
 

定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起

動
中
に
１
回
 

当
直
長
 

5.
原
子
炉
圧
力
が

0.
98
MP
a[
ga
ge
]以

上
に
お
い
て
，
高

圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
流
量
が
図
６
５
－
２

－
１
に
定
め
る
領
域
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確

認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

6.
原
子
炉
圧
力
が

0.
98
MP
a[
ga
ge
]以

上
に
お
い
て
，
高

圧
原
子
炉

代
替
注
水
系
に
お
け
る
注
入
弁
が
開
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確

認
に

際
し

て
作

動
し

た
弁

の
開

閉
状

態
を

確
認

す

る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

※
９
：
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
タ
ー
ビ
ン
入
口
に
お
け
る
圧
力
が
原
子
炉
圧
力

0.
74
MP
a[
ga
ge
]に

て
運

転
し
た
圧
力
と
同
等
と
な
る
よ
う
所
内
蒸
気
圧
力
を
調
整
し
て
確
認
す
る
。
 

  

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）
 

 a．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1，
3
が
該
当
。
 

項
目

1
の
確
認
で
使
用
す
る
駆
動
蒸
気
に
つ
い
て
は
，
0
.7
4
M
P
a
[
ga
g
e
]相

当
で
の
性
能
確
認
と

し
て
所
内
蒸
気
系
を
用
い
る
。
 

項
目

1
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
定
事
検
停
止
時
に
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

項
目

3
の
確
認
で
使
用
す
る
駆
動
蒸
気
に
つ
い
て
は
，
主
蒸
気
系
を
用
い
る
。
 

項
目

3
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
に
て
整
理
さ
れ

て
い
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
の
確
認
頻
度
を
準
用
し
，
定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起
動

中
に
１
回
と
す
る
。
 

 b．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

2，
4，

5，
6
が
該
当
。
 

項
目

2
に
つ
い
て
は
，
項
目

1
と
同
様
，
待
機
状
態
と
な
る
前
に
動
作
確
認
お
よ
び
当
該
弁
の
開

閉
状
態
の
確
認
を
実
施
す
る
。
 

項
目

2
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
定
事
検
停
止
時
に
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

項
目

4，
5，

6
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
項
目

3
と
同
様
，
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時

冷
却
系
）
に
て
整
理
さ
れ
て
い
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
の
確
認
頻
度
を
準
用
し
，
定
事

検
停
止
後
の
原
子
炉
起
動
中
に
１
回
ま
た
は
１
箇
月
に
１
回
と
す
る
。
 

 高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
流
量
に
つ
い
て
は
，
設
置
許
可
添
付
十
の
主
要
解
析
条
件
に
お
い
て
，

設
計
値
で
あ
る

93
m3
/h
（
8.
2
1
M
P
a
[g
a
g
e]
に
お
い
て
）
～
7
0
m3
/
h（

0
.
74
M
P
a[
g
a
ge
]
に
お
い
て
）
に

対
し
，
保
守
的
に

20
％
減
の
流
量
で
注
水
す
る
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
流
量
が
当
該
解
析
条
件

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。（

添
付
－
２
）
 

                  

      所
内

蒸
気

系
を

用
い

た

0
.
7
4
M
Pa
[
g
ag
e]

相
当

で

の
性

能
確

認
に

つ
い

て

は
，
T
S-
92
「
原
子
炉
隔
離

時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
の
低
圧

運
転
点
に
お
け
る
確
認
運

転
に
つ
い
て
」
参
照
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

   

図
６
５
-２

-１
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系

が
動
作
不
能
の
場
合
 

A1
.
当
直
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
設

備
※

10
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.
当
直
長
は
，
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等

対
処

設
備

※
11
が

動
作
可

能
で
あ

る
こ

と
を
確

認

す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

速
や
か
に
 

   ３
日
間
 

   ３
０
日
間
 

B.
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

と

共
用

す
る

配
管

ま
た

は
弁

が
動
作
不
能
の
場
合
 

B1
.
当
直
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
設

備
※

10
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

速
や
か
に
 

   ３
日
間
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
で
要
求
さ

れ
る

措
置

を
完

了
時

間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

C1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.当

直
長
は
，
原
子
炉
圧
力
を

0.
74
MP
a[
ga
ge
]
未
満
に
 

す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

※
10
：
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

※
11
：
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
い
う
。
 

    

 ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
統
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な

っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。
 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
）
,（

３
））
 

 

A1
．
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
起
動
し
確
認
す

る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し

た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”
で
あ
る
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
が
該
当
す

る
。
 

 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
と
共
通
要
因
で
故
障
す
る
可
能
性
が
あ
り

得
る
（
蒸
気
ラ
イ
ン
が
一
部
共
通
の
た
め
）
こ
と
か
ら
，
駆
動
源
の
異
な
る
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
）
を
設
定
す
る
。
 

 A2
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書

類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
対
応
す
る

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３

日
間
」
と
す
る
。
 

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
は
，
中
央
制
御
室
か
ら
速
や
か
に
起
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
，
流

量
等
も
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
と
同
等
な
性
能
を
有
す
る
。
  

 

A3
．
当
該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作

可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 B1
．
A1

と
同
様

  

 B2
．
当
該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ

Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 C1
．，

C2
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

                             

 

300



資料２．（２） 保安規定第 65条 運転上の制限等について 

 

６５－１－１  ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能） 

６５－１－２  ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能） 

６５－２－１  高圧原子炉代替注水系（中央制御室からの遠隔起動） 

６５－２－２  高圧原子炉代替注水系および原子炉隔離時冷却系（現場起動）                 

６５－２－３  ほう酸水注入系（重大事故等対処設備） 

６５－３－１  代替自動減圧機能              

６５－３－２  主蒸気逃がし安全弁（手動減圧）      

６５－３－３  主蒸気逃がし安全弁の機能回復     

６５－４－１  低圧原子炉代替注水系（常設）        

６５－４－２  低圧原子炉代替注水系（可搬型）    

６５－５－１  格納容器フィルタベント系         

６５－５－２  可搬式窒素供給装置                      

６５－５－３  原子炉補機代替冷却系         

６５－５－４  残留熱代替除去系                       

６５－５－５  格納容器内の水素濃度および酸素濃度の監視 

６５－６－１  格納容器代替スプレイ系（常設）       

６５－６－２  格納容器代替スプレイ系（可搬型）      

６５－７－１  ペデスタル代替注水系（常設）      

６５－７－２  ペデスタル代替注水系（可搬型）     

６５－７－３  格納容器代替スプレイ系（可搬型）   

６５－８－１  静的触媒式水素処理装置          

６５－８－２  原子炉建物水素濃度                  

６５－９－１   燃料プールスプレイ系          

６５－９－２   燃料プールの除熱              

６５－９－３   燃料プール監視設備                    

６５－１０－１ 大気への放射性物質の拡散抑制，航空機燃料火災への泡消火                   

６５－１０－２ 海洋への放射性物質の拡散抑制     

６５－１１－１ 重大事故等収束のための水源         

６５－１１－２ 低圧原子炉代替注水槽への移送設備     

６５－１１－３ 海水移送設備              

６５－１２－１ 常設代替交流電源設備          

６５－１２－２ 可搬型代替交流電源設備        

６５－１２－３ 所内常設蓄電式直流電源設備および常設代替直流電源設備             

６５－１２－４ 可搬型直流電源設備                   

６５－１２－５ 代替所内電気設備             

６５－１２－６ 燃料補給設備   

６５－１３－１ 主要パラメータおよび代替パラメータ 
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６５－１３－２ 補助パラメータ            

６５－１３－３ 可搬型計測器              

６５－１３－４ パラメータ記録             

６５－１４－１ 中央制御室の居住性確保        

６５－１４－２ 原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル  

６５－１５－１ 監視測定設備                            

６５－１６－１ 緊急時対策所の居住性確保         

６５－１６－２ 緊急時対策所の代替電源設備        

６５－１７－１ 通信連絡設備                           

６５－１８－１ ホイールローダ              

６５－１９－１ 大量送水車              
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保安規定第６５条 

表６５－１「緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備」 

６５－１－１「ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数・必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十（同等な機能を有することの説明） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 表
６
５
－
１
 
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
 

 ６
５
－
１
－
１

 
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
 

（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
※
１
※
２
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

要
 
素
 ⑤

 

動
作
可
能
で
あ
る
べ
き

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
 

（
論
理

※
３
毎
）
 ⑥

 

運
転
 

起
動
 

原
子
炉
圧
力
高
 

２
※
４
 

原
子
炉
水
位
低
（
Ｌ
２
）
 

２
※
４
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

要
 
素
 ⑤

 
所
要
数
 ⑥

 

運
転
 

起
動
 

手
動
Ａ
Ｒ
Ｉ
 

２
※
５
 

※
１
：
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
の
Ａ
Ｒ
Ｉ
用
電
磁
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
含
む
。
 

※
２
：
本
表
に
お
け
る
動
作
可
能
と
は
，
当
該
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
が
達
成
さ
れ

て
い
る
状
態
を
い
う
。
ま
た
，
動
作
不
能
と
は
，
点
検
・
修
理
の
た
め
に
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ

ン
ネ
ル
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
お
よ
び
誤
不
動
作
が
発
見
さ
れ
た
場
合
で
，
当
該
計
測
お
よ
び
制

御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
で
き
な
い
状
態
を
い
う
。
ト
リ
ッ
プ
信
号
を
出
力
し
て
い
る

状
態
は
，
誤
動
作
で
あ
っ
て
も
動
作
不
能
と
は
見
な
さ
な
い
。
 

※
３
：
論
理
と
は
，
当
該
系
統
・
設
備
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
セ
ン
サ
か
ら
論
理
回
路
の
出
力
段
ま
で
の
最
小

単
位
の
構
成
を
い
う
。
 

※
４
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ａ
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｂ
の
う
ち
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
，
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｃ
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ
ル

Ｄ
の
う
ち
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
い
う
。
 

※
５
：
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
そ
れ
ぞ
れ
１
個
の
計
２
個
を
い
う
。
 

         

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）
が
該
当
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

な
お
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
に
よ
り
動
作
す
る
制
御
棒
駆
動
機
構
等
に
つ

い
て
は
，
既
存
の
保
安
規
定
２
２
条
（
制
御
棒
の
ス
ク
ラ
ム
機
能
）
に
お
い
て
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
お
り
，
Ｓ
Ａ
要
求
を
満
た
す
こ
と
か
ら
，
既
存
条
文
に
て
管
理
す
る
。

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機

能
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３

（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）

 

「
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
」
と
し
て
，
運
転
時
の
異
常

な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
緊
急
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
象
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い

損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を

維
持
す
る
と
と
も
に
，
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手

順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 

④
 
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
は
，
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
，
発

電
用
原
子
炉
の
運
転
を
緊
急
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
象
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
，

ま
た
は
，
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子

炉
出
力
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転

お
よ
び
起
動
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
各
要
素
に
つ
い
て
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
が
要
求
さ
れ
る
機
能
を
発
揮
す

る
た
め
に
必
要
な
信
号
数
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
し
て
，
論
理
毎
に
記
載
す
る
。

な
お
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
の
論
理
回
路
の
出
力
段
の
信
号
は
，
Ａ
系
お

よ
び
Ｂ
系
の
全
て
の
Ａ
Ｒ
Ｉ
用
電
磁
弁
に
同
時
出
力
さ
れ
る
た
め
，
当
該
論
理
回
路
全
体
が
最
小
単
位

を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
，
原
子
炉
圧
力
高
お
よ
び
原
子
炉
水
位
低
（
Ｌ
２
）
の
各
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
も
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
は
動
作
す
る
が
，
こ
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
動
作
は
当
該
設
備
が
要
求
さ
れ
る
機
能
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
記
載
し
な
い
。（

保

安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
１
，
２
）

 

 １
．
原
子
炉
圧
力
高
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ａ
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｂ
の
う
ち
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
，
チ
ャ
ン

ネ
ル
Ｃ
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｄ
の
う
ち
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
の
計
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
が
動
作
可

能
で
あ
れ
ば
要
求
さ
れ
る
機
能
を
発
揮
で
き
る
こ
と
か
ら
，
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
で
あ
る
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

      （
２
）
確
認
事
項
 

要
 
素
 

設
定
値
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

1.
代
替
制
御
棒
挿

入
機
能
 

―
 

機
能
を
確
認
す
る

※
６
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
計
装
）
 

2.
原
子
炉
圧
力
高
 

7.
41
MP
a[
ga

ge
]以

下
 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
お
よ
び
起

動
に
お
い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る

※
７
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る

※

８
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
計
装
）
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
９
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
計
装
）
 

3.
原
子
炉
水
位
低

（
Ｌ
２
）
 

11
2c
m
下
方

以
上
（
気
水

分
離
器
下
端

よ
り
）
 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
お
よ
び
起

動
に
お
い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る

※
７
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る

※

８
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
計
装
）
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
９
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
計
装
）
 

4.
手
動
Ａ
Ｒ
Ｉ
 

－
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
９
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
計
装
）
 

※
６
：
機
能
の
確
認
は
，
論
理
回
路
の
出
力
段
の
信
号
に
よ
り
，
電
磁
弁
が
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

を
い
う
。
 

※
７
：「

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る
」
と
は
，
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
に
異
常
な
変

動
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
，
ま
た
可
能
で
あ
れ
ば
他
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
と
有
意
な
差
異

が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
，
ト
リ
ッ
プ
状
態
に
あ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
，

該
当
し
な
い
。
 

※
８
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
と
は
，
セ
ン
サ
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
信
号
を
与
え
た
時
，
許
容
範
囲
内
で
出
力
信

号
を
発
生
ま
た
は
指
示
値
を
示
す
よ
う
調
整
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
９
：
論
理
回
路
機
能
の
確
認
は
，
セ
ン
サ
か
ら
の
出
力
信
号
に
て
，
論
理
回
路
の
出
力
段
に
信
号
が
発
生
す

る
こ
と
に
よ
り
，
そ
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
，
確
認
は
部
分
的
な
確
認
を

積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
，
適
用
範
囲
を
確
認
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
す
る
。

 

２
．
原
子
炉
水
位
低
（
Ｌ
２
）：

チ
ャ
ン
ネ
ル
Ａ
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｂ
の
う
ち
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
，

チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｃ
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｄ
の
う
ち
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
の
計
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
が

動
作
可
能
で
あ
れ
ば
要
求
さ
れ
る
機
能
を
発
揮
で
き
る
こ
と
か
ら
，
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能

で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
す
る
。

 

３
．
手
動
Ａ
Ｒ
Ｉ
：
Ａ
Ｒ
Ｉ
用
電
磁
弁
（
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
）
を
動
作
さ
せ
る
た
め
に
２
個
を
所
要
数

と
す
る
。
 

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

ａ
．
性
能
確
認
（
論
理
回
路
が
正
常
に
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1，
2（

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
の
実
施
，
論
理
回
路
機
能
の
確
認
），

3（
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
の
実

施
，
論
理
回
路
機
能
の
確
認
），

4
が
該
当
。

 

定
事
検
停
止
時
の
確
認
事
項
は
，
保
安
規
定
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
論
理
回
路
お
よ

び
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
確
認
と
同
様
の
確
認
を
行
う
。

 

設
定
値
に
つ
い
て
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
基
づ
く
設
定
値
を
記
載
す
る
。（

添
付

－
２
）

 

 Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
の
論
理
回
路
は
１
系
統
構
成
で
あ
り
，
ま
た
，
手

動
Ａ
Ｒ
Ｉ
に
つ
い
て
も
運
転
中
に
機
能
確
認
を
す
る
と
，
誤
操
作
等
に
よ
り
プ
ラ
ン
ト
に
外
乱
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
に
機
能
確
認
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

 

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
定
期
的
に
指
示
値
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

2（
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
），

3（
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ

り
確
認
）
が
該
当
。

 

通
常
運
転
中
の
確
認
項
目
は
，
保
安
規
定
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
設

定
さ
れ
て
い
る
確
認
項
目
と
同
様
の
確
認
を
行
う
。

 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
箇
月
に
１
回
と

す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

A.
動
作
可
能
で
あ
る

べ
き
チ
ャ
ン

ネ
ル

数
を
満
足
で

き
な

い
場
合
 

ま
た
は
 

手
動
Ａ
Ｒ
Ｉ
が
動

作
不
能
の
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故

等
対
処
設
備

※
10
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
11
。

 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

６
時
間
 

   ３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ

る
措
置
を
完

了
時

間
内
に
達
成

で
き

な
い
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

※
10
：
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
），

自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
，

代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
お
よ
び
ほ
う
酸
水
注
入
系
を
い
う
。
 

※
11
：
ほ
う
酸
水
注
入
系
に
つ
い
て
は
１
系
列
を
起
動
し
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
），

自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
，

代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

  

 

 ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

各
要
素
に
つ
い
て
，
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
を
条
件
と
し
て
設

定
す
る
。

 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 A1
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
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等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類

十
）」

に
お
い
て
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
発
生
時
の
対
応
設
備
と
し
て
整
理
し
た
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
），

自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
，
代
替
自
動
減
圧
起
動

阻
止
ス
イ
ッ
チ
お
よ
び
ほ
う
酸
水
注
入
系
が
該
当
す
る
。（

添
付
－
３
）

 

 

完
了
時
間
に
つ
い
て
は
，
保
安
規
定
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
原
子
炉
保
護
系
論
理
回

路
の
完
了
時
間
が
６
時
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
，
同
様
に
「
６
時
間
」
と
す
る
。

 

 A2
.
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 B1
.
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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8－6－134 

 

第6.7－1図 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備概要図 

              （ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）による制御棒緊急挿入） 

307

t1260165
四角形

t1260165
四角形

t0778977
四角形

t1260165
タイプライターテキスト
65-1-1の範囲

t1260165
タイプライターテキスト
赤枠にて示す

t1260165
タイプライターテキスト
添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八

t1260165
タイプライターテキスト
第22条「制御棒のスクラム機能」で整理

t1260165
タイプライターテキスト
65-1-1で要求される機能としては，ARI電磁弁が動作することも含む



8－6－42 

る区画に設置することで，制御棒，制御棒駆動機構及び制御棒駆動水圧系

水圧制御ユニットと共通要因によって同時に機能を損なわないよう位置的

分散を図る設計とする。 

6.7.2.2 悪影響防止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，検出器から代替制御棒挿

入機能用電磁弁まで，原子炉保護系に対して独立した構成とすることで，

原子炉保護系に悪影響を及ぼさない設計とする。また，ＡＴＷＳ緩和設備

（代替制御棒挿入機能）は，原子炉保護系の電源と電気的に分離すること

で，原子炉保護系に悪影響を及ぼさない設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により動作する制御棒，制御

棒駆動機構及び制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットは，設計基準事故対処

設備として使用する場合と同じ系統構成で重大事故等対処設備として使用

することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，検出器

から原子炉再循環ポンプトリップ遮断器まで原子炉保護系に対して独立し

た構成とすることで，原子炉保護系に悪影響を及ぼさない設計とする。ま

た，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，原子

炉保護系の電源と電気的に分離することで，原子炉保護系に悪影響を及ぼ

さない設計とする。 

ほう酸水注入系は，設計基準対象施設として使用する場合と同じ系統構

成で，重大事故等対処設備として使用することで，他の設備に悪影響を及

ぼさない設計とする。 

6.7.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備として使用す

るＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，想定される重大事故等時
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において，原子炉圧力高の信号又は原子炉水位低（レベル２）の信号の計

器誤差を考慮して確実に作動する設計とする。 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットは，設計基準事故対処設備としての

仕様が重大事故等時において，発電用原子炉を未臨界にするために必要な

制御棒を全挿入することが可能な駆動水を有する容量に対して十分である

ため，設計基準事故対処設備と同仕様で設計する。 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備として使用す

るＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，想定さ

れる重大事故等時において，原子炉水位低（レベル２）及び原子炉圧力高

の信号の計器誤差を考慮して確実に作動する設計とする。 

ほう酸水注入ポンプ及びほう酸水貯蔵タンクは，設計基準対象施設とし

ての仕様が，想定される重大事故等時において，発電用原子炉を未臨界に

するために必要な負の反応度添加率を確保するための容量に対して十分で

あるため，設計基準事故対処設備と同仕様で設計する。 

6.7.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，中央制御室及び原子炉建

物原子炉棟内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮

した設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）の操作は，想定される重大事

故等時において，中央制御室で可能な設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により動作する制御棒，制御

棒駆動機構及び制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットは，原子炉格納容器内

及び原子炉建物原子炉棟内に設置し，重大事故等時における環境条件を考

慮した設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，中央制

御室及び原子炉建物原子炉棟内に設置し，想定される重大事故等時におけ

る環境条件を考慮した設計とする。 

添付-2-(1) 　　設置変更許可申請書 添付八
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第6.7－1表 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備の 

主要機器仕様 

 

(1) ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能） 

個    数 １ 

(2) ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能） 

個    数 １ 

(3) 制御棒 

第6.1.2－1表 制御棒の主要仕様に記載する。 

(4)  制御棒駆動機構 

第6.1.2－2表 制御棒駆動水圧系主要仕様に記載する。 

(5)  水圧制御ユニット 

第6.1.2－2表 制御棒駆動水圧系主要仕様に記載する。 

(6)  ほう酸水注入系 

第6.1.2－3表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 
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1. 概要

本資料は，「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則」（以下「技術基準規

則」という。）第 35条，第 59条及び第 61条並びにそれらの「実用発電用原子炉及びその附属施

設の技術基準に関する規則の解釈」（以下「解釈」という。）に関わる，工学的安全施設等の起動

（作動）信号の設定値の根拠について説明する。 

 なお，設計基準対象施設に関しては，技術基準規則の要求事項に変更がないため，今回の申請

において変更は行わない。 

 重大事故等対処設備に関しては，工学的安全施設等の自動作動信号を発信する設備として，緊

急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備及び原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧

するための設備を設置したことから，本設備から発信される作動信号の設定値根拠について説明

する。 

2. 基本方針

2.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備 

技術基準規則第 59 条及びその解釈に基づき，運転時の異常な過渡変化時において発電用原

子炉の運転を緊急に停止することができない事象（以下「ＡＴＷＳ」という。）が発生するおそ

れがある場合又は当該事象が発生した場合においても，炉心の著しい損傷を防止するため，原

子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持するとともに，発電用原子炉を

未臨界に移行させるため，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により，全制御棒を全挿

入させて発電用原子炉を未臨界に移行させる。 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）により，原子炉再循環ポ

ンプを自動停止させ原子炉再循環流量の低下により原子炉出力を抑制する。

(1) ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）

運転時の異常な過渡変化のうち，「主蒸気隔離弁の誤閉止」のような原子炉が隔離される事

象においてＡＴＷＳが発生した場合，原子炉圧力の上昇に伴い，ボイドの減少による正の反

応度が印加され，中性子束の上昇により平均表面熱流束が上昇し，燃料棒表面で沸騰遷移が

生じることで燃料被覆管温度が上昇する。このような事象に対処するため，原子炉がスクラ

ムする原子炉圧力高信号とは別にＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）用として原子炉

圧力高信号を新たに追加する。 

また，原子炉水位が低下する過渡変化時においてＡＴＷＳが発生する事象に対応するため，

原子炉がスクラムする原子炉水位低以下にＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）用とし

て原子炉水位低（レベル２）信号を新たに追加する。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，原子炉圧力高又は原子炉水位低（レベル２）

のいずれかの信号により作動する。 

なお，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，原子炉保護系とは別の電磁弁からス
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クラム弁の空気を排出することでスクラム弁を開操作させる。原子炉保護系が動作後にＡＴ

ＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）が動作した場合において，スクラム弁の空気は既に原

子炉停止（スクラム）系のスクラムパイロット弁より排出されていることから，ＡＴＷＳ緩

和設備（代替制御棒挿入機能）の動作による悪影響はない。 

(2) ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

運転時の異常な過渡変化のうち，「主蒸気隔離弁の誤閉止」のような原子炉が隔離される事

象においてＡＴＷＳが発生した場合，原子炉圧力の上昇に伴い，ボイドの減少による正の反

応度が印加され，中性子束の上昇により平均表面熱流束が上昇し，燃料棒表面で沸騰遷移が

生じることで燃料被覆管温度が上昇する。このような事象に対処するため，原子炉がスクラ

ムする原子炉圧力高信号とは別にＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

用として原子炉圧力高信号を新たに追加する。 

また，原子炉水位が低下する過渡変化時においてＡＴＷＳが発生する事象に対応するため，

原子炉がスクラムする原子炉水位低以下にＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリ

ップ機能）用として原子炉水位低（レベル２）信号を新たに追加する。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，原子炉圧力高又は原子炉

水位低（レベル２）のいずれかの信号により作動する。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，タービントリップ又は負

荷遮断時の原子炉再循環ポンプトリップ機能とは別にトリップ信号を出力することにより原

子炉再循環ポンプの遮断器を動作させ，原子炉再循環ポンプをトリップさせる。タービント

リップ又は負荷遮断時の原子炉再循環ポンプトリップ機能が動作後にＡＴＷＳ緩和設備（代

替原子炉再循環ポンプトリップ機能）が動作した場合において，原子炉再循環ポンプは既に

トリップしていることから，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）の

動作による悪影響はない。 

2.2 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備 

技術基準規則第 61 条及びその解釈に基づき，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態で

あって，設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の減圧機能が喪失した場合においても炉

心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉冷却材圧力バウンダリを減

圧するための設備として代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）を設ける。 

(1) 代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）

原子炉減圧機能喪失の要因のひとつとして，高圧注水機能が喪失し，原子炉水位のみ低下

し，ドライウェル圧力高が発生しない場合がある。このような事象に対処するため，残留熱

除去ポンプ又は低圧炉心スプレイポンプ運転中を条件に原子炉水位低（レベル１）信号を新

たに追加する。 
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代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）は，残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプレイ

ポンプ運転中を条件に原子炉水位低（レベル１）の信号により作動する。 

3. 施設の詳細設計方針

以下の設定方法により，計装誤差を考慮して規定した設定範囲における各施設の作動が保証さ

れる。なお，設定値，セット値等の用語の説明は表 3－1「設定値根拠の用語の説明」のとおりで

ある。 

3.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備 

(1) ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）

以下のいずれかの信号によりＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は作動する。

a. 原子炉圧力高

原子炉非常停止信号である原子炉圧力高（7.23MPa 以下）以上及び逃がし安全弁の逃が

し弁機能最低吹出し圧力（7.58MPa）以下を考慮し，本設備の計装誤差を考慮して不要な作

動を阻止し，かつ，確実に作動するように設定する。 

b. 原子炉水位低（レベル２）

原子炉水位低による原子炉非常停止信号発生時の制御棒挿入に失敗した場合において事

象を緩和するため，原子炉水位低（レベル２）を設定値とし，本設備の計装誤差を考慮し

て不要な作動を阻止し，かつ，確実に作動するように設定する。 

(2) ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

以下のいずれかの信号によりＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

は作動する。 

a. 原子炉圧力高

3.1(1)a.と同様。

b. 原子炉水位低（レベル２）

3.1(1)b.と同様。

3.2 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備 

(1) 代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）

残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプレイポンプ運転中に，以下の信号により代替自動減圧

機能は作動する。 

a. 原子炉水位低（レベル１）

自動減圧系の代替として原子炉を減圧させるため，残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプ

レイポンプ運転中を条件として，自動減圧系と同様の原子炉水位低（レベル１）を設定値

とし，本設備の計装誤差を考慮して不要な作動を阻止し，かつ，確実に作動するように設
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4. 工学的安全施設等の起動（作動）信号の設定値の根拠

4.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備 

(1) ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）

名 称 原 子 炉 圧 力 高 

目 的 ／ 機 能 

運転時の異常な過渡変化時において，原子炉を緊急に停止すること

ができない事象が発生した場合，炉心の著しい損傷を防止し，原子炉

冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持するため，

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒挿入を行う。 

設 定 値 7.41MPa以下 

設 定 範 囲 7.29MPa以上かつ，7.41MPa以下 

【設定根拠】 

作動信号の設定値 

設定値は，次の事項を考慮し 7.41MPa以下に設定する。 

1. 原子炉非常停止信号である原子炉圧力高設定値より高い圧力であること。

2. 逃がし安全弁からの蒸気によるサプレッションプールへの熱負荷を考慮し，逃がし安全

弁の逃がし弁機能最低吹出し圧力（7.58MPa）以下とする。

設定値に対するセット値及び設定範囲については以下のように設定する。 

セット値は本設備の設定値 7.41MPaに計装誤差 0.06MPaを考慮した 7.35MPaとする。

設定範囲はセット値 7.35MPaに対して計装誤差 0.06MPaを差し引いた 7.29MPaから，計装誤差

0.06MPaを加算した 7.41MPaまでの範囲とする。また，設定範囲は原子炉非常停止信号である原

子炉圧力高の信号に対して不要な作動を防止するため，原子炉非常停止信号である原子炉圧力高

の信号が最も遅れて発信される 7.23MPa以上，かつ，逃がし安全弁からの蒸気によるサプレッシ

ョンプールへの熱負荷を考慮し，可能な限り低い値とするため 7.41MPa以下に設定する。 

S2
 補

 Ⅵ
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1 

7.41MPa 

7.35MPa 

7.29MPa 

7.23MPa 

7.18MPa 

7.13MPa 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御

棒挿入機能） 

原子炉圧力高設定値 
セット値

計装誤差 0.06MPa 

計装誤差 0.06MPa 

計装誤差 0.05MPa 

計装誤差 0.05MPa 

原子炉スクラム 

原子炉圧力高設定値 

セット値

図 4－1 原子炉圧力高設定値の概要図 

設定範囲 

設定範囲 
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名 称 原 子 炉 水 位 低 （レベル２） 

目 的 ／ 機 能 

運転時の異常な過渡変化時において，原子炉を緊急に停止すること

ができない事象が発生した場合，炉心の著しい損傷を防止し，原子炉

冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持するため，

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒挿入を行う。 

設 定 値 気水分離器下端＊より 112㎝下以上 

設 定 範 囲 気水分離器下端＊より 112cm下以上かつ，104cm下以下 

【設定根拠】 

作動信号の設定値 

設定値は，次の事項を考慮し気水分離器下端＊より 112cm下以上に設定する。 

原子炉水位低による原子炉非常停止信号発生前に本インターロックが動作することなく，事象

緩和に有効な値として原子炉水位低（レベル２）を設定値とする。 

設定値に対するセット値及び設定範囲については以下のように設定する。 

セット値は本設備の設定値 112cm下に計装誤差 4cmを考慮した 108cm下とする。

設定範囲はセット値 108cm下に対して計装誤差 4cmを差し引いた 112cm下から，計装誤差 4cm

を加算した 104cm下までの範囲とする。また，設定範囲は原子炉非常停止信号である原子炉水位

低の信号に対して不要な作動を防止するため，原子炉非常停止信号である原子炉水位低の信号が

最も遅れて発信される 16cm上より低く設定する。 

注記＊：気水分離器下端は，原子炉圧力容器零レベルより 1328cm上 

原子炉スクラム 

原子炉水位低設定値 

セット値

セット値

計装誤差 4cm 

計装誤差 0.9cm 

cm

計装誤差 4cm 

図 4－2 原子炉水位低（レベル２）設定値の概要図 

計装誤差 0.9cm 

-104.0cm

17.8cm 

-108.0cm

cm

16.9cm 

-112.0cm

16.0cm 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）原子炉水位低（レベル

２）設定値

設定範囲 

設定範囲 

気水分離器下端 0.0cm 
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表 3－3 工学的安全施設等の起動（作動）信号一覧表（4/6） 

2. ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）の作動信号

工学的安全施設等の 

起動信号の種類 

検出器及び作動条件 
工学的安全施設等

の起動信号を発信

させない条件 

検出器 

の種類 
個数 

工学的安全施設

等の起動に要す

る信号の個数 

設定値 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）

原 子 炉 

圧 力 高 

原 子 炉 

圧 力 

検 出 器 

4 

2＊1 

7.41MPa 以

下 
― 

原 子 炉 

水 位 低 

（レベル２） 

原 子 炉 

水 位 

検 出 器 

4 

気水分離器

下端＊2 より

112cm 下 以

上 

― 

手 動 ― ― ― ― ― 

注記＊1：ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）作動回路は，検出器各 2個からなる論理和 2個

の直列回路からなるチャンネル 2系統で構成され，同じチャンネルに属する検出器最低 2

個の動作でチャンネルが動作，両チャンネル同時動作でＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）が作動する。 

＊2：気水分離器下端は原子炉圧力容器零レベルより 1328cm上 

S2
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第 1.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（１／19） 

1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

方
針
目
的 

運転時の異常な過渡変化時において発電用原子炉の運転を緊急に停止させるための設計基準事故対処設備が

機能喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）に

よる制御棒緊急挿入，原子炉再循環ポンプ停止による原子炉出力抑制，自動減圧系等の起動阻止スイッチによ

る原子炉出力急上昇防止により，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持するための

手順等を整備する。 

また，自動での原子炉緊急停止及び手動による原子炉緊急停止ができない場合は，原子炉出力の抑制を図っ

た後にほう酸水注入により未臨界に移行する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
） 

に
よ
る
制
御
棒
緊
急
挿
入 

運転時の異常な過渡変化時において，発電用原子炉の運転を緊急に停止することができな

い事象（以下「ＡＴＷＳ」という。）が発生するおそれがある場合又はＡＴＷＳが発生した場

合は，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により，制御棒が自動で緊急挿入するため，

発電用原子炉が緊急停止したことを確認する。 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が自動で緊急挿入しなかっ

た場合は，中央制御室からの手動操作によりＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）等を

作動させて制御棒を緊急挿入し，発電用原子炉を緊急停止する。 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
停
止 

に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制 

ＡＴＷＳが発生した場合は，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

により原子炉再循環ポンプが自動で停止するため，炉心流量が低下し，原子炉出力が抑制さ

れたことを確認する。 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）により原子炉再循環ポ

ンプが自動で停止しなかった場合は，中央制御室からの手動操作により原子炉再循環ポンプ

を停止し，原子炉出力を抑制する。 

自
動
減
圧
系
等
の
起
動
阻

止
ス
イ
ッ
チ
に
よ
る
原
子

炉
出
力
急
上
昇
防
止 

ＡＴＷＳが発生した場合は，自動減圧起動阻止スイッチ及び代替自動減圧起動阻止スイッ

チにより自動減圧系及び代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）による自動減圧を阻止

し，原子炉圧力容器への冷水注水量の増加に伴う原子炉出力の急上昇を防止する。 

 

 

 

ほ
う
酸
水
注
入 

ＡＴＷＳが発生した場合は，原子炉再循環ポンプ停止により原子炉出力を抑制した後，中

央制御室からの手動操作によりほう酸水注入系を起動し，原子炉圧力容器へほう酸水を注入

することにより発電用原子炉を未臨界とする。 
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配
慮
す
べ
き
事
項 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

運転時の異常な過渡変化の発生時において，発電用原子炉がスクラムすべき状況にもかか

わらず全制御棒が全挿入されない場合は，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により

制御棒が自動で緊急挿入するため，発電用原子炉が緊急停止したことを確認する。 

 ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が自動で緊急挿入しなかった場合

は，中央制御室からの手動操作によりＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）等を作動さ

せて制御棒を緊急挿入し，発電用原子炉を緊急停止する。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が緊急挿入しなかった場合は，原

子炉停止機能喪失と判断し，中央制御室からの手動操作により原子炉再循環ポンプを停止し，

自動減圧系及び代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）の自動起動阻止を行うとともに，

ほう酸水注入系を速やかに起動し，発電用原子炉を未臨界とする。 
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保安規定第６５条 

表６５－１「緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備」 

６５－１－２「ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数・必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十（同等な機能を有することの説明） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

６
５
－
１
－
２

 
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限
 ③

 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉

 

再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ

機
能
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２

 

  

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

要
 
素
 ⑤

 
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数

（
論
理

※
３
毎
）
 ⑥

 

運
転
 

起
動
 

原
子
炉
圧
力
高
 

２
※
４
 

原
子
炉
水
位
低
（
Ｌ
２
）
 

２
※
４
 

  

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

要
 
素
 ⑤

 
所
要
数
⑥
 

運
転
 

起
動
 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
遮
断

器
手
動
動
作
 

２
※
５
 

※
１
：
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
遮
断
器
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
含
む
。
 

※
２
：
本
表
に
お
け
る
動
作
可
能
と
は
，
当
該
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
が
達
成

さ
れ
て
い
る
状
態
を
い
う
。
ま
た
，
動
作
不
能
と
は
，
点
検
・
修
理
の
た
め
に
動
作
可
能
で
あ
る

べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
お
よ
び
誤
不
動
作
が
発
見
さ
れ
た
場
合
で
，
当
該

計
測
お
よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
で
き
な
い
状
態
を
い
う
。
ト
リ
ッ
プ
信

号
を
出
力
し
て
い
る
状
態
は
，
誤
動
作
で
あ
っ
て
も
動
作
不
能
と
は
見
な
さ
な
い
。
 

※
３
：
論
理
と
は
，
当
該
系
統
・
設
備
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
セ
ン
サ
か
ら
論
理
回
路
の
出
力
段
ま
で
の

最
小
単
位
の
構
成
を
い
う
。
 

※
４
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ａ
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｂ
の
う
ち
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
，
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｃ
ま
た
は
チ
ャ
ン

ネ
ル
Ｄ
の
う
ち
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
い
う
。
 

※
５
：
Ａ
系
２
個
の
う
ち
１
個
，
Ｂ
系
２
個
の
う
ち
１
個
の
計
２
個
を
い
う
。
 

 

         

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）
が
該
当
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環

ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に

係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）

 

 
「
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
」
と
し
て
，
運
転
時
の
異
常

な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
緊
急
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
象
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損

傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
維
持

す
る
と
と
も
に
，
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等

を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 

④
 
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
は
，
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変

化
時
に
お
い
て
，
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
緊
急
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
象
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
，
ま
た
は
，
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止

す
る
た
め
，
原
子
炉
出
力
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉

の
状
態
は
「
運
転
お
よ
び
起
動
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
各
要
素
に
つ
い
て
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
が
要
求
さ

れ
る
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
信
号
数
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
し
て
，
論

理
回
路
毎
に
記
載
す
る
。
な
お
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）

の
論
理
回
路
の
出
力
段
の
信
号
は
，
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
の
全
て
遮
断
器
に
同
時
出
力
さ
れ
る
た
め
，
当

該
論
理
回
路
全
体
が
最
小
単
位
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
，
原
子
炉
圧
力
高
お
よ
び
原
子
炉
水
位
低
（
Ｌ

２
）
の
各
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
も
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ

ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
は
動
作
す
る
が
，
こ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
動
作
は
当
該
設
備
が
要
求
さ
れ
る

機
能
を
発
揮
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
記
載
し
な
い
。
（
保
安
規
定
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添

付
－
１
，
２
）

 

 １
．
原
子
炉
圧
力
高
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ａ
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｂ
の
う
ち
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
，
チ
ャ
ン
ネ

ル
Ｃ
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｄ
の
う
ち
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
の
計
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
が
動
作
可
能

で
あ
れ
ば
要
求
さ
れ
る
機
能
を
発
揮
で
き
る
こ
と
か
ら
，
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ

き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
水
位
低
（
Ｌ
２
）：

チ
ャ
ン
ネ
ル
Ａ
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｂ
の
う
ち
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
，

チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｃ
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｄ
の
う
ち
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
の
計
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
が

動
作
可
能
で
あ
れ
ば
要
求
さ
れ
る
機
能
を
発
揮
で
き
る
こ
と
か
ら
，
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

   （
２
）
確
認
事
項
 

要
 
素
 

設
定
値
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

1.
代
替
原
子
炉
再

循
環
ポ
ン
プ
ト

リ
ッ
プ
機
能
 

－
 

機
能
を
確
認
す
る

※
６
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
計
装
）
 

2.
原
子
炉
圧
力
高
 
7.
41
MP
a[
ga
ge
]

以
下

 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
お
よ
び
起
動

に
お
い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る

※
７
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る

※
８
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
計
装
）
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
９
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
計
装
）
 

3.
原
子
炉
水
位
低

（
Ｌ
２
）
 

11
2c
m
下
方
以
上

（
気
水
分
離
器
下

端
よ
り
）
 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
お
よ
び
起
動

に
お
い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る

※
７
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る

※
８
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
計
装
）
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
９
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
計
装
）
 

4.
原
子
炉
再
循
環

ポ
ン
プ
ト
リ
ッ

プ
遮
断
器
手
動

ス
イ
ッ
チ
 

－
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
９
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
計
装
）
 

※
６
：
機
能
の
確
認
は
，
論
理
回
路
の
出
力
段
の
信
号
に
よ
り
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
遮
断

器
が
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
７
：「

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る
」
と
は
，
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
に
異
常

な
変
動
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
，
ま
た
可
能
で
あ
れ
ば
他
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
と
有

意
な
差
異
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
，
ト
リ
ッ
プ
状
態
に
あ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
つ
い
て
は
，
該
当
し
な
い
。
 

※
８
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
と
は
，
セ
ン
サ
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
信
号
を
与
え
た
時
，
許
容
範
囲
内
で
出

力
信
号
を
発
生
ま
た
は
指
示
値
を
示
す
よ
う
調
整
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
９
：
論
理
回
路
機
能
の
確
認
は
，
セ
ン
サ
か
ら
の
出
力
信
号
に
て
，
論
理
回
路
の
出
力
段
に
信
号
が
発

生
す
る
こ
と
に
よ
り
，
そ
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
，
確
認
は
部
分
的

な
確
認
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
，
適
用
範
囲
を
確
認
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

   

で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
す
る
。
 

３
．
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
遮
断
器
手
動
動
作
：
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
２
台
を
停
止
さ
せ

る
た
め
，
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
遮
断
器
１
個
の
計
２
個
を
所
要
数
と
す
る
。
 

 ⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

 ａ
．
性
能
確
認
（
論
理
回
路
が
正
常
に
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1，
2（

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
の
実
施
，
論
理
回
路
機
能
の
確
認
），

3（
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
の
実

施
，
論
理
回
路
機
能
の
確
認
），

4
が
該
当
。

 

定
事
検
停
止
時
の
確
認
事
項
は
，
保
安
規
定
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
論
理
回
路
お
よ

び
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
確
認
と
同
様
の
確
認
を
行
う
。

 

設
定
値
に
つ
い
て
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
基
づ
く
設
定
値
を
記
載
す
る
。（

添
付

－
２
）

 

 Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
は
誤
操
作
等
に
よ
り
プ
ラ

ン
ト
に
外
乱
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
に
機
能
確
認
を
行
う
こ
と
と
す

る
。

 

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
定
期
的
に
指
示
値
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

2（
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
），

3（
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ

り
確
認
）
が
該
当
。

 

通
常
運
転
中
の
確
認
項
目
は
，
保
安
規
定
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
設

定
さ
れ
て
い
る
確
認
項
目
と
同
様
の
確
認
を
行
う
。

 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
箇
月
に
１
回
と

す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

A.
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン

ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
 

ま
た
は
 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ

プ
遮
断
器
手
動
ス
イ
ッ
チ
に
よ

る
停
止
が
で
き
な
い
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
10
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
11
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

６
時
間
 

   ３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い

場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

※
10
：
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
を
い
う
。
 

※
11
：「

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

各
要
素
に
つ
い
て
，
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
を
条
件
と
し
て
設

定
す
る
。

 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 A1
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類

十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
が
該
当
す
る
。

（
添
付
－
３
）

 

 

完
了
時
間
に
つ
い
て
は
，
保
安
規
定
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
表
２
７
に
て
定
め
ら
れ

て
い
る
原
子
炉
保
護
系
論
理
回
路
の
完
了
時
間
が
６
時
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
，
同
様
に
「
６

時
間
」
と
す
る
。

 

 

A2
.
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 B1
.
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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8－6－135 

第6.7－2図 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備概要図 

（原子炉再循環ポンプ停止による原子炉出力抑制） 
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原子力安全　舛岡
タイプライターテキスト
添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八

原子力安全　舛岡
タイプライターテキスト
65-1-2の範囲

原子力安全　舛岡
タイプライターテキスト
赤枠にて示す

t0778977
四角形

原子力安全　舛岡
多角形



8－6－42 

る区画に設置することで，制御棒，制御棒駆動機構及び制御棒駆動水圧系

水圧制御ユニットと共通要因によって同時に機能を損なわないよう位置的

分散を図る設計とする。 

6.7.2.2 悪影響防止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，検出器から代替制御棒挿

入機能用電磁弁まで，原子炉保護系に対して独立した構成とすることで，

原子炉保護系に悪影響を及ぼさない設計とする。また，ＡＴＷＳ緩和設備

（代替制御棒挿入機能）は，原子炉保護系の電源と電気的に分離すること

で，原子炉保護系に悪影響を及ぼさない設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により動作する制御棒，制御

棒駆動機構及び制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットは，設計基準事故対処

設備として使用する場合と同じ系統構成で重大事故等対処設備として使用

することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，検出器

から原子炉再循環ポンプトリップ遮断器まで原子炉保護系に対して独立し

た構成とすることで，原子炉保護系に悪影響を及ぼさない設計とする。ま

た，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，原子

炉保護系の電源と電気的に分離することで，原子炉保護系に悪影響を及ぼ

さない設計とする。 

ほう酸水注入系は，設計基準対象施設として使用する場合と同じ系統構

成で，重大事故等対処設備として使用することで，他の設備に悪影響を及

ぼさない設計とする。 

6.7.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備として使用す

るＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，想定される重大事故等時
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において，原子炉圧力高の信号又は原子炉水位低（レベル２）の信号の計

器誤差を考慮して確実に作動する設計とする。 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットは，設計基準事故対処設備としての

仕様が重大事故等時において，発電用原子炉を未臨界にするために必要な

制御棒を全挿入することが可能な駆動水を有する容量に対して十分である

ため，設計基準事故対処設備と同仕様で設計する。 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備として使用す

るＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，想定さ

れる重大事故等時において，原子炉水位低（レベル２）及び原子炉圧力高

の信号の計器誤差を考慮して確実に作動する設計とする。 

ほう酸水注入ポンプ及びほう酸水貯蔵タンクは，設計基準対象施設とし

ての仕様が，想定される重大事故等時において，発電用原子炉を未臨界に

するために必要な負の反応度添加率を確保するための容量に対して十分で

あるため，設計基準事故対処設備と同仕様で設計する。 

6.7.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，中央制御室及び原子炉建

物原子炉棟内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮

した設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）の操作は，想定される重大事

故等時において，中央制御室で可能な設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により動作する制御棒，制御

棒駆動機構及び制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットは，原子炉格納容器内

及び原子炉建物原子炉棟内に設置し，重大事故等時における環境条件を考

慮した設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，中央制

御室及び原子炉建物原子炉棟内に設置し，想定される重大事故等時におけ

る環境条件を考慮した設計とする。 

添付-2-(1) 　設置変更許可申請書 添付八
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第6.7－1表 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備の 

主要機器仕様 

 

(1) ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能） 

個    数 １ 

(2) ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能） 

個    数 １ 

(3) 制御棒 

第6.1.2－1表 制御棒の主要仕様に記載する。 

(4)  制御棒駆動機構 

第6.1.2－2表 制御棒駆動水圧系主要仕様に記載する。 

(5)  水圧制御ユニット 

第6.1.2－2表 制御棒駆動水圧系主要仕様に記載する。 

(6)  ほう酸水注入系 

第6.1.2－3表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 
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1. 概要

本資料は，「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則」（以下「技術基準規

則」という。）第 35条，第 59条及び第 61条並びにそれらの「実用発電用原子炉及びその附属施

設の技術基準に関する規則の解釈」（以下「解釈」という。）に関わる，工学的安全施設等の起動

（作動）信号の設定値の根拠について説明する。 

 なお，設計基準対象施設に関しては，技術基準規則の要求事項に変更がないため，今回の申請

において変更は行わない。 

 重大事故等対処設備に関しては，工学的安全施設等の自動作動信号を発信する設備として，緊

急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備及び原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧

するための設備を設置したことから，本設備から発信される作動信号の設定値根拠について説明

する。 

2. 基本方針

2.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備 

技術基準規則第 59 条及びその解釈に基づき，運転時の異常な過渡変化時において発電用原

子炉の運転を緊急に停止することができない事象（以下「ＡＴＷＳ」という。）が発生するおそ

れがある場合又は当該事象が発生した場合においても，炉心の著しい損傷を防止するため，原

子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持するとともに，発電用原子炉を

未臨界に移行させるため，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により，全制御棒を全挿

入させて発電用原子炉を未臨界に移行させる。 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）により，原子炉再循環ポ

ンプを自動停止させ原子炉再循環流量の低下により原子炉出力を抑制する。

(1) ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）

運転時の異常な過渡変化のうち，「主蒸気隔離弁の誤閉止」のような原子炉が隔離される事

象においてＡＴＷＳが発生した場合，原子炉圧力の上昇に伴い，ボイドの減少による正の反

応度が印加され，中性子束の上昇により平均表面熱流束が上昇し，燃料棒表面で沸騰遷移が

生じることで燃料被覆管温度が上昇する。このような事象に対処するため，原子炉がスクラ

ムする原子炉圧力高信号とは別にＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）用として原子炉

圧力高信号を新たに追加する。 

また，原子炉水位が低下する過渡変化時においてＡＴＷＳが発生する事象に対応するため，

原子炉がスクラムする原子炉水位低以下にＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）用とし

て原子炉水位低（レベル２）信号を新たに追加する。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，原子炉圧力高又は原子炉水位低（レベル２）

のいずれかの信号により作動する。 

なお，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，原子炉保護系とは別の電磁弁からス
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クラム弁の空気を排出することでスクラム弁を開操作させる。原子炉保護系が動作後にＡＴ

ＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）が動作した場合において，スクラム弁の空気は既に原

子炉停止（スクラム）系のスクラムパイロット弁より排出されていることから，ＡＴＷＳ緩

和設備（代替制御棒挿入機能）の動作による悪影響はない。 

(2) ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

運転時の異常な過渡変化のうち，「主蒸気隔離弁の誤閉止」のような原子炉が隔離される事

象においてＡＴＷＳが発生した場合，原子炉圧力の上昇に伴い，ボイドの減少による正の反

応度が印加され，中性子束の上昇により平均表面熱流束が上昇し，燃料棒表面で沸騰遷移が

生じることで燃料被覆管温度が上昇する。このような事象に対処するため，原子炉がスクラ

ムする原子炉圧力高信号とは別にＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

用として原子炉圧力高信号を新たに追加する。 

また，原子炉水位が低下する過渡変化時においてＡＴＷＳが発生する事象に対応するため，

原子炉がスクラムする原子炉水位低以下にＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリ

ップ機能）用として原子炉水位低（レベル２）信号を新たに追加する。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，原子炉圧力高又は原子炉

水位低（レベル２）のいずれかの信号により作動する。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，タービントリップ又は負

荷遮断時の原子炉再循環ポンプトリップ機能とは別にトリップ信号を出力することにより原

子炉再循環ポンプの遮断器を動作させ，原子炉再循環ポンプをトリップさせる。タービント

リップ又は負荷遮断時の原子炉再循環ポンプトリップ機能が動作後にＡＴＷＳ緩和設備（代

替原子炉再循環ポンプトリップ機能）が動作した場合において，原子炉再循環ポンプは既に

トリップしていることから，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）の

動作による悪影響はない。 

2.2 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備 

技術基準規則第 61 条及びその解釈に基づき，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態で

あって，設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の減圧機能が喪失した場合においても炉

心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉冷却材圧力バウンダリを減

圧するための設備として代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）を設ける。 

(1) 代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）

原子炉減圧機能喪失の要因のひとつとして，高圧注水機能が喪失し，原子炉水位のみ低下

し，ドライウェル圧力高が発生しない場合がある。このような事象に対処するため，残留熱

除去ポンプ又は低圧炉心スプレイポンプ運転中を条件に原子炉水位低（レベル１）信号を新

たに追加する。 
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代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）は，残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプレイ

ポンプ運転中を条件に原子炉水位低（レベル１）の信号により作動する。 

3. 施設の詳細設計方針

以下の設定方法により，計装誤差を考慮して規定した設定範囲における各施設の作動が保証さ

れる。なお，設定値，セット値等の用語の説明は表 3－1「設定値根拠の用語の説明」のとおりで

ある。 

3.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備 

(1) ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）

以下のいずれかの信号によりＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は作動する。

a. 原子炉圧力高

原子炉非常停止信号である原子炉圧力高（7.23MPa 以下）以上及び逃がし安全弁の逃が

し弁機能最低吹出し圧力（7.58MPa）以下を考慮し，本設備の計装誤差を考慮して不要な作

動を阻止し，かつ，確実に作動するように設定する。 

b. 原子炉水位低（レベル２）

原子炉水位低による原子炉非常停止信号発生時の制御棒挿入に失敗した場合において事

象を緩和するため，原子炉水位低（レベル２）を設定値とし，本設備の計装誤差を考慮し

て不要な作動を阻止し，かつ，確実に作動するように設定する。 

(2) ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

以下のいずれかの信号によりＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

は作動する。 

a. 原子炉圧力高

3.1(1)a.と同様。

b. 原子炉水位低（レベル２）

3.1(1)b.と同様。

3.2 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備 

(1) 代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）

残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプレイポンプ運転中に，以下の信号により代替自動減圧

機能は作動する。 

a. 原子炉水位低（レベル１）

自動減圧系の代替として原子炉を減圧させるため，残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプ

レイポンプ運転中を条件として，自動減圧系と同様の原子炉水位低（レベル１）を設定値

とし，本設備の計装誤差を考慮して不要な作動を阻止し，かつ，確実に作動するように設
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(2) ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

名 称 原 子 炉 圧 力 高 

目 的 ／ 機 能 

運転時の異常な過渡変化時において，原子炉を緊急に停止すること

ができない事象が発生した場合，炉心の著しい損傷を防止し，原子炉

冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持するため，

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）により原

子炉再循環ポンプをトリップさせる。 

設 定 値 7.41MPa以下 

設 定 範 囲 7.29MPa以上かつ，7.41MPa以下 

【設定根拠】 

作動信号の設定値 

設定値は，次の事項を考慮し 7.41MPa以下に設定する。 

1. 原子炉非常停止信号である原子炉圧力高設定値より高い圧力であること。

2. 逃がし安全弁からの蒸気によるサプレッションプールへの熱負荷を考慮し，逃がし安全

弁の逃がし弁機能最低吹出し圧力（7.58MPa）以下とする。

設定値に対するセット値及び設定範囲については以下のように設定する。 

セット値は本設備の設定値 7.41MPaに計装誤差 0.06MPaを考慮した 7.35MPaとする。

設定範囲はセット値 7.35MPaに対して計装誤差 0.06MPaを差し引いた 7.29MPaから，計装誤差

0.06MPaを加算した 7.41MPaまでの範囲とする。また，設定範囲は原子炉非常停止信号である原

子炉圧力高の信号に対して不要な作動を防止するため，原子炉非常停止信号である原子炉圧力高

の信号が最も遅れて発信される 7.23MPa以上，かつ，逃がし安全弁からの蒸気によるサプレッシ

ョンプールへの熱負荷を考慮し，可能な限り低い値とするため 7.41MPa以下に設定する。 

7.41MPa 

7.35MPa 

7.29MPa 

7.23MPa 

7.18MPa 

7.13MPa 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉

再循環ポンプトリップ機能） 

原子炉圧力高設定値 
セット値

計装誤差 0.06MPa 

計装誤差 0.06MPa 

計装誤差 0.05MPa 

計装誤差 0.05MPa 

原子炉スクラム 

原子炉圧力高設定値 

セット値

図 4－3 原子炉圧力高設定値の概要図 

設定範囲 

設定範囲 
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名 称 原 子 炉 水 位 低 （レベル２） 

目 的 ／ 機 能 

運転時の異常な過渡変化時において，原子炉を緊急に停止すること

ができない事象が発生した場合，炉心の著しい損傷を防止し，原子炉

冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持するため，

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）により原

子炉再循環ポンプをトリップさせる。 

設 定 値 気水分離器下端＊より 112㎝下以上 

設 定 範 囲 気水分離器下端＊より 112cm下以上かつ，104cm下以下 

【設定根拠】 

作動信号の設定値 

設定値は，次の事項を考慮し気水分離器下端＊より 112cm下以上に設定する。 

原子炉水位低による原子炉非常停止信号発生前に本インターロックが動作することなく，事象

緩和に有効な値として原子炉水位低（レベル２）を設定値とする。 

設定値に対するセット値及び設定範囲については以下のように設定する。 

セット値は本設備の設定値 112cm下に計装誤差 4cmを考慮した 108cm下とする。

設定範囲はセット値 108cm下に対して計装誤差 4cmを差し引いた 112cm下から，計装誤差 4cm

を加算した 104cm下までの範囲とする。また，設定範囲は原子炉非常停止信号である原子炉水位

低の信号に対して不要な作動を防止するため，原子炉非常停止信号である原子炉水位低の信号が

最も遅れて発信される 16cm上より低く設定する。 

注記＊：気水分離器下端は，原子炉圧力容器零レベルより 1328cm上 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-5

-2
 R
1 

原子炉スクラム 

原子炉水位低設定値 

セット値 

セット値

計装誤差 4cm 

計装誤差 0.9cm 

cm

計装誤差 4cm 

図 4－4 原子炉水位低（レベル２）設定値の概要図 

計装誤差 0.9cm 

-104.0cm

17.8cm 

-108.0cm

cm

16.9cm 

-112.0cm

16.0cm 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再

循環ポンプトリップ機能） 

原子炉水位低（レベル２）設定値 

設定範囲 

設定範囲 

気水分離器下端 0.0cm 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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t1260165
長方形

199954
下線
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表 3－3 工学的安全施設等の起動（作動）信号一覧表（5/6） 

3. ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）の作動信号

工学的安全施設等の 

起動信号の種類 

検出器及び作動条件 
工学的安全施設等

の起動信号を発信

させない条件 

検出器 

の種類 
個数 

工学的安全施設

等の起動に要す

る信号の個数 

設定値 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）

原 子 炉 

圧 力 高 

原 子 炉 

圧 力 

検 出 器 

4 

2＊1 

7.41MPa 以

下 
― 

原 子 炉 

水 位 低 

（レベル２） 

原 子 炉 

水 位 

検 出 器 

4 

気水分離器

下端＊2 より

112cm 下 以

上 

― 

手 動 ― ― ― ― ― 

注記＊1：ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）作動回路は，検出器各 2個か

らなる論理和 2 個の直列回路からなるチャンネル 2 系統で構成され，同じチャンネルに

属する検出器最低 2個の動作でチャンネルが動作，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環

ポンプトリップ機能）が作動する。 

＊2：気水分離器下端は原子炉圧力容器零レベルより 1328cm上 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-5
-3
 R
1 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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第 1.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（１／19） 

1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

方
針
目
的 

運転時の異常な過渡変化時において発電用原子炉の運転を緊急に停止させるための設計基準事故対処設備が

機能喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）に

よる制御棒緊急挿入，原子炉再循環ポンプ停止による原子炉出力抑制，自動減圧系等の起動阻止スイッチによ

る原子炉出力急上昇防止により，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持するための

手順等を整備する。 

また，自動での原子炉緊急停止及び手動による原子炉緊急停止ができない場合は，原子炉出力の抑制を図っ

た後にほう酸水注入により未臨界に移行する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
） 

に
よ
る
制
御
棒
緊
急
挿
入 

運転時の異常な過渡変化時において，発電用原子炉の運転を緊急に停止することができな

い事象（以下「ＡＴＷＳ」という。）が発生するおそれがある場合又はＡＴＷＳが発生した場

合は，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により，制御棒が自動で緊急挿入するため，

発電用原子炉が緊急停止したことを確認する。 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が自動で緊急挿入しなかっ

た場合は，中央制御室からの手動操作によりＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）等を

作動させて制御棒を緊急挿入し，発電用原子炉を緊急停止する。 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
停
止 

に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制 

ＡＴＷＳが発生した場合は，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

により原子炉再循環ポンプが自動で停止するため，炉心流量が低下し，原子炉出力が抑制さ

れたことを確認する。 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）により原子炉再循環ポ

ンプが自動で停止しなかった場合は，中央制御室からの手動操作により原子炉再循環ポンプ

を停止し，原子炉出力を抑制する。 

自
動
減
圧
系
等
の
起
動
阻

止
ス
イ
ッ
チ
に
よ
る
原
子

炉
出
力
急
上
昇
防
止 

ＡＴＷＳが発生した場合は，自動減圧起動阻止スイッチ及び代替自動減圧起動阻止スイッ

チにより自動減圧系及び代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）による自動減圧を阻止

し，原子炉圧力容器への冷水注水量の増加に伴う原子炉出力の急上昇を防止する。 

 

 

 

ほ
う
酸
水
注
入 

ＡＴＷＳが発生した場合は，原子炉再循環ポンプ停止により原子炉出力を抑制した後，中

央制御室からの手動操作によりほう酸水注入系を起動し，原子炉圧力容器へほう酸水を注入

することにより発電用原子炉を未臨界とする。 
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配
慮
す
べ
き
事
項 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

運転時の異常な過渡変化の発生時において，発電用原子炉がスクラムすべき状況にもかか

わらず全制御棒が全挿入されない場合は，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により

制御棒が自動で緊急挿入するため，発電用原子炉が緊急停止したことを確認する。 

 ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が自動で緊急挿入しなかった場合

は，中央制御室からの手動操作によりＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）等を作動さ

せて制御棒を緊急挿入し，発電用原子炉を緊急停止する。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が緊急挿入しなかった場合は，原

子炉停止機能喪失と判断し，中央制御室からの手動操作により原子炉再循環ポンプを停止し，

自動減圧系及び代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）の自動起動阻止を行うとともに，

ほう酸水注入系を速やかに起動し，発電用原子炉を未臨界とする。 
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保安規定第６５条「重大事故等対処設備」 

表６５－２「原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための設備」 

６５－２－１「高圧原子炉代替注水系（中央制御室からの遠隔起動）」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

表
６
５
－
２
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
 

 ６
５
－
２
－
１
 
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
中

央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
※
３
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

設
 
備
 ⑤

 
所
要
数
 ⑥

 

運
 
転
 

起
 
動
 

高
温
停
止
 

（
原
子
炉
圧
力
が
 

0.
74
MP
a[
ga
ge
] 

以
上
の
場
合
）
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
 

１
台
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
 

※
４
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

※
６
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
７
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
８
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。
 

※
２
：
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
起
動
準
備
中
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
運
転
中
は
，
高
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
の
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
３
：
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
〔
２
号
炉
〕）

の
運
転
上
の
制
限
も

確
認
す
る
。
 

※
４
：
第
４
６
条
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
位
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
５
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め

る
。
 

※
６
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
４
 
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
７
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

※
８
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
３
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
）

に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

      

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）
 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。
 

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。
 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）
 

「
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

(
手

順

等
)」

と
し
て
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
が
有
す
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を

防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
(手

順
等
)」

と
し
て
，
炉
心
の
著
し

い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，
原
子

炉
格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定

め
る
）
こ
と
。（

溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止
に
用
い
る
設
備
）
 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
に

対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大

事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順
等
を

定
め
る
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
供
給

す
る
た
め
の
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。
 

 

④
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原

子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を

冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
，
高
圧
時
に
当
該

の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
よ
る
冷
却
機
能
が
必
要
と
な
る
「
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
（
原

子
炉
圧
力
が

0.
74
MP

a[
ga

ge
]以

上
）」

と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

 ⑥
 
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
は
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
十
分
な
期
間
に
わ
た
っ

て
原
子
炉
水
位
を
維
持
し
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
ポ
ン
プ
流
量
を
有
す
る

設
計
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
運
転
上
の
制
限
の
所
要
数
を
１
台
と
す
る
。
 

 
 
な
お
，
上
記
の
設
備
は
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
た
め
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
。
 

（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
原
子
炉
圧
力
が

0.
74
MP
a[
ga
ge
]相

当
※
９
に
お
い
て
，

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
流
量
が
図
６
５
－

２
－

１
に

定
め

る
領

域
内

に
あ

る
こ

と
を

確
認

す

る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転

確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

(原
子
炉
) 

2.
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

タ
ー
ビ
ン
蒸
気
入
口
弁
が
閉

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作

確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す

る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

当
直
長
 

3.
原
子
炉
圧
力
が

0.
98
MP
a[
ga
ge
]以

上
に
お
い
て
，
高

圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
流
量
が
図
６
５
－
２

－
１
に
定
め
る
領
域
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起

動
中
に
１
回
 

当
直
長
 

4.
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
お
け
る
注
入
弁
が
開
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確

認
に

際
し

て
作

動
し

た
弁

の
開

閉
状

態
を

確
認

す

る
。
 

定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起

動
中
に
１
回
 

当
直
長
 

5.
原
子
炉
圧
力
が

0.
98
MP
a[
ga
ge
]以

上
に
お
い
て
，
高

圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
流
量
が
図
６
５
－
２

－
１
に
定
め
る
領
域
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

6.
原
子
炉
圧
力
が

0.
98
MP
a[
ga
ge
]以

上
に
お
い
て
，
高

圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
お
け
る
注
入
弁
が
開
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認

に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

※
９
：
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
タ
ー
ビ
ン
入
口
に
お
け
る
圧
力
が
原
子
炉
圧
力

0.
74
MP
a[
ga
ge
]に

て
運

転
し
た
圧
力
と
同
等
と
な
る
よ
う
所
内
蒸
気
圧
力
を
調
整
し
て
確
認
す
る
。
 

 

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）
 

 a．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1，
3
が
該
当
。
 

項
目

1
の
確
認
で
使
用
す
る
駆
動
蒸
気
に
つ
い
て
は
，
0
.7
4
M
P
a
[
ga
g
e
]相

当
で
の
性
能
確
認
と

し
て
所
内
蒸
気
系
を
用
い
る
。
 

項
目

1
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
定
事
検
停
止
時
に
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

項
目

3
の
確
認
で
使
用
す
る
駆
動
蒸
気
に
つ
い
て
は
，
主
蒸
気
系
を
用
い
る
。
 

項
目

3
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
に
て
整
理
さ
れ

て
い
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
の
確
認
頻
度
を
準
用
し
，
定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起
動

中
に
１
回
と
す
る
。
 

 b．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

2，
4，

5，
6
が
該
当
。
 

項
目

2
に
つ
い
て
は
，
項
目

1
と
同
様
，
待
機
状
態
と
な
る
前
に
動
作
確
認
お
よ
び
当
該
弁
の
開

閉
状
態
の
確
認
を
実
施
す
る
。
 

項
目

2
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
定
事
検
停
止
時
に
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

項
目

4，
5，

6
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
項
目

3
と
同
様
，
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時

冷
却
系
）
に
て
整
理
さ
れ
て
い
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
の
確
認
頻
度
を
準
用
し
，
定
事

検
停
止
後
の
原
子
炉
起
動
中
に
１
回
ま
た
は
１
箇
月
に
１
回
と
す
る
。
 

 高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
流
量
に
つ
い
て
は
，
設
置
許
可
添
付
十
の
主
要
解
析
条
件
に
お
い
て
，

設
計
値
で
あ
る

93
m3
/h
（
8.

21
M
P
a
[
ga
g
e
]に

お
い
て
）
～
70
m
3 /
h（

0.
7
4M
P
a
[
ga
g
e
]に

お
い
て
）
に
対

し
，
保
守
的
に

20
％
減
の
流
量
で
注
水
す
る
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
流
量
が
当
該
解
析
条
件
以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。（

添
付
－
２
）
 

                   

     所
内

蒸
気

系
を

用
い

た

0
.
7
4
M
Pa
[
g
ag
e]

相
当

で

の
性

能
確

認
に

つ
い

て

は
，
T
S-
92
「
原
子
炉
隔
離

時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
の
低
圧

運
転
点
に
お
け
る
確
認
運

転
に
つ
い
て
」
参
照
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  （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系

が
動
作
不
能
の
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
設
備

※

10
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.
当
直
長
は
，
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等

対
処
設

備
※

11
が
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と
を

確
認

す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

速
や
か
に
 

   ３
日
間
 

   ３
０
日
間
 

B.
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

と

共
用

す
る

配
管

ま
た

は
弁

が
動
作
不
能
の
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
設
備

※

10
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

速
や
か
に
 

   ３
日
間
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
で
要
求
さ

れ
る

措
置

を
完

了
時

間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

C1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.当

直
長
は
，原

子
炉
圧
力
を

0.
74
MP
a[
ga
ge
]未

満
に
す
 

る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

※
10
：
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

※
11
：
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
い
う
。
 

    

 ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
統
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な

っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。
 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
）
,（

３
））
 

 

A1
．
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
起
動
し
確
認
す

る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た

“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”
で
あ
る

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
が
該
当
す

る
。
 

 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
と
共
通
要
因
で
故
障
す
る
可
能
性
が
あ
り

得
る
（
蒸
気
ラ
イ
ン
が
一
部
共
通
の
た
め
）
こ
と
か
ら
，
駆
動
源
の
異
な
る
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
）
を
設
定
す
る
。
 

 A2
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書

類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
対
応
す
る

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３

日
間
」
と
す
る
。
 

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
は
，
中
央
制
御
室
か
ら
速
や
か
に
起
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
，
流
量

等
も
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
と
同
等
な
性
能
を
有
す
る
。

  

 

A3
．
当
該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作

可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 B1
．
A1

と
同
様
  

 B2
．
当
該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ

Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 C1
．，

C2
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

1.2－63 

 

第
1.

2－
4
図

 
中

央
制

御
室

か
ら

の
高
圧

原
子

炉
代
替
注

水
系
起

動
，

現
場
手
動

操
作
に

よ
る

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

起
動

 
概

要
図

 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

中
央
制
御
室
か
ら
の
起
動
：
③

※
１

 
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
注

水
弁

 
現
場
手
動
操
作
に
よ
る
起
動
：

④
※

１
 

中
央
制
御
室
か
ら
の
起
動
：
③

※
２

 
タ
ー
ビ
ン
蒸
気
入
口
弁

現
場
手
動
操
作
に
よ
る
起
動
：

④
※

２
 

中
央
制
御
室
か
ら
の
起
動
：
⑤

Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ

 
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
タ
ー
ビ
ン
蒸
気
入
口
弁

 
現
場
手
動
操
作
に
よ
る
起
動
：

⑥
 

現
場
手
動
操
作
に
よ
る
起
動
：
⑧

 
蒸
気
外
側

隔
離
弁
 

記
載
例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。

 

○
※

１
～

 ：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実

施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，

そ
の
実
施
順
を
示
す
。
 

凡
例
 

ポ
ン
プ
 

 
電
動
作
動
 

 
油
圧
作
動
 

 
空
気
作
動
 

弁
 

逆
止
弁
 

シ
ン
グ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ

配
管
 

使
用
す
る
流
路
 

設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら
 

追
加
し
た
箇
所
 

M
0 

A
0 

H
O 

第
41
条
　
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
と
の
共
用
ラ
イ
ン

6
5
-
2
-
1
の
範
囲

赤
線
に
て
示
す

340

096558
長方形

096558
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5.4.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

高圧原子炉代替注水ポンプは，想定される重大事故等時において，十分

な期間にわたって原子炉水位を維持し，炉心の著しい損傷を防止するため

に必要なポンプ流量を有する設計とする。 

原子炉隔離時冷却ポンプは，設計基準事故時に使用する場合のポンプ流

量が，重大事故等の収束に必要な注水流量に対して十分であるため，設計

基準事故対処設備と同仕様で設計する。 

5.4.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

高圧原子炉代替注水ポンプは，原子炉建物原子炉棟内に設置し，想定さ

れる重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

高圧原子炉代替注水系の操作は，想定される重大事故等時において，中

央制御室で可能な設計とする。また，中央制御室からの操作により高圧原

子炉代替注水系を起動できない場合において，高圧原子炉代替注水系の起

動に必要となる弁の操作は，想定される重大事故等時において，設置場所

で人力により可能な設計とする。 

原子炉隔離時冷却ポンプは，原子炉建物原子炉棟内に設置し，想定され

る重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。中央制御室から

の操作により原子炉隔離時冷却系を起動できない場合において，原子炉隔

離時冷却系の起動に必要となる弁の操作は，想定される重大事故等時にお

いて，防護具を装着することで設置場所で人力により可能な設計とする。 

5.4.2.5 操作性の確保 

基本方針については，「1.1.7.4 操作性及び試験・検査性について」に

示す。 

高圧原子炉代替注水系は，想定される重大事故等時において，通常時の

隔離された系統構成から弁操作等により速やかに切り替えられる設計とす

る。高圧原子炉代替注水ポンプは，中央制御室の操作スイッチにより弁を

所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水注入と並行して行う。 

本系統の詳細については，「5.6 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧

時に発電用原子炉を冷却するための設備」に記載する。 

ｃ．高圧原子炉代替注水系による原子炉圧力容器への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合に溶融炉心の原子炉格納容器下部

への落下を遅延・防止するための重大事故等対処設備として，高圧原

子炉代替注水系を使用する。なお，この場合は，ほう酸水注入系によ

る原子炉圧力容器へのほう酸水注入と並行して行う。 

本系統の詳細については，「5.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧

時に発電用原子炉を冷却するための設備」に記載する。 

ｄ．ほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水注入 

炉心の著しい損傷が発生した場合に溶融炉心の原子炉格納容器下部

への落下を遅延・防止するための重大事故等対処設備として，ほう酸

水注入系を使用する。なお，この場合は，低圧原子炉代替注水系（常

設），低圧原子炉代替注水系（可搬型）及び高圧原子炉代替注水系のい

ずれかによる原子炉圧力容器への注水と並行して行う。 

本系統の詳細については，「6.7 緊急停止失敗時に発電用原子炉を

未臨界にするための設備」に記載する。 

大量送水車，低圧原子炉代替注水槽については，「5.7 重大事故等の収

束に必要となる水の供給設備」に記載する。 

原子炉格納容器については，「9.1 原子炉格納施設」に記載する。 

常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電源設備，代替所内電気設備及

び燃料補給設備については，「10.2 代替電源設備」に記載する。 

9.4.2.1 多重性又は多様性及び独立性，位置的分散 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

ペデスタル代替注水系（常設），ペデスタル代替注水系（可搬型）及び格

納容器代替スプレイ系（可搬型）は，共通要因によって同時に機能を損な

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八

342

096558
線

096558
線

096558
線

096558
線



8－5－102 

第5.4－1表 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための

設備の主要機器仕様 

(1) 高圧原子炉代替注水系

ａ．高圧原子炉代替注水ポンプ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備

台 数 １ 

容 量 75m3/h以上 

全揚程 913m以上 

(2) 原子炉隔離時冷却系

ａ．原子炉隔離時冷却ポンプ 

第5.8-1表 原子炉隔離時冷却系主要機器仕様に記載する。 

(3) ほう酸水注入系

ａ．ほう酸水注入ポンプ 

第6.1.2-3表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 

ｂ．ほう酸水貯蔵タンク 

第6.1.2-3表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 

設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

343

096558
長方形
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長方形
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第9.4－1表 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備の主要機器仕様 

(1) ペデスタル代替注水系（常設）

a．低圧原子炉代替注水ポンプ

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(2) ペデスタル代替注水系（可搬型）

a．大量送水車

第 4.3－1 表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

(3) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）

a．大量送水車

第 4.3－1 表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

(4) コリウムシールド

材    料 ジルコニア 

厚    さ 約 0.13m 以上  

(5) 低圧原子炉代替注水系（常設）

a．低圧原子炉代替注水ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(6) 低圧原子炉代替注水系（可搬型）

a．大量送水車 

第 4.3－1 表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

(7) 高圧原子炉代替注水系

a．高圧原子炉代替注水ポンプ

第 5.4－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(8) ほう酸水注入系

a．ほう酸水注入ポンプ 

第 6.1.2－3 表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
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流

動
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源

喪
失

（
Ｔ

Ｂ
Ｕ
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）
（

３
／

５
）

 

項
目
 

主
要
解
析
条
件
 

条
件
設
定
の
考
え
方
 

重 大 事 故 等 対 策 に 関 連 す る 機 器 条 件
 

原
子
炉
ス

ク
ラ
ム
信
号
 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）

 
（
遅
れ
時
間
：
1.
05

秒
）
 

保
有
水
量
の
低
下
を
保
守
的
に
評
価
す
る
ス
ク
ラ
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条
件
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設
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圧
原
子
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代
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注
水
系
 

原
子
炉
水
位
低
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ベ
ル
３
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に
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手
動
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ベ
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能
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計
値
と
し
て
設
定
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自
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蒸
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設
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圧
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す
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保安規定第６５条「重大事故等対処設備」 

表６５－２「原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための設備」 

６５－２－２「高圧原子炉代替注水系および原子炉隔離時冷却系（現場起動）」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 同等な機能を有することの説明 

  （１）技術的能力まとめ資料（基準要求に関する説明） 

 

  添付－３ 参考資料 

  （１）高圧原子炉代替注水系および原子炉隔離時冷却系（現場起動）の運転上の制限につい

て 
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２
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圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
現
場
起
動
）
 ①
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１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
 

お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

（
現
場
起
動
）
 

原
子

炉
の

状
態

が
運

転
，
起
動

お
よ

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が

0.
74

MP
a[
ga
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]以

上
）
に
お
い
て
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
ま
た
は

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
現
場
操
作
に
よ
り
起
動
で
き
る
こ
と

※
１
 

※
１
：
必
要
な
電
動
弁
の
手
動
操
作
用
レ
バ
ー
お
よ
び
ハ
ン
ド
ル
の
操
作
に
よ
り
現
場
起
動
で
き
る
こ
と
を
い

う
。
 

                              

  

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）
が
該
当
す
る
。

 

 

②
 

運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
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運
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き
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よ
う
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高
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原
子
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注
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系
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操
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・
蒸
気
外
側
隔
離
弁
[M
V
2
2
1-
2
1]
 

 
 
 
 

 

な
お
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
つ
い
て
は
，
６
５
－
２
－
１
（
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
中

央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
））

ま
た
は
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
と
同
様

に
，
原
子
炉
圧
力
が

0.
74
MP
a
[g
a
g
e]
以
上
を
対
象
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
 
④
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
（
原
子
炉
圧
力
が

0.
74
MP
a[
ga
ge
]以

上
）
に
お
い
て
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
を
現

場
操
作
に
よ
り
起
動
す
る
た
め
に
必
要
な
電
動
弁
の
手
動
操
作
用
レ

バ
ー
お
よ
び
ハ
ン
ド
ル
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

2.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
（
原
子
炉
圧
力
が

0.
74
MP
a[
ga
ge
]以

上
）
に
お
い
て
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
現
場

操
作
に
よ
り
起
動
す
る
た
め
に
必
要
な
電
動
弁
の
手
動
操
作
用
レ
バ

ー
お
よ
び
ハ
ン
ド
ル
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
 
件
 
⑤
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑥
 

完
了
時
間
 

A.
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系

お
よ

び
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

が
現

場
操

作
に

よ
り

起
動
で
き
な
い
場
合
 

A1
.
当
直
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
２
。
 

お
よ
び
 

A2
.
当
直
長
は
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
ま
た
は
原
子

炉
隔
離
時
冷
却
系
が
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
操
作

に
よ
り
起
動
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
２
。
 

お
よ
び
 

A3
.
当
直
長
は
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
ま
た
は
原
子

炉
隔
離
時
冷
却
系
が
現
場
起
動
で
き
る
状
態
に
復
旧

す
る
。
 

速
や
か
に
 

  ３
日
間
 

   ３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る
措
置

を
完

了
時

間
内

に
達

成
で

き
な
い
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
原
子
炉
圧
力
を

0.
74
MP
a[
ga
ge
]未

満
に

す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

※
２
：
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

       

 

 

④
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

a．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

ポ
ン
プ
等
の
系
統
設
備
に
つ
い
て
は
６
５
－
２
－
１
（
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室

か
ら
の
遠
隔
起
動
））

お
よ
び
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
で
管
理
さ
れ
て
い

る
た
め
，
こ
こ
で
は
，
現
場
起
動
に
必
要
な
電
動
弁
手
動
操
作
用
レ
バ
ー
お
よ
び
ハ
ン
ド
ル
の
取

付
状
態
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

頻
度
に
つ
い
て
も
，
６
５
－
２
－
１
（
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起

動
））

お
よ
び
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
で
整
理
さ
れ
て
い
る
頻
度
に
合
わ

せ
，
１
箇
月
に
１
回
と
す
る
。

 

 ⑤
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

 

⑥
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 A1
．
現
場
起
動
が
で
き
な
い
場
合
に
は
，
６
５
－
２
－
１
（
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室

か
ら
の
遠
隔
起
動
））

お
よ
び
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
に
お
い
て
速
や
か

に
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
で
，
高
圧
注
水
機
能
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”

と
す
る
。
 

 A2
．
現
場
起
動
が
で
き
な
い
場
合
に
は
，
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
操
作
に
よ
り
起
動
で
き
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
完
了
時
間
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場

合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 A3
．
現
場
起
動
で
き
る
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処

設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
に
準
じ
て
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 B1
．，

B2
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

                                    

 

348



1.2－63 

 

第
1.

2－
4
図

 
中

央
制

御
室

か
ら

の
高
圧

原
子

炉
代
替
注

水
系
起

動
，

現
場
手
動

操
作
に

よ
る

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

起
動

 
概

要
図

 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

中
央
制
御
室
か
ら
の
起
動
：
③

※
１

 
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
注

水
弁

 
現
場
手
動
操
作
に
よ
る
起
動
：

④
※

１
 

中
央
制
御
室
か
ら
の
起
動
：
③

※
２

 
タ
ー
ビ
ン
蒸
気
入
口
弁

現
場
手
動
操
作
に
よ
る
起
動
：

④
※

２
 

中
央
制
御
室
か
ら
の
起
動
：
⑤

Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ

 
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
タ
ー
ビ
ン
蒸
気
入
口
弁

 
現
場
手
動
操
作
に
よ
る
起
動
：

⑥
 

現
場
手
動
操
作
に
よ
る
起
動
：
⑧

 
蒸
気
外
側

隔
離
弁
 

記
載
例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。

 

○
※

１
～

 ：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実

施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，

そ
の
実
施
順
を
示
す
。
 

凡
例
 

ポ
ン
プ
 

 
電
動
作
動
 

 
油
圧
作
動
 

 
空
気
作
動
 

弁
 

逆
止
弁
 

シ
ン
グ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ

配
管
 

使
用
す
る
流
路
 

設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら
 

追
加
し
た
箇
所
 

M
0 

A
0 

H
O 
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タイプライターテキスト
65-2-2の範囲

096517
タイプライターテキスト
赤枠にて示す（手動操作用レバーおよびハンドル）
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長方形

096517
長方形

096517
長方形

096517
長方形



1.2－65 

第
1.
2
－
7
図
 

現
場
手

動
操
作
に

よ
る
原

子
炉

隔
離
時
冷

却
系

起
動

 
概

要
図
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長方形

096517
長方形
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長方形



添付資料 1.2.1 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表(１／９) 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。

技術的能力審査基準（1.2） 番号 設置許可基準規則（四十五条） 技術基準規則（六十条） 番号 

【本文】 

発電用原子炉設置者において、原子炉冷却材圧

力バウンダリが高圧の状態であって、設計基準

事故対処設備が有する発電用原子炉の冷却機

能が喪失した場合においても炉心の著しい損

傷を防止するため、発電用原子炉を冷却するた

めに必要な手順等が適切に整備されているか、

又は整備される方針が適切に示されているこ

と。 

① 

【本文】 

発電用原子炉施設には、原子炉冷却材圧力バ

ウンダリが高圧の状態であって、設計基準事

故対処設備が有する発電用原子炉の冷却機

能が喪失した場合においても炉心の著しい

損傷を防止するため、発電用原子炉を冷却す

るために必要な設備を設けなければならな

い

【本文】 

発電用原子炉施設には、原子炉冷却材圧

力バウンダリが高圧の状態であって、設

計基準事故対処設備が有する発電用原

子炉の冷却機能が喪失した場合におい

ても炉心の著しい損傷を防止するため、

発電用原子炉を冷却するために必要な

設備を施設しなければならない 

⑨ 

【解釈】 

１ 「発電用原子炉を冷却するために必要な手

順等」とは、以下に掲げる措置又はこれらと同

等以上の効果を有する措置を行うための手順

等をいう。 

－ 

【解釈】 

１ 第４５条に規定する「発電用原子炉を冷

却するために必要な設備」とは、以下に掲げ

る措置又はこれらと同等以上の効果を有す

る措置を行うための設備をいう。 

【解釈】 

１ 第６０条に規定する「発電用原子炉

を冷却するために必要な設備」とは、以

下に掲げる措置又はこれらと同等以上

の効果を有する措置を行うための設備

をいう。 

－ 

（１）全交流動力電源喪失・常設直流電源系統

喪失を想定し、原子炉隔離時冷却系(RCIC)若し

くは非常用復水器（BWRの場合）又はタービン

動補助給水ポンプ（PWRの場合）（以下「RCIC

等」という。）により発電用原子炉を冷却する

ため、以下に掲げる措置又はこれらと同等以上

の効果を有する措置を行うための手順等を整

備すること。 

② 

（１）全交流動力電源喪失・常設直流電源系

統喪失を想定し、原子炉隔離時冷却系(RCIC)

若しくは非常用復水器（BWRの場合）又はタ

ービン動補助給水ポンプ（PWR の場合）（以

下「RCIC等」という。）により発電用原子炉

を冷却するため、以下に掲げる措置又はこれ

らと同等以上の効果を有する措置を行うた

めの設備を整備すること。 

（１）全交流動力電源喪失・常設直流電

源系統喪失を想定し、原子炉隔離時冷却

系(RCIC)若しくは非常用復水器（BWR の

場合）又はタービン動補助給水ポンプ

（PWRの場合）（以下「RCIC等」という。）

により発電用原子炉を冷却するため、以

下に掲げる措置又はこれらと同等以上

の効果を有する措置を行うための設備

を整備すること。 

⑩ 

ａ）可搬型重大事故防止設備 

ⅰ）現場での可搬型重大事故防止設備（可搬型

バッテリ又は窒素ボンベ等）を用いた弁の操作

により、RCIC等の起動及び十分な期間※の運転

継続を行う手順等（手順及び装備等）を整備す

ること。ただし、下記（１）ｂ）ⅰ）の人力に

よる措置が容易に行える場合を除く。 

－ 

ａ）可搬型重大事故防止設備 

ⅰ）現場での可搬型重大事故防止設備（可搬

型バッテリ又は窒素ボンベ等）を用いた弁の

操作により、RCIC 等の起動及び十分な期間

※の運転継続を行う可搬型重大事故防止設

備等を整備すること。ただし、下記（１）ｂ）

ⅰ）の人力による措置が容易に行える場合を

除く。

ａ）可搬型重大事故防止設備 

ⅰ）現場での可搬型重大事故防止設備

（可搬型バッテリ又は窒素ボンベ等）を

用いた弁の操作により、RCIC等の起動及

び十分な期間※の運転継続を行う可搬

型重大事故防止設備等を整備すること。

ただし、下記（１）ｂ）ⅰ）の人力によ

る措置が容易に行える場合を除く。 

－ 

ｂ）現場操作 

ⅰ）現場での人力による弁の操作により、RCIC

等の起動及び十分な期間※の運転継続を行う

手順等（手順及び装備等）を整備すること。 

※：原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧対策及

び原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の冷却

対策の準備が整うまでの期間のこと。 

③ 

ｂ）現場操作 

ⅰ）現場での人力による弁の操作により、

RCIC 等の起動及び十分な期間※の運転継続

を行うために必要な設備を整備すること。 

※：原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧対策

及び原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の

冷却対策の準備が整うまでの期間のこと。 

ｂ）現場操作 

ⅰ）現場での人力による弁の操作によ

り、RCIC等の起動及び十分な期間※の運

転継続を行うために必要な設備を整備

すること。 

※：原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧

対策及び原子炉冷却材圧力バウンダリ

低圧時の冷却対策の準備が整うまでの

期間のこと。 

⑪ 

ｃ）監視及び制御 

ⅰ）原子炉水位（BWR及びPWR）及び蒸気発生器

水位（PWRの場合）を推定する手順等（手順、

計測機器及び装備等）を整備すること。 

④ 

ⅱ）RCIC等の安全上重要な設備の作動状況を確

認する手順等（手順、計測機器及び装備等）を

整備すること。 

⑤ 

ⅲ）原子炉水位又は蒸気発生器水位を制御する

手順等（手順及び装備等）を整備すること。 
⑥ 

（２）復旧

ａ）原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態

において、注水（循環を含む。）すること及び

原子炉を冷却できる設備に電源を接続するこ

とにより、起動及び十分な期間の運転継続がで

きること。（BWRの場合）

⑦ 

ｂ）電動補助給水ポンプに代替交流電源を接続

することにより、起動及び十分な期間の運転継

続ができること。（PWRの場合） 

－ 

（３）重大事故等の進展抑制

ａ）重大事故等の進展を抑制するため、ほう酸

水注入系（SLCS）又は制御棒駆動機構（CRD）

等から注水する手順等を整備すること。（BWR

の場合）

⑧ 

基準要求の確認
関連箇所を赤枠にて示す

添付-2-(1) 技術的能力まとめ資料

1.2-68
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長方形



審査基準，基準規則と対処設備との対応表(３／９) 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。

重大事故等対処設備を使用した手段 

審査基準の要求に適合するための手段 
自主対策設備 

機能 機器名称 
既設／ 

新設 

基準解 

釈対応 
機能 機器名称 

常設／

可搬 

必要時間内に

使用可能か 

対応可能な人数

で使用可能か 
備考 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
中
央
制
御
室
か
ら
の
操
作
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却

高圧原子炉代替注水ポンプ 新設 

① 

② 

⑨ 

⑩ 

－ － － － － － 

サプレッション・チェンバ 既設 

高圧原子炉代替注水系（蒸気系） 

配管・弁 
新設 

主蒸気系 配管 既設 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 

配管・弁 
既設 

高圧原子炉代替注水系（注水系） 

配管・弁 
新設 

残留熱除去系 配管・弁・スト

レーナ
既設 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 

配管・弁 
既設 

原子炉浄化系 配管 既設 

給水系 配管・弁・スパージャ 既設 

原子炉圧力容器 既設 

常設代替直流電源設備 ※１ 新設 

可搬型直流電源設備 ※１ 新設 

常設代替交流電源設備 ※１ 新設 

可搬型代替交流電源設備※１ 新設 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
現
場
操
作
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却 

高圧原子炉代替注水ポンプ 新設 

① 

② 

③ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

－ － － － － － 

サプレッション・チェンバ 既設 

高圧原子炉代替注水系（蒸気系） 

配管・弁 
新設 

主蒸気系 配管 既設 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 

配管・弁 
既設 

高圧原子炉代替注水系（注水系） 

配管・弁 
新設 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 

配管・弁 
既設 

残留熱除去系 配管・弁・スト

レーナ
既設 

原子炉浄化系 配管 既設 

給水系 配管・弁・スパージャ 既設 

原子炉圧力容器 既設 

：重大事故等対処設備 ：重大事故等対処設備（設計基準拡張） 
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表(４／９) 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。

重大事故等対処設備を使用した手段 

審査基準の要求に適合するための手段 
自主対策設備 

機能 機器名称 
既設／ 

新設 

基準解 

釈対応 
機能 機器名称 

常設／

可搬 

必要時間内に

使用可能か 

対応可能な人数

で使用可能か 
備考 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作
に
よ
る 

原
子
炉
の
冷
却

原子炉隔離時冷却ポンプ 既設 

① 

② 

③ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作
に
よ
る 

原
子
炉
の
冷
却
（
排
水
処
理
）

水中ポンプ 可搬 

１時間45分 ４人 

自主対策とす

る理由は本文

参照 

サプレッション・チェンバ 既設 ホース 可搬 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 

配管・弁 
既設 仮設発電機 可搬 

主蒸気系 配管 既設 燃料補給設備※１ 可搬 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 

配管・弁・ストレーナ 
既設 

給水系 配管・弁・スパージャ 既設 

原子炉浄化系 配管 既設 

原子炉圧力容器 既設 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電 

原子炉隔離時冷却ポンプ 既設 

① 

⑦ 

⑨ 

－ － － － － － 

サプレッション・チェンバ 既設 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 

配管・弁 
既設 

主蒸気系 配管 既設 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 

配管・弁・ストレーナ 
既設 

原子炉浄化系 配管 既設 

給水系 配管・弁・スパージャ 既設 

原子炉圧力容器 既設 

所内常設蓄電式直流電源設備※

１ 
新設 

常設代替交流電源設備※１ 新設 

可搬型代替交流電源設備※１ 新設 

代替所内電気設備※１ 
既設 

新設 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電 

原子炉隔離時冷却ポンプ 既設 

① 

⑦ 

⑨ 

直
流
給
電
車
に
よ
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電 

原子炉隔離時冷却ポンプ 常設 

４時間15分 

※１

５人 

※１

自主対策とす

る理由は本文

参照 

サプレッション・チェンバ 既設 サプレッション・チェンバ 常設 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 

配管・弁 
既設 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 

配管・弁 
常設 

主蒸気系 配管 既設 主蒸気系 配管 常設 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 

配管・弁・ストレーナ 
既設 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 

配管・弁・ストレーナ 
常設 

原子炉浄化系 配管 既設 原子炉浄化系 配管 常設 

給水系 配管・弁・スパージャ 既設 給水系 配管・弁・スパージャ 常設 

原子炉圧力容器 既設 原子炉圧力容器 常設 

可搬型直流電源設備※１ 新設 
直流給電車及び可搬型代替交流

電源設備※１ 

常設 

可搬 

所内常設蓄電式直流電源設備※

１ 
新設 

所内常設蓄電式直流電源設備※

１ 
常設 

：重大事故等対処設備 ：重大事故等対処設備（設計基準拡張） 
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高圧原子炉代替注水系及び原子炉隔離時冷却系（現場起動）の 

運転上の制限について 

 

 

運転上の制限 

(1) 運転上の制限 

項目 運転上の制限 

高圧原子炉代替注水系およ

び原子炉隔離時冷却系（現

場起動） 

原子炉の状態が運転，起動および高温停止（原子炉圧力が 0.74MPa[gage]以

上）において，高圧原子炉代替注水系または原子炉隔離時冷却系を現場操作に

より起動できること※１ 

※１：必要な電動弁の手動操作用レバーおよびハンドルの操作により現場起動できることをいう。 

 

65-2-2 高圧原子炉代替注水系（現場起動）に係る必要なレバー及びハンドルを下記表に整理 

設備 確認項目 

電動弁手動操作用 

レバー及びハンドル 

① ＨＰＡＣ注水弁（MV2B1-4）の手動操作用レバー及びハンドル取付け

状態確認 

② ＲＣＩＣ ＨＰＡＣタービン蒸気入口弁（MV221-34）の手動操作用レ

バー及びハンドル取付け状態確認 

③ 蒸気外側隔離弁（MV221-21）の手動操作用レバー及びハンドル取付け

状態確認 
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ＲＣＩＣ ＨＰＡＣタービン蒸気入口弁 

判定基準：電動弁手動操作用レバーおよび 

ハンドル取付状態確認 

 

  

 

  

 

原子炉建物 

サプレッション・チェンバ 

原
子
炉
圧
力
容
器 

原子炉格納容器 

給水系より 

主蒸気系へ 

原子炉隔離時 

冷却ポンプ 

駆動用蒸気 

タービン 

ドライウェル 

残留熱除去系へ 

MO MO 

AO AO 

MO MO HO 

MO 

原
子
炉 

浄
化
系
よ
り 

原子炉隔離時 

冷却ポンプ 

MO 

MO MO 

高圧炉心 

スプレイ 

・ポンプ 

MO 

高圧原子炉 

代替注水ポンプ 

駆動用蒸気タービン 高圧原子炉 

代替注水ポンプ 

MO 

MO 

MO 

MO 

残留熱除去系へ 

MO 

復水貯蔵 

タンク 

MO 
MO 

MO 

MO 

AO 

ストレーナ ストレーナ 

スパージャ 

MO 

残留熱除去系へ 

残留熱除去系へ 

 

MO 

MO 

※ 

MO 

MO 

※ 

② MV221-34 

① MV2B1-4 

③ MV221-21 

：注水ライン 

：蒸気ライン 
凡例 

 ポンプ 

 電動作動 

 油圧作動 

 空気作動 

 弁 

 逆止弁 

 シングルストレーナ 

 配管 

 設計基準対象施設から 

追加した箇所 

 

 
M0 

A0 

HO 
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65-2-2 原子炉隔離時冷却系（現場起動）に係る必要なレバーおよびハンドルを下記表に整

理 

設備 確認項目 

電動弁手動操作用 

レバー及びハンドル 

① 復水器冷却水入口弁（MV221-7）の手動操作用レバー及びハンドル取

付け状態確認 

② ＲＣＩＣ注水弁（MV221-2）の手動操作用レバー及びハンドル取付け

状態確認 

③ ミニマムフロー弁（MV221-6）の手動操作用レバー及びハンドル取付

け状態確認 

④ タービン蒸気入口弁（MV221-22）の手動操作用レバー及びハンドル取

付け状態確認 

⑤ 蒸気外側隔離弁（MV221-21）の手動操作用レバー及びハンドル取付け

状態確認 
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タービン蒸気入口弁 

判定基準：電動弁手動操作用レバーおよび 

ハンドル取付状態確認 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復水貯蔵タンク 

原子炉建物 

サプレッション・チェンバ 

原
子
炉
圧
力
容
器 

原子炉格納容器 

主蒸気系 

原子炉浄化系より 

原子炉隔離時冷却ポンプ 

原子炉隔離時冷却ポンプ 

駆動用蒸気タービン 

MO 

AO 

MO 

MO 

MO HO MO 

MO 

AO 

MO 

ドライウェル 

MO MO 

MO 

潤滑油クーラ 

バロメトリック復水器 

真空タンク 

MO 

残留熱除去系より 

MO 

床ドレンサンプタンク 

復水ポンプ 

給水系より 

AO 

ストレーナ 

スパージャ 

MO 

高圧原子炉代替注水系へ 

MO 

MO 

※ 

※ 

① MV221-7 ③ MV221-6 

② MV221-2 

⑤ MV221-21 

④ MV221-22 

：注水ライン 

：蒸気ライン 

凡例 

 ポンプ 

 電動作動 

 油圧作動 

 空気作動 

 弁 

 逆止弁 

 シングルストレーナ 

 配管 

 設計基準対象施設から 

追加した箇所 

 

 
M0 

A0 

HO 
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1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等から抜粋 

 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(２／６) 

（フロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

高圧炉心スプレイ系 

原子炉隔離時冷却系 

 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
中
央
制
御
室 

か
ら
の
操
作
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

高圧原子炉代替注水ポンプ 

サプレッション・チェンバ 

高圧原子炉代替注水系（蒸気系） 配管・弁 

主蒸気系 配管 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

高圧原子炉代替注水系（注水系） 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

原子炉浄化系 配管 

給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

常設代替直流電源設備※１ 

可搬型直流電源設備※１ 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＡＣによる原子

炉注水」 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
現
場
操
作
に 

よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

高圧原子炉代替注水ポンプ 

サプレッション・チェンバ 

高圧原子炉代替注水系（蒸気系） 配管・弁 

主蒸気系 配管 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

高圧原子炉代替注水系（注水系） 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

原子炉浄化系 配管 

給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＡＣによる原子

炉注水」 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

  

各対応手段に必要な自主対策設備（資機材含む。）及び手順書は社内手順書にて管理

する。 
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1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等から抜粋 

対応手段，対処設備，手順書一覧(３／６) 

（サポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源 

常設直流電源系統 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

原子炉隔離時冷却ポンプ 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

主蒸気系 配管 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

・ストレーナ 

原子炉浄化系 配管 

給水系 配管・弁・スパージャ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＣＩＣによる原子

炉注水」 

 

原子力災害対策手順書 

「原子炉隔離時冷却系

排水 

処理」 

サプレッション・チェンバ 

原子炉圧力容器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

水中ポンプ 

ホース 

仮設発電機 

燃料補給設備※１ 

自
主
対
策
設
備 

全交流動力電源 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電 

原子炉隔離時冷却ポンプ 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

主蒸気系 配管 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

・ストレーナ 

原子炉浄化系 配管 

給水系 配管・弁・スパージャ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

サプレッション・チェンバ 

原子炉圧力容器 

所内常設蓄電式直流電源設備※１ 

常設代替交流電源設備※１ 

可搬型代替交流電源設備※１ 

代替所内電気設備※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電 

原子炉隔離時冷却ポンプ 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

主蒸気系 配管 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

・ストレーナ 

原子炉浄化系 配管 

給水系 配管・弁・スパージャ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

サプレッション・チェンバ 

原子炉圧力容器 

所内常設蓄電式直流電源設備※１ 

可搬型直流電源設備※１ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
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1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等から抜粋 

対応手段，対処設備，手順書一覧(５／６) 

（監視及び制御） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

監
視
及
び
制
御 

－ 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系 

（
中
央
制
御
室
起
動
時
）
の
監
視
計
器 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

高圧原子炉代替注水流量 

サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＡＣによる原子

炉注水」 

原子炉水位（狭帯域） 
自
主
対
策
設
備 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
現
場
起
動
時
） 

の
監
視
計
器 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉水位（可搬型計測器） 

原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉圧力（可搬型計測器） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＡＣによる原子

炉注水」 

原子炉水位（狭帯域） 

高圧原子炉代替注水ポンプ出口圧力 

高圧原子炉代替注水系タービン入口圧力 

高圧原子炉代替注水系タービン排気圧力 

高圧原子炉代替注水ポンプ入口圧力 

自
主
対
策
設
備 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
現
場
起
動
時
）
の

監
視
計
器 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉水位（可搬型計測器） 

原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉圧力（可搬型計測器） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「水位確保」等 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＣＩＣによる原子

炉注水」 

 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉隔離時冷却ポンプ入口圧力 

可搬型回転計 

自
主
対
策
設
備 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
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参
考
「
Ｔ
Ｓ
－
３
７

 
新
規
制
基
準
適
用
後
の
保
守
管
理
に
つ
い
て
」
 

重
大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）
抜
粋
 

条
文

 
対
処
設
備

 
設
備
・
資
機
材
名
称

 
数
量

 
設
置
場
所

 
所
管
箇
所

 
保
全
対
象

範
囲
 

点
検
及
び

 

試
験
の
項
目

 
頻
度
 

技
術
的
能
力

 

１
７
条
の
７

 

重
大
事
故

等
対
処
設

備
 

可
搬
型
計
測
器

 
２
９

 
廃
棄
物
処
理

建
物
 

保
修
部

 

（
計
装
）

 
〇
 

特
性
試
験

 
１
３
Ｍ

 
1
.
2 

1
.
1
5 

１
７
条
の
７

 
資
機
材

 

水
中
ポ
ン
プ
，
ホ
ー

ス
，
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
，
吐
出
弁
，
発
電

機
，
電
源
盤
，
電
源

ケ
ー
ブ
ル

 

一
式

 
原
子
炉
建
物

 
保
修
部

 

（
原
子
炉
）

 
―
 

資
機
材
管
理
に
よ
る

 
資
機
材
管
理
に
よ
る

 
1
.
2 

１
７
条
の
７

 
資
機
材

 
可
搬
式
回
転
計

 
１
 

中
央
制
御
室

 
発
電
部

 

（
第
一
発
電
）

 
―
 

資
機
材
管
理
に
よ
る

 
資
機
材
管
理
に
よ
る

 
1
.
2 

１
７
条
の
７

 
資
機
材

 
耐
熱
服

 
２
 

第
２
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト

 

発
電
部

 

（
第
一
発
電
）

 
―
 

資
機
材
管
理
に
よ
る

 
資
機
材
管
理
に
よ
る

 
1
.
2 

1
.
3 

１
７
条
の
７

 
資
機
材

 
酸
素
呼
吸
器

 
３
 

１
、
２
号
炉

中
央
制
御
室

 

廃
止
措
置

 

・
環
境
管
理
部

（
放
射
線
管
理
）

 

―
 

資
機
材
管
理
に
よ
る

 
資
機
材
管
理
に
よ
る

 

1
.
2 

1
.
3 

1
.
7 

1
.
1
3 

1
.
1
6 
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保安規定第６５条「重大事故等対処設備」 

表６５－２「原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための設備」 

６５－２－３「ほう酸水注入系（重大事故等対処設備）」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十（対応する設計基準事故対処設備に関する説明） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 ６
５
－
２
－
３
 
ほ
う
酸
水
注
入
系
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 
④
 

設
 
 
備
 
⑤
 

所
要
数
 
⑥
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
注
入
ポ
ン
プ
 

１
台
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
 

１
基

 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
３
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
４
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。
 

※
２
：
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，
第
２
４
条
（
ほ
う
酸
水
注
入
系
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
３
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
５
 
代
替
所
内
電
気
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
４
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

                     

 ①
 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）

 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

 

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

 

ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
は
，
設
置
許
可
基
準
規
則
第
五
十
六
条
に
も
該
当
す
る
。

 

 

 
 
 
 
ほ
う
酸
水
注
入
系
は
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）
に
も

該
当
す
る
設
備
で
あ
る
が
，
当
該
要
求
に
つ
い
て
は
機
能
お
よ
び
運
転
上
の
制
限
の
要
求
が
保
安
規
定

第
２
４
条
（
ほ
う
酸
水
注
入
系
）
と
同
等
で
あ
る
こ
と
か
ら
保
安
規
定
第
２
４
条
（
ほ
う
酸
水
注
入
系
）

で
整
理
す
る
。

 

 ②
 

運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 ③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
ほ
う
酸

水
注
入
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
３
（
１
））

 

 

 
・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）

 

 
 
 
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

が
有
す
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防

止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 
 
・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

 
 
 
「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の
著

し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納

容
器
の
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め

る
）
こ
と
。

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順

等
を
定
め
る
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事

故
等
の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に

供
給
す
る
た
め
の
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

 ④
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
機
能
喪
失
時
ま
た
は
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
に
お
い
て
，
高
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
用
い
た
高
圧
注
水
に
よ
り
原
子
炉
水
位
を
維
持
で
き
な

い
場
合
に
，
重
大
事
故
等
の
進
展
を
抑
制
す
る
た
め
に
使
用
す
る
設
備
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
，
炉
心
の

著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
を
遅
延
・
防

止
す
る
た
め
の
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
，
「
運
転
，
起
動
お
よ
び
高

温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 

②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
ほ
う
酸
水
注
入
系
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び
ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

と
兼
ね
て
お
り
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
し
て
の
仕
様
が
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
の
仕
様

                                        

363



 
 

 

保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

      （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
定
事
検
停
止
時
に
，
ほ
う
酸
水
注
入
系
注
入
ポ
ン
プ
の
吐
出

圧
力
が

11
.0
4M
Pa
[g
ag
e]
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
第
一
発
電
）
 

2.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，

ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
の
溶
液
量
お
よ
び
温
度
が
図

２
４
－
１
，
２
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

毎
日
１
回
 

当
直
長
 

3.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，

ほ
う

酸
水

注
入

系
注

入
ポ

ン
プ

の
吐

出
圧

力
が

11
.0
4M
Pa
[g
ag
e]
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
に
際
し
て
使

用
し
た
弁
が
待
機
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

                      

と
同
等
で
あ
る
た
め
，
そ
れ
ぞ
れ
１
台
お
よ
び
１
基
を
所
要
数
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基

本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）

 

ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
の
溶
液
量
お
よ
び
温
度
に
つ
い
て
は
，
有
効
性
評
価
の
解
析
条
件
と
し

て
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
，
運
用
を
明
確
化
す
る
観
点
か
ら
，
保
安
規
定
第
２
４
条
（
ほ
う
酸

水
注
入
系
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
溶
液
量
お
よ
び
温
度
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

 な
お
，
上
記
の
設
備
は
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
た
め
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
。

 

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

 a．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1
が
該
当
。
 

定
事
検
停
止
時
に
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

 b．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

2，
3
が
該
当
。
 

確
認
項
目
お
よ
び
頻
度
は
，
保
安
規
定
第
２
４
条
（
ほ
う
酸
水
注
入
系
）
に
準
用
し
た
対
応
と
す

る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 

 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
ほ
う
酸
水
注
入
系
貯

蔵
タ
ン
ク
の
溶
液
量

お
よ
び
温
度
が
図
２

４
－
１
，
２
の
範
囲

内
に
な
い
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
の
溶
液
量
お
よ

び
温
度
を
図
２
４
－
１
，
２
の
範
囲
内
に
復
旧
す
る
。
 

３
日
間
 

B.
ほ
う
酸
水
注
入
系
が

動
作
不
能
の
場
合
 

B1
.1
.当

直
長
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
起
動
し
，
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
５
。
 

ま
た
は
 

B1
.2
.当

直
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
設
備

※

６
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   ８
時
間
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
で

要
求
さ
れ
る
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

C1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

※
５
：
原
子
炉
圧
力
が

0.
74
MP
a[
ga
ge
]以

上
の
場
合
。
 

※
６
：
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

            

  

⑧
 

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

ほ
う
酸
水
注
入
系
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
は
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
統
数

が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 A1
．
ほ
う
酸
水
貯
蔵
タ
ン
ク
の
溶
液
量
お
よ
び
温
度
を
図
２
４
－
１
，
２
の
範
囲
内
に
回
復
さ
せ
る
。

完
了
時
間
は
保
安
規
定
第
２
４
条
（
ほ
う
酸
水
注
入
系
）
に
図
２
４
－
１
，
２
の
範
囲
内
に
回
復

さ
せ
る
措
置
の
完
了
時
間
が
３
日
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
，
同
様
に
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 

B1
.1
．，

B1
.2
．
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
１
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
設
置
許
可
に
お
い
て
ほ
う
酸
注
入
系
に
対
応
す
る
機
能
喪
失
を

想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
が
，
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的

能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）
で
は
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時

冷
却
系
喪
失
時
に
使
用
す
る
こ
と
を
考
慮
し
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
）
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
原
子
炉
圧
力
が

0.
7
4M
Pa
[
g
a
g
e]

以
上
の
場
合
）
を
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
設
定
す
る
。
 

な
お
，
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
の
要
求
の
観

点
か
ら
も
，
炉
心
損
傷
を
防
止
し
，
溶
融
炉
心
が
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
落
下
す
る
こ
と
の
防

止
を
目
的
に
，
上
記
と
同
様
に
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
含
む
）
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
原
子
炉
圧
力
が

0
.
74
M
P
a[
g
a
ge
]以

上
の
場
合
）

を
設
定
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。（

添
付
－
３
）
 

 B2
．
当
該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
保
安
規
定
第
２
４
条
（
ほ
う
酸
水
注
入
系
）
に
ほ
う
酸
水

注
入
系
を
復
旧
さ
せ
る
措
置
の
完
了
時
間
が
８
時
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
，
同
様
に
「
８
時

間
」
と
す
る
。
 

 C1
．，

C2
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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1.2－70 

第
1.

2－
1
2図

 
ほ

う
酸

水
注

入
系

に
よ

る
原

子
炉
圧
力

容
器
へ

の
ほ

う
酸
水
注

入
及
び

注
水

（
ほ

う
酸

水
貯

蔵
タ

ン
ク

使
用

）
 

概
要

図
(
１

／
２

)
 

自
主
対
策
設
備

6
5
-
2
-
3
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

366

096558
折れ線

096558
折れ線

096558
長方形



1.8－122 

操
作
手
順

 
弁

名
称

 

④
※
１

Ａ
（
Ｂ
）

－
Ｓ
Ｌ

Ｃ
タ
ン

ク
出
口

弁
 

④
※
２

Ａ
（
Ｂ
）

－
Ｓ
Ｌ

Ｃ
注
入

弁
 

記
載

例
 

 
○

：
操
作

手
順
番

号
を
示

す
。

○
※
１
～
 ：

同
一

操
作
手

順
番
号
内

に
複
数

の
操
作

又
は
確

認
を
実

施
す
る

対
象
弁

が
あ

る
場

合
，

そ
の

実
施

順
を

示
す

。

第
1.
8－

1
5図

 
ほ
う

酸
水
注
入

系
に
よ

る
原

子
炉
圧
力

容
器
へ

の
ほ

う
酸

水
注

入
 

概
要

図
 

凡
例
 

ポ
ン
プ
 

電
動
作
動
 

弁
 

逆
止
弁
 

安
全
弁
又
は
逃
し
弁
 

配
管
 

ホ
ー
ス

使
用
す
る
流
路
 

設
計
基

準
対

象
施
設

か
ら
 

追
加
し
た
箇
所
 

M
0 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

367

096558
折れ線



添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八

8－5－102 

第5.4－1表 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための

設備の主要機器仕様 

(1) 高圧原子炉代替注水系

ａ．高圧原子炉代替注水ポンプ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備

台 数 １ 

容 量 75m3/h以上 

全揚程 913m以上 

(2) 原子炉隔離時冷却系

ａ．原子炉隔離時冷却ポンプ 

第5.8-1表 原子炉隔離時冷却系主要機器仕様に記載する。 

(3) ほう酸水注入系

ａ．ほう酸水注入ポンプ 

第6.1.2-3表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 

ｂ．ほう酸水貯蔵タンク 

第6.1.2-3表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 

設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す

368

096558
長方形

096558
長方形



 8－6－113 

第6.1.2－3表 ほう酸水注入系主要仕様 

系 統 数 

中 性 子 吸 収 材 

停 止 時 実 効 増 倍 率 

反 応 度 添 加 速 度 

ほう酸水貯蔵タンク 

材 料

基 数

容 量

ポ ン プ

台 数

容 量

全 揚 程 

１ 

ほう素（五ほう酸ナトリウム溶液） 

keff≦0.985 

低0.001△k/min 

ステンレス鋼

１ 

約20m3 

２（うち１台は予備） 

約10m3/h/台 

約870m 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八

369

096558
長方形



10－Ⅱ－1－77 

第 1.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（２／19） 

1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

方
針
目
的

原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態において，設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の冷却機

能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，高圧原子炉代替注水系による原子炉圧力容器

への注水，原子炉隔離時冷却系の現場操作による発電用原子炉の注水により発電用原子炉を冷却する手順等を

整備する。 

また，発電用原子炉を冷却するため，原子炉水位を監視及び制御する手順等を整備する。 

さらに，重大事故等の進展を抑制するため，ほう酸水注入系により注水する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）

設計基準事故対処設備である原子炉隔離時冷却系又は高圧炉心スプレイ系が健全であれ

ば，これらを重大事故等対処設備（設計基準拡張）として位置付け重大事故等の対処に用い

る。 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

設計基準事故対処設備である原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系の故障により発

電用原子炉の冷却ができない場合は，以下の手段により原子炉圧力容器へ注水し，発電用原

子炉を冷却する。 

・中央制御室からの手動操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，原子炉圧力容器へ注

水する。

・中央制御室からの手動操作により高圧原子炉代替注水系を起動できない場合は，現場で

の弁の手動操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，原子炉圧力容器へ注水する。

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

全交流動力電源喪失及び常設直流電源系統喪失により設計基準事故対処設備である原子炉

隔離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系による発電用原子炉の冷却ができない場合は，高圧原

子炉代替注水系による発電用原子炉の冷却のほか，現場での弁の手動操作により原子炉隔離

時冷却系を起動することで原子炉圧力容器へ注水し，発電用原子炉を冷却する。 

代
替
電
源
設
備
に
よ
る

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
復
旧

全交流動力電源が喪失し，原子炉隔離時冷却系の起動又は運転継続に必要な直流電源を所

内常設蓄電式直流電源設備により給電している場合は，所内常設蓄電式直流電源設備の蓄電

池が枯渇する前に以下の手段等により直流電源を確保し，原子炉隔離時冷却系の運転を継続

する。 

・代替交流電源設備により充電器を受電し，直流電源を供給する。

・可搬型直流電源設備により直流電源を供給する。

対応する設計事故対処設備
関連箇所を赤枠にて示す

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十

370

096558
長方形



10－Ⅱ－1－78 

対
応
手
段
等

監
視
及
び
制
御

「高圧原子炉代替注水系による発電用原子炉の冷却」及び「原子炉隔離時冷却系の現場操

作による発電用原子炉の冷却」により発電用原子炉へ注水する際には，発電用原子炉を冷却

するために原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位（広帯域），原子炉水位（燃料域），原子炉

水位（ＳＡ）等により監視する。 

また，これらの計測機器が故障又は計測範囲（把握能力）を超えた場合は，当該パラメー

タの値を推定する。

中央制御室からの操作により高圧原子炉代替注水系を起動する場合は，高圧原子炉代替注

水系の作動状況を原子炉水位（広帯域），原子炉水位（燃料域），原子炉水位（ＳＡ），原子炉

圧力，原子炉圧力（ＳＡ），高圧原子炉代替注水流量，サプレッション・プール水位（ＳＡ）

等により監視する。 

現場での弁の手動操作により高圧原子炉代替注水系又は原子炉隔離時冷却系を起動する場

合は，高圧原子炉代替注水系又は原子炉隔離時冷却系の作動状況を原子炉水位（広帯域），原

子炉水位（燃料域），原子炉水位（ＳＡ）等により監視する。 

原子炉圧力容器内の水位の調整が必要な場合は，中央制御室からの操作，又は現場での弁

の操作により原子炉圧力容器内の水位を制御する。 

重
大
事
故
等
の
進
展
抑
制

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る

進
展
抑
制

原子炉隔離時冷却系及び高圧原子炉代替注水系による発電用原子炉への高圧注水により原

子炉圧力容器内の水位が維持できない場合は，重大事故等の進展を抑制するため，ほう酸水

貯蔵タンク等を水源として，ほう酸水注入系により原子炉圧力容器へ注水する。 

配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

設計基準事故対処設備である高圧炉心スプレイ系及び原子炉隔離時冷却系が機能喪失した

場合は，中央制御室からの操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，発電用原子炉を冷却

する。中央制御室からの操作により高圧原子炉代替注水系を起動できない場合は，現場での

弁の手動操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，発電用原子炉を冷却する。 

これらの対応手段により，原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧対策及び原子炉冷却材圧力

バウンダリ低圧時の冷却対策の準備が整うまでの期間，高圧原子炉代替注水系の運転を継続

する。 

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十

371

096558
長方形



10－Ⅱ－1－95 

第 1.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（８／19） 

1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等 

方
針
目
的

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防止するため，ペデスタル代替注水系

により原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心を冷却することにより，溶融炉心・コンクリート相互作用（Ｍ

ＣＣＩ）を抑制し，溶融炉心が拡がり原子炉格納容器バウンダリに接触することを防止する手順等を整備する。 

また，溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するため，原子炉圧力容器へ注水する手順等

を整備する。 

対
応
手
段
等

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に

落
下
し
た
溶
融
炉
心
の
冷
却

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
又
は

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

炉心の著しい損傷が発生した場合は，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心を

冷却するため，以下の手段により原子炉格納容器下部へ注水する。 

・低圧原子炉代替注水槽を水源として，ペデスタル代替注水系（常設）により注

水する。

・ペデスタル代替注水系（常設）により注水できない場合は，代替淡水源を水源

として，格納容器代替スプレイ系（可搬型）又はペデスタル代替注水系（可搬

型）等により注水する。

なお，格納容器代替スプレイ系（可搬型）又はペデスタル代替注水系（可搬型）

による注水は，海を水源として利用できる。 

溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

炉心の著しい損傷が発生した場合は，溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を

遅延又は防止するため，以下の手段により原子炉圧力容器へ注水する。原子炉圧力

容器へ注水する場合は，ほう酸水注入系により原子炉圧力容器へほう酸水の注入を

並行して実施する。 

・原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の場合は，サプレッション・チェンバを水

源として，高圧原子炉代替注水系により注水する。

・原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の場合は，低圧原子炉代替注水槽を水源と

して，低圧原子炉代替注水系（常設）により注水する。

・低圧原子炉代替注水系（常設）により注水できない場合は，代替淡水源を水源

として，低圧原子炉代替注水系（可搬型）により注水する。

なお，低圧原子炉代替注水系（可搬型）による注水は，海を水源として利用でき

る。 

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十
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保安規定第６５条 

表６５－３「原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備」 

６５－３－１「代替自動減圧機能」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数・必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

  （４）設定値根拠一覧表（設定値根拠） 

 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十（同等な機能を有することの説明） 

 

373



 
 

 

保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

 表
６
５
－
３
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備
 

 ６
５
－
３
－
１
 
代
替
自
動
減
圧
機
能
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

代
替
自
動
減
圧
機
能
 

（
１
）
代
替
自
動
減
圧
ロ
ジ
ッ
ク
（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

（
２
）
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
お
よ
び
代
替
自
動
減
圧
起
動
阻

止
ス
イ
ッ
チ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

                             

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
六
条
（
１
．
３
）
が
該
当
す
る
 

自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
お
よ
び
代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
，
設
置
許
可

基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）
も
該
当
す
る
。
 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）
 

な
お
，
代
替
自
動
減
圧
機
能
に
よ
り
動
作
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）
に
つ

い
て
は
，
既
存
の
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
に
お
い
て
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
お
り
，
Ｓ
Ａ
要
求
を
満
た
す
こ
と
か
ら
，
既
存
条
文
に
て
管
理
す
る
。
 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
代
替
自
動
減
圧
ロ
ジ
ッ
ク
（
代
替
自
動
減
圧

機
能
）
,自

動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
お
よ
び
代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
六
条
（
１
．
３
）
 

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
原
子
炉
冷
却

材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
減

圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
あ
っ
て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を

防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）
 

「
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
」
と
し
て
，
運
転
時
の
異
常

な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
緊
急
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
象
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷

を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
維
持

す
る
と
と
も
に
，
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等

を
定
め
る
）
こ
と
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

要
 
素
 ⑤

 

動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
 

（
論
理
毎
）
 ⑥

 

運
転
 

起
動

※
２
 

高
温
停
止

※
２
 

原
子
炉
水
位
低
（
Ｌ
１
）

※
３
 

２
※
４
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
ま

た
は

低
圧

炉
心

ス

プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
運
転
中

※
３
 

１
※
５
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

要
 
素
 ⑤

 
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
 

所
要
数
 ⑥

 

運
転
 

起
動

※
２
 

高
温
停
止

※
２
 

代
替
自
動
減
圧
機
能
論
理
回
路
 

１
※
６
 

自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
 

２
※
７
 

代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
 

１
 

※
１
：
本
表
に
お
け
る
動
作
可
能
と
は
，
当
該
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
が
達
成
さ

れ
て
い
る
状
態
を
い
う
。
ま
た
，
動
作
不
能
と
は
，
点
検
・
修
理
の
た
め
に
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
お
よ
び
誤
不
動
作
が
発
見
さ
れ
た
場
合
で
，
当
該
計
測
お

よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
で
き
な
い
状
態
を
い
う
。
ト
リ
ッ
プ
信
号
を
出
力

し
て
い
る
状
態
は
，
誤
動
作
で
あ
っ
て
も
動
作
不
能
と
は
見
な
さ
な
い
。
 

※
２
：
原
子
炉
圧
力
が

0.
78
MP
a[
ga
ge

]以
上
の
場
合
。
 

※
３
：
当
該
設
備
が
動
作
不
能
時
は
，「

第
２
７
条
 
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
」
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認

す
る
。
 

※
４
：
代
替
自
動
減
圧
系
Ａ
系
に
お
い
て
は
，
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ａ
お
よ
び
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｃ
の
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

い
い
，
代
替
自
動
減
圧
系
Ｂ
系
に
お
い
て
は
，
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｂ
お
よ
び
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｄ
の
２
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
い
う
。
 

※
５
：
代
替
自
動
減
圧
系
Ａ
系
に
お
い
て
は
，
残
留
熱
除
去
系
Ａ
系
お
よ
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
う
ち

１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
い
い
，
代
替
自
動
減
圧
系
Ｂ
系
に
お
い
て
は
，
残
留
熱
除
去
系
Ｂ
系
お
よ
び
残
留

熱
除
去
系
Ｃ
系
の
う
ち
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
い
う
。
 

※
６
：
Ａ
系
ま
た
は
Ｂ
系
の
代
替
自
動
減
圧
機
能
論
理
回
路
を
い
う
。
 

※
７
：
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
の
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
を
い
う
。
 

 

        

 ④
 
代
替
自
動
減
圧
ロ
ジ
ッ
ク
（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
は
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の

状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
減
圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い

て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子

炉
の
状
態
は
，
基
本
方
針
に
従
う
と
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
原
子
炉
の
状
態
と
し

て
，「

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
（
原
子
炉
圧
力
が

0.
7
8M
P
a
[g
a
g
e]
以
上
）」

と
な
る
が
，
保
安
規

定
第
２
７
条
（
自
動
減
圧
系
計
装
）
に
合
わ
せ
「
運
転
，
起
動

※
２
お
よ
び
高
温
停
止

※
２
（
※
２
：
原
子

炉
圧
力
が

0.
78
MP
a[
ga
ge

]以
上
）」

と
す
る
。
 

 
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
お
よ
び
代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
は
６
５
－
１
－
１
（
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
））

に
合
わ
せ
る
と
「
運
転
お
よ
び
起
動
」
と
な
る
が
，
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
発
生
時
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
代
替
自
動
減
圧
機
能
論
理
回
路
と
合
わ
せ
る
こ
と
と

す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

 ⑥
 
各
要
素
に
つ
い
て
，
代
替
自
動
減
圧
ロ
ジ
ッ
ク
（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
が
要
求
さ
れ
る
機
能
を
発
揮

す
る
た
め
に
必
要
な
信
号
数
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
し
て
，
論
理
毎
に
記
載
す

る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
１
，
２
）
 

１
．
原
子
炉
水
位
低
（
Ｌ
１
）：

代
替
自
動
減
圧
ロ
ジ
ッ
ク
（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
作
動
回
路
は
，
検

出
器
２
個
の
直
列
回
路
か
ら
な
る
２
系
統
の
論
理
回
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
同
じ
論
理
回
路
に
属

す
る
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
す
る
。
 

２
．
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
ま
た
は
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
：
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
３
台
お

よ
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
１
台
に
対
し
て
，
そ
れ
ぞ
れ
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
４
チ
ャ
ン

ネ
ル
あ
る
が
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
お
よ
び

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
は
い
ず
れ
か
１
台
で
あ
る
の
で
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
で
あ

る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
す
る
。
 

３
．
代
替
自
動
減
圧
機
能
論
理
回
路
：
Ａ
系
ま
た
は
Ｂ
系
の
い
ず
れ
か
が
動
作
可
能
で
あ
れ
ば
機
能
を

達
成
で
き
る
た
め
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
す
る
。
 

４
．
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
：
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
の
両
方
が
動
作
可
能
で
な
け
れ
ば
起
動
阻
止

機
能
を
達
成
で
き
な
い
た
め
，
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
の
１
個
を
所
要
数
と
す
る
。
 

５
．
代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
：
代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
は
，
代
替
自
動
減
圧

系
の
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
の
両
方
の
起
動
阻
止
機
能
を
達
成
で
き
る
た
め
，
１
個
を
所
要
数
と
す

る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

要
 
素

 
設
定
値

 
項

 
目

 ⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

1
.
代

替
自

動
減

圧

機
能

 

－
 

機
能
を
確
認
す
る

※
８
。
 

定
事
検

 

停
止
時

 

課
長

 

（
計
装
）
 

2
.
原

子
炉

水
位

低

（
Ｌ
１
）

 

3
8
1
cm

下
方
以
上

※
９
 

（
気
水
分
離
器
下
端

よ
り
）

 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動

※
10
お

よ
び

高
温

停
止

※
10
に

お
い

て
動

作

不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確

認
す
る

※
11
。
 

１
箇
月

に
１
回

 

当
直
長

 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る

※
12
。
 
定
事
検

 

停
止
時

 

課
長

 

（
計
装
）
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
13
。
 

定
事
検

 

停
止
時

 

課
長

 

（
計
装
）
 

3
.
残

留
熱

除
去

系

ポ
ン
プ
運
転
中

 

－
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
13
。
 

定
事
検

 

停
止
時

 

課
長

 

（
計
装
）
 

4
.
低

圧
炉

心
ス

プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

運
転
中

 

－
 

5
.
始
動
タ
イ
マ

 
１
０
分
以
下
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
13
。
 

定
事
検

 

停
止
時

 

課
長

 

（
計
装
）
 

6
.
自

動
減

圧
起

動

阻
止
ス
イ
ッ
チ

 

－
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
13
。
 

定
事
検

 

停
止
時

 

課
長

 

（
計
装
）
 

7
.
代

替
自

動
減

圧

起
動

阻
止

ス
イ

ッ
チ

 

－
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
13
。
 

定
事
検

 

停
止
時

 

課
長

 

（
計
装
）
 

※
８
：
機
能
の
確
認
は
，
セ
ン
サ
か
ら
の
出
力
信
号
に
て
，
論
理
回
路
の
出
力
段
に
信
号
が
発
生
す
る
こ
と

に
よ
り
，
そ
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
９
：
代
替
自
動
減
圧
ロ
ジ
ッ
ク
（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
に
使
用
す
る
設
定
値
に
適
用
す
る
。
 

※
10
：
原
子
炉
圧
力
が

0.
78
MP
a[
ga
ge

]以
上
の
場
合
。
 

※
11
：「

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る
」
と
は
，
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
に
異
常

な
変
動
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
，
ま
た
可
能
で
あ
れ
ば
他
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
と
有
意

な
差
異
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
，
ト
リ
ッ
プ
状
態
に
あ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
は
，
該
当
し
な
い
。
 

※
12
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
と
は
，
セ
ン
サ
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
信
号
を
与
え
た
時
，
許
容
範
囲
内
で
出
力

信
号
を
発
生
ま
た
は
指
示
値
を
示
す
よ
う
調
整
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
13
：
論
理
回
路
機
能
の
確
認
は
，
セ
ン
サ
か
ら
の
出
力
信
号
に
て
，
論
理
回
路
の
出
力
段
に
信
号
が
発
生

（
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
お
よ
び
代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
，
信
号

の
阻
止
）
す
る
こ
と
に
よ
り
，
そ
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
，
確
認
は
部

分
的
な
確
認
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
，
適
用
範
囲
を
確
認
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

 ⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）
 

 ａ
．
性
能
確
認
（
論
理
回
路
が
正
常
に
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1，
2（

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
の
実
施
，
論
理
回
路
機
能
の
確
認
），

3，
4，

5
，
6
，
7
が
該
当
。
 

定
事
検
停
止
時
の
確
認
事
項
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
論
理
回
路

お
よ
び
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
確
認
と
同
様
の
確
認
を
行

う
。
 

原
子
炉
水
位
低
（
Ｌ
１
）
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
基
づ
く
設
定
値
を
記
載
す

る
。（

添
付
－
２
）
 

始
動
タ
イ
マ
は
，
設
備
作
動
ま
で
に
１
０
分
の
時
間
遅
れ
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
，
設
定
値
は

「
１
０
分
以
下
」
と
す
る
。
 

 代
替
自
動
減
圧
ロ
ジ
ッ
ク
（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
は
，
誤
操
作
等
に
よ
り
プ
ラ
ン
ト
に
外
乱
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
に
機
能
確
認
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
 

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
定
期
的
に
指
示
値
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
（
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
）
が
該
当
。
 

通
常
運
転
中
の
確
認
項
目
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
設
定
さ
れ
て
い
る
確
認
項
目
と
同
様
の
確
認
を
行
う
。
 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
箇
月
に
１
回
と

す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

要
 
素

 ⑤
 

条
 
件

 ⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 ⑨
 

完
了
時
間
 

1
.
代

替
自

動
減

圧

機
能
論
理
回
路
 

2
.
原

子
炉

水
位

低

（
Ｌ
１
）
 

3
.
残

留
熱

除
去

系

ポ
ン

プ
ま

た
は

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

運
転
中
 

4
.
始
動
タ
イ
マ
 

A
.
動

作
可

能
で

あ
る

べ
き

所
要

数
ま

た

は
チ

ャ
ン

ネ
ル

数

を
満

足
で

き
な

い

場
合
 

A
1
.当

直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
14
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
15
。
 

お
よ
び
 

A
2
.当

直
長
は
，
当
該
所
要
数
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

６
時
間
 

   ３
０
日
間
 

 

B
.
条
件

A
で
要
求
さ
れ

る
措

置
を

完
了

時

間
内

に
達

成
で

き

な
い
場
合
 

B
1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
2
.当

直
長
は
，
原
子
炉
圧
力
を

0
.7
8
MP
a 

[
g
a
ge
]未

満
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

5
.
自

動
減

圧
起

動

阻
止
ス
イ
ッ
チ
 

6
.
代

替
自

動
減

圧

起
動

阻
止

ス
イ

ッ
チ
 

A
.
動

作
可

能
で

あ
る

べ
き

所
要

数
を

満

足
で
き
な
い
場
合
 

A
1
.当

直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
16
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
15
。
 

お
よ
び
 

A
2
.当

直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

６
時
間
 

   ３
０
日
間
 

B
.
条
件

A
で
要
求
さ
れ

る
措

置
を

完
了

時

間
内

に
達

成
で

き

な
い
場
合
 

B
1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
2
.当

直
長
は
，
原
子
炉
圧
力
を

0
.7
8
MP
a 

[
g
a
ge
]未

満
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

※
14
：
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
手
動
減
圧
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
15
：「

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
，
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

※
16
：
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
を
い
う
。
 

 

 

 

 ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
条
件
を
記
載
す
る
。
 

各
要
素
に
つ
い
て
，
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
を
条
件
と
し
て
設

定
す
る
。
な
お
，
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
お
よ
び
代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
は
Ａ
Ｔ

Ｗ
Ｓ
発
生
時
に
使
用
す
る
設
備
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
，
要
求
さ
れ
る
措
置
を
個
別
に
設
定
す
る
。
 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
論
理
回
路
，
原
子
炉
水
位
低
（
Ｌ
１
），

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
ま
た
は
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

運
転
中
，
始
動
タ
イ
マ
】
 

A1
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類

十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
手
動
減
圧
が
該
当
す
る
。（

添
付
－

３
）
 

 

完
了
時
間
に
つ
い
て
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
原
子
炉
保
護
系
論

理
回
路
の
完
了
時
間
が
６
時
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
，
同
様
に
「
６
時
間
」
と
す
る
。
 

 A2
.
当
該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
可

能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 B1
．，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

 

【
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
，
代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
】
 

A1
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類

十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
が
該
当
す
る
。

（
添
付
－
３
）
 

 

完
了
時
間
に
つ
い
て
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
原
子
炉
保
護
系

論
理
回
路
の
完
了
時
間
が
６
時
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
，
同
様
に
「
６
時
間
」
と
す
る
。
 

 A2
.
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等

対
処
設
備
が
動
作
可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 B1
．，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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8－6－137 

 

 

第6.8－1図 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備 

説明図（原子炉減圧の自動化） 
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t1260165
四角形

t0778977
四角形

原子力安全　舛岡
タイプライターテキスト
65-3-1の範囲

原子力安全　舛岡
タイプライターテキスト
赤枠にて示す

原子力安全　舛岡
長方形

原子力安全　舛岡
タイプライターテキスト
逃がし安全弁(ADS機能付き）の機能は，第39条と兼ねる

原子力安全　舛岡
タイプライターテキスト
添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八

t0778977
四角形

原子力安全　舛岡
タイプライターテキスト
第27条で整理

t0778977
四角形

原子力安全　舛岡
タイプライターテキスト
第27条と兼ねる

t0778977
四角形

原子力安全　舛岡
タイプライターテキスト
第30条で整理

t1260165
四角形



8－6－49 

代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）は，原子炉水位低（レベル

１）の検出器及び残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプレイ・ポンプの遮断

器からの入力信号を自動減圧系と共用するが，自動減圧系と電気的な隔離

装置を用いて信号を分離することで，自動減圧系に悪影響を及ぼさない設

計とする。 

代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）は，他の設備と電気的に分

離することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

代替自動減圧起動阻止スイッチは，自動減圧起動阻止スイッチと分離す

ることで自動減圧系に悪影響を及ぼさない設計とする。 

逃がし安全弁窒素ガス供給系は，通常時は弁により他の系統と隔離し，

弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の

設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

6.8.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）は，想定される重大事故等

時において，炉心の著しい損傷を防止するために作動する回路であること

から，炉心が露出しないように燃料棒有効長頂部より高い設定として，原

子炉水位低（レベル１）の信号の計器誤差を考慮して確実に作動する設計

とする。また，逃がし安全弁が作動すると冷却材が放出され，その補給に

残留熱除去系又は低圧炉心スプレイ系による注水が必要であることから，

原子炉水位低（レベル１）及び残留熱除去ポンプ運転（低圧注水モード）

又は低圧炉心スプレイ・ポンプ運転の場合に作動する設計とする。 

逃がし安全弁窒素ガス供給系の逃がし安全弁用窒素ガスボンベは想定さ

れる重大事故等時において，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損

を防止するため，逃がし安全弁を作動させ，原子炉冷却材圧力バウンダリ

を減圧させるために必要となる容量を有するものを１セット 15 個使用す

る。保有数は，１セット 15 個に加えて，故障時及び保守点検による待機除

外時のバックアップ用として 15 個の合計 30 個を保管する。 
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第6.8－1表 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備の主要機器

仕様 

 

 

(1) 代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能） 

個 数  １ 

 

(2) 自動減圧起動阻止スイッチ 

個 数  ２ 

 

(3) 代替自動減圧起動阻止スイッチ 

個 数  １ 

 

(4) 逃がし安全弁用窒素ガスボンベ 

個 数  15（予備 15） 

容 量  約 47L/個 

充填圧力 約 15MPa[gage] 

使用箇所 原子炉建物付属棟２階 

保管場所 原子炉建物付属棟２階 
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1. 概要

本資料は，「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則」（以下「技術基準規

則」という。）第 35条，第 59条及び第 61条並びにそれらの「実用発電用原子炉及びその附属施

設の技術基準に関する規則の解釈」（以下「解釈」という。）に関わる，工学的安全施設等の起動

（作動）信号の設定値の根拠について説明する。 

 なお，設計基準対象施設に関しては，技術基準規則の要求事項に変更がないため，今回の申請

において変更は行わない。 

 重大事故等対処設備に関しては，工学的安全施設等の自動作動信号を発信する設備として，緊

急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備及び原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧

するための設備を設置したことから，本設備から発信される作動信号の設定値根拠について説明

する。 

2. 基本方針

2.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備 

技術基準規則第 59 条及びその解釈に基づき，運転時の異常な過渡変化時において発電用原

子炉の運転を緊急に停止することができない事象（以下「ＡＴＷＳ」という。）が発生するおそ

れがある場合又は当該事象が発生した場合においても，炉心の著しい損傷を防止するため，原

子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持するとともに，発電用原子炉を

未臨界に移行させるため，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により，全制御棒を全挿

入させて発電用原子炉を未臨界に移行させる。 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）により，原子炉再循環ポ

ンプを自動停止させ原子炉再循環流量の低下により原子炉出力を抑制する。

(1) ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）

運転時の異常な過渡変化のうち，「主蒸気隔離弁の誤閉止」のような原子炉が隔離される事

象においてＡＴＷＳが発生した場合，原子炉圧力の上昇に伴い，ボイドの減少による正の反

応度が印加され，中性子束の上昇により平均表面熱流束が上昇し，燃料棒表面で沸騰遷移が

生じることで燃料被覆管温度が上昇する。このような事象に対処するため，原子炉がスクラ

ムする原子炉圧力高信号とは別にＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）用として原子炉

圧力高信号を新たに追加する。 

また，原子炉水位が低下する過渡変化時においてＡＴＷＳが発生する事象に対応するため，

原子炉がスクラムする原子炉水位低以下にＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）用とし

て原子炉水位低（レベル２）信号を新たに追加する。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，原子炉圧力高又は原子炉水位低（レベル２）

のいずれかの信号により作動する。 

なお，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，原子炉保護系とは別の電磁弁からス
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クラム弁の空気を排出することでスクラム弁を開操作させる。原子炉保護系が動作後にＡＴ

ＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）が動作した場合において，スクラム弁の空気は既に原

子炉停止（スクラム）系のスクラムパイロット弁より排出されていることから，ＡＴＷＳ緩

和設備（代替制御棒挿入機能）の動作による悪影響はない。 

(2) ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

運転時の異常な過渡変化のうち，「主蒸気隔離弁の誤閉止」のような原子炉が隔離される事

象においてＡＴＷＳが発生した場合，原子炉圧力の上昇に伴い，ボイドの減少による正の反

応度が印加され，中性子束の上昇により平均表面熱流束が上昇し，燃料棒表面で沸騰遷移が

生じることで燃料被覆管温度が上昇する。このような事象に対処するため，原子炉がスクラ

ムする原子炉圧力高信号とは別にＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

用として原子炉圧力高信号を新たに追加する。 

また，原子炉水位が低下する過渡変化時においてＡＴＷＳが発生する事象に対応するため，

原子炉がスクラムする原子炉水位低以下にＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリ

ップ機能）用として原子炉水位低（レベル２）信号を新たに追加する。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，原子炉圧力高又は原子炉

水位低（レベル２）のいずれかの信号により作動する。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，タービントリップ又は負

荷遮断時の原子炉再循環ポンプトリップ機能とは別にトリップ信号を出力することにより原

子炉再循環ポンプの遮断器を動作させ，原子炉再循環ポンプをトリップさせる。タービント

リップ又は負荷遮断時の原子炉再循環ポンプトリップ機能が動作後にＡＴＷＳ緩和設備（代

替原子炉再循環ポンプトリップ機能）が動作した場合において，原子炉再循環ポンプは既に

トリップしていることから，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）の

動作による悪影響はない。 

2.2 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備 

技術基準規則第 61 条及びその解釈に基づき，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態で

あって，設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の減圧機能が喪失した場合においても炉

心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉冷却材圧力バウンダリを減

圧するための設備として代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）を設ける。 

(1) 代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）

原子炉減圧機能喪失の要因のひとつとして，高圧注水機能が喪失し，原子炉水位のみ低下

し，ドライウェル圧力高が発生しない場合がある。このような事象に対処するため，残留熱

除去ポンプ又は低圧炉心スプレイポンプ運転中を条件に原子炉水位低（レベル１）信号を新

たに追加する。 
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代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）は，残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプレイ

ポンプ運転中を条件に原子炉水位低（レベル１）の信号により作動する。 

3. 施設の詳細設計方針

以下の設定方法により，計装誤差を考慮して規定した設定範囲における各施設の作動が保証さ

れる。なお，設定値，セット値等の用語の説明は表 3－1「設定値根拠の用語の説明」のとおりで

ある。 

3.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備 

(1) ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）

以下のいずれかの信号によりＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は作動する。

a. 原子炉圧力高

原子炉非常停止信号である原子炉圧力高（7.23MPa 以下）以上及び逃がし安全弁の逃が

し弁機能最低吹出し圧力（7.58MPa）以下を考慮し，本設備の計装誤差を考慮して不要な作

動を阻止し，かつ，確実に作動するように設定する。 

b. 原子炉水位低（レベル２）

原子炉水位低による原子炉非常停止信号発生時の制御棒挿入に失敗した場合において事

象を緩和するため，原子炉水位低（レベル２）を設定値とし，本設備の計装誤差を考慮し

て不要な作動を阻止し，かつ，確実に作動するように設定する。 

(2) ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

以下のいずれかの信号によりＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

は作動する。 

a. 原子炉圧力高

3.1(1)a.と同様。

b. 原子炉水位低（レベル２）

3.1(1)b.と同様。

3.2 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備 

(1) 代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）

残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプレイポンプ運転中に，以下の信号により代替自動減圧

機能は作動する。 

a. 原子炉水位低（レベル１）

自動減圧系の代替として原子炉を減圧させるため，残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプ

レイポンプ運転中を条件として，自動減圧系と同様の原子炉水位低（レベル１）を設定値

とし，本設備の計装誤差を考慮して不要な作動を阻止し，かつ，確実に作動するように設
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定する。 

表 3－1 設定値根拠の用語の説明 

用 語 説 明 

設定値 工学的安全施設等の起動（作動）信号の上限値又は下限値。 

設定範囲 

工学的安全施設等の起動（作動）信号の許容範囲。 

セット値に対して計装誤差を差し引いた値から，セット値に対して計装誤

差を加算した値までの範囲。 

セット値

計装誤差を含めても設定値内で作動する値。 

実機の計装設備にセットする値であり，設定値に計装誤差を加算あるいは

差し引いたもの。 

計装誤差 検出器の計器誤差に余裕を加算したもの。 
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4.2 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備 

(1) 代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）

名 称 原 子 炉 水 位 低 （レベル１） 

目 的 ／ 機 能 

 原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の場合であって設計基準事故対処

設備が有する発電用原子炉の減圧機能が喪失した場合においても，炉心

の著しい損傷及び格納容器破損を防止するため，原子炉水位低（レベル

１）及び残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプレイポンプが運転している

状態で逃がし安全弁を作動させる。 

設 定 値 気水分離器下端＊より 381cm下以上 

設 定 範 囲 気水分離器下端＊より 381cm下以上かつ，373cm下以下 

【設定根拠】 

作動信号の設定値 

設定値は，次の事項を考慮し気水分離器下端＊より 381cm下以上に設定する。 

1. 過渡事象時に高圧注水機能が喪失し，原子炉水位のみ低下していく事象では，ドライウ

ェル圧力高が発生せず，自動減圧系が自動起動しない。そのため，自動減圧系の代替と

して原子炉を減圧させるため，残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプレイポンプ運転中を

条件として，自動減圧系と同様の原子炉水位低（レベル１）を設定値とする。

2. 炉心の著しい損傷を防止するためのシステムであることを考慮し，炉心が露出しないよ

うに燃料棒有効長頂部より高い水位とする。

設定値に対するセット値及び設定範囲については以下のように設定する。 

セット値は本設備の設定値 381cm下に計装誤差 4cmを考慮した 377cm下とする。

設定範囲はセット値 377cm下に対して計装誤差 4cmを差し引いた 381cm下から，計装誤差 4cm

を加算した 373cm下までの範囲とする。また，設定範囲は原子炉水位低（レベル２）の信号に対

して不要な作動を防止するため，原子炉水位低（レベル２）の信号が最も遅れて発信される 112cm

下より低く設定する。 

注記＊：気水分離器下端は，原子炉圧力容器零レベルより 1328cm上 
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-104cm

-108cm

-112cm

計装誤差(4cm)

計装誤差(4cm)
セット値 設定範囲

原子炉水位低（レベル２）設定値

気水分離器下端0cm

-373cm

-377cm

-381cm

計装誤差(4cm)

計装誤差(4cm)
セット値 設定範囲

-373cm

-377cm
計装誤差(4cm)

計装誤差(4cm)
セット値 設定範囲

燃料棒有効長頂部-427cm

代替自動減圧ロジック
(代替自動減圧機能）
原子炉水位低（レベル１）設定値

自動減圧系
原子炉水位低（レベル１）設定値

図 4－5 原子炉水位低（レベル１）設定値の概要図 
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表 3－3 工学的安全施設等の起動（作動）信号一覧表（6/6） 

4. 代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）の作動信号

工学的安全施設等の 

起動信号の種類 

検出器及び作動条件 
工学的安全施設等

の起動信号を発信

させない条件 

検出器 

の種類 
個数 

工学的安全施設

等の起動に要す

る信号の個数 

設定値 

（
代
替
自
動
減
圧
機
能
） 

代
替
自
動
減
圧
ロ
ジ
ッ
ク 

＊1

原 子 炉 

水 位 低 

（レベル１） 

原 子 炉 

水 位 

検 出 器 

4 2＊2 

気水分離器

下端＊3 より

381cm 下 以

上 

― 

注記＊1：残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプレイポンプ運転中のみ 

＊2：代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）作動回路は，検出器 2個の直列回路からなる

2系統のチャンネルで構成され，同じチャンネルに属する 2個の検出器の同時動作でチャ

ンネルが動作，代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）が作動する。

＊3：気水分離器下端は原子炉圧力容器零レベルより 1328cm上 
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10－Ⅱ－1－75 

第 1.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（１／19） 

1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

方
針
目
的 

運転時の異常な過渡変化時において発電用原子炉の運転を緊急に停止させるための設計基準事故対処設備が

機能喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）に

よる制御棒緊急挿入，原子炉再循環ポンプ停止による原子炉出力抑制，自動減圧系等の起動阻止スイッチによ

る原子炉出力急上昇防止により，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持するための

手順等を整備する。 

また，自動での原子炉緊急停止及び手動による原子炉緊急停止ができない場合は，原子炉出力の抑制を図っ

た後にほう酸水注入により未臨界に移行する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
） 

に
よ
る
制
御
棒
緊
急
挿
入 

運転時の異常な過渡変化時において，発電用原子炉の運転を緊急に停止することができな

い事象（以下「ＡＴＷＳ」という。）が発生するおそれがある場合又はＡＴＷＳが発生した場

合は，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により，制御棒が自動で緊急挿入するため，

発電用原子炉が緊急停止したことを確認する。 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が自動で緊急挿入しなかっ

た場合は，中央制御室からの手動操作によりＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）等を

作動させて制御棒を緊急挿入し，発電用原子炉を緊急停止する。 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
停
止 

に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制 

ＡＴＷＳが発生した場合は，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）

により原子炉再循環ポンプが自動で停止するため，炉心流量が低下し，原子炉出力が抑制さ

れたことを確認する。 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）により原子炉再循環ポ

ンプが自動で停止しなかった場合は，中央制御室からの手動操作により原子炉再循環ポンプ

を停止し，原子炉出力を抑制する。 

自
動
減
圧
系
等
の
起
動
阻

止
ス
イ
ッ
チ
に
よ
る
原
子

炉
出
力
急
上
昇
防
止 

ＡＴＷＳが発生した場合は，自動減圧起動阻止スイッチ及び代替自動減圧起動阻止スイッ

チにより自動減圧系及び代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）による自動減圧を阻止

し，原子炉圧力容器への冷水注水量の増加に伴う原子炉出力の急上昇を防止する。 

 

 

 

ほ
う
酸
水
注
入 

ＡＴＷＳが発生した場合は，原子炉再循環ポンプ停止により原子炉出力を抑制した後，中

央制御室からの手動操作によりほう酸水注入系を起動し，原子炉圧力容器へほう酸水を注入

することにより発電用原子炉を未臨界とする。 
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配
慮
す
べ
き
事
項 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

運転時の異常な過渡変化の発生時において，発電用原子炉がスクラムすべき状況にもかか

わらず全制御棒が全挿入されない場合は，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により

制御棒が自動で緊急挿入するため，発電用原子炉が緊急停止したことを確認する。 

 ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が自動で緊急挿入しなかった場合

は，中央制御室からの手動操作によりＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）等を作動さ

せて制御棒を緊急挿入し，発電用原子炉を緊急停止する。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が緊急挿入しなかった場合は，原

子炉停止機能喪失と判断し，中央制御室からの手動操作により原子炉再循環ポンプを停止し，

自動減圧系及び代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）の自動起動阻止を行うとともに，

ほう酸水注入系を速やかに起動し，発電用原子炉を未臨界とする。 
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第 1.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（３／19） 

1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等 

方
針
目
的

原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態において，設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の減圧機

能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するため，手動操作による減

圧及び減圧の自動化により原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧する手順等を整備する。 

また，炉心損傷時に原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧状態である場合において，高圧溶融物放出／格納容

器雰囲気直接加熱を防止するため，原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧する手順等を整備する。 

さらに，インターフェイスシステムＬＯＣＡ発生時において，炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉冷

却材圧力バウンダリを減圧する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

減
圧
の
自
動
化

設計基準事故対処設備である逃がし安全弁の自動減圧機能が故障等により発電用原子炉の

減圧ができない場合は，代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）の自動作動を確認し，発

電用原子炉を減圧する。 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧

設計基準事故対処設備である逃がし安全弁の自動減圧機能が故障等により発電用原子炉の

減圧ができない場合は，中央制御室からの手動操作により逃がし安全弁を開操作し，発電用原

子炉を減圧する。 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

常
設
直
流
電
源
系
統
喪
失
時
の

減
圧

常設直流電源系統喪失により逃がし安全弁の作動に必要な直流電源が喪失し，発電用原子炉

の減圧ができない場合は，以下の手段により直流電源を確保し，逃がし安全弁の機能を回復さ

せて発電用原子炉を減圧する。 

・常設代替直流電源設備により直流電源を確保する。その後，常設代替直流電源設備の蓄

電池の枯渇を防止するため，可搬型直流電源設備により直流電源を継続的に供給する。

・逃がし安全弁の作動回路に主蒸気逃がし安全弁用蓄電池（補助盤室）を接続して直流電

源を確保する。

逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給

系
に
よ
る
窒
素
ガ
ス
確
保

逃がし弁機能用アキュムレータ及び自動減圧機能用アキュムレータの供給圧力が喪失した

場合は，逃がし安全弁の作動に必要な窒素ガスの供給源が逃がし安全弁窒素ガス供給系に切り

替わることで逃がし安全弁の作動に必要な窒素ガスを確保し，逃がし安全弁の機能を回復させ

て発電用原子炉を減圧する。 

逃がし安全弁窒素ガス供給系からの供給期間中において，逃がし安全弁の作動に伴い窒素ガ

スの圧力が低下した場合は，予備の逃がし安全弁用窒素ガスボンベに切り替える。
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対
応
手
段
等 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

代
替
電
源
設
備
を
用
い
た 

逃
が
し
安
全
弁
の
復
旧 

全交流動力電源又は常設直流電源の喪失により逃がし安全弁が作動せず発電用原子炉の減

圧ができない場合は，以下の手段により直流電源を確保し，逃がし安全弁の機能を回復させて

発電用原子炉を減圧する。 

・可搬型直流電源設備により直流電源を確保する。 

・代替交流電源設備により充電器を受電することで直流電源を確保する。 

高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納 

容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
の
防
止 

炉心損傷時，原子炉圧力容器への注水手段がない場合は，原子炉圧力容器が高圧の状態で破

損した場合に溶融物が放出され，原子炉格納容器内の雰囲気が直接加熱されることによる原子

炉格納容器の破損を防止するため，逃がし安全弁の手動操作により発電用原子炉を減圧する。 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム 

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
発
生
時 

インターフェイスシステムＬＯＣＡが発生した場合は，発電用原子炉を手動停止するととも

に，原子炉格納容器外への原子炉冷却材の漏えいを停止するため，漏えい箇所を隔離する。 

漏えい箇所を隔離できない場合は，原子炉格納容器外への原子炉冷却材の漏えいを抑制する

ため，逃がし安全弁等により発電用原子炉を減圧し，漏えい箇所を隔離する。 

原子炉冷却材が原子炉格納容器外へ漏えいし原子炉建物原子炉棟内の圧力が上昇した場合

は，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルが開放することで，原子炉建物原子炉棟内の圧

力及び温度の上昇を抑制し，環境を改善する。 

配
慮
す
べ
き
事
項 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

設計基準事故対処設備である逃がし安全弁の自動減圧系機能喪失により逃がし安全弁が作

動しない場合は，低圧で原子炉注水が可能な系統又は代替注水系による原子炉圧力容器への注

水準備が完了していることを確認し，逃がし安全弁等により発電用原子炉を減圧する。 

なお，原子炉水位低(レベル１)設定点到達 10分後及び残留熱除去ポンプ（低圧注水モード）

又は低圧炉心スプレイ・ポンプが運転している場合は，代替自動減圧ロジック（代替自動減圧

機能）が自動作動することを確認し，これにより発電用原子炉を減圧する。 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

常設直流電源系統の喪失により逃がし安全弁が作動しない場合は，可搬型直流電源設備又は

主蒸気逃がし安全弁用蓄電池（補助盤室）により逃がし安全弁を作動させて発電用原子炉を減

圧する。 

常設直流電源の喪失により逃がし安全弁が作動しない場合は，可搬型直流電源設備により逃

がし安全弁を作動させて発電用原子炉を減圧する。 

常設直流電源喪失の原因が全交流動力電源喪失の場合は，代替交流電源設備により充電器を

受電することで直流電源を確保し，逃がし安全弁の機能を回復させて発電用原子炉を減圧す

る。 

逃がし安全弁作動窒素ガスの喪失により逃がし安全弁が作動しない場合は，逃がし安全弁窒

素ガス供給系の逃がし安全弁用窒素ガスボンベにより逃がし安全弁の作動に必要な窒素ガス

を確保し，逃がし安全弁の機能を回復させて発電用原子炉を減圧する。 
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配
慮
す
べ
き
事
項 

 

代
替
自
動
減
圧
機
能
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
自
動
減
圧
時

の
留
意
事
項 

「1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等」における対応操作中

は，発電用原子炉の自動減圧による原子炉圧力容器への注水量の増加に伴う原子炉出力の急上

昇を防止するため，自動減圧起動阻止スイッチ及び代替自動減圧起動阻止スイッチにより自動

減圧系及び代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）による自動減圧を阻止する。 

逃
が
し
安
全
弁

の
背
圧
対
策 

逃がし安全弁は，想定される重大事故等時における原子炉格納容器内の環境条件においても

確実に作動できるよう，逃がし安全弁の作動に必要な窒素ガス圧力に調整する。 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム 

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
時
の
溢
水
の
影
響 

隔離操作場所及び隔離操作場所へのアクセスルートは，インターフェイスシステムＬＯＣＡ

により漏えいが発生する機器よりも上層階に位置し，溢水の影響がないようにする。 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム 

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
検
知 

インターフェイスシステムＬＯＣＡの発生は，原子炉格納容器内外のパラメータ等により判

断する。非常用炉心冷却系ポンプ設置室は，原子炉建物原子炉棟内において各部屋がエリアご

とに分離されているため，漏えい箇所の特定は，温度検知器，漏えい警報，監視カメラ及び火

災感知器により行う。 

 

作
業
性 

インターフェイスシステムＬＯＣＡ発生時において，現場で漏えい箇所を隔離する場合は，

隔離操作場所及び隔離操作場所へのアクセスルートの環境を考慮して，現場環境（温度・湿度・

圧力）が改善された状態で行い，事故環境下においても作業できるよう保護具を確実に装着す

る。 

燃
料
補
給 

配慮すべき事項は，「1.14 電源の確保に関する手順等」の燃料補給と同様である。 
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保安規定第６５条「重大事故等対処設備」 

表６５－３「原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備」 

６５－３－２「主蒸気逃がし安全弁（手動減圧）」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（所要数） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 ６
５
－
３
－
２
 
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
手
動
減
圧
）
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
 

（
手
動
減
圧
）
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
手
動
減
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２

 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 
④
 

設
 
 
備
 
⑤
 

所
要
数
 
⑥
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
 

６
個
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
３

 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

※
４
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

※
５
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
５
 

※
１
：
必
要
な
配
管
お
よ
び
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
を
含
む
。
 

※
２
：
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，
第
３
０
条
（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
）
お
よ
び
第
３
９
条
（
非
常
用
炉

心
冷
却
系
そ
の
１
〔
２
号
炉
〕）

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
３
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め

る
。
 

※
４
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
４
 
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
５
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
３
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
）

に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
６
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

 

（
２
）
確
認
事
項
 項

 
 
目
 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
性
能
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
（
原
子
炉
）
 

      

 ①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
六
条
（
１
．
３
）
が
該
当
す
る
。
 

 ②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
は
，
既
存
の
保
安
規
定
第
３
０
条
（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
）
お
よ
び
第
３
９
条

（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
に
お
い
て
Ｌ
Ｃ
Ｏ
要
求
が
あ
る
が
，
逃
が
し
弁
機
能
，
安
全
弁
機
能
お

よ
び
自
動
減
圧
機
能
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
，
手
動
減
圧
機
能
の
要
求
は
な
い
。
従
っ
て
，
Ｓ
Ａ
要
求

と
し
て
手
動
減
圧
機
能
を
本
表
に
て
規
定
す
る
。
 

 ③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
手
動
減
圧
系

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３

（
１
））

 

  
 
・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
六
条
（
１
．
３
）
 

 
 
 
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
原
子
炉
冷
却

材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
発
電
用
原
子

炉
の
減
圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
あ
っ
て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

 ④
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原

子
炉
の
減
圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な

設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
，
基
本
方
針
に
従
う
と
原
子
炉
冷
却
材
圧
力

バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
原
子
炉
の
状
態
と
し
て
，「

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
（
原
子
炉
圧
力
が

0.
74

MP
a[
ga
ge

]以
上
）」

と
な
る
が
，
保
安
規
定
第
３
０
条
（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
）
に
合
わ
せ
「
運

転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

 ⑥
 
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
手
動
減
圧
を
行
う
場
合
，
急
速
減
圧
時
に
最
大
６
個
を
開
操
作
す
る
こ
と
か

ら
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

1
2
個
の
う
ち
，
６
個
を
所
要
数
と
す
る
。（

添
付
－
１
）
 

 ⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

a．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

定
事
検
停
止
時
に
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
本
格
点
検
に
合
わ
せ
て
機
能
を
確
認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
動
作
可
能
な
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
が
所
要

数
を
満

足
し
て

い
な

い

場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
つ
い
て

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
原
子
炉

圧
力
が

0.
98
MP
a[
ga
ge
]
以
上
の
場
合
）
に
つ

い
て
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.当

直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   １
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

ま
た
は
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧

機
能
付
き
）
２
個
以
上
が
動
作
不
能

の
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

          

 ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

 動
作
可
能
な
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
６
個
未
満
と
な
っ
た
場
合
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減

圧
機
能
付
き
）
が
少
な
く
と
も
１
個
以
上
，
動
作
不
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
条
件

A．
は
保
安

規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
に
準
じ
て
設
定
す
る
。（

保
安
規
定
第
３
０
条
（
主
蒸

気
逃
が
し
安
全
弁
）
で
は
１
０
日
間
以
内
に
復
旧
す
る
こ
と
の
み
を
要
求
し
て
お
り
，
要
求
さ
れ
る
措

置
の
内
容
は
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
に
包
絡
さ
れ
る
。）

 

 

な
お
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）
が
２
個
以
上
動
作
不
能
の
場
合
に
は
，
保
安

規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
に
準
じ
て
，
条
件

B．
に
原
子
炉
を
停
止
す
る
措
置

を
規
定
す
る
。
 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

 

 

上
記
⑧
で
整
理
し
た
と
お
り
，
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
に
準
じ
た
設
定

と
す
る
。

 

 A1
．，

A2
．
動
作
可
能
な
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
所
要
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
，
高
圧
炉
心
ス
プ

レ
イ
系
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
つ
い
て
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”

確
認
す
る
。
 

 A3
．
A1
．
お
よ
び

A2
．
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
，
当
該
設
備
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 

B1
．，

B2
．
条
件

A．
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が

し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）
が
２
個
以
上
動
作
不
能
の
場
合
に
は
，
原
子
炉
を
停
止

す
る
措
置
を
実
施
す
る
。
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1.3－19 

1.3.2 重大事故等時の手順 

1.3.2.1 フロントライン系故障時の対応手順 

(1) 代替減圧

ａ．手動操作による減圧 

発電用原子炉の冷温停止への移行又は低圧で原子炉注水が可能な系

統を使用した注水への移行を目的として，逃がし安全弁又はタービ

ン・バイパス弁を使用した中央制御室からの手動操作による発電用原

子炉の減圧を行う。 

また，高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱による原子炉格納

容器の破損防止を目的として，逃がし安全弁を使用した中央制御室か

らの手動操作による発電用原子炉の減圧を行う。 

(a) 手順着手の判断基準

ⅰ 発電用原子炉を冷温停止に移行するために減圧する場合 

・復水器が使用可能であり，タービン・バイパス弁の開操作が

可能な場合

・復水器が使用不可能であるが，逃がし安全弁の開操作が可能

な場合

ⅱ 急速減圧の場合 

［低圧注水手段がある場合］ 

・低圧で原子炉注水が可能な系統又は低圧代替注水系のうち１

系統以上の起動※１により原子炉圧力容器への注水手段が確

保され，逃がし安全弁の開操作が可能な場合

・逃がし安全弁が使用できない場合は，復水器が使用可能で，

タービン・バイパス弁の開操作が可能な場合

［注水手段がない場合］ 

・原子炉圧力容器内の水位が規定水位（燃料棒有効長底部より

燃料棒有効長の 20％上の位置）に到達した場合

所要数
関連箇所を下線にて示す

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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1.3－20 

ⅲ 炉心損傷後の減圧の場合 

［低圧注水手段がある場合］ 

・高圧注水系は使用できないが，低圧注水系統１系統※２以上が

使用可能である場合で，逃がし安全弁の開操作が可能な場合

［注水手段がない場合］ 

・原子炉圧力容器への注水手段が確保できず，原子炉圧力容器

内の水位が規定水位（燃料棒有効長底部より燃料棒有効長の

20％上の位置）に到達した場合で，逃がし安全弁の開操作が

可能な場合

※１：「低圧で原子炉注水が可能な系統又は低圧代替注水系のう

ち１系統以上の起動」とは，原子炉冷却材圧力バウンダリ

低圧時での注水が可能な系統である高圧炉心スプレイ系，

低圧炉心スプレイ系，残留熱除去系（低圧注水モード）及

び復水・給水系のうち１系統以上起動すること，また，そ

れができない場合は低圧原子炉代替注水系（常設），復水輸

送系，消火系及び低圧原子炉代替注水系（可搬型）のうち

１系統以上起動することをいう。 

※２：「低圧注水系統１系統」とは，低圧炉心スプレイ系，残留熱

除去系（低圧注水モード），低圧原子炉代替注水系（常設），

復水輸送系，消火系又は低圧原子炉代替注水系（可搬型）

のいずれか１系統をいう。 

(b) 操作手順

逃がし安全弁又はタービン・バイパス弁を使用した手動操作によ

る減圧手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第 1.3－2

図，第 1.3－3 図，第 1.3－4 図及び第 1.3－5 図に示す。 

［タービン・バイパス弁による減圧］ 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員

にタービン・バイパス弁を手動で開操作し，発電用原子炉を減

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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1.3－21 

圧するよう指示する。 

②ａ判断基準ⅰ：発電用原子炉を冷温停止に移行するために減圧

する場合

中央制御室運転員Ａは，原子炉冷却材温度変化率が55℃/hを超

えないようにタービン・バイパス弁を手動で開閉操作し，発電

用原子炉を減圧する。

②ｂ判断基準ⅱ：急速減圧の場合

中央制御室運転員Ａは，タービン・バイパス弁を手動で開操作

し，発電用原子炉の急速減圧を行う。

［逃がし安全弁による減圧］ 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員

に逃がし安全弁を手動で開操作し，発電用原子炉を減圧するよ

う指示する。

②ａ判断基準ⅰ：発電用原子炉を冷温停止に移行するために減圧

する場合

中央制御室運転員Ａは，原子炉冷却材温度変化率が55℃/hを超

えないように逃がし安全弁を手動で開閉操作し，発電用原子炉

を減圧する。

②ｂ判断基準ⅱ：急速減圧の場合

中央制御室運転員Ａは，逃がし安全弁（自動減圧機能付き）６

個を手動で開操作し，発電用原子炉の急速減圧を行う。

逃がし安全弁（自動減圧機能付き）を６個開放できない場合は，

自動減圧機能を有する逃がし安全弁とそれ以外の逃がし安全弁

を合わせて６個開放する。

②ｃ判断基準ⅲ：炉心損傷後の減圧の場合

中央制御室運転員Ａは，逃がし安全弁（自動減圧機能付き）２

個を手動で開操作し，発電用原子炉を減圧する。

逃がし安全弁（自動減圧機能付き）２個を手動で開放できない

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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保安規定第６５条「重大事故等対処設備」 

表６５－３「原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備」 

６５－３－３「主蒸気逃がし安全弁の機能回復」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 同等な機能を有することの説明 

  （１） 技術的能力まとめ資料（基準要求に関する説明） 

 

  添付－３ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）ＳＡ４６条補足説明資料（設定根拠） 

  （４）設備仕様書（主蒸気逃がし安全弁用蓄電池（補助盤室） 蓄電池電圧） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

６
５
－
３
－
３
 
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
機
能
回
復
 ①

 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 

目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
 

の
機
能
回
復
 

（
１
）
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄
電

池
（
補
助
盤
室
）
に
よ
る
減
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

（
２
）
逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 
④
 

設
 
 
備

 
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

可
搬

型
直

流
電

源
設

備

に
よ
る
減
圧
系
 

Ｓ
Ｒ
Ｖ
用
電
源
切
替
盤
 

１
個
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

※
２

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
３

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁

用
蓄
電
池
（
補
助
盤
室
）

に
よ
る
減
圧
系
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄
電
池
（
補

助
盤
室
）
 

２
個
 

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ

ス
供
給
系

逃
が
し
安
全
弁
用
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
 

15
本
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

※
２

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
３

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
４

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

※
３

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

※
２
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
４
 
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

※
３
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
３
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
）

に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
４
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め

る
。
 

※
５
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
六
条
（
１
．
３
）
が
該
当
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が

し
安
全
弁
用
蓄
電
池
（
補
助
盤
室
）
に
よ
る
減
圧
系
，
お
よ
び
逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給
系
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
六
条
（
１
．
３
）

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
原
子
炉
冷
却

材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
減

圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
あ
っ
て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防

止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
減
圧
系
と
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄
電
池
（
補
助
盤
室
）
に
よ
る

減
圧
系
は
，
常
設
直
流
電
源
系
統
喪
失
の
対
応
手
段
と
し
て
，
性
能
，
準
備
時
間
が
問
題
な
い
こ
と
を

技
術
的
能
力
審
査
基
準
へ
の
適
合
性
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
お
り
，
か
つ
片
方
の
系
統
だ
け
で
基
準
要

求
も
維
持
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
ど
ち
ら
か
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

（
添
付
－
２
）
 

④
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
発

電
用
原
子
炉
の
減
圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に

必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
，
基
本
方
針
に
従
う
と
原
子
炉
冷
却

材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
原
子
炉
の
状
態
と
し
て
，「

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
（
原
子
炉
圧

力
が

0.
74
MP
a[
ga
ge

]以
上
）」

と
な
る
が
，
保
安
規
定
第
３
０
条
（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
）
に
合
わ

せ
「
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
②
に
含
ま
れ
る
設
備

⑥
Ｓ
Ｒ
Ｖ
用
電
源
切
替
盤
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
作
動
に
必
要
な
電
源
を
供
給
す
る
た
め
１
個
を

所
要
数
と
す
る
。

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄
電
池
（
補
助
盤
室
）
は
逃
が
し
安
全
弁
２
個
を
一
定
期
間
に
わ
た
り
連
続

し
て
開
状
態
を
保
持
で
き
る
容
量
を
有
す
る
も
の
１
セ
ッ
ト
２
個
を
所
要
数
と
す
る
。

逃
が
し
安
全
弁
用
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
逃
が
し
安
全
弁
を
作
動
さ
せ
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ

リ
を
減
圧
さ
せ
る
た
め
に
必
要
と
な
る
容
量
を
有
す
る
も
の
１
セ
ッ
ト

1
5
本
を
所
要
数
と
す
る
。

（
添
付
－
３
）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
２
）
確
認
事
項
 

ａ
．
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
減
圧
系
 

項
 
目
 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
Ｓ
Ｒ
Ｖ
用
電
源
切

替
盤
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
外
観
点
検
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
 

に
１
回
 

当
直
長
 

ｂ
．
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄
電
池
（
補
助
盤
室
）
に
よ
る
減
圧
系
 

項
 
目
 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄
電
池
（
補
助
盤
室
）
の
蓄
電
池
電
圧
が

10
8Ｖ

以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

課
長
 

（
計
装
）
 

2.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し
安

全
弁
用
蓄
電
池
（
補
助
盤
室
）
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
箇
月
 

に
１
回
 

課
長
 

（
計
装
）
 

ｃ
．
逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給
系
 

項
 
 
目

 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給
系
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
の
供
給
圧
力
の
設
定

値
が

 M
Pa
[g
ag
e]
以
上
に
設
定
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
，
Ｎ

2
ガ
ス
ボ
ン
ベ
出
口
弁
，
逃
が
し
弁
Ｎ

2
入
口
弁
お
よ
び
逃
が
し
弁

Ｎ
2
供
給
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認

後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

2.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
逃
が
し
安
全
弁
用

窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
外
観
点
検
お
よ
び
規
定
圧
力
の
確
認
に
よ
り
，使

用
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
箇
月
 

に
１
回
 

当
直
長
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

1．
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
減
圧
系

a．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

確
認
頻
度
に
つ
い
て
は
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
「
１
箇
月
に
１
回
」
と
す
る
。 

2．
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄
電
池
（
補
助
盤
室
）
に
よ
る
減
圧
系
 

a．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1
が
該
当
。
 

蓄
電
池
電
圧
の
判
定
値
に
つ
い
て
は
，
メ
ー
カ
仕
様
書
に
基
づ
き
設
定
す
る
。（

添
付
－
３
）
 

メ
ー
カ
仕
様
：
端
子
電
圧
：
12
.
0
V
以
上

制
限
値
：
12
.0
V/
個
×
9
個
＝
1
0
8
V 

ま
た
，
定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

b．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

2
が
該
当
。
 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
の

考
え
方
に
基
づ
き
可
搬
型
設
備
は
３
箇
月
に
１
回
，
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

3．
逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給
系
 

a．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1
が
該
当
。
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
が
設
計
圧
力
の

2
倍
の
状
態
(8
5
3k
P
a[
g
a
ge
]
)と

な
っ
た
場
合
に

お
い
て
も
確
実
に
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
た
め
，
供
給
圧

力
の
設
定
値
を

 M
P
a
[g
a
g
e
]以

上
に
設
定
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。（

添
付
－
３
）
 

ま
た
，
定
事
検
停
止
時
の
機
能
確
認
に
て

N
2
ガ
ス
ボ
ン
ベ
出
口
弁
，
逃
が
し
弁

N 2
入
口
弁
お

よ
び
逃
が
し
弁

N 2
供
給
弁
を
開
閉
さ
せ
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

b．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

2
が
該
当
。
 

確
認
頻
度
に
つ
い
て
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，

「
１
箇
月
に
１
回
」
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に

よ
る
減
圧
系
が
動
作
不
能

の
場
合

お
よ
び
 

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

蓄
電
池
（
補
助
盤
室
）
に
よ

る
減

圧
系

が
動

作
不

能
の

場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
直
流
電
源
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.1
.課

長
（
計
装
）
は
，
代
替
措
置

※
６
を
検
討
し
，
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

ま
た
は
 

A2
.2

課
長
（
計
装
）
お
よ
び
課
長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
機

能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備

※
７

※
８
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
. 
課
長
（
計
装
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
日
間
 

１
０
日
間
 

B.
逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供

給
系
が
動
作
不
能
の
場
合

B1
.当

直
長
は
，
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
の
圧
力
が
健
全
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る

※
９
。
 

お
よ
び
 

B2
.1
. 
課
長
（
原
子
炉
）
は
，
代
替
措
置

※
６
を
検
討
し
，
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

ま
た
は
 

B2
.2
. 
課
長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
機
能
を
補
完
す
る
自
主

対
策
設

備
※

８
が

動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認

す

る
。
 

お
よ
び
 

B3
. 

課
長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
日
間
 

１
０
日
間
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
で
要
求
さ
れ

る
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

C1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
６
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。

※
７
：
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄
電
池
（
原
子
炉
建
物
）
に
よ
る
減
圧
を
い
う
。

※
８
：
逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
代
替
供
給
設
備
に
よ
る
減
圧
を
い
う
。

※
９
：
窒
素
ガ
ス
供
給
圧
力
が
（
第
３
９
条
 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
〔
２
号
炉
〕）

に
定
め
る
値
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
減
圧
系
お
よ
び
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄
電
池
（
補
助
盤
室
）
に
よ

る
減
圧
系
は
，
両
方
が
動
作
不
能
の
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給
系
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
統
数
が
１
Ｎ
未

満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

A1
．
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備

は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

の
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定

す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”
で
あ
る
常
設
直
流
電
源
系
統
（
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
）
が
該
当
し
，

完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
 

A2
.1
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
可
搬
型
直
流
電

源
設
備
ま
た
は
可
搬
型
蓄
電
池
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ

Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
の
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

A2
.2
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合

の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

自
主
対
策
設
備
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄
電
池
（
原
子
炉
建
物
）
ま
た
は
逃
が
し
安
全

弁
窒
素
ガ
ス
代
替
供
給
設
備
が
該
当
す
る
。
 

A3
．
当
該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
代
替
措
置
を
実
施
し
た
場
合
ま
た
は
自
主
対
策
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
で
あ
る
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
．
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
設
置
変
更
許
可
 
 

申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

の
技
術
的
能
力
で
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
は
設
定

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
，
こ
こ
で
は
自
動
減
圧
系
の
動
作
に
必
要
な
系
統
圧
力
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
，
自
動
減
圧
系
の
逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給
圧
力
が
保

安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
と
し
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
 

B2
.1
．
A2
.1
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
代
替
措
置
と
は
ボ
ン
ベ
の
補
充
等
を
い
う
。
 

B2
.2
．
A2
.2
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
自
主
対
策
設
備
と
は
逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
代
替
供
給
設
備
を

い
う
。
 

B3
．
A3
．
と
同
様
。
 

C1
．，

C2
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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第
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添付資料 1.3.1 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表(１／６) 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。

技術的能力審査基準（1.3） 番号 設置許可基準規則（四十六条） 技術基準規則（六十一条) 番号 

【本文】 

発電用原子炉設置者において、原子炉冷却材圧力バウ

ンダリが高圧の状態であって、設計基準事故対処設備

が有する発電用原子炉の減圧機能が喪失した場合に

おいても炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破

損を防止するため、原子炉冷却材圧力バウンダリを減

圧するために必要な手順等が適切に整備されている

か、又は整備される方針が適切に示されていること。 

① 

【本文】 

発電用原子炉施設には、原子炉冷却材圧力

バウンダリが高圧の状態であって、設計基

準事故対処設備が有する発電用原子炉の減

圧機能が喪失した場合においても炉心の著

しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止

するため、原子炉冷却材圧力バウンダリを

減圧するために必要な設備を設けなければ

ならない。 

【本文】 

発電用原子炉施設には、原子炉冷却材圧

力バウンダリが高圧の状態であって、設

計基準事故対処設備が有する発電用原

子炉の減圧機能が喪失した場合におい

ても炉心の著しい損傷及び原子炉格納

容器の破損を防止するため、原子炉冷却

材圧力バウンダリを減圧するために必

要な設備を施設しなければならない。 

⑦ 

【解釈】 

１ 「炉心の著しい損傷」を「防止するため、原子炉

冷却材圧力バウンダリを減圧するために必要な手順

等」とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の

効果を有する措置を行うための手順等をいう。 

― 

【解釈】 

１ 第４６条に規定する「炉心の著しい損

傷」を「防止するため、原子炉冷却材圧力

バウンダリを減圧するために必要な設備」

とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等

以上の効果を有する措置を行うための設備

をいう。 

【解釈】 

１ 第６１条に規定する「炉心の著しい

損傷」を「防止するため、原子炉冷却材

圧力バウンダリを減圧するために必要

な設備」とは、以下に掲げる措置又はこ

れらと同等以上の効果を有する措置を

行うための設備をいう。 

－ 

（１）可搬型重大事故防止設備

ａ）常設直流電源系統喪失時において、減圧用の弁（逃

がし安全弁（BWR の場合）又は、主蒸気逃がし弁及び

加圧器逃がし弁（PWR の場合））を作動させ原子炉冷

却材圧力バウンダリの減圧操作が行えるよう、手順等

が整備されていること。 

② 

（１）ロジックの追加

ａ）原子炉水位低かつ低圧注水系が利用可

能な状態で、逃がし安全弁を作動させる減

圧自動化ロジックを設けること（BWR の場

合）。 

（１）ロジックの追加

ａ）原子炉水位低かつ低圧注水系が利用

可能な状態で、逃がし安全弁を作動させ

る減圧自動化ロジックを設けること

（BWR の場合）。 

⑧ 

（２）可搬型重大事故防止設備

ａ）常設直流電源系統喪失時においても、

減圧用の弁（逃がし安全弁（BWR の場合）

又は主蒸気逃がし弁及び加圧器逃がし弁

（PWR の場合））を作動させ原子炉冷却材圧

力バウンダリの減圧操作が行えるよう、手

動設備又は可搬型代替直流電源設備を配備

すること。 

（２）可搬型重大事故防止設備

ａ）常設直流電源系統喪失時において

も、減圧用の弁（逃がし安全弁（BWR の

場合）又は主蒸気逃がし弁及び加圧器逃

がし弁（PWR の場合））を作動させ原子

炉冷却材圧力バウンダリの減圧操作が

行えるよう、手動設備又は可搬型代替直

流電源設備を配備すること。 

⑨ 

ｂ）減圧用の弁が空気作動弁である場合、減圧用の弁

を作動させ原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧操作

が行えるよう可搬型コンプレッサー又は窒素ボンベ

を整備すること。 
③ 

ｃ）減圧用の弁が作動可能な環境条件を明確にするこ

と。 
④ 

ｂ）減圧用の弁が空気作動弁である場合、

減圧用の弁を作動させ原子炉冷却材圧力バ

ウンダリの減圧操作が行えるよう、可搬型

コンプレッサー又は窒素ボンベを配備する

こと。 

ｂ）減圧用の弁が空気作動弁である場

合、減圧用の弁を作動させ原子炉冷却材

圧力バウンダリの減圧操作が行えるよ

う、可搬型コンプレッサー又は窒素ボン

ベを配備すること。 

⑩ （２）復旧

ａ）常設直流電源喪失時においても、減圧用の弁を作

動させ原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧操作が行

えるよう、代替電源による復旧手順等が整備されてい

ること。 

⑤ 

ｃ）減圧用の弁は、想定される重大事故等

が発生した場合の環境条件において確実に

作動すること。 

ｃ）減圧用の弁は、想定される重大事故

等が発生した場合の環境条件において

確実に作動すること。 ⑪ （３）蒸気発生器伝熱管破損（SGTR）

ａ）SGTR 発生時において、破損した蒸気発生器を隔

離すること。隔離できない場合、加圧器逃がし弁を作

動させること等により原子炉冷却材圧力バウンダリ

の減圧操作が行えるよう、手順等が整備されているこ

と。（PWRの場合） 

― 

（４）インターフェイスシステムLOCA（ISLOCA）

ａ）ISLOCA 発生時において、原子炉冷却材圧力バウ

ンダリの損傷箇所を隔離すること。隔離できない場

合、原子炉を減圧し、原子炉冷却材の漏えいを抑制す

るために、逃がし安全弁（BWR の場合）又は主蒸気逃

がし弁及び加圧器逃がし弁（PWR の場合）を作動させ

ること等により原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧

操作が行えるよう、手順等が整備されていること。 

⑥ 

基準要求に関する説明
関連箇所を赤枠にて示す

添付-2-(1) 技術的能力まとめ資料
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表(２／６) 

：重大事故等対処設備 ：重大事故等対処設備（設計基準拡張） 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。

重大事故等対処設備を使用した手段 

審査基準の要求に適合するための手段 
自主対策 

機能 機器名称 
既設 

新設 

解釈 

対応番号 
機能 機器名称 

常設 

可搬 

必要時間内に

使用可能か 

対応可能な人数

で使用可能か 

備考 

減
圧
の
自
動
化

代替自動減圧ロジック（代替自動

減圧機能） 
既設 

① 

⑦ 

⑧ 

－ － － － － － 

自動減圧起動阻止スイッチ 新設 

代替自動減圧起動阻止スイッチ 新設 

逃がし安全弁（自動減圧機能付き

Ｂ，Ｍの２個） 既設 

主蒸気系 配管・クエンチャ 既設 

逃がし安全弁逃がし弁機能用ア

キュムレータ 既設 

非常用交流電源設備 既設 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧

（
逃
が
し
安
全
弁
）

逃がし安全弁 既設 

① 

⑦ 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧

（
タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁
）

タービン・バイパス弁 常設 

10 分 1 人 

自主対策とす

る理由は本文

参照 

主蒸気系 配管・クエンチャ 既設 タービン制御系 常設 

逃がし安全弁逃がし弁機能用ア

キュムレータ 既設 

－ － 

所内常設蓄電式直流電源設備 新設 

常設代替直流電源設備 新設 

可搬型直流電源設備 新設 

常設代替交流電源設備 新設 

可搬型代替交流電源設備 新設 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る

逃
が
し
安
全
弁
機
能
回
復

可搬型直流電源設備 新設 

① 

② 

⑦ 

⑨ 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用

蓄
電
池
（
原
子
炉
建
物
）

に
よ
る
逃
が
し
安
全
弁
機
能
回
復

主蒸気逃がし安全弁用蓄電

池（原子炉建物） 
可搬 

１時間 30 分 ６人 

自主対策とす

る理由は本文

参照 

ＳＲＶ用電源切替盤 新設 
逃がし安全弁（自動減圧機能

付きＢ，Ｍの２個） 
常設 

常設代替直流電源設備 新設 主蒸気系 配管・クエンチャ 常設 

逃がし安全弁 既設 
逃がし安全弁逃がし弁機能

用アキュムレータ 
常設 

主蒸気系 配管・クエンチャ 既設 

－ － 
逃がし安全弁逃がし弁機能用ア

キュムレータ 既設 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用

蓄
電
池
（
補
助
盤
室
）

に
よ
る
逃
が
し
安
全
弁
機
能
回
復

主蒸気逃がし安全弁用蓄電池（補

助盤室） 新設 

① 

② 

⑦ 

⑨ 

逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
代
替
供
給

設
備
に
よ
る
減
圧

逃がし安全弁窒素ガス代替

供給設備 
常設 

１時間 10 分 ６人 

自主対策とす

る理由は本文

参照 

逃がし安全弁 既設 
逃がし安全弁（自動減圧機能

なしＡ，Ｊの２個） 
常設 

主蒸気系 配管・クエンチャ 既設 主蒸気系 配管・クエンチャ 常設 

逃がし安全弁逃がし弁機能用ア

キュムレータ 既設 － － 

逃
が
し
安
全
弁

窒
素
ガ
ス
供
給
系
に
よ
る

窒
素
ガ
ス
確
保

逃がし安全弁用窒素ガスボンベ 新設 

① 

③ 

⑦ 

⑩ 

－ － － － － － 

逃がし安全弁窒素ガス供給系 

配管・弁 既設 

逃がし安全弁逃がし弁機能用ア

キュムレータ 既設 

常設代替交流電源設備 新設 

所内常設蓄電式直流電源設備 新設 

可搬型代替交流電源設備 新設 

常設代替直流電源設備 新設 

可搬型直流電源設備 新設 

どちらかが使用可能であれば
審査基準の要求への適合の維持が可能1.3-75
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8－5－41 

他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

主蒸気逃がし安全弁用蓄電池（補助盤室）は，治具による固定等をする

ことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

ＳＲＶ用電源切替盤は，通常時は設計基準対象施設として使用する場合

と同じ系統構成とし，重大事故等時に遮断器操作等により重大事故等対処

設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計

とする。 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルは，他の設備と独立して作動

することにより，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

また，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルは，開放動作により，

他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

5.5.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

逃がし安全弁は，設計基準事故対処設備の逃がし安全弁と兼用しており，

設計基準事故対処設備としての弁吹出量が，想定される重大事故等時にお

いて，原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するために必要な弁吹出量に対

して十分であるため，設計基準事故対処設備と同仕様で設計する。 

逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータは，設計基準対象施設の逃

がし安全弁の逃がし弁機能用アキュムレータと兼用しており，設計基準対

象施設としての逃がし弁機能用アキュムレータの容量が，想定される重大

事故等時において，原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための逃がし

安全弁の開動作に必要な供給窒素の容量に対して十分であるため，設計基

準対象施設と同仕様で設計する。 

主蒸気逃がし安全弁用蓄電池（補助盤室）は，想定される重大事故等時

において，逃がし安全弁２個を一定期間にわたり連続して開状態を保持で

きる容量を有するものを１セット２個使用する。 

保有数は，１セット２個に加えて，故障時及び保守点検による待機除外

時のバックアップ用として１セット２個の合計４個を保管する。 

所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付八

407

096558
長方形

096558
線

096558
線

096558
線



8－6－80 

代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）は，原子炉水位低（レベル

１）の検出器及び残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプレイ・ポンプの遮断

器からの入力信号を自動減圧系と共用するが，自動減圧系と電気的な隔離

装置を用いて信号を分離することで，自動減圧系に悪影響を及ぼさない設

計とする。 

代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）は，他の設備と電気的に分

離することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

代替自動減圧起動阻止スイッチは，自動減圧起動阻止スイッチと分離す

ることで自動減圧系に悪影響を及ぼさない設計とする。 

逃がし安全弁窒素ガス供給系は，通常時は弁により他の系統と隔離し，

弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の

設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

6.8.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）は，想定される重大事故等

時において，炉心の著しい損傷を防止するために作動する回路であること

から，炉心が露出しないように燃料棒有効長頂部より高い設定として，原

子炉水位低（レベル１）の信号の計器誤差を考慮して確実に作動する設計

とする。また，逃がし安全弁が作動すると冷却材が放出され，その補給に

残留熱除去系又は低圧炉心スプレイ系による注水が必要であることから，

原子炉水位低（レベル１）及び残留熱除去ポンプ運転（低圧注水モード）

又は低圧炉心スプレイ・ポンプ運転の場合に作動する設計とする。 

逃がし安全弁窒素ガス供給系の逃がし安全弁用窒素ガスボンベは想定さ

れる重大事故等時において，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損

を防止するため，逃がし安全弁を作動させ，原子炉冷却材圧力バウンダリ

を減圧させるために必要となる容量を有するものを１セット 15 個使用す

る。保有数は，１セット 15 個に加えて，故障時及び保守点検による待機除

外時のバックアップ用として 15 個の合計 30 個を保管する。 

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付八

408

096558
線

096558
線

096558
線



8－5－103 

第 5.5－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備の主要機器仕様 

(1) 逃がし安全弁

第 5.1－3 表 主蒸気系主要機器仕様に記載する。 

(2) 逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ

個 数 12 

容 量 約 15L/個 

(3) 主蒸気逃がし安全弁用蓄電池（補助盤室）

型 式 制御弁式据置鉛蓄電池 

個 数 ２（予備２） 

容 量 約 24Ah/個 

電 圧 115V 

使用箇所 廃棄物処理建物１階（補助盤室） 

保管場所 廃棄物処理建物１階（補助盤室） 

(4) ＳＲＶ用電源切替盤

個 数 １ 

(5) 原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル

個 数  １式 

取付箇所 原子炉建物原子炉棟４階 

設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す

添付-3-(2) 設置変更許可申請書 添付八

409

096558
長方形

096558
長方形



8－6－164 

第6.8－1表 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備の主要機器

仕様 

(1) 代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）

個 数 １ 

(2) 自動減圧起動阻止スイッチ

個 数 ２ 

(3) 代替自動減圧起動阻止スイッチ

個 数 １ 

(4) 逃がし安全弁用窒素ガスボンベ

個 数 15（予備 15） 

容 量 約 47L/個 

充填圧力 約 15MPa[gage] 

使用箇所 原子炉建物付属棟２階 

保管場所 原子炉建物付属棟２階 

添付-3-(2) 設置変更許可申請書 添付八

410

096558
長方形



名 称 窒素ガス供給設備 

供給圧力 MPa  以上 

【設 定 根 拠】 

窒素ガス供給設備は，常用重大事故対処設備として設置する。 

 窒素ガス供給系は，格納容器圧力が上昇した場合，これによる背圧の影響をうけ，逃がし

安全弁エアシリンダで発生する作動力が減少するため，背圧対策として，格納容器圧力が２

倍（２Pd）となった場合においても逃がし安全弁を問題無く作動させることを考慮し，供給

圧力を  MPa以上とする。 

１. 逃がし安全弁の開動作条件

逃がし安全弁の開条件は次式で表される。 

ここに， 

FN：逃がし安全弁窒素ガス供給設備によるピストン押上げ力 

FN=PN×S2 

PN：逃がし安全弁窒素ガス供給設備圧力 

S2：ピストン受圧面積   [mm2] 

FR：原子炉圧力による弁体の揚力 

FR＝  [N] 

※安全側の過程として原子炉圧力として大気圧を用いている

ｎ：レバー比 

ｎ＝  

FS2：シリンダスプリング荷重 

FS2＝    [N] 

FV：可動部重量 

FV＝  [N] 

FP：格納容器圧力によるピストン押下げ力 

FP＝PP×S2 

PP：格納容器圧力(0.853[MPa]を想定する) 

FS1:弁本体のスプリング荷重 

FS1＝   [N] 

FF：ピストン Oリング摩擦力 

FF＝  [N] 

設定根拠
関連箇所を下線にて示す

添付-3-(3) SA46条補足説明資料

46-6-8

411

096558
線

096558
線

096558
線

096558
線

096558
線

096558
長方形



上記に基づき評価を行った結果，PN≧  [MPa]のとき，①式の逃がし安全弁の開条件が

成立する。 

したがって，逃がし安全弁窒素ガス供給設備が  [MPa]以上のとき，格納容器圧力が最

高使用圧力の２倍の圧力であっても，逃がし安全弁は開可能である。 

図１ 逃がし安全弁 機構概要図 

添付-3-(3) SA46条補足説明資料

46-6-9

412
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添付-3-(4) 設備仕様書主蒸気逃がし安全弁用蓄電池（補助盤室）蓄電池電圧　設備仕様書
関連箇所を下線にて示す

413

096558
長方形

291486
長方形



-2-

添付-3-(4) 設備仕様書主蒸気逃がし安全弁用蓄電池（補助盤室）蓄電池電圧　設備仕様書
関連箇所を下線にて示す

414

096558
長方形

291486
長方形



  

 

保安規定第６５条 

表６５－４「原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための設備」 

６５－４－１「低圧原子炉代替注水系（常設）」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

  （４）設計及び工事計画認可申請書（系統図） 

 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 

（２）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 

（３）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 

（４）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 
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た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順

等
を
定
め
る
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事

故
等
の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に

供
給
す
る
た
め
の
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

④
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
は
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心

の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
期

間
を
機
能
維
持
期
間
と
す
る
が
，
原
子
炉
の
状
態
が
燃
料
交
換
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
は
，
保
有
水
量
が
多
く
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水

系
に
て
注
水
可
能
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が

閉
の
場
合
は
，
原
子
炉
へ
の
注
水
が
不
要
と
な
る
た
め
除
く
こ
と
と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態

は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た

場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が

開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）」

と

す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
②
に
含
ま
れ
る
設
備

⑥
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
つ
い
て
，
原
子
炉
運
転
中
の
有
効
性
評
価
（
高
圧
・
低
圧
注
水

機
能
喪
失
等
）
で
は
，
解
析
条
件
と
し
て
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
１
台
（
最
大

2
5
0ｍ

3 /
h
）
で

注
水
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
停
止
中
の
有
効
性
評
価
（
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
）
で
は
，
解
析
条
件
と

し
て
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
１
台
（
2
0
0ｍ

3 /
h）

で
注
水
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
，
原
子
炉
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（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1
.
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
揚
程
が

ｍ
以
上
お
よ
び
流
量

が
 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

2.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料

交
換

※
８
に
お
い
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

3.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料

交
換

※
８
に
お
い
て
，
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
注
水
隔
離
弁
お
よ
び
低
圧
注
水
系
Ａ
系

に
お
け
る
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
注
水
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉

状
態
を
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

※
８
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
，
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た

場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が

開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
で

は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
所
要
数
を
１
台
と
す
る
。（

添
付
－
２
）

 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
２
）

a．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

項
目

1
が
該
当
。

 

確
認
す
る
流
量
お
よ
び
揚
程
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
記
載
に
基
づ
き
，
設
定
す

る
。
な
お
，
流
量
に
つ
い
て
は
ミ
ニ
マ
ム
フ
ロ
ー
ラ
イ
ン
分
岐
後
に
流
量
計
が
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
，
ミ
ニ
マ
ム
フ
ロ
ー
ラ
イ
ン
流
量
分
を
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
設
計
確
認

値
か
ら
差
引
い
た
流
量
と
す
る
。
（
添
付
－
２
）

 

定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

b．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

2，
3
が
該
当
。

 

弁
動
作
確
認
は
，
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
す
る
た
め
に
中
央
制
御
室
か
ら
の

遠
隔
操
作
が
必
要
な
弁
と
し
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
お
け
る
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
注
水
隔
離
弁
お

よ
び
低
圧
注
水
系
Ａ
系
に
お
け
る
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
注
水
弁
を
対
象
と
す
る
。

 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
箇
月
に
１
回
，
動
作
確
認

を
実
施
す
る
。
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（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置

 
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

A.
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
系
（
常
設
）
が
動
作

不
能
の
場
合
 

A1
.
当
直
長
は
，
低
圧
注
水
系
１
系
列

を
起
動

し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※

９
と
と
も
に
，
そ
の
他
設
備

※
1
0
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
11
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.当

直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    ３
日
間
 

   ３
０
日
間
 

B.
低
圧
注
水
系
と
共
用

す
る
配
管
ま
た
は
弁

が
動
作
不
能
の
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
低
圧
注
水
系
２
系
列
お
よ
び
低

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
９
と
と
も
に
，

そ
の
他
設
備

※
12
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
11
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B3
.当

直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

     ３
日
間
 

   １
０
日
間
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
で
要

求
さ
れ
る
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

C1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

      

 ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
列
数
が
１
Ｎ

未
満
に
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】

 

A1
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
 

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可

申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
”
で
あ
る
低
圧
注
水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
）
含
む
）
お
よ
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
）
含
む
）
が
該
当
す
る
。
 

 A2
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作

可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
は
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
で
あ
り
，
重
大
事
故
等
対

処
設
備
の
一
種
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
，
ま
た
原
子
炉
低
圧
時
に
十
分
な
注
水
量
を

確
保
で
き
，
か
つ
低
圧
注
水
系
お
よ
び
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
対
し
て
独
立
性
を

確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
採
用
し
た
。
 

 【
必
要
容
量
】
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
は
，
原
子
炉
低
圧
時
，「

1,
0
7
4
m
3 /
h」

以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
た
め
，

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
よ
り
も
大
容
量
で
あ
る
。
 

 

【
準
備
時
間
】
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
は
，
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
に
よ
り
，
速
や
か
に
準
備
可
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
は
不
要
で
あ
る
。
 

 A3
．
当
該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
 

作
可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 【
要
求
さ
れ
る
措
置

B
の
考
え
方
】
 

低
圧
注
水
系
と
共
用
す
る
配
管
ま
た
は
弁
が
故
障
し
た
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
低
圧
注
水
系
が
と
も
に
動
作
不
能
と
な
る
た
め
，
要
求
さ
れ
る
措
置

A
1．

が
実
施
不
可
と

な
る
。
そ
の
た
め
，
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
に
は
記
載
し
て
い
な
い
が
，
安
全
上
有
効

と
考
え
ら
れ
る
措
置
を
設
定
し
，
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
で
低
圧

注
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
と
同
様
に
「
１
０
日
間
」
の
完
了
時
間
を
設
定
す
る
。 

 B1
．
A1
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
低
圧
注
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
の
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
残
り
の
低
圧

注
水
系
２
系
列
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を

除
く
）
含
む
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 B2
．
A2
．
と
同
様
。
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適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
13
 

A.
低
圧
原
子
炉
代
替

注
水
系
（
常
設
）
が

動
作
不
能
の
場
合
 

ま
た
は
 

低
圧
注
水
系
と
共

用
す
る
配
管
ま
た

は
弁
が
動
作
不
能

の
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
第
４
０
条
で
要
求
さ
れ
る
非
常
用

炉
心
冷
却
系
１
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
９
と
と
も
に
，そ

の
他

の
設
備

※
14
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

※
９
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
10
：
残
り
の
低
圧
注
水
系
２
系
列
お
よ
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
な
ら
び
に
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２

台
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
11
：
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
い
う
。
 

※
12
：
低
圧
注
水
系
お
よ
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
接
続
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
（
高
圧
炉

心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

※
13
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

※
14
：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
機
器
に
接
続
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
お
よ
び
低
圧
原
子

炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

      

 B3
．
当
該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
で

定
め
る
低
圧
注
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
の
場
合
の
完
了
時
間
「
１
０
日
間
」
を
準
用
す
る
。
 

 C1
．，

C2
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

 【
冷
温
停
止
，
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水

位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全

燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）】

  

A1
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 A2
．
原
子
炉
が
停
止
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
，
保
安
規
定
第
４
０
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
２
）

で
要
求
さ
れ
る
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
系
列
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速

や
か
に
”
起
動
し
確
認
す
る
。
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
お
よ
び
低
圧
注
水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
含
む
。）

は
，
原
子
炉
低
圧
時
に
十
分
な
注
水
量
を
確
保
で
き
，
か
つ
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水

系
（
常
設
）
に
対
し
て
独
立
性
を
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
採
用
し
た
。
 

ま
た
，
原
子
炉
停
止
中
に
お
け
る
崩
壊
熱
相
当
の
注
水
量
が
確
保
で
き
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備

の
可
搬
型
注
水
設
備
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
り
注
水
が
で
き
る
こ
と

を
“
速
や
か
に
”
至
近
の
記
録
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 【
必
要
容
量
】
 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 
原
子
炉
低
圧
時
，
1
,0
74
m3
/
h
以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
。
 

・
低
圧
注
水
系
 
1,
16
0m

3 /
h
以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
。

 

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
1
6
8m

3 /
h
以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
。
 

崩
壊

熱
に

よ
っ

て
喪

失
す

る
原

子
炉

冷
却

材
を

補
う

た
め

に
必

要
な

注
水

量
は

約
2
1m

3 /
h
 

（
原
子
炉
停
止
１
日
後
の
燃
料
の
崩
壊
熱
で
あ
る
約

1
4.
0M
W
に
相
当
す
る
注
水
量
）
で
あ
る
た

め
，
上
記
の
注
水
手
段
は
必
要
容
量
を
満
足
し
て
い
る
。
 

 

【
準
備
時
間
】
 

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
送
水
開
始
ま
で
約

2
時
間

1
0
分
以
内
（
輪
谷
貯
水
槽
（
西

１
）
お
よ
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
場
合
）

 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
お
よ
び
低
圧
注
水
系
は
，
中
央
制
御
室
か
ら
の

遠
隔
起
動
に
よ
り
，
速
や
か
に
準
備
可
能
。
 

原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
棒
頂
部
ま
で
の
低
下
時
間
は
約

6
.
1
時
間
で
あ
る
が
，
可
搬
型
設
備

の
準
備
時
間
は
約

2
時
間

10
分
で
あ
る
た
め
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
は
不
要
で
あ
る
。
 

（
添
付
－
３
）

 

                                      

 

419



1.4－94 

第
1.
4
－

7
図

 
低

圧
原

子
炉
代
替

注
水
系

（
常

設
）
に
よ

る
原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
 

概
要

図
(
１

／
２

)
 

6
5
-
4
-
1
の
範
囲

赤
枠
に

て
示
す

6
5
-
1
1
-
1

に
て
整
理

6
5
-
4
-
2
,

6
5
-
6
-
1
,

6
5
-
7
-
1
と
の
共
用
ラ
イ
ン

6
5
-
4
-
2
,
6
5
-
5
-
4
,
6
5
-
6
-
1
,
6
5
-
7
-
1
,

第
3
9
条
,
第
4
0
条
と
の
共
用
ラ
イ
ン

6
5
-
4
-
2
,
6
5
-
5
-
4
,

6
5
-
6
-
1
,
6
5
-
7
-
1

と
の
共
用
ラ
イ
ン

6
5
-
6
-
1
,
6
5
-
7
-
1

と
の
共

用
ラ
イ
ン

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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記
載

例
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操
作

手
順
番

号
を
示

す
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8－5－56 

低圧原子炉代替注水系（常設）の低圧原子炉代替注水ポンプは，想定さ

れる重大事故等時において，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損

を防止するために必要な注水流量を有する設計とする。 

低圧原子力代替注水系（可搬型）の大量送水車は，想定される重大事故

等時において，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するた

めに必要な注水流量を有するものを１セット１台使用する。保有数は，２

セット２台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアッ

プ用として１台の合計３台を保管する。また，大量送水車は，想定される

重大事故等時において，低圧原子炉代替注水系（可搬型）及び格納容器代

替スプレイ系（可搬型）との同時使用を考慮して，各系統の必要な流量を

同時に確保できる容量を有する設計とする。 

5.6.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

低圧原子炉代替注水系（常設）の低圧原子炉代替注水ポンプは，低圧原

子炉代替注水ポンプ格納槽内に設置し，想定される重大事故等時における

環境条件を考慮した設計とする。 

低圧原子炉代替注水ポンプの操作は，想定される重大事故等時において，

中央制御室で可能な設計とする。 

低圧原子炉代替注水系（常設）の系統構成に必要な弁の操作は，想定さ

れる重大事故等時において，中央制御室又は設置場所で可能な設計とする。

また，低圧原子炉代替注水系（常設）は，淡水だけでなく海水も使用でき

る設計とする。なお，可能な限り淡水を優先し，海水通水を短期間とする

ことで，設備への影響を考慮する。 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）の大量送水車は，屋外に保管及び設置

し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

大量送水車の常設設備との接続及び操作は，想定される重大事故等時に

おいて，設置場所で可能な設計とする。 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）の系統構成に必要な弁の操作は，想定

所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八

422

096558
長方形

096558
線

096558
線

096558
線
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第5.6－1表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための

設備の主要機器仕様 

(1) 低圧原子炉代替注水系（常設）

ａ．低圧原子炉代替注水ポンプ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器内の冷却等のための設備

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備

台 数 １（予備１） 

容 量 約230m3/h/台 

全揚程 約190m 

(2) 低圧原子炉代替注水系（可搬型）

ａ．大量送水車 

第4.3－1表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

423

096558
長方形

096558
長方形



8－9－85 

第9.4－1表 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備の主要機器仕様 

(1) ペデスタル代替注水系（常設）

a．低圧原子炉代替注水ポンプ

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(2) ペデスタル代替注水系（可搬型）

a．大量送水車

第 4.3－1 表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

(3) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）

a．大量送水車

第 4.3－1 表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

(4) コリウムシールド

材    料 ジルコニア 

厚    さ 約 0.13m 以上  

(5) 低圧原子炉代替注水系（常設）

a．低圧原子炉代替注水ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(6) 低圧原子炉代替注水系（可搬型）

a．大量送水車 

第 4.3－1 表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

(7) 高圧原子炉代替注水系

a．高圧原子炉代替注水ポンプ

第 5.4－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(8) ほう酸水注入系

a．ほう酸水注入ポンプ 

第 6.1.2－3 表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八

424

096558
長方形
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5.5 低圧原子炉代替注水系 

名 称 低圧原子炉代替注水ポンプ 

容 量 m3/h/個 以上， 以上， 以上(230) 

揚 程 m 以上， 以上， 以上(190) 

最高使用圧力 MPa 3.92 

最高使用温度 ℃ 66 

原 動 機 出 力 kW/個 210 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧

原子炉代替注水系）として炉心注水時に使用する低圧原子炉代替注水ポンプは，以下の機能を

有する。 

低圧原子炉代替注水ポンプは，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態であって，設計基

準対象施設が有する原子炉の冷却機能が損失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子

炉格納容器の破損を防止するため，原子炉を冷却するために設置する。 

系統構成は，運転中の重大事故等時において，残留熱除去ポンプ及び低圧炉心スプレイポン

プの故障等により原子炉を冷却する機能が喪失した場合に低圧原子炉代替注水槽を水源とし

た低圧原子炉代替注水ポンプより，残留熱除去系を経由して原子炉圧力容器へ注水することに

より炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備(格納容器代替スプレイ系)として使用する低圧原子炉代替注水ポンプは，以下の機

能を有する。 

低圧原子炉代替注水ポンプは，設計基準対象施設が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪

失した場合において，炉心の著しい損傷を防止するために原子炉格納容器内の圧力及び温度を

低下させるため，また，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損を防

止するために原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させるため設

置する。 

系統構成は，運転中の重大事故等時において，残留熱除去ポンプの故障等により原子炉格納

容器を冷却する機能が喪失した場合に低圧原子炉代替注水槽を水源とした低圧原子炉代替注

水ポンプより，低圧原子炉代替注水系及び残留熱除去系を経由してドライウェルスプレイ管よ

り原子炉格納容器内にスプレイすることにより原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させ 

425

096517
タイプライターテキスト
添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書

096517
タイプライターテキスト
設定根拠

096517
タイプライターテキスト
関連箇所を下線にて示す

096517
長方形

096517
線

096517
線



 

266 

S
2
 
補

 Ⅵ
-
1-
1
-
5-
3
 
R1
 

【設 定 根 拠】（続き） 

ることができる設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（ペデスタル代替注水系）として使用する低圧原子炉代替注水ポンプは，以下の機

能を有する。 

 

低圧原子炉代替注水ポンプは，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の

破損を防止するため，原子炉格納容器の下部に落下した炉心を冷却するために設置する。 

系統構成は，低圧原子炉代替注水槽を水源とした低圧原子炉代替注水ポンプにより，低圧原

子炉代替注水系及び残留熱除去系を経由してドライウェルスプレイ管から原子炉格納容器内

にスプレイすることで，原子炉格納容器下部へ流入し，溶融炉心が落下するまでに原子炉格納

容器下部に十分な水位を確保するとともに，落下した溶融炉心を冷却できる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備(低圧原子炉代替注水系)として使用する低圧原子炉代替注水ポンプは，以下の機能

を有する。 

 

低圧原子炉代替注水ポンプは，炉心の著しい損傷が発生した場合に溶融炉心の原子炉格納容

器下部への落下を遅延・防止するために設置する。 

系統構成は，低圧原子炉代替注水槽を水源とした低圧原子炉代替注水ポンプより，残留熱除

去系を経由して原子炉圧力容器へ注水することで溶融炉心を冷却できる設計とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

1. 容量の設定根拠

低圧原子炉代替注水ポンプの容量は，以下を考慮して決定する。

(1) 原子炉注水必要容量： m3/h/個以上， m3/h/個以上

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注

水系）又は原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全

設備(低圧原子炉代替注水系)として炉心注水時に使用する低圧原子炉代替注水ポンプの容

量は，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態であって，設計基準対象施設が有する原子

炉の冷却機能が損失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防

止するために，原子炉に冷却材を供給することで炉心崩壊熱を除去する場合に，有効性評価

解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十「3.炉心損傷防止対策の有効性評価」）におい

て有効性が確認されている原子炉への注水流量は，原子炉圧力 MPa 時において m3/h，

原子炉圧力 MPa 時において m3/h のため m3/h/個以上， m3/h/個以上とする。 

(2) 格納容器スプレイ及びペデスタル注水必要容量： m3/h/個以上

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備（格納容器代替スプレイ系，ペデス

タル代替注水系）として原子炉格納容器にスプレイ及びペデスタルに注水する場合に使用す

る低圧原子炉代替注水ポンプの容量は，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止

するために，原子炉格納容器内にスプレイし原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させ，

また，ペデスタルに蓄水することで溶融炉心の崩壊熱を除去する場合に，重大事故等時の有

効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において，各事故シーケンスで有効

性が確認されている原子炉格納容器へのスプレイ及びペデスタルへの注水流量が m3/h

のため m3/h/個以上とする。 

(3) 低圧原子炉代替注水ポンプの最小流量（ミニマムフロー流量）： m3/h/個 

上記から，低圧原子炉代替注水ポンプの容量は，(1)及び(2)の必要容量に(3)を加えた容量

とし， m3/h/個以上， m3/h/個以上， m3/h/個以上とする。 

公称値については，230m3/h/個とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 揚程の設定根拠 

・原子炉注水必要揚程 

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水

系）又は原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備

(低圧原子炉代替注水系)として炉心注水時に使用する低圧原子炉代替注水ポンプの揚程は，淡

水を原子炉に m3/h 及び m3/h で注水する場合の水源と移送先の圧力差，静水頭及び配

管・機器圧力損失を基に設定する。なお，原子炉圧力 MPa 及び MPa については，有

効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において，有効性が確認されている圧

力である。 

（1）原子炉圧力 MPa 時 

① 原子炉と水源の圧力差             ： m 

×106／(992×9.80665)＝ ≒ m 

MPa：原子炉設置変更許可申請書 添付書類十「3. 炉心損傷防止対策の有効

性評価」に示す評価条件 

密度    ：992kg/m3（40℃，飽和圧力） 

② 静水頭                    ： 1 m 

低圧原子炉代替注水ポンプ軸中心 EL ～低圧注水ノズル EL  

③ 配管・機器圧力損失              ： m 

機器圧力損失   ： m 

配管・弁圧力損失 ： m 

合計         m 

④ ①～③の合計(m)                ： m 

 

上記から，原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備として

原子炉圧力 MPa 時に使用する低圧原子炉代替注水ポンプの揚程は， m を上回る

m以上とする。 

 

（2）原子炉圧力 MPa 時 

① 原子炉と水源の圧力差             ： m 

MPa：原子炉設置変更許可申請書 添付書類十「3. 炉心損傷防止対策の有効

性評価」に示す評価条件 

② 静水頭                    ： m 

低圧原子炉代替注水ポンプ軸中心 EL ～低圧注水ノズル EL  
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添 5.1.1-1 

添付資料 5.1.1 

運転停止中の崩壊熱除去機能喪失及び全交流動力電源喪失における 

燃料棒有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される目安の水位到達までの時間余裕と 

必要な注水量の計算方法について 

運転停止中の崩壊熱除去機能喪失及び全交流動力電源喪失により，燃料棒有効長頂部又

は放射線の遮蔽が維持される目安の水位到達までの時間余裕と必要な注水量について，以

下の式を用いて計算を行った。なお，事象を厳しく評価するため，発生する崩壊熱はすべ

て原子炉水温の上昇及び蒸発に寄与するものとし，原子炉圧力容器や水面からの放熱は考

慮しない。 

なお，5.1.2及び5.2.2の「燃料損傷防止対策の有効性評価」において，「１.原子炉圧力

上昇による原子炉冷却材蒸発の抑制効果を考慮しない計算」を用いて評価を行っており，

添付資料5.1.7及び添付資料5.2.2の「評価条件の不確かさの影響評価について」の一部に

おいては，未開放状態の被ばく影響をより現実に近い想定として評価するため，「２．原子

炉圧力上昇による原子炉冷却材蒸発の抑制効果を考慮した計算」を用いた。 

１．原子炉圧力上昇による原子炉冷却材蒸発の抑制効果を考慮しない計算 

原子炉未開放状態において，原子炉圧力上昇に伴う原子炉冷却材の比エンタルピの上昇

により，大気圧下と比べて原子炉冷却材の蒸発量は抑制されるが，ここでは原子炉圧力容

器の状態によらず，保守的かつ簡易的な評価として大気圧下の原子炉冷却材の蒸発量を求

めた。 

(1) 100℃に至るまでの時間

100℃に至るまでの時間は，運転停止中の崩壊熱除去機能喪失時，全交流動力電源喪失

時ともに約 0.95時間である。計算は次の式で行った。 

t1 ＝ ( h100 － h52 ) × Vc × ρ52 ／ ( Q × 3600 ) 

t1  ：100℃に至るまでの時間[h] 

h100  ：100℃の飽和水の比エンタルピ[kJ/kg]＝419.10 

h52 ：52℃の飽和水の比エンタルピ[kJ/kg]＝217.70 

Vc  ：保有水の体積[m3] ＝  

ρ52 ：52℃の水密度[kg/m3] ＝ 987 

Q  ：崩壊熱[kW] ＝ 1.40×104 

(2) 燃料棒有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される水位に至るまでの時間

燃料棒有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される水位に至るまでの時間は，運転停止中

の崩壊熱除去機能喪失時，全交流動力電源喪失時で，それぞれ約 6.1 時間と約 4.3時間で

ある。計算は次の式で行った。 

t = t1 + t2 

t2 ＝ ( hs － h100 ) × Vu × ρ52 ／ ( Q × 3600 ) 

同等な機能を有することの説明
関連箇所を下線にて示す
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添 5.1.1-2 

t  ：燃料棒有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される水位に至るまでの時間[h] 

t2  ：100℃到達から燃料棒有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される水位に至るま

での時間[h] 

h100  ：100℃の飽和水の比エンタルピ[kJ/kg]＝419.10 

hs  ：飽和蒸気の比エンタルピ[kJ/kg] ＝ 2675.57 

Vu  ：保有水の体積[m3] 

（燃料棒有効長頂部までの保有水の体積）＝  

（放射線の遮蔽が維持される水位までの保有水の体積）＝  

ρ52  ：52℃の水密度[kg/m3] ＝ 987 

Q  ：崩壊熱[kW] ＝ 1.40×104 

  また，注水前の蒸発量は，運転停止中の崩壊熱除去機能喪失時，全交流動力電源喪失時

ともに約 23[m3/h]である。計算は次の式で行った。 

（注水前の蒸発量） ＝ ( Q × 3600 ) ／ (( hs － h100 ) × ρ100) 

ρ100  ：100℃の水密度[kg/m3] ＝ 958 

(3) 必要な注水量

崩壊熱によって喪失する原子炉冷却材を補うために必要な注水量は，運転停止中の崩壊

熱除去機能喪失時，全交流動力電源喪失時ともに約 21[m3/h]である。計算は次の式で行っ

た。 

f ＝ ( Q × 3600 ) ／ (( hs － hf ) × ρf) 

f  ：必要な注水量[m3/h] 

ρf  ：注水（飽和水，水温 35℃）の密度[kg/m3] ＝ 994 

hs  ：飽和蒸気の比エンタルピ[kJ/kg] ＝ 2675.57 

hf  ：注水（飽和水，水温 35℃）の比エンタルピ[kJ/kg] ＝ 146.64 

Q  ：崩壊熱[kW] ＝ 1.40×104 

(4) 注水中の蒸発量

注水中の蒸発量は，運転停止中の崩壊熱除去機能喪失時，運転停止中の全交流動力電源

喪失時ともに 0[m3/h]である。注入された水を 100℃に上昇させる熱を崩壊熱から差し引

いた熱が蒸発に使われることから，計算は次の式で行った。 

Q × 3600 ＝ F × ρf × ( h100 － hf ) ＋ S × ρf × ( hs － h100 ) 

S ＝ ( Q × 3600 － F × ρf × ( h100 － hf )) ／ ( ρf × ( hs － h100 )) 

F  ：注水量[m3/h] 

（崩壊熱除去機能喪失時）＝ 1,136（残留熱除去系定格流量） 

（全交流動力電源喪失時）＝ 200（低圧原子炉代替注水系（常設）の設計値と 

して設定） 

S  ：注水中の蒸発量[m3/h] （ただし，S≧0） 

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十
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添 5.1.1-3 

ρf ：注水（飽和水，水温 35℃）の密度[kg/m3] ＝ 994 

hs  ：飽和蒸気の比エンタルピ[kJ/kg] ＝ 2675.57 

h100 ：100℃の飽和水の比エンタルピ[kJ/kg] ＝ 419.10 

hf  ：注水（飽和水，水温 35℃）の比エンタルピ[kJ/kg] ＝ 146.64 

Q  ：崩壊熱[kW] ＝ 1.40×104 

２．原子炉圧力上昇による原子炉冷却材蒸発の抑制効果を考慮した計算 

（原子炉圧力容器が閉鎖状態での評価） 

(1) 逃がし安全弁（ＳＲＶ）の逃がし弁機能が作動する最低圧力に到達する時間等

5.1.2及び 5.2.2の「燃料損傷防止対策の有効性評価」においては原子炉圧力容器未開

放状態であるが，原子炉の大気圧状態が維持される想定にて計算を実施している。ただし，

実操作において崩壊熱除去機能が喪失した際の逃がし安全弁(ＳＲＶ)による減圧操作は

原子炉の注水機能が確保された後となるため，原子炉圧力上昇による原子炉冷却材蒸発の

抑制効果に期待でき，原子炉冷却材の蒸発量は小さくなる。 

  閉鎖状態における原子炉の圧力上昇と水位の関係は下の式で計算できる。ここで逃がし

安全弁(ＳＲＶ)の逃がし弁機能が作動する最低圧力（7.58MPa[gage]）に到達する時間等

を求めた。 

Ms ／ ρs ＋ M1 ／ ρ1 ＝ Vall 

Ms ＋ M1 ＝ Mall

Δ（hs × Vs × ρs ＋ h1 × V1 × ρ1）＝ QΔt 

※初期状態の各変数は[0]，ＳＲＶ作動圧力到達時の各変数は[1]で表す

Ms ，M1 ：気相部の蒸発量，液相部の水量[kg] 

初期（大気圧，原子炉水温 52℃）： 

Ms0 ＝ 約  kg（飽和蒸気圧）， M10 ＝ 約 kg 

Mall ：原子炉圧力容器内の蒸気及び原子炉冷却材の総量[kg] ＝約 kg 

ρs ，ρ1 ：飽和蒸気の密度，水の密度[kg/m3] 

初期（大気圧，原子炉水温 52℃）： 

ρs0 ＝ 0.0912 kg/m3，ρ10 ＝ 987 kg/m3 

ＳＲＶ作動圧力到達時（7.58MPa[gage]，原子炉水温 292℃）： 

ρs1 ＝ 40.4 kg/m3，ρ11 ＝ 728 kg/m3 

Vs ，V1  ：気相部の体積，液相部の体積[m3] 

初期（大気圧，原子炉水温 52℃）： 

Vs0 ＝ 約  m3，V10 ＝ 約  m3

Vall ：原子炉圧力容器内の体積[m3] ＝ 約  m3

hs ，h1  ：飽和蒸気，水のエンタルピ[kJ/kg] 

初期（大気圧，原子炉水温 52℃）： 

 hs0 ＝ 2594.84 kJ/kg，h10 ＝ 217.70 kJ/kg 

ＳＲＶ作動圧力到達時（7.58MPa[gage]，原子炉水温 292℃）： 

 hs1 ＝ 2763.55 kJ/kg，h11 ＝ 1300.63 kJ/kg 

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十
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  Q ：崩壊熱量[kJ/s] ＝ 1.40×104 kJ/s（原子炉停止１日後） 

  Δt ：事象発生後の時間[s] 

上記式より 

ＳＲＶ作動圧力到達時（7.58MPa[gage]，原子炉水温 292℃）の液相部の水量[kg] 

M11 ＝ 約 2.364×105 kg 

ＳＲＶ作動圧力到達時（7.58MPa[gage]，原子炉水温 292℃）の液相部の体積[m3] 

V11 ＝ 約  m3

事象発生後の時間[s] 

Δt ＝ 約 1.9×104[s] → ５時間以上 

となり，事象発生約５時間後までに約 2.5tの原子炉冷却材が蒸発する。ただし，熱膨張に

より原子炉冷却材の体積は約 82.8m3増加し，原子炉水位は燃料棒有効長頂部より約 8.69m

上（通常運転水位より約 3.59m高い位置）となる。ＳＲＶ作動圧力到達時（7.58MPa[gage]）

においては遮蔽評価に用いている 100℃の時の水の密度と比べて水の密度が約 0.76倍と減

少しているため，同等の遮蔽厚さに換算した場合，燃料棒有効長頂部より約 6.61m上（通

常運転水位より約 1.51m 高い位置）となり，事象発生前と同様原子炉冷却材による放射線

の遮蔽は維持される。 

 以上より，原子炉圧力容器が閉鎖状態において崩壊熱除去機能が喪失した場合も，逃が

し安全弁の作動等により原子炉内の保有水量が減少するまでの間（５時間以上），原子炉冷

却材による放射線の遮蔽は維持される。 

 なお，原子炉停止 12 時間後を想定した際，上記の原子炉停止１日後と同様の評価式を用

いて算出すると，ＳＲＶ作動圧力到達時（7.58MPa[gage]）までの時間は４時間以上となる。 
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2
表

 
主

要
評

価
条

件
（

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
）
（

１
／

２
）

 

項
目

 
主

要
評

価
条

件
 

条
件

設
定

の
考

え
方

 

初 期 条 件

原
子

炉
圧

力
容

器
の

状
態

 
原

子
炉

圧
力

容
器

の
未

開
放

 
燃

料
の

崩
壊

熱
及

び
保

有
水

量
の

観
点

か
ら

設
定

 

燃
料

の
崩

壊
熱

 

約
1
4
.
0
M
W
 

（
９

×
９

燃
料

(
Ａ

型
)
，

原
子

炉
停

止

１
日

後
※

１
）

 

平
衡

炉
心

燃
料

の
平

均
燃

焼
度

3
3
G
W
d
/
t
※

２
を

基
に

，
Ａ

Ｎ
Ｓ

Ｉ
／

Ａ
Ｎ

Ｓ
－

5
.
1
－

1
9
7
9
に

て
算

出
し

た
原

子
炉

停
止

１
日

後
の

崩
壊

熱
と

し
て

設
定

 

ま
た

，
原

子
炉

停
止

１
日

後
に

お
い

て
は

，
９

×
９

燃
料

の
方

が
Ｍ

Ｏ
Ｘ

燃
料

よ
り

も
崩

壊
熱

が
大

き
く

，
原

子
炉

水
位

低
下

の
観

点
で

厳
し

い
た

め
，

Ｍ
Ｏ

Ｘ
燃

料
の

評
価

は
９

×
９

燃
料

（
Ａ

型
）

の
評

価
に

包
絡

さ
れ

る
こ

と
を

考
慮

し
，

代
表

的
に

９
×

９
燃

料
（

Ａ
型

）
を

設
定

 

原
子

炉
水

位
 

通
常

水
位

 

（
気

水
分

離
器

下
端

か
ら

+
8
3
㎝

）
 

原
子

炉
停

止
１

日
後

の
水

位
 

原
子

炉
水

温
 

5
2
℃

 

原
子

炉
停

止
１

日
後

の
実

績
を

踏
ま

え
，

原
子

炉
は

残
留

熱
除

去
系

(
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

)
に

て
冷

却
さ

れ
て

い
る

た
め

，
そ

の
設

計
温

度
で

あ
る

5
2
℃

を
設

定
 

原
子

炉
圧

力
 

大
気

圧
 

原
子

炉
停

止
１

日
後

の
実

績
を

考
慮

し
て

設
定

 

事 故 条 件

起
因

事
象

 
外

部
電

源
喪

失
 

送
電

系
統

又
は

所
内

主
発

電
設

備
の

故
障

等
に

よ
っ

て
，
外

部
電

源
が

喪

失
す

る
も

の
と

し
て

設
定

 

安
全

機
能

の
喪

失
に

対
す

る
仮

定
 

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
 

す
べ

て
の

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
等

の
機

能
喪

失
を

想
定

 

原
子

炉
補

機
冷

却
系

機
能

喪
失

 
原

子
炉

補
機

冷
却

系
の

機
能

喪
失

に
よ

り
崩

壊
熱

除
去

機
能

が
喪

失
し

た
場

合
を

包
含

す
る

条
件

と
し

て
設

定
 

外
部

電
源

 
外

部
電

源
な

し
 

起
因

事
象

と
し

て
，

外
部

電
源

が
喪

失
す

る
も

の
と

し
て

設
定

 

※
１

 
原

子
炉

停
止

１
日

後
と

は
全

制
御

棒
全

挿
入

か
ら

の
時

間
を

示
し

て
い

る
。
通

常
停

止
操

作
に

お
い

て
原

子
炉

の
出

力
は

全
制

御
棒

全
挿

入
完

了
及

び
発

電
機

解
列

以
前

か
ら

徐
々

に
低

下
さ

せ
る

が
，

崩
壊

熱
評

価
は

ス
ク

ラ
ム

の
よ

う
な

瞬
時

に
出

力
を

低
下

さ
せ

る
保

守
的

な
計

算
条

件
と

な
っ

て
い

る
。
 

※
２

 
サ

イ
ク

ル
末

期
の

燃
焼

度
の

ば
ら

つ
き

を
考

慮
し

，
1
0
％

の
保

守
性

を
考

慮

同
等

な
機

能
を

有
す

る
こ

と
の

確
認

関
連

箇
所

を
下

線
に

て
示

す
添付-3-(2) 設置変更許可申請書 添付十
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表

 
主

要
評

価
条

件
（

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
）
（

２
／

２
）

 

項
目

 
主

要
評

価
条

件
 

条
件

設
定

の
考

え
方

 

重 大 事 故 等 対 策 に

関 連 す る 機 器 条 件

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

 
2
0
0
m
3
/
h
で

原
子

炉
注

水
 

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

の
設

計
値

と
し

て
設

定
 

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

を
介

し
た

残

留
熱

除
去

系
（

原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ

ー
ド

）
 

熱
交

換
器

１
基

あ
た

り
約

1
5
.
7
M
W
（

原
子

炉
冷

却
材

温
度

1
0
0
℃

，
海

水
温

度

3
0
℃

に
お

い
て

）
 

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

の
設

計
値

を
考

慮
し

て
設

定
 

重 大 事 故 等 対 策 に 関 連 す る

操 作 条 件

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

か
ら

の
受

電

及
び

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系
（

常
設

）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

操
作

 

事
象

発
生

か
ら

２
時

間
後

 
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

訓
練

実
績

を
踏

ま
え

た
操

作
の

時

間
及

び
系

統
構

成
の

時
間

に
余

裕
を

考
慮

し
て

設
定

 

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

運
転

操
作

 
事

象
発

生
1
0
時

間
後

 
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

系
の

準
備

期
間

を
考

慮
し

て
設

定
 

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

を
介

し
た

残

留
熱

除
去

系
（

原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ

ー
ド

）
に

よ
る

原
子

炉
除

熱
操

作
 

事
象

発
生

1
0
時

間
後

 

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

を
介

し
た

残
留

熱
除

去
系
（

原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
）
に

よ
る

原
子

炉
除

熱
機

能
回

復
を

踏
ま

え
て

設
定

 

添付-3-(2) 設置変更許可申請書 添付十

435

096558
線



1.4－110 

第
1.

4
－

1
7図

 
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬
型
）

に
よ
る

原
子

炉
圧
力
容

器
へ
の

注
水

（
淡

水
／

海
水

）
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
 

同
等
な
機
能
を
有
す
る
こ
と

の
説
明
（
準
備
時
間
）

関
連
箇
所
を
赤
枠
に
て
示
す
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第
1.
8－

2
4図

 
低

圧
原
子
炉
代

替
注
水

系
（

可
搬
型
）

に
よ
る

原
子

炉
圧
力

容
器

へ
の

注
水

（
淡

水
／

海
水

）
 

タ
イ
ム

チ
ャ

ー
ト

(２
／
２

) 
（
大

量
送
水
車

に
よ

る
送

水
）

手
順

の
項

目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
建

物
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

大
量

送
水

車
配

置

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
起

動
，

原
子

炉
注

水
開

始

手
順

の
項

目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

） ホ
ー

ス
積

込
み

，
運

搬

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
屋

内
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
配

置

大
量

送
水

車
起

動
，

原
子

炉
注

水
開

始

※
１

：
第

１
保

管
エ

リ
ア

の
可

搬
型

設
備

を
使

用
し

た
場

合
は

，
速

や
か

に
対

応
で

き
る

。

※
２

：
第

２
保

管
エ

リ
ア

の
可

搬
型

設
備

を
使

用
し

た
場

合
は

，
2
5
分

以
内

で
可

能
で

あ
る

。

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
，

送
水

ヘ
ッ

ダ
運

搬
・

接
続

等

【
取

水
箇

所
周

辺
作

業
】

大
量

送
水

車
配

置
，

ホ
ー

ス
運

搬
・

敷
設

，
注

水
操

作
等

要
員

(
数

)

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（

淡
水

／
海

水
）

【
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

接
続

口
（

南
）

又
は

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
接

続
口

（
西

）
を

使
用

す
る

場
合

】

緊
急

時
対

策
要

員
６

【
取

水
箇

所
周

辺
作

業
】

大
量

送
水

車
配

置
，

ホ
ー

ス
運

搬
・

敷
設

，
注

水
操

作
等

1
0
0

1
1
0

1
2
0

1
5
0

2
0
0

2
1
0

1
7
0

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

経
過

時
間

（
分

）

緊
急

時
対

策
要

員
６

2
1
0

1
9
0

1
1
0

1
2
0

1
3
0

6
0

7
0

1
4
0

1
5
0

1
6
0

9
0

1
0
0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

8
0

備
考

2
0
0

1
7
0

1
8
0

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
，

送
水

ヘ
ッ

ダ
運

搬
・

接
続

等

備
考

1
6
0

要
員

(
数

)

1
3
0

1
4
0

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

経
過

時
間

（
分

）

1
8
0

1
9
0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（

淡
水

／
海

水
）

【
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

接
続

口
（

建
物

内
）

を
使

用
す

る
場

合
】

緊
急

時
対

策
要

員
６

緊
急

時
対

策
要

員
６

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
２

時
間

1
0
分

【
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

接
続

口
（

南
）

又
は

低
圧

原
子

炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

接
続

口
（

西
）

を
使

用
す

る
場

合
】

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
３

時
間

1
0
分

【
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
建
物
内
）
を
使
用
す
る
場
合

】
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(2) 操作時間余裕の把握

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点から，評価項目

となるパラメータに対して，対策の有効性が確認できる範囲内での操作

時間余裕を確認し，その結果を以下に示す。 

操作条件の常設代替交流電源設備からの受電及び低圧原子炉代替注水

系（常設）による原子炉注水操作は，通常運転水位から放射線の遮蔽が

維持される最低水位に到達するまでの時間は事象発生から約 4.3 時間，

原子炉水位が燃料棒有効長頂部まで低下する時間は事象発生から約 6.1

時間であり，事故を認知して注水を開始するまでの時間が事象発生から

２時間後であるため，準備時間が確保できることから，時間余裕がある。 

操作条件の原子炉補機代替冷却系を介した残留熱除去系（原子炉停止

時冷却モード）による原子炉除熱操作は，事象発生から 10 時間後の操作

であるため，準備時間が確保できることから，時間余裕がある。仮に，

操作が遅れる場合は，低圧原子炉代替注水系（常設）による原子炉への

注水を継続する。 

(3) まとめ

評価条件の不確かさの影響評価の範囲として，運転員等操作時間に与

える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び操作時間余裕を

確認した。その結果，評価条件の不確かさが運転員等操作時間に与える

影響等を考慮した場合においても，評価項目となるパラメータに与える

影響は小さい。 

このほか，評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確認

できる範囲内において，操作時間には時間余裕がある。 

3.4.2.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失」において，重大事故

等対策時に必要な要員は，「3.4.2.1(3) 燃料損傷防止対策」に示すとお

同等な機能を有することの説明
関連箇所を下線にて示す

添付-3-(4) 設置変更許可申請書 添付十
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保安規定第６５条 

表６５－４「原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための設備」 

６５－４－２「低圧原子炉代替注水系（可搬型）」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 

 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 

  （２）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 

  （３）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 

  （４）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 ６
５
－
４
－
２

 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
 

（
可
搬
型
）
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

設
 
 
備
 ⑤

 
所
要
数
 ⑥

 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
３
 

大
量
送
水
車
 

※
４
 

燃
料
補
給
設
備
 

※
５
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
７

 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
８
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
，
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成
（
接
続
口
を
含

む
。）

が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
の
注
水
ラ
イ
ン
は
，
第
６
５
条
（
６
５
－
４
－
１
 
低
圧
原

 

子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
））
，
第
６
５
条
（
６
５
－
４
－
２
 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
））
， 

第
６
５
条
（
６
５
－
５
－
４
 
残
留
熱
代
替
除
去
系
），

第
６
５
条
（
６
５
－
６
－
１
 
格
納
容
器
代

 

替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
））
，
第
６
５
条
（
６
５
－
７
－
１
 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
））
，

 

第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
〔
２
号
炉
〕）

お
よ
び
第
４
０
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ

 

の
２
）
の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
３
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

※
４
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
９
－
１
 
大
量
送
水
車
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
５
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
６
 
燃
料
補
給
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
６
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
 

め
る
。

 

※
７
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
 

る
。

 

※
８
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
５
 
代
替
所
内
電
気
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

    

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
七
条
（
１
．
４
）

 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

 

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
低
圧

原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変

更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
七
条
（
１
．
４
）

 

 
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順

等
）」

と
し
て
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原

子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る

（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の
著

し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順

等
を
定
め
る
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事

故
等
の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に

供
給
す
る
た
め
の
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

 

④
 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
は
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
で
あ
っ

て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の

著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
期
間

を
機
能
維
持
期
間
と
す
る
が
，
原
子
炉
の
状
態
が
燃
料
交
換
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
は
，
保
有
水
量
が
多
く
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

に
て
注
水
可
能
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉

の
場
合
は
，
原
子
炉
へ
の
注
水
が
不
要
と
な
る
た
め
除
く
こ
と
と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は

「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場

合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開

の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
」
と

す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
本
表
に
つ
い
て
，
す
べ
て
の
設
備
の
運
転
上
の
制
限
を
他
表
に
て
定
め
て
い
る
が
，
運
転
上
の
制
限
で

あ
る
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成
が
で
き
な
い
場
合
の
措
置
と

し
て
，
要
求
さ
れ
る
措
置
を
記
載
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

                      （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃

料
交
換

※
９
に
お
い
て
，
低
圧
注
水
系
Ｂ
系
に
お
け
る
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ

注
水
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認

後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。 

1
箇
月
に

1
回
 

当
直
長
 

※
９
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

        

 ＜
参
考
＞
大
量
送
水
車
 

大
量
送
水
車
が
下
記
の
性
能
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
行
為
は
，「

６
５
－
１
９
－
１
 
大
量
送
水

車
」
に
記
載
す
る
。

 

 大
量
送
水
車
を
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
時
に
使
用
す
る
場
合
の
容
量

お
よ
び
吐
出
圧
力
を
以
下
に
示
す
。

 

【
必
要
容
量
】

 

炉
心
損
傷
防
止
対
策
の
有
効
性
評
価
解
析
（
設
置
変
更
許
可
申
請
書
添
付
十
）
の
う
ち
，「

全
交
流
動
力

電
源
喪
失
（
長
期
Ｔ
Ｂ
）」
，「

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｕ
）」
，「

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ

Ｄ
）」

ま
た
は
「
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｐ
）」

に
お
い
て
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
原
子
炉

圧
力
容
器
へ
の
注
水
流
量
が

7
0
m3
/
h
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
70
m
3 /
h
以
上
と
す
る
。
 

ま
た
，
上
記
同
様
の
有
効
性
評
価
解
析
に
お
い
て
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
を
同
時
に
実
施
す
る
場
合
，
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
流

量
が

30
m3
/h
，
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
流
量
が

1
2
0
m
3 /
h
で
あ
る
こ
と
か
ら

15
0
m3
/
h
以
上

と
す
る
。
 

 【
吐
出
圧
力
】
 

必
要
吐
出
圧
力
が
最
大
と
な
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
屋
内
）
を
使
用
す
る

場
合
の
水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
，
ホ
ー
ス
直
接
敷
設
の
圧
損
等
を
基
に
吐
出
圧
力
は
，

1.
21

MP
a
[g

ag
e]
以
上
と
す
る
。
 

ま
た
，
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
同
時
に
実
施
す
る
場
合
の

吐
出
圧
力
は
，
必
要
吐
出
圧
力
が
最
大
と
な
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
お
よ
び
格
納
容
器
代
替
ス
プ

レ
イ
系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
南
）
を
使
用
す
る
場
合
の
水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
，
ホ
ー

ス
直
接
敷
設
の
圧
損
等
を
基
に

1
.
44
M
P
a[
g
a
ge
]以

上
と
す
る
。
 

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

a．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

弁
動
作
確
認
は
，
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
す
る
た
め
に
中
央
制
御
室
か
ら
の

遠
隔
操
作
が
必
要
な
弁
と
し
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
お
け
る
低
圧
注
水
系
Ｂ
系
に
お
け

る
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
注
水
弁
を
対
象
と
す
る
。
 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
箇
月
に
１
回
，
動

作
確
認
を
実
施
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

A.
低
圧
原
子
炉
代
替

注
水
系
（
可
搬
型
）

が
動

作
不

能
の

場

合
 

A1
.当

直
長
は
，
低
圧
注
水
系
１
系
列
を
起
動
し
，

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
10
と
と

も
に
，
そ
の
他
設
備

※
11
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ

重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
12
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

 

速
や
か
に
 

     ３
日
間
 

   ３
０
日
間
 

  

                      

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
は
，
２
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
大
量
送
水
車

が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
ま
た
は
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統

構
成
（
接
続
口
を
含
む
。）

が
で
き
な
い
場
合
（
条
件

A
）
は
，
当
該
系
統
の
機
能
を
満
足
で
き
な
い
こ

と
か
ら
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。
な
お
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
の
原
子
炉
圧
力
容
器

ま
で
の
低
圧
注
水
系
と
共
用
す
る
配
管
ま
た
は
弁
（
条
件

B
）
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

 

ま
た
，
原
子
炉
の
状
態
が
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は

適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場

合
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
に
お
い

て
は
，
１
Ｎ
未
満
と
低
圧
注
水
系
と
共
用
す
る
配
管
ま
た
は
弁
と
で
要
求
さ
れ
る
措
置
が
同
じ
に
な
る

た
め
一
つ
に
ま
と
め
て
記
載
す
る
。

 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】

 

A1
.
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請

書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
”
で
あ
る
低
圧
注
水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
を
除
く
。）

含
む
。）

が
該
当
す
る
。

 

 A2
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類

十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
対

応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ

る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

  
【
必
要
容
量
】
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
は
「
1
2
0m

3 /
h」

以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
。
 

 

【
準
備
時
間
】
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
注
水
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
よ

り
も
短
時
間
で
準
備
で
き
る
こ
と
か
ら
，
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
は
不
要
。（

添
付
－
２
）
 

 

A3
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
可

能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

B.
低
圧
注
水
系
と
共

用
す
る
配
管
ま
た

は
弁
が
動
作
不
能

の
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
低
圧
注
水
系
２
系
列
お
よ
び
低
圧

炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る

※
10
と
と
も
に
，
そ
の
他
設

備
※

13
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ

重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
12
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B3
.当

直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧

 
 
 
 す

る
。
 

速
や
か
に
 

    ３
日
間
 

   １
０
日
間
 

C.
条
件
Ａ
ま
た
は
Ｂ

で
要
求
さ
れ
る
措

置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い

場
合
 

C1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
14
 

A.
低
圧
原
子
炉
代
替

注
水
系
（
可
搬
型
）

が
動
作
不
能
の
場

合
 

ま
た
は
 

低
圧
注
水
系
と
共

用
す
る
配
管
ま
た

は
弁
が
動
作
不
能

の
場
合
 

A1
.当

直
長
ま
た
は
課
長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
第
４
０
条
で
要
求
さ
れ
る
非
常
用

炉
心
冷
却
系
１
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
10
と
と
も
に
，
そ
の
他

の
設
備

※
15
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

  

※
10
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
11
：
残
り
の
低
圧
注
水
系
２
系
列
お
よ
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
な
ら
び
に
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
  
  

 

２
台
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
  
 

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
12
：
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
い
う
。
 

※
13
：
低
圧
注
水
系
お
よ
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
接
続
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
（
高
圧
 

炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
 

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
14
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

※
15
：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
機
器
に
接
続
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
お
よ
び
低
圧
原
 

子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

【
要
求
さ
れ
る
措
置

B
の
考
え
方
】

 

低
圧
注
水
系
と
共
用
す
る
配
管
ま
た
は
弁
が
故
障
し
た
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可

搬
型
）
お
よ
び
低
圧
注
水
系
が
と
も
に
動
作
不
能
と
な
る
た
め
，
要
求
さ
れ
る
措
置

A1
が
実

施
不
可
と
な
る
。
そ
の
た
め
，
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
に
は
記
載
し
て
い
な
い
が
，

安
全
上
有
効
と
考
え
ら
れ
る
措
置
を
設
定
し
，
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ

の
１
）
で
低
圧
注
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
と
同
様
に
「
１
０
日
間
」
の
完
了

時
間
を
設
定
す
る
。

 

 B1
.
A1

.と
同
様
。
た
だ
し
，
低
圧
注
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
の
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
残
り
の
低
圧

注
水
系
２
系
列
お
よ
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス

プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

含
む
。）

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 B2
.
A2

.と
同
様
。

 

 B3
.
当
該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
で
定

め
る
低
圧
注
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
の
場
合
の
完
了
時
間
「
１
０
日
間
」
を
準
用
す
る
。

 

 C1
.
，
C2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

     

【
冷
温
停
止
，
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水

位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉
内
か

ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）】

 

A1
.
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 

A2
.原

子
炉
が
停
止
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
，
保
安
規
定
第
４
０
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
２
）

 

で
要
求
さ
れ
る
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
系
列
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速

や
か
に
”
起
動
し
確
認
す
る
。
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
お
よ
び
低
圧
注
水

系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
。）

は
，
原
子
炉
低
圧
時
に
十
分
な
注
水
量
を
確
保
で
き
，

か
つ
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
対
し
て
独
立
性
を
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
採
用
し

た
。

 

ま
た
，
原
子
炉
停
止
中
に
お
け
る
崩
壊
熱
相
当
の
注
水
量
が
確
保
で
き
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備

の
常
設
注
水
設
備
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
り
注
水
が
で
き
る
こ
と
を
“
速

や
か
に
”
至
近
の
記
録
に
よ
り
確
認
す
る
。
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1.4－107 

第
1
.4
－
1
5
図
 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
（
淡
水
／
海
水
）

 
概
要
図

(
１
／
２

)

（
交
流
電
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
）

 

6
5
-
4
-
1
,6

5
-
5
-
4
,6

5
-
6
-
1
,

6
5
-
7
-
1
と
の

共
用

ラ
イ

ン

6
5
-
4
-
1
,

6
5
-
6
-
1
,

6
5
-
7
-
1
と
の

共
用

ラ
イ

ン
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添 5.1.1-1 

添付資料 5.1.1 

運転停止中の崩壊熱除去機能喪失及び全交流動力電源喪失における 

燃料棒有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される目安の水位到達までの時間余裕と 

必要な注水量の計算方法について 

運転停止中の崩壊熱除去機能喪失及び全交流動力電源喪失により，燃料棒有効長頂部又

は放射線の遮蔽が維持される目安の水位到達までの時間余裕と必要な注水量について，以

下の式を用いて計算を行った。なお，事象を厳しく評価するため，発生する崩壊熱はすべ

て原子炉水温の上昇及び蒸発に寄与するものとし，原子炉圧力容器や水面からの放熱は考

慮しない。 

なお，5.1.2及び5.2.2の「燃料損傷防止対策の有効性評価」において，「１.原子炉圧力

上昇による原子炉冷却材蒸発の抑制効果を考慮しない計算」を用いて評価を行っており，

添付資料5.1.7及び添付資料5.2.2の「評価条件の不確かさの影響評価について」の一部に

おいては，未開放状態の被ばく影響をより現実に近い想定として評価するため，「２．原子

炉圧力上昇による原子炉冷却材蒸発の抑制効果を考慮した計算」を用いた。 

１．原子炉圧力上昇による原子炉冷却材蒸発の抑制効果を考慮しない計算 

原子炉未開放状態において，原子炉圧力上昇に伴う原子炉冷却材の比エンタルピの上昇

により，大気圧下と比べて原子炉冷却材の蒸発量は抑制されるが，ここでは原子炉圧力容

器の状態によらず，保守的かつ簡易的な評価として大気圧下の原子炉冷却材の蒸発量を求

めた。 

(1) 100℃に至るまでの時間

100℃に至るまでの時間は，運転停止中の崩壊熱除去機能喪失時，全交流動力電源喪失

時ともに約 0.95時間である。計算は次の式で行った。 

t1 ＝ ( h100 － h52 ) × Vc × ρ52 ／ ( Q × 3600 ) 

t1  ：100℃に至るまでの時間[h] 

h100  ：100℃の飽和水の比エンタルピ[kJ/kg]＝419.10 

h52 ：52℃の飽和水の比エンタルピ[kJ/kg]＝217.70 

Vc  ：保有水の体積[m3] ＝  

ρ52 ：52℃の水密度[kg/m3] ＝ 987 

Q  ：崩壊熱[kW] ＝ 1.40×104 

(2) 燃料棒有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される水位に至るまでの時間

燃料棒有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される水位に至るまでの時間は，運転停止中

の崩壊熱除去機能喪失時，全交流動力電源喪失時で，それぞれ約 6.1 時間と約 4.3時間で

ある。計算は次の式で行った。 

t = t1 + t2 

t2 ＝ ( hs － h100 ) × Vu × ρ52 ／ ( Q × 3600 ) 

同等な機能を有することの説明
関連箇所を下線にて示す
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添 5.1.1-2 

t  ：燃料棒有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される水位に至るまでの時間[h] 

t2  ：100℃到達から燃料棒有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される水位に至るま

での時間[h] 

h100  ：100℃の飽和水の比エンタルピ[kJ/kg]＝419.10 

hs  ：飽和蒸気の比エンタルピ[kJ/kg] ＝ 2675.57 

Vu  ：保有水の体積[m3] 

（燃料棒有効長頂部までの保有水の体積）＝  

（放射線の遮蔽が維持される水位までの保有水の体積）＝  

ρ52  ：52℃の水密度[kg/m3] ＝ 987 

Q  ：崩壊熱[kW] ＝ 1.40×104 

  また，注水前の蒸発量は，運転停止中の崩壊熱除去機能喪失時，全交流動力電源喪失時

ともに約 23[m3/h]である。計算は次の式で行った。 

（注水前の蒸発量） ＝ ( Q × 3600 ) ／ (( hs － h100 ) × ρ100) 

ρ100  ：100℃の水密度[kg/m3] ＝ 958 

(3) 必要な注水量

崩壊熱によって喪失する原子炉冷却材を補うために必要な注水量は，運転停止中の崩壊

熱除去機能喪失時，全交流動力電源喪失時ともに約 21[m3/h]である。計算は次の式で行っ

た。 

f ＝ ( Q × 3600 ) ／ (( hs － hf ) × ρf) 

f  ：必要な注水量[m3/h] 

ρf  ：注水（飽和水，水温 35℃）の密度[kg/m3] ＝ 994 

hs  ：飽和蒸気の比エンタルピ[kJ/kg] ＝ 2675.57 

hf  ：注水（飽和水，水温 35℃）の比エンタルピ[kJ/kg] ＝ 146.64 

Q  ：崩壊熱[kW] ＝ 1.40×104 

(4) 注水中の蒸発量

注水中の蒸発量は，運転停止中の崩壊熱除去機能喪失時，運転停止中の全交流動力電源

喪失時ともに 0[m3/h]である。注入された水を 100℃に上昇させる熱を崩壊熱から差し引

いた熱が蒸発に使われることから，計算は次の式で行った。 

Q × 3600 ＝ F × ρf × ( h100 － hf ) ＋ S × ρf × ( hs － h100 ) 

S ＝ ( Q × 3600 － F × ρf × ( h100 － hf )) ／ ( ρf × ( hs － h100 )) 

F  ：注水量[m3/h] 

（崩壊熱除去機能喪失時）＝ 1,136（残留熱除去系定格流量） 

（全交流動力電源喪失時）＝ 200（低圧原子炉代替注水系（常設）の設計値と 

して設定） 

S  ：注水中の蒸発量[m3/h] （ただし，S≧0） 
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添 5.1.1-3 

ρf ：注水（飽和水，水温 35℃）の密度[kg/m3] ＝ 994 

hs  ：飽和蒸気の比エンタルピ[kJ/kg] ＝ 2675.57 

h100 ：100℃の飽和水の比エンタルピ[kJ/kg] ＝ 419.10 

hf  ：注水（飽和水，水温 35℃）の比エンタルピ[kJ/kg] ＝ 146.64 

Q  ：崩壊熱[kW] ＝ 1.40×104 

２．原子炉圧力上昇による原子炉冷却材蒸発の抑制効果を考慮した計算 

（原子炉圧力容器が閉鎖状態での評価） 

(1) 逃がし安全弁（ＳＲＶ）の逃がし弁機能が作動する最低圧力に到達する時間等

5.1.2及び 5.2.2の「燃料損傷防止対策の有効性評価」においては原子炉圧力容器未開

放状態であるが，原子炉の大気圧状態が維持される想定にて計算を実施している。ただし，

実操作において崩壊熱除去機能が喪失した際の逃がし安全弁(ＳＲＶ)による減圧操作は

原子炉の注水機能が確保された後となるため，原子炉圧力上昇による原子炉冷却材蒸発の

抑制効果に期待でき，原子炉冷却材の蒸発量は小さくなる。 

  閉鎖状態における原子炉の圧力上昇と水位の関係は下の式で計算できる。ここで逃がし

安全弁(ＳＲＶ)の逃がし弁機能が作動する最低圧力（7.58MPa[gage]）に到達する時間等

を求めた。 

Ms ／ ρs ＋ M1 ／ ρ1 ＝ Vall 

Ms ＋ M1 ＝ Mall

Δ（hs × Vs × ρs ＋ h1 × V1 × ρ1）＝ QΔt 

※初期状態の各変数は[0]，ＳＲＶ作動圧力到達時の各変数は[1]で表す

Ms ，M1 ：気相部の蒸発量，液相部の水量[kg] 

初期（大気圧，原子炉水温 52℃）： 

Ms0 ＝ 約  kg（飽和蒸気圧）， M10 ＝ 約 kg 

Mall ：原子炉圧力容器内の蒸気及び原子炉冷却材の総量[kg] ＝約 kg 

ρs ，ρ1 ：飽和蒸気の密度，水の密度[kg/m3] 

初期（大気圧，原子炉水温 52℃）： 

ρs0 ＝ 0.0912 kg/m3，ρ10 ＝ 987 kg/m3 

ＳＲＶ作動圧力到達時（7.58MPa[gage]，原子炉水温 292℃）： 

ρs1 ＝ 40.4 kg/m3，ρ11 ＝ 728 kg/m3 

Vs ，V1  ：気相部の体積，液相部の体積[m3] 

初期（大気圧，原子炉水温 52℃）： 

Vs0 ＝ 約  m3，V10 ＝ 約  m3

Vall ：原子炉圧力容器内の体積[m3] ＝ 約  m3

hs ，h1  ：飽和蒸気，水のエンタルピ[kJ/kg] 

初期（大気圧，原子炉水温 52℃）： 

 hs0 ＝ 2594.84 kJ/kg，h10 ＝ 217.70 kJ/kg 

ＳＲＶ作動圧力到達時（7.58MPa[gage]，原子炉水温 292℃）： 

 hs1 ＝ 2763.55 kJ/kg，h11 ＝ 1300.63 kJ/kg 
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添 5.1.1-4 

  Q ：崩壊熱量[kJ/s] ＝ 1.40×104 kJ/s（原子炉停止１日後） 

  Δt ：事象発生後の時間[s] 

上記式より 

ＳＲＶ作動圧力到達時（7.58MPa[gage]，原子炉水温 292℃）の液相部の水量[kg] 

M11 ＝ 約 2.364×105 kg 

ＳＲＶ作動圧力到達時（7.58MPa[gage]，原子炉水温 292℃）の液相部の体積[m3] 

V11 ＝ 約  m3

事象発生後の時間[s] 

Δt ＝ 約 1.9×104[s] → ５時間以上 

となり，事象発生約５時間後までに約 2.5tの原子炉冷却材が蒸発する。ただし，熱膨張に

より原子炉冷却材の体積は約 82.8m3増加し，原子炉水位は燃料棒有効長頂部より約 8.69m

上（通常運転水位より約 3.59m高い位置）となる。ＳＲＶ作動圧力到達時（7.58MPa[gage]）

においては遮蔽評価に用いている 100℃の時の水の密度と比べて水の密度が約 0.76倍と減

少しているため，同等の遮蔽厚さに換算した場合，燃料棒有効長頂部より約 6.61m上（通

常運転水位より約 1.51m 高い位置）となり，事象発生前と同様原子炉冷却材による放射線

の遮蔽は維持される。 

 以上より，原子炉圧力容器が閉鎖状態において崩壊熱除去機能が喪失した場合も，逃が

し安全弁の作動等により原子炉内の保有水量が減少するまでの間（５時間以上），原子炉冷

却材による放射線の遮蔽は維持される。 

 なお，原子炉停止 12 時間後を想定した際，上記の原子炉停止１日後と同様の評価式を用

いて算出すると，ＳＲＶ作動圧力到達時（7.58MPa[gage]）までの時間は４時間以上となる。 
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管
エ

リ
ア

の
可

搬
型

設
備

を
使

用
し

た
場

合
は

，
2
5
分

以
内

で
可

能
で

あ
る

。

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
，

送
水

ヘ
ッ

ダ
運

搬
・

接
続

等

【
取

水
箇

所
周

辺
作

業
】

大
量

送
水

車
配

置
，

ホ
ー

ス
運

搬
・

敷
設

，
注

水
操

作
等

要
員

(
数

)

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（

淡
水

／
海

水
）

【
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

接
続

口
（

南
）

又
は

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
接

続
口

（
西

）
を

使
用

す
る

場
合

】

緊
急

時
対

策
要

員
６

【
取

水
箇

所
周

辺
作

業
】

大
量

送
水

車
配

置
，

ホ
ー

ス
運

搬
・

敷
設

，
注

水
操

作
等

1
0
0

1
1
0

1
2
0

1
5
0

2
0
0

2
1
0

1
7
0

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

経
過

時
間

（
分

）

緊
急

時
対

策
要

員
６

2
1
0

1
9
0

1
1
0

1
2
0

1
3
0

6
0

7
0

1
4
0

1
5
0

1
6
0

9
0

1
0
0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

8
0

備
考

2
0
0

1
7
0

1
8
0

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
，

送
水

ヘ
ッ

ダ
運

搬
・

接
続

等

備
考

1
6
0

要
員

(
数

)

1
3
0

1
4
0

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

経
過

時
間

（
分

）

1
8
0

1
9
0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（

淡
水

／
海

水
）

【
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

接
続

口
（

建
物

内
）

を
使

用
す

る
場

合
】

緊
急

時
対

策
要

員
６

緊
急

時
対

策
要

員
６

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
２

時
間

1
0
分

【
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

接
続

口
（

南
）

又
は

低
圧

原
子

炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

接
続

口
（

西
）

を
使

用
す

る
場

合
】

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
３

時
間

1
0
分

【
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
建
物
内
）
を
使
用
す
る
場
合

】

添付-3-(3) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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(2) 操作時間余裕の把握

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点から，評価項目

となるパラメータに対して，対策の有効性が確認できる範囲内での操作

時間余裕を確認し，その結果を以下に示す。 

操作条件の常設代替交流電源設備からの受電及び低圧原子炉代替注水

系（常設）による原子炉注水操作は，通常運転水位から放射線の遮蔽が

維持される最低水位に到達するまでの時間は事象発生から約 4.3 時間，

原子炉水位が燃料棒有効長頂部まで低下する時間は事象発生から約 6.1

時間であり，事故を認知して注水を開始するまでの時間が事象発生から

２時間後であるため，準備時間が確保できることから，時間余裕がある。 

操作条件の原子炉補機代替冷却系を介した残留熱除去系（原子炉停止

時冷却モード）による原子炉除熱操作は，事象発生から 10 時間後の操作

であるため，準備時間が確保できることから，時間余裕がある。仮に，

操作が遅れる場合は，低圧原子炉代替注水系（常設）による原子炉への

注水を継続する。 

(3) まとめ

評価条件の不確かさの影響評価の範囲として，運転員等操作時間に与

える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び操作時間余裕を

確認した。その結果，評価条件の不確かさが運転員等操作時間に与える

影響等を考慮した場合においても，評価項目となるパラメータに与える

影響は小さい。 

このほか，評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確認

できる範囲内において，操作時間には時間余裕がある。 

3.4.2.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失」において，重大事故

等対策時に必要な要員は，「3.4.2.1(3) 燃料損傷防止対策」に示すとお

同等な機能を有することの説明
関連箇所を下線にて示す

添付-3-(4) 設置変更許可申請書 添付十
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096558
長方形
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線
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線



  

 

保安規定第６５条 

表６５－５「最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備」 

「原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備」 

「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備」 

「水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための設備」 

６５－５－１「格納容器フィルタベント系」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 表
６
５
－
５
 
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備
 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

 ６
５
－
５
－
１
 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
 ①

 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系

 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２

 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

設
 
 
備
 ⑤

 
所
要
数
 ⑥

 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
 

４
個
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
銀
ゼ
オ
ラ
イ
ト
容
器
 

１
個
 

圧
力
開
放
板
 

１
個
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
 

※
３
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
水
素
濃
度
 

※
３
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
 

※
４
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６
 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
７
 

※
１
：
必
要
な
弁
（
遠
隔
手
動
弁
操
作
機
構
含
む
。）

お
よ
び
配
管
を
含
む
。
 

※
２
：
原
子
炉
の
起
動
時
に
格
納
容
器
内
点
検
を
実
施
す
る
場
合
は
，
格
納
容
器
内
点
検
後
の
原
子
炉
の
状
態

が
起
動
に
な
る
ま
で
の
期
間
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

※
３
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
３
－
１
 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
）
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
４
：
第
６
５
条
（
６
５
－
５
－
２
 
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
５
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め

る
。
 

※
６
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

※
７
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
５
 
代
替
所
内
電
気
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

    

 ①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
八
条
（
１
．
５
）

 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
条
（
１
．
７
）

 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
二
条
（
１
．
９
）

 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
三
条
（
１
．
１
０
）
が
該
当
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

な
お
，
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
三
条
（
１
．
１
０
）
の
要
求
に
対
し

て
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
す
る
系
統
・
機
器
は
，
設
置
許
可
基
準
規
則
第
五
十
条
等
の
規
定
に
よ
り

設
置
す
る
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
を
用
い
て
，
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
棟
へ
の
水
素
ガ

ス
の
漏
え
い
を
抑
制
し
，
原
子
炉
建
物
内
の
水
素
濃
度
の
上
昇
を
緩
和
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
，
設
置
許
可
基
準
規
則
第
五
十
条
と
同
一
の
系
統
・
機
器
を
対
象
と
す
る
。

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
格
納
容

器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る

基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
等
）

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
八
条
（
１
．
５
）

 

「
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
が
有
す
る
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心

の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸

送
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
条
（
１
．
７
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
原
子
炉
格
納

容
器
内
の
圧
力
を
大
気
中
に
逃
が
す
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
二
条
（
１
．
９
）

 

「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
，
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
三
条
（
１
．
１
０
）

 

 
「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心

の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
棟
へ
の
水
素
ガ
ス
の

漏
え
い
を
抑
制
し
，
原
子
炉
棟
内
の
水
素
濃
度
の
上
昇
を
緩
和
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら

水
素
ガ
ス
を
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
る
（
手
順
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
は
エ
ア
ロ
ッ
ク
等
の
機
器
搬
出
入
口
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
状
態
で
の
使

用
と
な
る
た
め
，
格
納
容
器
内
点
検
を
考
慮
し
，
点
検
後
の
原
子
炉
の
状
態
が
起
動
に
な
る
ま
で
の
期
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定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

               （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
銀
ゼ
オ
ラ
イ
ト
容
器
の
性
能
を
確
認
す
る
。
 
定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

2.
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
の
性
能
を
確
認
す
る
。
 
定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

3.
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
の
ス
ク
ラ
ビ
ン
グ
水

の
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
濃
度
が
約

 
wt
％
以
上
で
あ
る

こ
と
お
よ
び
ｐ
Ｈ
が

13
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
後
の

原
子
炉
起
動
前
に

１
回
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

4.
必
要
な
電
動
駆
動
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開

閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

当
直
長
 

5.
遠
隔
手
動
弁
操
作
機
構
を
用
い
た
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て

作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
第
一
発
電
）
 

6.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
ま
た
，
系
統
が
窒
素
置
換
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
系

統
圧
力
が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

7.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
の
ス
ク
ラ
ビ
ン
グ
水

位
が

17
00
mm

以
上
お
よ
び

19
00
mm

以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

 

間
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

④
 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
は
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
，
原

子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
水
素
爆
発
を
防
止
す
る
た
め
，
ま
た
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
棟
へ

の
水
素
ガ
ス
の
漏
え
い
を
抑
制
し
，
原
子
炉
棟
内
の
水
素
濃
度
の
上
昇
を
緩
和
す
る
た
め
に
必
要
な
設

備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適

用
す
る
必
要
が
あ
る
。
原
子
炉
格
納
容
器
に
つ
い
て
は
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
の
期
間
に
お
い

て
，
点
検
等
を
実
施
す
る
た
め
に
ハ
ッ
チ
等
が
開
放
さ
れ
た
状
態
と
な
る
。
そ
の
た
め
，
格
納
容
器
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
運
転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停

止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
等
）

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
は
４
個
，
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
銀
ゼ
オ
ラ
イ
ト
容
器
は
１
個
，

圧
力
開
放
板
は
１
個
設
置
さ
れ
て
お
り
，
こ
れ
ら
の
数
を
所
要
数
と
す
る
。（

添
付
－
２
）

 

 ⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
等
）
 

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1，
2，

3
が
該
当
。
 

項
目

3
で
は
，
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
濃
度
が
約

 
wt
％
以
上
で
あ
る
こ
と
及
び
ｐ
Ｈ
が

13

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
（
添
付
－
２
）。

な
お
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
の
期
間
中
に

ス
ク
ラ
バ
水
の
補
給
を
し
た
場
合
は
，
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
濃
度
及
び
ｐ
Ｈ
が
規
定
値
以
上
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 定
検
時
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
な
お
，
項
目

3
に
つ
い
て
は
，
定

検
時
停
止
後
の
原
子
炉
起
動
前
に
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

4，
5，

6，
7
が
該
当
。
 

項
目

4，
5
に
つ
い
て
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
排
出
経
路
に
設
置
さ
れ
た
隔
離
弁
は
，

原
子
炉
運
転
中
は
格
納
容
器
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
維
持
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
た
め
，
定
事
検
停
止

時
に
開
閉
試
験
を
実
施
す
る
。
 

中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
操
作
で
必
要
な
弁
を
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
，
遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備
に
よ
り
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 項
目

6，
7
に
つ
い
て
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，

１
箇
月
に
１
回
，
動
作
確
認
を
実
施
す
る
。
な
お
，
項
目

7
で
確
認
す
る
フ
ィ
ル
タ
装
置
ス
ク
ラ

バ
水
位
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
基
づ
き
，
設
定
す
る
。（

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置

 
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
格
納
容

器
フ
ィ

ル
タ

ベ

ン
ト

系
が

動
作

不
能

の

場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
残
留
熱
除
去
系
３
系
列
を
起
動
し
，

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
８
と
と
も

に
，
そ
の
他
の
設
備

※
９
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
１
系
列
を

起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と

と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
1
0
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.当

直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

    ３
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る

措
置

を
完

了
時

間
内

に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

※
８
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
９
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）
，
原
子
炉

補
機
冷
却
水
系
２
系
列
お
よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系
２
系
列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
10
：
残
り
の
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
１
系
列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

 

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
は
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
列
数
が
１
Ｎ
未
満
と

な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

A1
.
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書

（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”

で
あ
り
，
炉
心
損
傷
防
止
お
よ
び
格
納
容
器
破
損
防
止
の
観
点
か
ら
最
も
有
効
と
思
わ
れ
る
低
圧
注

水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

含

む
。）
，
格
納
容
器
冷
却
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
を
除
く
。）
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
お
よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系
含
む
。）
，
残
留
熱
除
去
系
（
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。
）
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
お
よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系
含
む
。
）
が

該
当
す
る
。
な
お
，
原
子
炉
水
位
の
回
復
に
は
低
圧
注
水
系
が
３
系
列
以
上
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
，

起
動
す
る
残
留
熱
除
去
系
に
つ
い
て
は
３
系
列
と
す
る
。
 

 

A2
.
当
該
設
備
に
期
待
す
る
機
能
で
あ
る
「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
」

の
観
点
で
最
も
実
効
的
な
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
を
確
認
対
象
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
と
し
，
具

体
的
に
は
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
 

 

A3
.
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可

能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 

B1
．
，
B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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1.5－120 

第
1.
5
－
1
1図

 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

 
概
要
図

(１
／
２

)
 

添付-1-(1)　設置変更許可申請書　添付十追補１
6
5
-
5
-
1
の
範
囲

赤
線
・
赤
枠
に
て
示
す

6
5
-
1
3
-
1
に
て
整
理

466

299078
長方形

299078
長方形
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線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
多角形

299078
多角形

299078
多角形

299078
多角形

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
多角形

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
折れ線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
線

299078
長方形

299078
長方形



1.5－121 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑦
 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
排
気
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
排
出
弁
 

⑧
※

１
Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁
 

⑧
※

２
Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁
後
弁
 

⑧
※

３
Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁
 

⑧
※

４
Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁
後
弁
 

⑧
※

５
Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁
 

⑧
※

６
Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁
後
弁
 

⑧
※

７
Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
入
口
弁
（
第
３
弁
）
 

⑧
※

８
⑲

※
１

Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁
（
第
２
弁
）
 

⑧
※

９
⑲

※
２

Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁
バ
イ
パ
ス
弁
（
第
２
弁
バ
イ
パ
ス
弁
）
 

⑬
ａ

 
⑰

※
１

Ｎ
Ｇ
Ｃ
 
Ｎ
２
ト
ー
ラ
ス
出
口
隔
離
弁
（
第
１
弁
（
Ｗ
／
Ｗ
側
）
）
 

⑬
ｂ

 
⑰

※
２

Ｎ
Ｇ
Ｃ
 
Ｎ
２
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
出
口
隔
離
弁
（
第
１
弁
（
Ｄ
／
Ｗ
側
）
）
 

第
1
.
5
－
1
1
図
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

概
要
図
(
２
／
２
)
 

記
載

例
 

○
 

：
操

作
手

順
番

号
を

示
す

。
 

○
a
～

：
同

一
操

作
手

順
番

号
内

で
選

択
し

て
実

施
す

る
操

作
が

あ
る

場
合
の
操

作
手
順
の

優
先
番

号
を
示
す

。
 

○
※

１
～

 
 ：

同
一

操
作

手
順

番
号

内
に

複
数

の
操

作
又

は
確

認
を

実
施

す
る

対
象
弁

が
あ
る
場

合
，
そ

の
実
施
順

を
示
す

。
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第
1
.5
－

2
9
図
 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
（
現
場
操
作
）

 
概
要
図

(
１
／
２

)
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操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑤
※

１
Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁
 

⑤
※

２
Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁
後
弁
 

⑤
※

３
Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁
 

⑤
※

４
Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁
後
弁
 

⑤
※

５
Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁
 

⑤
※

６
Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁
後
弁
 

⑤
※

７
Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
入
口
弁
（
第
３
弁
）
 

⑥
 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
排
気
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
排
出
弁
 

⑦
※

１
⑲

※
１

Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁
（
第
２
弁
）
 

⑦
※

２
⑲

※
２

Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁
バ
イ
パ
ス
弁
（
第
２
弁
バ
イ
パ
ス
弁
）
 

⑬
ａ
⑰

※
１

Ｎ
Ｇ
Ｃ
 
Ｎ
２
ト
ー
ラ
ス
出
口
隔
離
弁
（
第
１
弁
（
Ｗ
／
Ｗ
側
）
）
 

⑬
ｂ
⑰

※
２

Ｎ
Ｇ
Ｃ
 
Ｎ
２
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
出
口
隔
離
弁
（
第
１
弁
（
Ｄ
／
Ｗ
側
）
）
 

第
1
.
5
－
2
9
図
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
（
現
場
操
作
）
 
概
要
図
(
２
／
２
)
 

記
載
例
 

○
 

：
操

作
手

順
番

号
を

示
す

。
 

○
a
～

：
同

一
操

作
手

順
番

号
内

で
選

択
し

て
実

施
す

る
操

作
が

あ
る

場
合

の
操

作
手
順
の

優
先
番

号
を
示
す

。
 

○
※

１
～

 
 ：

同
一

操
作

手
順

番
号

内
に

複
数

の
操

作
又

は
確

認
を

実
施

す
る

対
象

弁
が

あ
る
場

合
，
そ

の
実
施
順

を
示
す

。
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第
1.
7－

1
0
図
 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

 
概
要
図

(
１
／
２

)

記
載
例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
a～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る
場
合
の
操
作
手
順
の
優
先
番
号
を
示
す
。
 

○
※
１
～
 
 ：

同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
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1.7－90 

操
作
手
順

弁
名
称

⑦
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
排
気
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
排
出
弁

⑧
※
１

Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁
 

⑧
※
２

Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁
後
弁
 

⑧
※
３

Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁
 

⑧
※
４

Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁
後
弁
 

⑧
※
５

Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁
 

⑧
※
６

Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁
後
弁
 

⑧
※
７

Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
入
口
弁

（
第
３
弁
）

⑧
※
８
⑲

※
１

Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁
（
第
２
弁
）

⑧
※
９
⑲

※
２

Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁
バ
イ
パ
ス
弁

（
第
２
弁
バ
イ
パ
ス
弁
）

⑬
ａ
 
⑰

※
１

Ｎ
Ｇ
Ｃ
 
Ｎ
２
ト
ー
ラ
ス
出
口
隔
離
弁

（
第
１
弁
（
Ｗ
／
Ｗ
）
）

⑬
ｂ
 
⑰

※
２

Ｎ
Ｇ
Ｃ
 
Ｎ
２
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
出
口
隔
離
弁

（
第
１
弁
（
Ｄ
／
Ｗ
）
）

 

第
1.
7
－
1
0
図

 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

概
要
図
(
２
／
２
)
 

記
載
例

 
○

 
：

操
作

手
順

番
号

を
示

す
。

 

○
a
～

：
同

一
操

作
手

順
番

号
内

で
選

択
し

て
実

施
す

る
操

作
が

あ
る

場
合

の
操

作
手
順
の

優
先
番

号
を
示
す

。
 

○
※

１
～

 
 ：

同
一

操
作

手
順

番
号

内
に

複
数

の
操

作
又

は
確

認
を

実
施

す
る

対
象
弁

が
あ
る
場

合
，
そ

の
実
施
順

を
示
す

。
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第
1
.7
－

2
7
図
 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
（
現
場
操
作
）

 
概
要
図

(１
／
２

)
 

記
載
例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
a～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る
場
合
の
操
作
手
順
の
優
先
番
号
を
示
す
。
 

○
※
１
～
 
 ：

同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
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操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑤
※
１

Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁
 

⑤
※
２

Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁
後
弁
 

⑤
※
３

Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁
 

⑤
※
４

Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁
後
弁
 

⑤
※
５

Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁
 

⑤
※
６

Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁
後
弁
 

⑤
※
７

Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
入
口
弁
 

（
第
３
弁
）
 

⑥
 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
排
気
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
排
出
弁
 

⑦
※
１
⑲

※
１

Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁
（
第
２
弁
）
 

⑦
※
２
⑲

※
２

Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁
バ
イ
パ
ス
弁
 

（
第
２
弁
バ
イ
パ
ス
弁
）
 

⑬
ａ
⑰

※
１

Ｎ
Ｇ
Ｃ
 
Ｎ
２
ト
ー
ラ
ス
出
口
隔
離
弁
 

（
第
１
弁
（
Ｗ
／
Ｗ
）
）
 

⑬
ｂ
⑰

※
２

Ｎ
Ｇ
Ｃ
 
Ｎ
２
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
出
口
隔
離
弁
 

（
第
１
弁
（
Ｄ
／
Ｗ
）
）
 

 

第
1
.
7
－
2
7
図
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
（
現
場
操
作
）
 
概
要
図
(
２
／
２
)
 
 

記
載

例
 

○
 

：
操

作
手

順
番

号
を

示
す

。
 

○
a
～

：
同

一
操

作
手

順
番

号
内

で
選

択
し

て
実

施
す

る
操

作
が

あ
る

場
合
の
操

作
手
順
の

優
先
番

号
を
示
す

。
 

○
※

１
～

 
 ：

同
一

操
作

手
順

番
号

内
に

複
数

の
操

作
又

は
確

認
を

実
施

す
る

対
象
弁

が
あ
る
場

合
，
そ

の
実
施
順

を
示
す

。
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第
1
.9
－

7
図

 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
ガ
ス
及
び
酸
素
ガ
ス
の
排
出

 
概
要
図

(１
／
２

)
 

記
載
例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
a～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る
場
合
の
操
作
手
順
を
示
す
。
 

○
※
１
～
 
 ：

同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
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個設置し，格納容器フィルタベント系使用時に確実に隔離することで，他

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

9.3.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

残留熱代替除去系の残留熱代替除去ポンプは，想定される重大事故等時

において，原子炉格納容器の過圧による破損を防止するために必要な原子

炉圧力容器への注水流量及び原子炉格納容器へのスプレイ流量を有する設

計とする。 

残留熱代替除去系の残留熱除去系熱交換器は，設計基準事故対処設備の

残留熱除去系と兼用しており，設計基準事故対処設備としての伝熱容量が，

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防止

するために必要な伝熱容量に対して十分であるため，設計基準事故対処設

備と同仕様で設計する。 

残留熱代替除去系で使用する原子炉補機代替冷却系は，炉心の著しい損

傷が発生した場合において，原子炉補機代替冷却系での圧力損失を考慮し

ても原子炉格納容器の破損を防止するために必要な伝熱容量を有する設計

とする。 

原子炉補機代替冷却系の移動式代替熱交換設備及び大型送水ポンプ車は，

炉心の著しい損傷が発生した場合において，残留熱除去系熱交換器で発生

した熱を除去するために屋外の接続口を使用する場合は，必要な伝熱容量

及びポンプ流量を有する移動式代替熱交換設備１セット１台と大型送水ポ

ンプ車１セット１台を使用する。また，屋内の接続口を使用する場合は，

大型送水ポンプ車１セット１台を使用する。移動式代替熱交換設備の保有

数は，２セット２台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバ

ックアップ用として１台の合計３台を保管する。大型送水ポンプ車の保有

数は，２セット２台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバ

ックアップ用として１台の合計３台を保管する。 

また，原子炉補機代替冷却系の移動式代替熱交換設備及び大型送水ポン

添付-2-(1)　設置変更許可申請書 添付八所要数・必要容量
関連個所を下線にて示す
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プ車は，想定される重大事故等時において，残留熱代替除去系による原子

炉格納容器内の減圧及び除熱と燃料プール冷却系による燃料プールの除熱

に使用するため，各系統の必要な流量を確保できる容量を有する設計とす

る。 

格納容器フィルタベント系の第１ベントフィルタスクラバ容器及び第１

ベントフィルタ銀ゼオライト容器は，想定される重大事故等時において，

原子炉格納容器内を減圧させるため，原子炉格納容器内で発生する蒸気量

に対して，格納容器フィルタベント系での圧力損失を考慮しても十分な排

出流量を有する設計とする。第１ベントフィルタスクラバ容器は４個を並

列に設置し，第１ベントフィルタスクラバ容器１個当たりの排出流量を同

等とする設計とする。 

第１ベントフィルタスクラバ容器は，想定される重大事故等時において，

粒子状放射性物質に対する除去効率が 99.9%以上確保できる設計とする。

また，スクラビング水の待機時の薬物添加濃度は，想定される重大事故等

時のスクラビング水のｐＨ値の低下を考慮しても，無機よう素に対する除

去効率が 99%以上確保できるｐＨ値を維持できる設計とする。第１ベント

フィルタスクラバ容器の金属フィルタは，想定される重大事故等時におい

て，金属フィルタに流入するエアロゾル量に対して十分な容量を有する設

計とする。 

第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器の銀ゼオライト吸着層は，想定さ

れる排気ガスの流量に対して，有機よう素に対する除去効率が 98%以上と

なるために必要な排気ガス滞留時間を確保できる吸着層の厚さを有する設

計とする。 

圧力開放板は，格納容器フィルタベント系の使用の妨げにならないよう，

原子炉格納容器からの排気圧力と比較して十分に低い圧力で破裂する設計

とする。 

9.3.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

添付-2-(1)　設置変更許可申請書 添付八
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第5.10－1表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要機器仕様 

(1) 格納容器フィルタベント系

ａ．第１ベントフィルタスクラバ容器 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に記

載する。 

ｂ．第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に記

載する。 

ｃ．圧力開放板 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に記

載する。 

ｄ．遠隔手動弁操作機構 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に記

載する。 

(2) 原子炉補機代替冷却系

ａ．移動式代替熱交換設備 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備

・使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備

台  数 ２（予備１） 

熱交換器 

組  数        １ 

伝熱容量 約23MW 

（海水温度30℃において） 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプ 

台  数        ２ 

添付-2-(2)　設置変更許可申請書 添付八設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す
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容  量 約300m3/h/台 

全 揚 程 約75m 

ｂ．大型送水ポンプ車 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備

・使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備

台  数 ２（予備１） 

容  量 約1,800m3/h/台 

吐出圧力 1.2MPa[gage] 

添付-2-(2)　設置変更許可申請書 添付八
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第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様 

(1) 残留熱代替除去系

ａ．残留熱代替除去ポンプ 

台数 ：１(予備１) 

容量 ：約150m3/h/台 

全揚程 ：約70m 

ｂ．残留熱除去系熱交換器 

兼用する設備は以下のとおり。 

・残留熱除去系

基数 ：１ 

伝熱容量   ：約9.1MW 

ｃ．移動式代替熱交換設備 

第3.5－1表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要仕様に記載する。 

ｄ．大型送水ポンプ車 

第3.5－1表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要仕様に記載する。 

(2) 格納容器フィルタベント系

ａ．第１ベントフィルタスクラバ容器 

兼用する設備は以下のとおり。 

・最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備

個  数 ４ 

系統設計流量  約9.8kg/s 

放射性物質除去効率     99.9％以上（粒子状放射性物質に対して） 

99％以上（無機よう素に対して） 

添付-2-(2)　設置変更許可申請書 添付八
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材  料 

スクラビング水 水酸化ナトリウム水溶液（ｐＨ13以上） 

金属フィルタ ステンレス鋼

ｂ．第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器 

兼用する設備は以下のとおり。 

・最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備

個  数 １ 

系統設計流量 約9.8kg/s 

放射性物質除去効率 98％以上（有機よう素に対して） 

材  料 銀ゼオライト 

ｃ．圧力開放板 

兼用する設備は以下のとおり。 

・最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備

個  数     １

設定破裂圧力 約80kPa[gage]

ｄ．遠隔手動弁操作機構 

兼用する設備は以下のとおり。 

・最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備

個  数     ５

添付-2-(2)　設置変更許可申請書 添付八
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第9.5－1表 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備の 

主要機器仕様 

(1) 窒素ガス代替注入系

ａ．可搬式窒素供給装置 

台  数  １（予備１） 

容  量 約100m3/h[normal] /台 

(2) 格納容器フィルタベント系

ａ．第１ベントフィルタスクラバ容器 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に

記載する。 

ｂ．第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に

記載する。 

ｃ．圧力開放板 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に

記載する。 

ｄ．第１ベントフィルタ出口水素濃度 

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。 

ｅ．第１ベントフィルタ出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。 

(3) 水素濃度監視設備及び酸素濃度監視設備

ａ．格納容器水素濃度（ＳＡ） 

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。 

ｂ．格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。 

ｃ．格納容器水素濃度（Ｂ系） 

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。 

ｄ．格納容器酸素濃度（Ｂ系） 

添付-2-(2)　設置変更許可申請書 添付八
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第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。 

添付-2-(2)　設置変更許可申請書 添付八
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名 称 
第１ベントフィルタ 

スクラバ容器 銀ゼオライト容器 

容 量 m3/個 以上（ ） ― 

効 率 ％ 

99.9 以上(粒子状放射性物

質に対して) 

99 以上(無機よう素に対し

て) 

98 以上(有機よう素に対し

て) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 0.853 0.427 

最 高 使 用 温 度 ℃ 200 200 

個 数 － 4 1 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（格納容器フィルタベント系）と

して使用する第１ベントフィルタスクラバ容器及び第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器は，

以下の機能を有する。 

第１ベントフィルタスクラバ容器及び第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器は，設計基準事

故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合において炉心の著

しい損傷及び原子炉格納容器の破損（炉心の著しい損傷が発生する前に生ずるものに限る。）

を防止するため，最終ヒートシンクへ熱を輸送するために設置する。 

系統構成は，原子炉格納容器内雰囲気ガスを窒素ガス制御系等を経由して，第１ベントフィ

ルタスクラバ容器及び第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器へ導き，放射性物質を低減させた

後に原子炉建物屋上に設ける放出口から放出することで，排気中に含まれる放射性物質の環境

への放出量を抑制しつつ，原子炉格納容器内に蓄積した熱を最終的な熱の逃がし場である大気

へ輸送できる設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（格納容器フィルタベント系）

として使用する第１ベントフィルタスクラバ容器及び第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器

は，以下の機能を有する。 

添付-2-(3)　設計及び工事計画認可申請書設定根拠
関連箇所を下線にて示す
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【設 定 根 拠】（続き） 

第１ベントフィルタスクラバ容器及び第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器は，炉心の著し

い損傷が発生した場合において原子炉格納容器内における水素爆発による破損及び水素爆発

による原子炉建物等の損傷を防止するため，原子炉格納容器内に滞留する水素ガス及び酸素ガ

スを大気へ放出するために設置する。

系統構成は，原子炉格納容器内雰囲気ガスを窒素ガス制御系等を経由して，第１ベントフィ

ルタスクラバ容器及び第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器へ導き，放射性物質を低減させた

後に原子炉建物屋上に設ける放出口から放出することで，排気中に含まれる放射性物質の環境

への放出量を低減しつつ，ジルコニウム―水反応及び水の放射線分解等により発生する原子炉

格納容器内の水素ガス及び酸素ガスを大気に放出できる設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の圧力逃がし装置（格

納容器フィルタベント系）として使用する第１ベントフィルタスクラバ容器及び第１ベントフ

ィルタ銀ゼオライト容器は，以下の機能を有する。 

第１ベントフィルタスクラバ容器及び第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器は，炉心の著し

い損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の

圧力を大気中に逃がすために設置する。 

系統構成は，原子炉格納容器内雰囲気ガスを窒素ガス制御系等を経由して，第１ベントフィ

ルタスクラバ容器及び第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器へ導き，放射性物質を低減させた

後に原子炉建物屋上に設ける放出口から放出することで，排気中に含まれる放射性物質の環境

への放出量を低減しつつ，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下できる設計とする。 

1. 容量の設定根拠

第１ベントフィルタスクラバ容器を重大事故等時において使用する場合の容量は，スクラビ

ング水の保有水量を基に設定する。

スクラビング水の保有水量について，添付書類 Ⅵ-1-8-1「原子炉格納施設の設計条件に関す

る説明書」において所定の放射性物質の除去性能が得られるスクラビング水の基準水位をベン

チュリノズル上端から mとしているため，第 1ベントフィルタスクラバ容器の容量は基準

水位を保有水量へ換算した値を上回る容量として m3/個以上とする。 

公称値については， m3/個とする。 

第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器はフィルタであるため，容器としての記載項目である

容量は設定しない。 
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2. 効率の設定根拠

第 1ベントフィルタスクラバ容器の効率は，放射性物質による環境への汚染の視点も含め，

環境への影響をできるだけ小さくとどめるものとして定められている Cs-137 の放出量が

100TBq を下回ることができる性能を有するものとして，粒子状放射性物質に対して 99.9％以

上，ガス状放射性無機よう素に対して 99％以上の除去効率が得られる設計とする。 

第 1ベントフィルタ銀ゼオライト容器の効率は，環境への影響をできるだけ小さくとどめる

よう，ガス状放射性有機よう素に対して 98％以上の除去効率が得られる設計とする。 

3. 最高使用圧力の設定根拠

第 1ベントフィルタスクラバ容器を重大事故等時に使用する場合の圧力は，重大事故等時に

おける原子炉格納容器の使用圧力（内圧）に合わせ，0.853MPaとする。 

また，第 1ベントフィルタ銀ゼオライト容器を重大事故等時に使用する場合の圧力は，格納

容器フィルタベント系使用時の系統圧力損失を評価した結果（圧力勾配）から，第１ベントフ

ィルタ銀ゼオライト容器に発生しうる最大の圧力を上回る圧力とし，0.427MPaとする。 

格納容器フィルタベント系の圧力勾配図を図 4.8.1－1に示す。 

図 4.8.1－1 格納容器フィルタベント系圧力勾配図 
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4. 最高使用温度の設定根拠

第 1ベントフィルタスクラバ容器及び第 1ベントフィルタ銀ゼオライト容器を重大事故等時

に使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉格納容器の使用温度に合わせ，200℃と

する。 

5. 個数の設定根拠

第 1ベントフィルタスクラバ容器は，重大事故等対処設備として原子炉格納容器内雰囲気

ガスを放射性物質を低減させた後に，原子炉建物屋上に設ける放出口から放出するために必

要な個数である 25％容量のものを 4個設置する。また，第１ベントフィルタ銀ゼオライト容

器は，重大事故等対処設備として原子炉格納容器内雰囲気ガスを放射性物質を低減させた後

に，原子炉建物屋上に設ける放出口から放出するために必要な個数である 1個設置する。 
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保安規定第６５条 

表６５－５「最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備」 

「原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備」 

「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備」 

「水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための設備」 

６５－５－２「可搬式窒素供給装置」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

 

 

 

488



 
 

 

保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 ６
５
－
５
－
２
 
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
 ①

 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

設
 
 
備
 ⑤

 
所
要
数
 ⑥

 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
 

１
台
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。
 

                           

 ①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
条
（
１
．
７
）

 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
二
条
（
１
．
９
）

 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
三
条
（
１
．
１
０
）
が
該
当
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

な
お
，
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
三
条
（
１
．
１
０
）
の
要
求
に
対
し

て
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
す
る
系
統
・
機
器
は
，
設
置
許
可
基
準
規
則
第
五
十
条
等
の
規
定
に
よ
り

設
置
す
る
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
を
用
い
て
，
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
棟
へ
の
水
素
ガ

ス
の
漏
え
い
を
抑
制
し
，
原
子
炉
建
物
内
の
水
素
濃
度
の
上
昇
を
緩
和
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
，
設
置
許
可
基
準
規
則
第
五
十
条
と
同
一
の
系
統
・
機
器
を
対
象
と
す
る
。

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
可
搬

式
窒
素
供
給
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本

方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
条
（
１
．
７
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
原
子
炉
格
納

容
器
内
の
圧
力
を
大
気
中
に
逃
が
す
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
二
条
（
１
．
９
）

 

「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
，
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
三
条
（
１
．
１
０
）

 

 
「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
棟
へ
の
水
素
ガ

ス
の
漏
え
い
を
抑
制
し
，
原
子
炉
棟
内
の
水
素
濃
度
の
上
昇
を
緩
和
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器

か
ら
水
素
ガ
ス
を
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
る
（
手
順
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 

④
 
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
と
と
も
に
使
用
す
る
設
備
で
あ
る
こ
と
か

ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
と
同
様
に
「
運
転
，
起
動
お
よ
び

高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
は
，
１
セ
ッ
ト
１
台
で
必
要
な
窒
素
量
を
供
給
で
き
る
設
計
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
，
１
台
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）

 

 

      

 

                                       

489



 
 

 

保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
の
吐
出
圧
力
が

0.
6M
Pa

以
上
で
流
量

が
10
0N
m3
/h

以
上
（
窒
素
純
度

99
.9
%以

上
※
２
に
て
）
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

2.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
箇
月
に
１
回
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

※
２
：
酸
素
濃
度

0.
1％

未
満
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
確
認
す
る
。
 

  （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置

 
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
可
搬
式
窒
素
供
給
装

置
が
動
作
不
能
の
場

合
 

A1
.当

直
長
は
，
残
留
熱
除
去
系
３
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
３
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※

４
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
１
系
列
を
起
動
し
，

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
の

設
備

※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
代
替
措
置

※
６
を
検
討
し
，
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A4
. 
課
長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   ３
日
間
 

  １
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ

る
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い

場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

※
３
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
４
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）
，
原
子
炉

補
機
冷
却
水
系
２
系
列
お
よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系
２
系
列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
５
：
残
り
の
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
１
系
列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

※
６
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。
 

 ⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1
が
該
当
。
 

確
認
す
る
吐
出
圧
力
及
び
流
量
は
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
基
づ
き
設
定
す
る
。（

添
付

－
２
）
 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻

度
の
考
え
方
に
基
づ
き
定
事
検
停
止
時
に
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

2
が
該
当
。
 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻

度
の
考
え
方
に
基
づ
き
３
箇
月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
は
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
が
動
作
不
能
の
場
合

を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

A1
.
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
と
と
も
に
使
用

す
る
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
そ
れ
ら
と
同
様
に
，
低
圧
注
水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。
）
含
む
。）
，
格
納
容
器
冷
却
系
（
非
常
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。
），

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

及
び
原
子
炉
補
機
海
水
系
含
む
。）
，
残
留
熱
除
去
系
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サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）
，
原
子
炉

補
機
冷
却
水
系
及
び
原
子
炉
補
機
海
水
系
含
む
。）

を
設
定
す
る
。

 

 

A2
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格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
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同
様
に
，
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
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設
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す
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。
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可
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で
あ
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Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
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。
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Ｏ
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０
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。
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。
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実
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に示す。 

窒素ガス代替注入系の可搬式窒素供給装置は，通常時は接続先の系統と

分離して保管し，重大事故等時に接続，弁操作等により重大事故等対処設

備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計と

する。 

可搬式窒素供給装置は，輪留めによる固定等をすることで，他の設備に

悪影響を及ぼさない設計とする。 

可搬式窒素供給装置は，飛散物となって他の設備に悪影響を及ぼさない

設計とする。 

格納容器水素濃度（ＳＡ），格納容器酸素濃度（ＳＡ），格納容器水素濃

度（Ｂ系）及び格納容器酸素濃度（Ｂ系）は，他の設備と電気的な分離を

することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

9.5.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

窒素ガス代替注入系の可搬式窒素供給装置は，想定される重大事故等時

において，格納容器フィルタベント系により原子炉格納容器内における水

素ガス及び酸素ガスを排出する前までに，原子炉格納容器内の水素ガス及

び酸素ガスの濃度を可燃限界未満にするために必要な窒素供給容量を確保

するため１セット１台使用する。保有数は，１セット１台に加えて，故障

時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として１台の合計２台

を保管する。 

格納容器水素濃度（ＳＡ），格納容器酸素濃度（ＳＡ），格納容器水素濃

度（Ｂ系）及び格納容器酸素濃度（Ｂ系）は，想定される重大事故等時に

原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度が変動する可能性のある範囲を

測定できる設計とする。 

格納容器水素濃度（ＳＡ），格納容器酸素濃度（ＳＡ），格納容器水素濃

度（Ｂ系）及び格納容器酸素濃度（Ｂ系）は，想定される重大事故等時に

原子炉格納容器内の水素爆発を防止するため，その可燃限界濃度を測定で

所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す

添付-2-(1)　設置変更許可申請書 添付八
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第9.5－1表 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備の 

主要機器仕様 

(1) 窒素ガス代替注入系

ａ．可搬式窒素供給装置 

台  数  １（予備１） 

容  量 約100m3/h[normal] /台 

(2) 格納容器フィルタベント系

ａ．第１ベントフィルタスクラバ容器 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に

記載する。 

ｂ．第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に

記載する。 

ｃ．圧力開放板 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に

記載する。 

ｄ．第１ベントフィルタ出口水素濃度 

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。 

ｅ．第１ベントフィルタ出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。 

(3) 水素濃度監視設備及び酸素濃度監視設備

ａ．格納容器水素濃度（ＳＡ） 

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。 

ｂ．格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。 

ｃ．格納容器水素濃度（Ｂ系） 

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。 

ｄ．格納容器酸素濃度（Ｂ系） 

添付-2-(2)　設置変更許可申請書 添付八設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す
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長方形
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長方形
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4.6.3 窒素ガス代替注入系 

名 称 
可搬式窒素供給装置 

空気圧縮機 昇圧機 

容 量 
m3/h/個 

[normal] 

100以上（100） 

[窒素純度 99.9％において] 

吐 出 圧 力 MPa 0.6以上（0.9） 

原 動 機 出 力 kW/個 55 7.5 

個 数 ― 1（予備 1） 1（予備 1） 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（格納容器フィルタベント系）と

して使用する可搬式窒素供給装置は，以下の機能を有する。 

可搬式窒素供給装置は，設計基準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機

能が喪失した場合において炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損（炉心の著しい損傷が

発生する前に生ずるものに限る。）を防止するため，最終ヒートシンクへ熱を輸送する格納容

器フィルタベント系を不活性化するために設置する。 

系統構成は，最終ヒートシンクへ熱を輸送する格納容器フィルタベント系のベント停止に向

け，可搬式窒素供給装置と格納容器フィルタベント系窒素ガス供給用接続口（南）又は格納容

器フィルタベント系窒素ガス供給用接続口 （屋内）を可搬式窒素供給装置用ホースで接続し，

格納容器フィルタベント系の系統内に窒素ガスを注入することにより，格納容器フィルタベン

ト系の系統内を不活性化できる設計とする。

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の放射性物質濃度制御

設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（窒素ガス代替注入系）として使

用する可搬式窒素供給装置は，以下の機能を有する。 

可搬式窒素供給装置は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器内におけ

る水素爆発による破損を防止できるよう，原子炉格納容器内を不活性化するために設置する。 

系統構成は，可搬式窒素供給装置と窒素ガス代替注入系ドライウェル側供給用接続口（南）

又は窒素ガス代替注入系ドライウェル側供給用接続口（屋内）及び窒素ガス代替注入系サプレ

ッションチェンバ側供給用接続口（南）又は窒素ガス代替注入系サプレッションチェンバ側供

給用接続口（屋内）を可搬式窒素供給装置用ホースで接続し，原子炉格納容器に窒素ガスを注

入することにより，原子炉格納容器を不活性化できる設計とする。 

添付-2-(3)　設計及び工事計画認可申請書設定根拠
関連箇所を下線にて示す
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【設 定 根 拠】（続き） 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の放射性物質濃度制御

設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（格納容器フィルタベント系）と

して使用する可搬式窒素供給装置は，以下の機能を有する。 

可搬式窒素供給装置は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器内におけ

る水素爆発による破損及び水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止する格納容器フィルタベ

ント系を不活性化するために設置する。

系統構成は，原子炉格納容器内における水素爆発による破損及び水素爆発による原子炉建物

等の損傷を防止する格納容器フィルタベント系のベント停止後に，可搬式窒素供給装置と格納

容器フィルタベント系窒素ガス供給用接続口（南）又は格納容器フィルタベント系窒素ガス供

給用接続口（屋内）を可搬式窒素供給装置用ホースで接続し，格納容器フィルタベント系の系

統内に窒素ガスを注入することにより，格納容器フィルタベント系の系統内を不活性化できる

設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の圧力逃がし装置（格

納容器フィルタベント系）として使用する可搬式窒素供給装置は，以下の機能を有する。 

可搬式窒素供給装置は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の過圧に

よる破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力を大気中に逃がす格納容器フィルタベント

系を不活性化するために設置する。 

系統構成は，原子炉格納容器内の圧力を大気中に逃がす格納容器フィルタベント系のベント

停止後に，可搬式窒素供給装置と格納容器フィルタベント系窒素ガス供給用接続口（南）又は

格納容器フィルタベント系窒素ガス供給用接続口（屋内）を可搬式窒素供給装置用ホースで接

続し，格納容器フィルタベント系の系統内に窒素ガスを注入することにより，格納容器フィル

タベント系の系統内を不活性化できる設計とする。

1. 容量

可搬式窒素供給装置を重大事故等時において使用する場合の容量は，重大事故等対策の有効

性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付資料十）のうち水素燃焼において，設計基準対象

施設である可燃性ガス濃度制御系性能評価で使用している G 値を採用した場合に，有効性が確

認されている窒素注入量が窒素純度 99.9％において 100m3/h[normal]であることから，100m3/h/

個[normal]以上とする。 

公称値については，要求される容量以上である 100m3/h/個[normal]とする。 
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2. 吐出圧力

可搬式窒素供給装置の重大事故等時における吐出圧力は，原子炉格納容器に窒素を注入する

流量 100m3/h[normal]を確保するときの，原子炉格納容器圧力，機器及び配管・弁類の圧損並び

にホース圧損を基に設定する。 

原子炉格納容器圧力  0.427  MPa 

機器及び配管・弁類の圧損  MPa 

ホース圧損  MPa 

 MPa 

以上より，可搬式窒素供給装置の吐出圧力は， MPa以上である 0.6MPaとする。 

公称値については，要求される吐出圧力以上である 0.9MPaとする。 

3. 原動機出力

可搬式窒素供給装置を駆動する際の原動機出力は，メーカ設定値より空気圧縮機が 55kW，昇

圧機が 7.5kWとなる。 

以上より，可搬式窒素供給装置原動機出力は，空気圧縮機が 55kW，昇圧機が 7.5kWとする。

4. 個数

可搬式窒素供給装置（原動機含む。）は，重大事故等対処設備として原子炉格納容器内及び

格納容器フィルタベント系の系統内を不活性化するために必要な個数である 1 個に，故障時及

び保守点検による待機除外時のバックアップ用として予備 1個を分散して保管する。 
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